
九 蔵 遺 跡

平成27（2015）年 3月

兵 庫 県 教 育 委 員 会

南あわじ市

－（主）洲本灘賀集線（阿万バイパス）道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－

兵庫県文化財調査報告　第473冊



平成27（2015）年 3月

兵 庫 県 教 育 委 員 会

九 蔵 遺 跡
南あわじ市

－（主）洲本灘賀集線（阿万バイパス）道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－



空中写真(西上空から）

遺跡遠景(南上空から）

巻頭写真図版 1



遺跡遠景(北上空から）

遺跡遠景(北西上空から）

巻頭写真図版 2



遺跡遠景(北上空から）

遺跡遠景(北西上空から） 遺跡遠景(東上空から）

空中写真(北上空から）

巻頭写真図版 3



遺跡遠景(西上空から）

遺跡遠景(南上空から）

巻頭写真図版 4



遺跡遠景(西上空から）

遺跡遠景(南上空から）

4・5区上層遺構(南上空から）

1・2区全景(南上空から）

巻頭写真図版 5



空中写真(国土地理院撮影）

巻頭写真図版 6



遺跡全景垂直写真

空中写真(国土地理院撮影）

巻頭写真図版 7



2区全景(東から）

1区東半全景(北から）

巻頭写真図版 8



2区全景(東から）

1区東半全景(北から）

1区 製塩炉(SX01)

1区 井戸(SE01・02）

巻頭写真図版 9



4区 SP01(南から） 4区 SP355(北から） 

4区 SK03・04(南西から）

4区 SP355(北から）4区 SP01(西から）

巻頭写真図版10



4区 SP01(南から） 4区 SP355(北から） 

4区 SK03・04(南西から）

4区 SP355(北から）4区 SP01(西から）

4区 SX01(南東から）

4区全景(東から）

巻頭写真図版11



3区 出土弥生土器

2区 SE01 出土土器

2区 SE02 出土土器

巻頭写真図版12



3区 出土弥生土器

2区 SE01 出土土器

2区 SE02 出土土器

5区 SX01 出土土器

4区 SX01 出土土器

巻頭写真図版13



和同開珎

墨書土器

製塩土器

巻頭写真図版14



和同開珎

墨書土器

製塩土器

4区 SH04 出土土器

1区 堀1出土土器

巻頭写真図版15



𠃵亨重寶製塩土器

4区 SX01 炉上面出土土器

巻頭写真図版16



i

例　　言

１　本書は、南あわじ市阿万東町に所在する九蔵遺跡の発掘調査報告書である。

２　本調査は、（主）洲本灘賀集線（阿万バイパス）道路改良事業に伴うもので、兵庫県淡路県民局淡路土木

事務所の依頼に基づき、兵庫県教育委員会を調査主体として、兵庫県埋蔵文化財調査事務所を調査機関とし

て実施した。

３　分布調査は平成９年度に、確認調査は平成１５・１６年度に、本発掘調査は平成１７・１８年度に行った。兵庫県

教育委員会が調査主体となり、兵庫県埋蔵文化財調査事務所が調査担当した。

分　布　調　査　　平成９年４月９日

　　　　　　　　実施機関：兵庫県埋蔵文化財調査事務所

　　　　　　　　担当者　山上雅弘・服部　寛

確　認　調　査　　平成１５年１１月４日・５日

　　　　　　　　実施機関：兵庫県埋蔵文化財調査事務所

　　　　　　　　担当者　久保弘幸

　　　　　　　平成１６年１０月１４日

　　　　　　　　実施機関：兵庫県埋蔵文化財調査事務所

　　　　　　　　担当者　森内秀造

本発掘調査　　平成１７年１２月２１日～平成１８年３月２２日

　　　　　　　　実施機関：兵庫県埋蔵文化財調査事務所

　　　　　　　　担当者　渡辺　昇・山上雅弘・長濱誠司

　　　　　　　　工事請負：㈱坂本建設

　　　　　　　平成１８年９月１１日～平成１８年１０月１１日

　　　　　　　　実施機関：兵庫県埋蔵文化財調査事務所

　　　　　　　　担当者　西口圭介・山上雅弘・上田健太郎

　　　　　　　　工事請負：㈱坂本建設　

４　調査で使用した方位は国土座標第Ⅴ系である。座標は世界測地系に基づくものである。水準は兵庫県設定

の２級基準点を使用した。

５　個別遺構図・遺物出土状態・土層断面図などの遺構図は、調査員・調査補助員が実測した。平成１７年度本

発掘調査区の全体の図化は㈱日建技術コンサルタントに委託して実施した。

６　土層断面や地質的な専門的分野については立命館大学青木哲哉氏に現地調査をお願いし、多くの教示を得、

さらに玉稿を戴いた。

７　遺構写真は調査担当者が撮影した。巻頭写真図版６の空中写真は国土地理院撮影のものを使用し、その他

の空中写真については空中写真測量委託として㈱日建技術コンサルタントが行った。

８　出土品整理作業は平成２３～２６年度の４ヵ年にわたって兵庫県立考古博物館で行った。

　　　　　　　　　　平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日

　　　　　　　　　　　実施機関：兵庫県立考古博物館

　　　　　　　　　　平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日
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ii

　　　　　　　　　　平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日

　　　　　　　　　　平成２６年４月１日～平成２６年３月２５日

　　　　　　　　　　　実施機関：公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター埋蔵文化財調査部

９　遺物写真撮影の一部は、平成２４年度は株式会社タニグチフォト、平成２５年度は株式会社クレアチオに委託

した。それ以外は渡辺が撮影した。

１０　本書の執筆は、調査担当者が行った。執筆分担は本文目次の通りである。自然科学分析については青木氏

からは玉稿を戴き、その他は委託した。編集は、公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター埋蔵文化財調

査部渡辺　昇が栗山美奈の協力を得て担当した。

１１　表紙・第３１図の写真は、独立行政法人　国立文化財機構　奈良文化財研究所所蔵の写真を使用した。

１２　本調査において出土した遺物や作成した写真・図面類は、兵庫県教育委員会（兵庫県立考古博物館―加古

郡播磨町大中１−１−１、兵庫県立考古博物館魚住分館―明石市魚住町清水立合池ノ下６３０−１）で保管して

いる。

１３　発掘調査及び報告書の作成にあたっては、地元関係者・工事関係者をはじめ多くの方々・機関のご協力・

ご教示を得ました。感謝いたします。（敬称略・順不同）

青木哲哉・松村恵司・村上　隆・渡辺晃宏・山本祥隆・浦上雅史・山崎裕之・定松佳重・的崎　薫・

坂口弘貢・伊藤宏幸・大石雅一・斎野裕彦・平塚幸人・奈良文化財研究所・南あわじ市教育委員会

第１図　九蔵遺跡（南あわじ市）の位置
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図版５４　　５区　ＳＸ０１．ＳＫ０１・０６・０７実測図

図版５５　　５区　ＳＫ０２・０３．ＳＤ実測図

図版５６　　土器（１）

図版５７　　土器（２）

図版５８　　土器（３）

図版５９　　土器（４）

図版６０　　土器（５）

図版６１　　土器（６）

図版６２　　土器（７）

図版６３　　土器（８）

図版６４　　土器（９）

図版６５　　土器（１０）

図版６６　　土器（１１）

図版６７　　土器（１２）

図版６８　　土器（１３）

図版６９　　土器（１４）

図版７０　　土器（１５）

図版７１　　土器（１６）

図版７２　　土器（１７）

図版７３　　土器（１８）

図版７４　　土器（１９）

図版７５　　土器（２０）

図版７６　　土器（２１）

図版７７　　土器（２２）

図版７８　　土器（２３）

図版７９　　土器（２４）

図版８０　　土器（２５）

図版８１　　土器（２６）

図版８２　　土器（２７）

図版８３　　土器（２８）

図版８４　　土器（２９）

図版８５　　土器（３０）

図版８６　　土器（３１）

図版８７　　土器（３２）

図版８８　　土器（３３）

図版８９　　土器（３４）

図版９０　　土器（３５）

図版９１　　土器（３６）

図版９２　　土器（３７）

図版９３　　土器（３８）

図版９４　　土器（３９）

図版９５　　金属製品（１）

図版９６　　金属製品（２）

図版９７　　木製品

図版９８　　石製品（１）

図版９９　　石製品（２）

図版１００　　石製品（３）

図版１０１　　石製品（４）

図版１０２　　石製品（５）

図版１０３　　石製品（６）

図版１０４　　石製品（７）
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写　真　図　版　目　次

巻　頭　写　真　図　版　目　次

巻頭写真図版１　　空中写真（西上空から）

　　　　　　　　　遺跡遠景（南上空から）

巻頭写真図版２　　遺跡遠景（北上空から）

　　　　　　　　　遺跡遠景（北西上空から）

巻頭写真図版３　　空中写真（北上空から）

　　　　　　　　　遺跡遠景（東上空から）

巻頭写真図版４　　遺跡遠景（南上空から）

　　　　　　　　　遺跡遠景（西上空から）

巻頭写真図版５　　１・２区全景（南上空から）

　　　　　　　　　４・５区上層遺構（南上空から）

巻頭写真図版６　　空中写真（国土地理院撮影）

巻頭写真図版７　　遺跡全景垂直写真

巻頭写真図版８　　１区東半全景（北から）

　　　　　　　　　２区全景（東から）

巻頭写真図版９　　１区　井戸（ＳＥ０１・０２）

　　　　　　　　　１区　製塩炉（ＳＸ０１）

巻頭写真図版１０　　４区　ＳＫ０３・０４（南西から）

　　　　　　　　　４区　ＳＰ０１（西から）

　　　　　　　　　４区　ＳＰ０１（南から）

　　　　　　　　　４区　ＳＰ３５５（北から）

　　　　　　　　　４区　ＳＰ３５５（北から）

巻頭写真図版１１　　４区全景（東から）

　　　　　　　　　４区　ＳＸ０１（南東から）

巻頭写真図版１２　　２区　ＳＥ０１　出土土器

　　　　　　　　　２区　ＳＥ０２　出土土器

　　　　　　　　　３区　出土弥生土器

巻頭写真図版１３　　４区　ＳＸ０１　出土土器

　　　　　　　　　５区　ＳＸ０１　出土土器

巻頭写真図版１４　　墨書土器

　　　　　　　　　製塩土器

　　　　　　　　　和同開珎

巻頭写真図版１５　　１区　堀１出土土器

　　　　　　　　　４区　ＳＨ０４出土土器

巻頭写真図版１６　　４区　ＳＸ０１炉上面出土土器

　　　　　　　　　製塩土器

　　　　　　　　　乹亨重寶

写真図版１　　１区　垂直写真

写真図版２　　１区　全景（南上空から）

　　　　　　　　　　遠景（東上空から）

写真図版３　　１区　東半（東から）

　　　　　　　　　　東半（西から）

　　　　　　　　　　西半（東から）

写真図版４　　１区　ＳＢ０１～０５（南西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１・０２・０６（北から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２・０５（北東から）

写真図版５　　１区　ＳＢ０１周辺（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１（北から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ１４０（西から）

　　　　　　　　　　Ｐ２７３

　　　　　　　　　　Ｐ１１１柱材

写真図版６　　１区　ＳＢ０１・０２（西から）

　　　　　　　　　　Ｐ４４・４３（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ１３０（北から）

　　　　　　　　　　Ｐ１５１（北から）

　　　　　　　　　　Ｐ１５１出土瓦器　近景（北から）

写真図版７　　１区　ＳＢ０３・０７（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０３　Ｐ７２（西から）

　　　　　　　　　　Ｐ１１２（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０３　Ｐ１４８（東から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０５　Ｐ１２９（北から）

写真図版８　　１区　ＳＢ０４　Ｐ２２（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０４　Ｐ１２４（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０７　Ｐ９６（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０７　Ｐ１５２（西から）
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　　　　　　　　　　ＳＢ０７　Ｐ１１９（南から）

　　　　　　　　　　Ｐ１９（西から）

　　　　　　　　　　Ｐ１２３（西から）

　　　　　　　　　　Ｐ１２１土器１７出土状況（北から）

写真図版９　　１区　ＳＸ０１（南から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０１堆積状況（東から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０１堆積状況（南から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０１（東から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０１須恵器出土状況（東から）

写真図版１０　　１区　ＳＥ０１断面（西から）

　　　　　　　　　　ＳＥ０２（南から）

　　　　　　　　　　ＳＥ０２（北東から）

写真図版１１　　１区　ＳＥ０２土器出土状況（南から）

　　　　　　　　　　ＳＥ０２土器出土状況（東から）

　　　　　　　　　　ＳＥ０２土器出土状況（北から）

　　　　　　　　　　ＳＥ０２土器出土状況（南東から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０１断面（南から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０２断面（北から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０８断面（北から）

　　　　　　　　　　ＳＫ１５断面（南から）

写真図版１２　　１区　堀１（北から）

　　　　　　　　　　堀１断面（南から）

　　　　　　　　　　堀１断面（北から）

写真図版１３　　１区　ＳＤ０１断面（北から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０５（南から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０４（西から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０４土器出土状況（西から）

　　　　　　　　　　北端（西から）

　　　　　　　　　　北端部土層断面（南西から）

　　　　　　　　　　西半北壁

　　　　　　　　　　西半北壁

写真図版１４　　２区　垂直写真

写真図版１５　　２区　古代建物全景（東から）

　　　　　　　　　　中世建物全景（西から）

写真図版１６　　２区　全景（東から）

　　　　　　　　　　全景（西から）

写真図版１７　　２区　東半（東から）

　　　　　　　　　　東半（西から）

写真図版１８　　２区　東半　ＳＢ０１～０４（東から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０４　Ｐ５９７（東から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ５９０（北から）

　　　　　　　　　　Ｐ５９４（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ５９５・５９６（東から）

写真図版１９　　２区　ＳＢ０２～０４周辺（北から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０８　Ｐ５６（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０３　Ｐ８９（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０３　Ｐ５８４（北から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０３　Ｐ５８８（東から）

写真図版２０　　２区　ＳＢ０１～０４（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０５（東から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０８（０９・１２）東半（北から）

写真図版２１　　２区　ＳＢ１４～１７（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ１７（北から）

写真図版２２　　２区　ＳＢ０７　Ｐ３４（西から）

　　　　　　　　　　Ｐ１４１（西から）ＳＢ０９周辺

　　　　　　　　　　ＳＢ１５　Ｐ２７０（西から）古代

　　　　　　　　　　ＳＢ１５　Ｐ２７０（東から）古代

　　　　　　　　　　ＳＢ１７　Ｐ３０７（西から）古代

　　　　　　　　　　Ｐ９０（西から）ＳＢ０２・０４周辺

　　　　　　　　　　Ｐ１３９（西から）ＳＢ０９周辺

　　　　　　　　　　Ｐ１４０（西から）ＳＢ０９周辺

写真図版２３　　２区　ＳＥ０１・０２（東から）

　　　　　　　　　　ＳＥ０１断面（東から）

　　　　　　　　　　ＳＥ０１（東から）

　　　　　　　　　　ＳＥ０２断面（西から）

　　　　　　　　　　ＳＥ０２瓦器出土状況

写真図版２４　　２区　ＳＥ０１（東から）

　　　　　　　　　　ＳＥ０２（東から）

写真図版２５　　２区　堀１断面（南から）

　　　　　　　　　　堀１土器出土状況（西から）

　　　　　　　　　　堀１土器出土状況（北から）

　　　　　　　　　　堀１土器出土状況（南から）

　　　　　　　　　　堀１土器出土状況（西から）

写真図版２６　　２区　２～３区間　ＳＤ０５（北から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０５断面i－ｉ’（南から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０５断面ｈ－ｈ’（南から）
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　　　　　　　　　　土器出土状況（南から）

写真図版２７　　２区　Ｐ７０銭貨出土状況（東から）

　　　　　　　　　　Ｐ７０銭貨出土状況（南から）

　　　　　　　　　　Ｐ７１銭貨出土状況（西から）

　　　　　　　　　　Ｐ７１銭貨出土状況（南から）

　　　　　　　　　　ＳＫ１１断面（南西から）

　　　　　　　　　　西端焼土

　　　　　　　　　　北壁

写真図版２８　　２区　断ち割りトレンチ（東から）

　　　　　　　　　　１区　製塩炉剥ぎ取り風景

　　　　　　　　　　１区　ＳＥ０２保存作業風景

　　　　　　　　　　現地説明会風景

写真図版２９　　３区　上層全景（東から）

　　　　　　　　　　上層建物アップ（東から）

写真図版３０　　３区　上層全景（西から）

　　　　　　　　　　上層建物アップ（西から）

写真図版３１　　３区　ＳＢ０１　Ｐ６４（西から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０１検出状況（北東から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０１（南から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０１土層断面ｇ－ｇ’（東から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０１焼土面断ち割り断面（東から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０２（西から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０３（南から）

写真図版３２　　３区　下層全景（南東から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０６～０８及びＳＸ０６・０７（南から）

写真図版３３　　３区　ＳＤ０６中層遺物出土状況（東から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０６中層遺物出土状況（西から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０６土層断面及び中層遺構

　　　　　　　　　　（東から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０６下層（南西から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０８（東から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０６（北東から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０７（北から）

写真図版３４　　３区　ＳＤ０９（西から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０９土層断面（東から）

写真図版３５　　４区　第１面垂直写真

写真図版３６　　４区　第１面全景（西から）

　　　　　　　　　　第１面全景（東から）

写真図版３７　　４区　ＳＢ０１（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１（東から）

写真図版３８　　４区　ＳＢ０１　Ｐ５５（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ５７（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ５６（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ７４（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２（西から）

写真図版３９　　４区　ＳＢ０１　Ｐ４９（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ５５（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ５６（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ６８（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ７１（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ７２（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ７３（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ７４（南から）

写真図版４０　　４区　ＳＢ０２（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ２８（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ２８底面（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ２７（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ２９（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ５０（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ２１６（南から）

写真図版４１　　４区　ＳＢ０３（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０３　Ｐ１９（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０３　Ｐ１５１（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０３　Ｐ２４（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０３　Ｐ２１２（南から）

写真図版４２　　４区　ＳＢ０２・０３・１４（東から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０３　Ｐ２１３（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０３　Ｐ２２７（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０４　Ｐ８（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０４　Ｐ９（南から）

写真図版４３　　４区　ＳＢ０５（北から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０５　Ｐ５（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０５　Ｐ６（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０５　Ｐ１６７（北から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０５　Ｐ１６２（南から）

写真図版４４　　４区　ＳＢ０５　Ｐ１６３（南から）
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　　　　　　　　　　ＳＢ０５　Ｐ１６４（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０５　Ｐ１６７（北から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０５　Ｐ１６８（北から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０５　Ｐ３２８（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０５　Ｐ３３１（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０５　Ｐ３３２（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０５　Ｐ３３３（北から）

写真図版４５　　４区　ＳＢ０６・１２（東から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０７（東から）

写真図版４６　　４区　ＳＢ０７（北から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０８　Ｐ１４６（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０９　Ｐ１３５（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０９　Ｐ１３９（北から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０９　Ｐ１４０（南から）

写真図版４７　　４区　ＳＢ０９（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０９（北西から）

写真図版４８　　４区　ＳＢ１０（南東から）

　　　　　　　　　　ＳＢ１０　Ｐ７９（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ１０　Ｐ１７１（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ１０　Ｐ１８３（南から）

写真図版４９　　４区　ＳＢ１１　Ｐ１１１（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ１１　Ｐ２５７（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ１２　Ｐ１０１（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ１３　Ｐ２００（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ１３　Ｐ７８（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ１３　Ｐ７９（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ１３　Ｐ１９７（東から）

　　　　　　　　　　ＳＢ１３　Ｐ２０１（南から）

写真図版５０　　４区　ＳＢ１３（北から）

　　　　　　　　　　西半全景（東から）

写真図版５１　　４区　ＳＸ０１・ＳＢ０４（南東から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０１全景（東から）

写真図版５２　　４区　ＳＸ０１（北から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０１遺物出土状況

写真図版５３　　４区　ＳＸ０１炉跡上面土器堆積状況

　　　　　　　　　　（北東から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０１炉跡上面土器出土状況

写真図版５４　　４区　ＳＸ０１（南西から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０１炉跡（北東から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０１下層堆積状況

　　　　　　　　　　ＳＸ０１調査風景

　　　　　　　　　　ＳＸ０１下層全景（西から）

写真図版５５　　４区　ＳＸ０２（北から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０２（東から）

写真図版５６　　４区　ＳＸ０２（西から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０２土器出土状況（東から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０２下層（北から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０５北アゼ（南から）

　　　　　　　　　　ＳＸ０３・０４（北から）

写真図版５７　　４区　ＳＫ０１アゼ（西から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０２アゼ（東から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０３・０４（西から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０３・０４（北東から）

写真図版５８　　４区　ＳＫ０３（南から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０３（南から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０３・０４周辺（西から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０５堆積状況（南から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０５・ＳＤ０９（北から）

写真図版５９　　４区　ＳＫ０４（南から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０４（東から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０４（西から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０４（南から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０６（東から）

写真図版６０　　４区　ＳＫ０７（西から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０８（南から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０５アゼ（東から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０６アゼ（西から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０７アゼ（西から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０８アゼ（西から）

　　　　　　　　　　ＳＤ１２（西から）

　　　　　　　　　　ＳＤ１２アゼ（西から）

　　　　　　　　　　ＳＤ１３アゼ（東から）

写真図版６１　　４区　第２面垂直写真

写真図版６２　　４区　第２面全景（東から）

　　　　　　　　　　第２面全景（西から）

写真図版６３　　４区　ＳＨ０１～０３（北西から）
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　　　　　　　　　　ＳＨ０１（北から）

写真図版６４　　４区　ＳＨ０２（北西から）　

　　　　　　　　　　ＳＨ０２アゼ（西から）

　　　　　　　　　　ＳＨ０２（南東から）

　　　　　　　　　　ＳＨ０４（南東から）

写真図版６５　　４区　ＳＨ０４アゼ（南西から）

　　　　　　　　　　ＳＨ０４アゼ（南東から）

　　　　　　　　　　ＳＨ０４（南東から）

　　　　　　　　　　ＳＨ０４土器出土状況（南東から）

写真図版６６　　４区　ＳＨ０５（北から）

　　　　　　　　　　ＳＨ０５アゼ（北から）

　　　　　　　　　　ＳＨ０５調査風景

　　　　　　　　　　ＳＨ０５（北東から）

　　　　　　　　　　ＳＨ０５炉跡（南から）

写真図版６７　　４区　ＳＨ０６（西から）

　　　　　　　　　　ＳＨ０６（南から）

写真図版６８　　４区　調査区北壁

　　　　　　　　　　断ち割りトレンチ

　　　　　　　　　　丸田古墳から見た遺跡周辺

　　　　　　　　　　調査区から見た北東部（上阿万）

　　　　　　　　　　調査区から見た南西部（吹上）

　　　　　　　　　　埋戻し風景

写真図版６９　　５区　全景（西上空から）

　　　　　　　　　　全景（東上空から）

写真図版７０　　５区　全景（西から）

　　　　　　　　　　下面全景（東から）

写真図版７１　　５区　ＳＢ０１全景（東から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０１全景（南から）

写真図版７２　　５区　ＳＢ０１　Ｐ１断面

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ２断面

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ３断面

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ４断面

　　　　　　　　　　ＳＢ０１　Ｐ５断面

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ９断面

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ８（西から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ８（南から）

写真図版７３　　５区　ＳＢ０２（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ１１（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ１１（東から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ１１断ち割り（南から）

　　　　　　　　　　ＳＢ０２　Ｐ１２断ち割り（南から）

写真図版７４　　５区　ＳＫ０１製塩土器・礫出土状況

　　　　　　　　　　（南から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０１アゼ（南から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０１（東から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０１製塩土器出土状況

写真図版７５　　５区　ＳＫ０２・ＳＤ０２アゼ（西から）

　　　　　　　　　　ＳＫ０３アゼ（南から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０３アゼ（南から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０４アゼ（南から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０５アゼ（南から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０６アゼ（南から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０７アゼ（西から）

　　　　　　　　　　ＳＤ０８アゼ（南から）

写真図版７６　　５区　北壁

　　　　　　　　　　調査風景・現地説明会風景

写真図版７７　　１区　出土遺物（１）

写真図版７８　　１区　出土遺物（２）

写真図版７９　　１区　出土遺物（３）

写真図版８０　　１区　出土遺物（４）

写真図版８１　　１区　出土遺物（５）

写真図版８２　　１区　出土遺物（６）

写真図版８３　　１区　出土遺物（７）

写真図版８４　　１区　出土遺物（８）

写真図版８５　　１区　出土遺物（９）

写真図版８６　　１区　出土遺物（１０）

写真図版８７　　１区　出土遺物（１１）

写真図版８８　　１区　出土遺物（１２）

写真図版８９　　１区　出土遺物（１３）

写真図版９０　　１区　出土遺物（１４）

写真図版９１　　１区　出土遺物（１５）

写真図版９２　　１区　出土遺物（１６）

写真図版９３　　１区　出土遺物（１７）

写真図版９４　　１区　出土遺物（１８）

写真図版９５　　１区　出土遺物（１９）

写真図版９６　　１区　出土遺物（２０）
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写真図版９７　　１区　出土遺物（２１）

写真図版９８　　１区　出土遺物（２２）

写真図版９９　　１・２区　出土遺物（２３）

写真図版１００　　２区　出土遺物（２４）

写真図版１０１　　２区　出土遺物（２５）

写真図版１０２　　２区　出土遺物（２６）

写真図版１０３　　２区　出土遺物（２７）

写真図版１０４　　２区　出土遺物（２８）

写真図版１０５　　３区　出土遺物（２９）

写真図版１０６　　３区　出土遺物（３０）

写真図版１０７　　３区　出土遺物（３１）

写真図版１０８　　３区　出土遺物（３２）

写真図版１０９　　３区　出土遺物（３３）

写真図版１１０　　３区　出土遺物（３４）

写真図版１１１　　３区　出土遺物（３５）

写真図版１１２　　４区　出土遺物（３６）

写真図版１１３　　４区　出土遺物（３７）

写真図版１１４　　４区　出土遺物（３８）

写真図版１１５　　４区　出土遺物（３９）

写真図版１１６　　４区　出土遺物（４０）

写真図版１１７　　４区　出土遺物（４１）

写真図版１１８　　４区　出土遺物（４２）

写真図版１１９　　４区　出土遺物（４３）

写真図版１２０　　４区　出土遺物（４４）

写真図版１２１　　４区　出土遺物（４５）

写真図版１２２　　４区　出土遺物（４６）

写真図版１２３　　４区　出土遺物（４７）

写真図版１２４　　４区　出土遺物（４８）

写真図版１２５　　４区　出土遺物（４９）

写真図版１２６　　４区　出土遺物（５０）

写真図版１２７　　４区　出土遺物（５１）

写真図版１２８　　４区　出土遺物（５２）

写真図版１２９　　４区　出土遺物（５３）

写真図版１３０　　４区　出土遺物（５４）

写真図版１３１　　４区　出土遺物（５５）

写真図版１３２　　４区　出土遺物（５６）

写真図版１３３　　４・５区　出土遺物（５７）

写真図版１３４　　５区　出土遺物（５８）

写真図版１３５　　包含層　出土遺物（５９）

写真図版１３６　　包含層　出土遺物（６０）

写真図版１３７　　包含層　出土遺物（６１）

写真図版１３８　　包含層　出土遺物（６２）

写真図版１３９　　包含層　出土遺物（６３）

写真図版１４０　　包含層　出土遺物（６４）

写真図版１４１　　包含層　出土遺物（６５）

写真図版１４２　　包含層　出土遺物（６６）

写真図版１４３　　包含層　出土遺物（６７）

写真図版１４４　　包含層　出土遺物（６８）

写真図版１４５　　包含層　出土遺物（６９）

写真図版１４６　　包含層　出土遺物（７０）

写真図版１４７　　包含層　出土遺物（７１）

写真図版１４８　　包含層　出土遺物（７２）

写真図版１４９　　包含層　出土遺物（７３）

写真図版１５０　　包含層　出土遺物（７４）

写真図版１５１　　包含層　出土遺物（７５）

写真図版１５２　　出土遺物（７６）

写真図版１５３　　出土遺物（７７）

写真図版１５４　　出土遺物（７８）

写真図版１５５　　出土遺物（７９）

写真図版１５６　　出土遺物（８０）

写真図版１５７　　出土遺物（８１）

写真図版１５８　　出土遺物（８２）

写真図版１５９　　出土遺物（８３）

写真図版１６０　　分析　木材Ⅰ

写真図版１６１　　分析　木材Ⅱ

写真図版１６２　　分析　胎土（１）

写真図版１６３　　分析　胎土（２）

写真図版１６４　　分析　胎土（３）
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第１章　はじめに

第１章　はじめに
　

第１節　調査に至る経緯
　県道洲本南淡線は南淡路の主要自動車道として機能している。灘の海岸線を通っていることから、急

峻な部分や狭い部分もあって継続的に整備されている。合わせて交通量の増加に合わせても順次整備さ

れている。国道２８号の整備と淡路縦貫道（神戸淡路鳴門道）建設などに連動して変化している。淡路縦

貫道開通に合わせて西淡三原インターチェンジから国衙（国道２８号接続部）までは整備されたが、神代

から阿万までは離合困難な個所が多く存在した。特に水仙の時期は交通渋滞が激しく懸案事項となって

いた。そのことから賀集～阿万間の整備事業の計画が促進された。既設道路の拡幅は現実的でなく困難

と思われたので、バイパス工事が計画され阿万バイパスとして施工されることとなった。（途中から事

業名は主要地方道洲本灘賀集線道路改良事業に変更）

　工事計画予定地周辺の分布調査を平成９年度に実施し、広範囲に遺物が採集された。延長約７５００ｍを

対象とし、大きく５地点で遺物が多く採集され遺跡の可能性が高まった。第５地点が九蔵遺跡に相当す

る。分布調査は平成９年４月９日に実施し、兵庫県埋蔵文化財調査事務所調査第２班　山上雅弘・服部

　寛が担当した。予定地南東部には周知の埋蔵文化財包蔵地である北田遺跡が存在し、周辺にも遺跡が

広がることが予想された。

第２節　確認調査の経過
　平成１５年度に兵庫県淡路県民局から確認調査の依頼（平成１５年９月１７日付け淡路（洲土）第５８７７号）

があり、それに基づき確認調査（調査番号２００３１９１）を実施した。阿万の水田部分で県道阿万港線からす

でに改良工事が終了している主要地方道洲本南淡線に接続する延長６００ｍについて調査対象とした。確

認調査は平成１５年１１月４日・５日の２日間実施した。兵庫県埋蔵文化財調査事務所調査第２班　久保弘

幸が担当した。事業用地は次年度耕作することもあって確認調査の位置に制約があり、一部指定され拡

張することが出来なかったことから十分な確認調査は行えなかった。確認調査であることで埋戻し作業

も行った。機械掘削によって掘り下げ、壁面・平面および遺物包含層について人力掘削を行った。確認

調査は１０カ所の試掘坑で計４６．７㎡を調査した。事業用地東をTP１と呼称し、西に向かって１０カ所設定

した。（TP８は調査地が確保出来ず、代りにTP１の西側にTP１Bを設定した。調査の結果、西側TP１０

は遺構・包含層が確認されず、旧河道と判断された。その東側のTP７～９部分では包含層は認められな

かったがピット１基だけ検出された。それ以外の東側部分では遺構が多く確認され包含層も厚いことが

判明した。本発掘調査のTP１・TP１Bが１区に、TP２・３が２区に、TP４が３区に、TP５が４区に、

TP６が５区に相当する。

　TP７～９部分は、ピットを１基確認したものの明瞭な遺構は検出出来ず包含層も存在しないことか

ら、判断しかねた。そのことから第２次確認調査を行った。第２次確認調査は平成１６年１０月１４日に実施

した。兵庫県埋蔵文化財調査事務所調査第３班森内秀造が担当した。調査の結果、遺物は少量出土した

ものの明瞭な遺構は検出されなかった。その結果、西側部分は本発掘調査対象から除外することとなった。
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第３節　本発掘調査の経過
　調査区内に町道（調査時―現在市道）東町地野線が南北に通っており、遮断することが出来なかった。

また、残土搬出などで町道沿いに作業ヤードが必要であったことから町道沿いに東西各々８ｍ前後は調

査を行っていない。その部分については次年度本発掘調査を実施したので、２ヶ年にわたって本発掘調

査を実施したことになる。分布調査・確認調査と本調査１年目までは主要地方道洲本南淡線（阿万バイ

パス）道路改良事業であったが、平成１８年度の本発掘調査から主要地方道洲本灘賀集線（阿万バイパス）

道路改良事業に名称変更がなされた。

平成１７年度　調査番号２００５１７７

　調査面積は４，４７４㎡で、平成１７年１２月２１日から平成１８年３月２２日まで実働５２日間を費やして調査を

行った。当初１面の調査の計画であったが、複数の遺構面が存在することが明らかになった。１～３区

は遺構の時期幅はあるものの１面で調査を行ったが、４区は２面、５区は３面の調査を行った。九蔵遺

跡の調査はこれが全てでなく、調査計画や用地買収の都合から次年度にも本発掘調査を継続した。整理

の都合上西側から１区・２区としたので、平成２３年度調査区は本報告では３区と呼んでいる。

　調査は１２月２１日に現地立会を行い、調査準備をはじめる。調査は兵庫県淡路県民局長から兵庫県教育

委員会教育長への依頼（平成１７年１０月２５日付け淡路（洲土）第１６３６号）により調査を実施した。年末年

始を挟んだので、翌平成１８年１月６日に調査区を設定し調査に着手する。１０日（月）に５区機械掘削か

ら着手する。４日間で終了し、１２日（木）午後から４区機械掘削に入る。５区上面は耕作痕跡だけで明

瞭な遺構は確認されず、さらに西半では遺構面が削平されていることが判明した。遺構検出写真だけで

第２面調査に移行する。南西部分の多くは第２面も遺構面は削平されていた。５区は同じ遺構（SB０１）

が続いていることから、北側の南あわじ市教育委員会調査区と平行して調査を行う。２４日（火）に全景

写真を撮影し、２月４日（土）に４区第１面とともに空中写真撮影する。４区もこの撮影に合わせて急

ピッチで調査を行った。多量の製塩土器が出土し、多数の遺構が検出され困難を極めたが、土曜日祝日

などを返上して実施したことによって、かろうじて終了することが出来た。調査結果から遺跡は三原海

人の拠点集落の可能性が高まり、保存協議に入ることとなった。その結果、和同銀銭が出土した掘立柱

建物群中心部分は現況で盛土を施し、構造物などを入れないよう変更され保存されることとなった。そ

れ以外の部分について下層（第２面）の調査を行った。５区全域とともに２４日の空測後から下層の調査

に入り、３月４日２回目の空中写真撮影を行った。３月４日（土）午後と５日（日）午前に２回現地説

明会を開催し、３００名近くの方々の参加を得た。３月５日午後は兵庫県立考古博物館先行展に関連した

シンポジウム「御食国の考古学」が洲本市文化体育館で開催され、現地説明会で使用した遺物・パネル

を展示した。翌週から下層遺構の断割り作業・図化作業を行い、３月１７日（金）に４区作業終了する。

１６日には堆積状況を確認するための断割りトレンチ調査を行い、青木先生に指導いただく。

　１区は４区機械掘削終了後の１月１８日（水）東端から機械掘削開始する。西側に向かって継続し、２

区は２月６日（月）から行い、２月１５日（水）までに終了する。人力掘削は機械掘削の終えた部分から

順次行い、多数の掘立柱建物を検出した。１区は２月２２日に中間検査を受け、２４日（金）空中写真撮影

を行う。１区東側では石敷炉が検出され、現地説明会後にその剥ぎ取り作業を行った。２区も１区と平

行して調査を進め、３月４日に空中写真撮影を行ったが、柱穴の数が膨大で、柱穴の掘り下げ作業・断

割り作業に予想以上の時間を費やした。事務所片付け後の３月２２日（水）まで２区の断割り作業を行っ
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た。３月１７日（金）には青木先生に現地指導をお願いし、２区の断割り作業を行った。調査事務所（監

督員詰所）は３月２０日に片付け、魚住分館に器財・遺物搬出した。

調査事務

兵庫県埋蔵文化財調査事務所

所　長　　　平岡憲昭

主　幹　　　大西義明・輔老拓治

総務課　　　若狭健利・丸野真衣

企画調整班　深井明比古・稲田　毅

調査第１班　吉田　昇

調査担当

調査第１班　渡辺　昇・山上雅弘・長濱誠司

調査参加者　森本文子・前田陽子・阿部由香子・榎本可奈美

作業委託　　株式会社坂本建設

平成１８年度　調査番号２００６１１０

　昨年度同様兵庫県淡路県民局長から兵庫県教育委員会教育長への依頼（平成１８年８月３１日付け淡路（洲

土）第１５１８号）により調査を実施した。昨年度、用地買収が出来なかった地区と調査不能だった地区を

対象とした。調査面積は２５４㎡で、９月５日（火）現地立会を行い調査準備に入る。平成１８年９月１１日か

ら１０月１１日まで実働２２日間を費やして調査を行った。この年度は同事業（阿万バイパス）の井手田遺跡

と同じ１本の委託契約に入っており、１０月からは平行して調査を行った。調査面積が狭かったことから、

空中写真撮影図化費用は計上されておらず、調査員・補助員による手測によっている。

　調査区は市道東西の２区に分かれ、調査段階では便宜的に西をⅣ区、東をⅢ区として実施した。報告

書時には地区名を変更した。昨年度調査のSD０５で遺構の性格が変わっていることから、溝の東側を２

区とし、西側を前年度調査区も加えてすべて３区とした。Ⅳ区は４区から延びている掘立柱建物は４区

で扱い、それ以外は３区として報告している。

調査事務

兵庫県埋蔵文化財調査事務所

所　長　　　平岡憲昭

主　幹　　　若生晃彦・池田正男　　　　　

総務課　　　若狭健利・丸野真衣

企画調整班　種定淳介・深江英憲　

調査第１班　吉田　昇

調査担当

調査第１班　西口圭介・山上雅弘・上田健太郎

調査参加者　野村大作・中久保辰夫・横田真吾・高上　拓・

　　　　　　金澤雄大・阿部由香子・榎本可奈美・橋本百恵・

　　　　　　末広きよみ

作業委託　　株式会社坂本建設

第２図　調査風景

第３図　調査風景
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第４節　南あわじ市教育委員会の調査
　九蔵遺跡の調査は県と市ほぼ同時に調査を行っている。事業が土地改良事業に合わせてバイパス工事

を進めていったのと深く係わっている。県の本発掘調査に先行して同年の１０月に本発掘調査が実施され

ている。それ以降平成２０年度まで継続的に調査が行われており、九蔵遺跡の範囲が確定している。遺跡

をA～E区に分けており、県１～３区はC区、県４・５区はB区にあたる。B・C区は面的につながってい

るが、その他の地区は離れている。南あわじ市埋蔵文化財調査年報から概観する。A区は遺跡北端に位

置し、鴨路川によって形成された微高地にあたる。１２世紀後半～１３世紀前半の遺構面である。

　B区は本報告４・５区周辺で、B－１区は本報告５区に隣接しており、同一の遺構（SB０１）も調査さ

れている。全体的に遺構の時期は同じであるが、市調査地区の方が縄文時代の遺物が多く出土しており、

中世の遺構も検出されている。平成１８年度の３次調査では遺跡南端の調査区（№１５）から丸底式で薄手

の製塩土器が出土しており、先行する時期の製塩遺構の存在を示唆している。４次調査B－２区では１３

世紀後半～１４世紀前半の井戸が検出され、新しい時期まで継続していることが明らかになった。曲物を

井側に利用していた。２基切り合って検出されている。B区南端のB－４区では４区と同じ大型の掘立

柱建物が確認されており、主軸も同じで関連性が高いと思われる。６次調査B－６区はB区南西端にあ

たり、中世墓が検出されている。竜泉窯の青磁碗を副葬した木棺墓で頭蓋骨・大腿骨が遺存していた。

　C区の調査も県調査結果に近く、同じ堀・掘立柱建物が調査されている。B区同様古い時期の遺構が確

認されている。縄文時代晩期滋賀里Ⅲb期の土坑である。

　D区はB区南側の微高地で飛鳥～奈良時代の遺構が存在すると思われる。柱穴が検出されており、微

高地上に広がる小規模な集落である。１３世紀の掘立柱建物も１棟調査されている。逆に飛鳥時代に遡る

掘立柱建物（建物２）も検出されており、官衙遺構がD区から営まれたことになる。柱穴から耳環が出

土している。

　E区は遺跡南東部に位置し、南東山塊から続く丘陵の山裾にあたる。確認調査１カ所だけ行われ、律

令期の製塩土器が出土している。好条件の立地であり、古墳～平安時代の遺跡になる可能性がある。E

区は九蔵遺跡とは異なり、同一面に立地するみのこし遺跡とした方が妥当かもしれない。

 

第４図　縄文時代土坑と中世墓（南あわじ市教育委員会調査）
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第５節　整理作業の経過
　整理作業は平成２３～２６年度の４ヶ年に渡って実施した。平成２３年度は水洗いから接合・補強と金属器

の保存処理を、平成２４年度は実測・拓本・復元・写真撮影・写真整理と土器の分析鑑定を、平成２５年度

は図面補正・トレース・木製品の分析鑑定と保存処理を、平成２６年度はレイアウト作業から報告書刊行

を行った。兵庫県教育委員会が調査主体となり、平成２３年度は兵庫県立考古博物館が担当した。平成２４

年度に兵庫県教育委員会の組織改編があり、兵庫県立考古博物館埋蔵文化財調査部は公益財団法人兵庫

県まちづくり技術センター埋蔵文化財調査部に変更された。そのことによって平成２４～２６年度は考古博

物館内公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター埋蔵文化財調査部で整理作業を実施した。

調査主体　兵庫県教育委員会

平成２３年度　兵庫県立考古博物館

館　長　　　石野博信

総務課　　　前川浩子・橋本弘昭・川原聡介

整理保存課　村上泰樹・岡田章一・篠宮　正・山本　誠・深江英憲

平成２４～２６年度　兵庫県まちづくり技術センター埋蔵文化財調査部

埋蔵文化財調査部長　高尾尚登・住本典彦

財務課　　　　大西晃彦・山本　学・川原聡介　　　　　　　　　　　　

整理保存課　　村上賢治・高瀬一嘉・菱田淳子・篠宮　正・長濱誠司・深江英憲

調査担当　　　渡辺　昇・西口圭介・山上雅弘・上田健太郎　

調査参加者　　栗山美奈・古谷章子・八木和子・榎真菜美・高瀬敬子・荻野麻衣・島村順子・

　　　　　　　藤池かづさ・菅生真理子・吉村あけみ・有田遥香・坂東知奈・荒木由美子・吉田優子

　　　　　　　宮野正子・平宮可奈子・上田沙耶香・遠藤貴子・前谷幸次

保存処理担当　岡本一秀

調査参加者　　今村直子・岡田美穂・桂　昭子・浜脇多規子・前田恵梨子・小野潤子・藤尾裕子

第６図　整理作業風景
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第２章　位置と環境
　

　九蔵遺跡は南あわじ市阿万東町に所在する複合遺跡である。合併前は三原郡南淡町阿万で、淡路島南

部三原郡に位置している。淡路島は国生み神話の島で、周囲約１７４㎞、南北５４㎞、東西２８㎞、面積５９７㎢

を測る瀬戸内海最大の島である。瀬戸内特有の温暖な気候と思われがちであるが、それは大阪湾側（東

浦）だけで、播磨灘側（西浦）は冬季の風は強く体感気温が低い印象を現場体験から痛感する。阿万で

の西風は強いものの西浦よりも僅かながら穏やかである。年間降水量は全島を通して少ない。

　地質的には淡路島南側を中央構造線が走っており、北側は領家帯に属している。淡路島北西端から六

甲山地を通る位置に阪神淡路大震災の震源となった野島断層が存在する。中央構造線の南側に沼島があ

り、紀伊川沿いと同じ地質構造をしており、結晶片岩などが採取される。淡路島の北側には常隆寺山・

先山、南側には諭鶴羽山が聳え、比較的急峻な地形が展開している。特に北淡路は平地部が少なく、丘

陵部の占める割合が高い。しかし、北淡路では丘陵尾根部が比較的平坦なことから、早い段階から尾根

頂上部の開発が進んでいる。淡路島は瀬戸内海最大の島で、おのころ伝説をはじめとする国生み神話が

知られている。北は明石海峡で播磨南東部に向かい合い、東は大阪湾、西は播磨灘、南東は太平洋に面

している。南東は紀淡海峡を隔てて和歌山県加太、南西は鳴門海峡を隔てて徳島県鳴門市と向い合って

いる。

　淡路島は津名郡と三原郡から成るが、三原郡は平野が広がり、可耕地も多く二毛作・三毛作が行われ

ている。淡路島北側の明石海峡は海流が早く難所であることから、官道としては紀淡海峡が利用された。

地質構造からも南北に変化がある。津名郡には中央に六甲山地から延びる山地があり、東西は急斜面と

なって播磨灘・大阪湾まで裾野を広げている。山麓部の平地は三原郡に比べて極端に狭くなっている。

山地頂上部は緩やか斜面が広がっており、畑地・牧草地となっている。三原郡は先山・諭鶴羽山が聳え、

山麓には平野が広がり、大日川・三原川・倭文川などが平野を潤している。津名山地西側には阪神淡路

大震災の震源となった野島断層が走り、平行して数本の断層が知られている。それに直交する断層が志

筑断層で津名山地を南北に２分している。段丘崖沿いに断層は通っており、そこに志筑廃寺、段丘崖下

に横入遺跡・田井A遺跡などは立地している。志筑断層沿いは地溝帯を形成したことから低くなってお

り、淡路島の東西方向の交通ルートとなっている。津名郡の中では志筑周辺が最も広い平地となってお

り、志筑川・宝珠川が最も大きな河川である。

　古代南海道は紀伊国加太から紀淡海峡を渡って由良に至り、大野から淡路国府（位置未確定）を経て

福良に行き、鳴門海峡を越えて阿波国につながる。終始淡路島南部を通り、津名郡は南部の一部を除い

てルートに入っていない。

　旧石器の遺跡は淡路では少ない。南あわじ市浦壁池遺跡などの単独出土が大半で火山灰確認や層的な

調査例は少ない。南あわじ市長原遺跡でわずかに調査例があるにすぎない。国府型ナイフと翼状剥片が

出土している。南あわじ市筒井遺跡・曽根遺跡でもサヌカイト製の国府型ナイフが出土している。淡路

市まるやま遺跡でもナイフ形石器が出土しているが、遺跡の主体は縄文時代で、特に草創期の尖頭器文

化が特筆される。抉状耳飾を転用した垂飾は兵庫県初出である。遺物は少ないながら縄文晩期まで継続

する集落である。遺構は２基の集石遺構で石器製作を行っている。有舌尖頭器は淡路では比較的多く出

土例があり１３遺跡が確認されている。早期の押型文土器を出土する遺跡は淡路市育波堂の前遺跡・釜口
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第７図　九蔵遺跡周辺の遺跡
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第２章　位置と環境

第８図　佃遺跡縄文土器 第９図　神子曽遺跡弥生土器

第１表　九蔵遺跡周辺の遺跡
調査歴種類時代所在地よみがな遺跡の名称遺跡番号番号

１集落跡・
官衙・生産縄文～中世南あわじ市阿万東町～阿万西町ぐぞう九蔵遺跡９７００７３１

１集落跡弥生・平安・中世南あわじ市阿万東町きたんだ北田遺跡９７００３４２

１集落跡古墳～平安南あわじ市阿万東町みのこしみのこし遺跡９７００６１３

０城跡中世南あわじ市阿万塩屋しおやこじょうせき塩屋古城跡９７００３１４

０古墳古墳南あわじ市阿万丸田まるた丸田古墳９７００５３５

１集落跡弥生～平安南あわじ市阿万塩屋はつだ初田遺跡９７００３２６

１集落跡・墓弥生～中世南あわじ市阿万上町～阿万下町いてだ井手田遺跡９７００６４７

０城跡中世南あわじ市阿万上町ごうどのじょうせき郷殿城跡９７００３３８

０寺院跡平安・中世南あわじ市阿万上町しょうふくじ正福寺跡９７００４２９

１集落跡弥生・中世南あわじ市阿万上町こうち河内遺跡９７００４１１０

１散布地弥生南あわじ市阿万上町さこだに佐古谷遺跡９７００４４１１

１散布地縄文南あわじ市阿万上町おくごうち奥河内遺跡９７００４３１２

１集落跡中世南あわじ市阿万上町きたさの北佐野遺跡９７００５１１３

１集落跡中世南あわじ市阿万上町～北阿万伊賀野しもなかはら下中原遺跡９７００５８１４

０散布地弥生南あわじ市北阿万伊賀野しらいし白石遺跡９７００３９１５

１生産近世南あわじ市北阿万伊賀野みんぺいやき珉平焼窯跡９７００６０１６

０散布地縄文・弥生南あわじ市北阿万稲田南にほんぎ二本木遺跡９７００３８１７

１散布地奈良南あわじ市北阿万稲田南ありづか有塚遺跡９７００４０１８

１集落跡中世・近世南あわじ市北阿万伊賀野なかしま中島遺跡９７００６３１９

１集落跡旧石器・平安・近世南あわじ市北阿万筒井そね曽根遺跡９７００５２２０

１集落跡弥生・中世南あわじ市北阿万筒井にしのかいち西ノ開地遺跡９７００６８２１

１集落跡中世南あわじ市北阿万筒井ながれ流遺跡９７００６９２２

１集落跡弥生・中世南あわじ市賀集福井たかはぎ高萩遺跡９７００３７２３

１集落跡弥生・中世南あわじ市賀集生子ねつのき祢つノ木遺跡９７００７０２４

０散布地弥生南あわじ市賀集生子ほそだ細田遺跡９７００３５２５

Title:149543_03本文1.ec8 Page:9  Date: 2015/03/31 Tue 16:46:24 



－　１０　－

船頭ケ内遺跡があり、早期になると淡路を代表する淡路市佃遺跡が生活をはじめる。消長はあるものの

晩期まで継続する。骨出土や貯蔵穴が調査され当時の食生活の一端が明らかになった。淡路市舟木遺跡

でも尖頭器・石鏃が出土しており、丘陵上での活動も確認されている。淡路市ではそれ以外に早期から

晩期の遺跡が点在している。早期の楠本下林遺跡・船頭ケ内遺跡、後期の塩壺西遺跡・岡山遺跡・砂連

尾遺跡、晩期の給田遺跡・老ノ内遺跡・外ケ鼻遺跡である。洲本市安乎間所遺跡でも後期から晩期の土

器が出土している。平安浦一帯は生活に適していたのか、安乎石井遺跡・安乎エイガ原遺跡・安乎田井

遺跡・安乎浦塩入遺跡と集中している。

　南あわじ市では最近の調査で縄文遺跡が多く確認されている。大野遺跡では石鏃・縄文土器が出土し

ており、土器は晩期（滋賀里Ⅱ～Ⅳ式）である。立石遺跡（市三條）・嫁ｹ渕遺跡（賀集立川瀬）でも石

鏃、おのころ島遺跡（榎列下幡多）では中期の船元・里木式の比較的大きな破片が出土している。

　弥生時代は早い段階から古い時期の遺跡が確認されている。洲本市武山遺跡は前期古段階からはじま

る遺跡で、前期の竪穴状遺構と中期の周溝墓が検出されている。周溝墓は兵庫県検出の中で最も早い段

階に調査され、古い時期（中期前半）の方形周溝墓である。遺構は検出されていないものの縄文前期～

中期の土器が出土しており、前代から生活痕跡を残し継続する遺跡である。南あわじ市雨流遺跡・志知

川沖田遺跡・井手田遺跡・九蔵遺跡、洲本市下加茂遺跡・波毛遺跡・馬木遺跡・安乎間所遺跡で前期の

遺構が検出されている。淡路市でも天神遺跡・佃遺跡があり、横入遺跡では前期の堰が調査されている。

遺物は洲本市安乎田井遺跡・安乎石井遺跡・空の谷遺跡でも出土している。空の谷遺跡は丘陵上の遺跡

として早くに開発された遺跡である。前期の水田跡も調査されている。南あわじ市志知川沖田南遺跡で

は古墳時代にわたる長期間の水田跡が広範囲で調査されており、兵庫県の水田跡調査の草分けである。

淡路は水田跡の調査例が多く、雨流遺跡・波毛遺跡・横入遺跡でも水田跡の調査が行われている。それ

らが面的に調査されていることも淡路での調査例の特質である。

　中期になると遺跡数は増加する。前期の遺跡はほとんど継続し、丘陵上にも中期になって広がりはじ

め、北淡路の丘陵上にも中期後半には広く居住区を展開するようになる。北淡路での弥生時代集落立地

の大きな特徴である。丘陵上の遺跡は後期に盛行する特徴を持ち、高地性集落と呼ばれている。淡路市

舟木遺跡を代表とし大集落となる遺跡が、尾根上の風を防ぐ日当たりの良い場所である津名山地上に立

地している。標高１００ｍ周辺に築かれ、淡路市に限れば中期から１０倍以上遺跡数が増えている。大阪湾

に向かうよりも圧倒的に播磨灘を望む立地を採ることが注目される。禿山遺跡・塩壺西遺跡・楠本下林

遺跡・尼ケ岡遺跡・白山真土遺跡・千本遺跡・大坂遺跡・行免形遺跡・おぎわら遺跡・久野々遺跡など

第10図　志知川沖田南遺跡水田 第11図　横入遺跡環濠
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第２章　位置と環境
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5. 河内遺跡 6. 佐古谷遺跡 7. 白石遺跡 8. 二本木遺跡

9. 細田遺跡 10. 弥つノ木遺跡 11. 高萩遺跡 12. 西ノ開地遺跡

13. 岩谷遺跡 14. 刈藻遺跡 15. 刈藻田遺跡 16. 伊毘遺跡

17. 相良遺跡 18. いかん谷遺跡 19. あきう谷遺跡 20. えのき谷遺跡

21. 沖ノ島遺跡 22. 北納屋町原田遺跡 23. 東本町遺跡 24. 玉造遺跡

25. 神子曽遺跡 26. 嫁ケ渕遺跡 27. 石ケ坪遺跡 28. 西山遺跡

29. 山口又手遺跡 30. しらぎ谷遺跡 31. 川池下遺跡 32. 素川遺跡
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57. 薬師遺跡 58. 平石遺跡 59. 湊明神前遺跡 60. 叶堂遺跡

61. 西原遺跡 62. 西原北遺跡 63. 松原千畳敷遺跡 64. 雨流遺跡

65. 志知川沖田南遺跡 66. 里見山下遺跡 67. 幡多遺跡 68. おのころ島遺跡

69. 岩渕遺跡 70. 伊勢の森遺跡 71. 円座遺跡 72. 木戸原遺跡

73. 馬屋尻遺跡 74. 立石遺跡 75. 納所遺跡 76. 志知松本遺跡

77. 久保ノカチ遺跡 78. 鐘原遺跡 79. 喜来遺跡 80 海棠寺遺跡
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第１２図　九蔵遺跡周辺の弥生時代遺跡
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多くの遺跡が知られている。それに反して南淡路では平野部が広がっていることもあって、平野部に遺

跡が多く見られる。洲本平野では波毛遺跡で中期後半の竪穴住居跡・掘立柱建物跡・工房跡・水田跡が

調査され、洲本市下内膳遺跡では後期の竪穴住居跡・掘立柱建物跡・水田跡が調査されている。下内膳

遺跡の上方となる先山から延びる丘陵上に北淡路同様に集落が展開される。中期末から後期にかけての

丘陵上の集落跡で洲本市下加茂岡遺跡・大森谷遺跡・寺中遺跡・森遺跡などである。寺中遺跡では同時

期の墓域も調査されている。横入遺跡では中期（前期末の可能性残る）に環濠集落を営んでいるが、後

期には続かない。北東の天神遺跡も前中期を通しての中心集落であるが、後期になると生活を止めてい

る。　丘陵部に限らず海岸線にも畑田遺跡・貴船神社遺跡・富島遺跡・育波堂の前遺跡などが存在する。

洲本市飛谷遺跡では絵画土器が出土しており注目される。また、丘陵上の二ツ石戎ノ前遺跡では竪穴住

居跡から朱ベンガラの付着した水滴状石杵と朱の付着したL字状石杵が出土しており、水銀朱とベンガ

ラの両方を扱った遺跡として特筆される。隣接する最古段階の銅鐸である中川原銅鐸との関連性が考え

られている。すなわち、中川原銅鐸を用いた集落が二ツ石戎ノ前遺跡で、銅鐸祭祀終焉後に中川原に銅

鐸を埋納したものと考えられている。洲本平野・三原平野では中後期にかけて大きな変化はない。弥生

時代の淡路を代表するものとして青銅器がある。南淡路を中心に銅鐸・銅剣・銅戈が知られており、淡

路市では江井から銅鐸が出土している。今までに１３遺跡２０鐸の銅鐸が出土している。最近注目されてい

るのが淡路市五斗長垣内遺跡で、播磨灘を望む丘陵上の遺跡で鉄生産を行っている。

　淡路では前中期の明らかな古墳は確認されていない。前方後円墳も明らかではない。前方後円墳の可

能性が残る古墳が１基淡路市北淡町に存在するが明確ではない。ただ、この時期の遺物が古墳から出土

している。洲本市コヤダニ古墳から三角縁神獣鏡が、洲本市宇山牧場古墳（１号墳）から素文鏡・五銖

が出土しているのが、前半期の限られた資料である。古墳出土の五銖は全国でも５例しかなく希少例で

ある。さらに淡路では後期古墳の数も少なく、兵庫県のなかでは特殊である。上記洲本市所在２基の古

墳以外はすべて後期古墳である。平成２３年３月刊行の兵庫県遺跡地図によると、古墳総数は洲本市４４基、

淡路市２３基、南あわじ市６９基の１３６基である。古墳数は圧倒的に三原郡が多く、しかも鳴門海峡に面した

海岸部と沖ノ島に集中している。埋没古墳も最近の調査で幾つか確認されている。南あわじ市湊での調

査が代表例であろう。津名郡でも最近の調査で畑田遺跡・貴船神社遺跡・富島遺跡から箱式石棺が続け

て確認されており、北淡路も海岸部に小型の古墳が多く築かれた可能性がある。大型の古墳は淡路市石

の寝屋古墳、洲本市曲田山古墳・築穴山古墳、南あわじ市西山北古墳で、島内に点在している。初期石

室は洲本市明田丸山古墳が方形プランに近い形状を呈しており、閉塞状況が確認される稀有の例である。

第１３図　曲田山古墳 第１４図　西山北古墳

Title:149543_03本文1.ec8 Page:12  Date: 2015/03/31 Tue 16:46:29 



－　１３　－

第２章　位置と環境

群集墳は沖の島や淡路島南西部に位置する崖部に立地する阿那賀・鎧古墳群が知られている。古墳の規

模は小さく海人の墓と考えられている。通常の古墳群としては６基で構成される洲本市下加茂岡古墳群

が代表例であろう。数的には洲本市厚浜台古墳群が１２基から成り、島内で最大である。洲本市五色町岡

ノ谷古墳は竜山石製の家形石棺を保有している。隣接する淡路市福満寺にも竜山石製石棺があり、複数

の搬入が確認されている。

　古墳時代の集落は初頭までは尾根部の遺跡が継続するが、そこで生活を終えている。弥生時代中期の

中心集落である天神遺跡は後期になって遺跡を再開しており、海岸部の貴船神社遺跡・富島遺跡で後期

の竪穴住居跡が検出されている。洲本市では弥生時代からの遺跡である波毛遺跡で前期の竪穴住居跡と

掘立柱建物跡が検出され、森遺跡では中期～後期の竪穴住居跡が調査されている。

　淡路の古墳時代を代表する遺跡として製塩遺跡がある。奈良時代御食国となるが、その素地は古墳時

代に作られている。最初は洲本市名子の浜遺跡・旧城内遺跡で生産をはじめ、脚台Ⅱ式の段階に全島に

広がる。調査が行われた貴船神社遺跡では丸底Ⅱ式に最盛期となり、淡路島で最初に製塩炉が確認され

た。２２基の製塩炉や採鹹遺構などが検出された。引野遺跡でも地床炉が調査されている。今出川遺跡・

井上遺跡・楠本塩入遺跡・萱の遺跡・平松遺跡・野島遺跡・富島遺跡・浜田遺跡など多数の製塩遺跡が

確認されている。平安浦にも製塩遺跡は広がっていたようで、安乎間所遺跡・安乎大浜遺跡が知られて

いる。野島海人と三原海人の記載があり、平城京からは両者の木簡が出土している。奈良時代になると

三原郡の方に中心が移っていく。その代表が九蔵遺跡であろう。製塩炉と採鹹土坑が確認され、和同開

珎銀銭・墨書土器が出土している。

　三原郡では律令期の製塩土器は普遍的に多くの遺跡から出土している。大野遺跡（賀集八幡南）・石田

遺跡・井手田遺跡・里原田遺跡・才門遺跡（賀集鍛冶屋）・岸ノ上遺跡（賀集八幡南）・淡路国分寺跡

（八木国分寺）・嫁ｹ渕遺跡（賀集立川瀬）などである。津名郡では富島遺跡など遺跡数が激減するのに対

して好対照である。律令期に塩作りの中心が三原郡に移ったことは明らかである。

　律令期になると淡路国は南海道に属し、官道も大半は三原郡を通っている。そのこともあって遺跡数

は三原郡の方が多くなっている。そういう背景の中で最古の寺院が志筑に建立されるのは特筆される。

横入遺跡の背後に志筑廃寺は存在しており、横入遺跡からも多量の瓦が出土している。瓦の中には藤原

京に供給された土生寺瓦窯跡と同じ胎土の瓦も見られる。洲本市大野周辺からも志筑廃寺に瓦が運ばれ

たことが明らかである。横入遺跡から奈良時代の遺物は出土しているが、志筑廃寺削平によって水田開

発を行った結果による堆積である。志筑廃寺は藤原京と同笵の瓦を葺いている。最古の寺院が津名郡に

第１５図　貴船神社遺跡製塩炉群 第１６図　淡路国分寺跡
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第１７図　九蔵遺跡周辺の奈良時代遺跡
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第２章　位置と環境

建立されたが、それ以外は三原郡に認められる。淡路国分寺は確認調査から伽藍配置はほぼ確定し、瓦

窯など検出されている。国分寺は明確になっているが、国分尼寺・国府や由良・神本・福良の驛家の推

定地はあるが確定していない。郡衙も明らかでないが、津名郡衙は旧一宮町所在の郡家長谷遺跡が候補

になっている。津名郡の奈良時代の遺跡は志筑周辺と郡家と洲本平野にかけての３地域に集中している。

洲本平野は賀茂里であるが、三原郡と接しており、位置的には郡衙には成り得ないと思われる。郡家は

郡衙推定地の郡家長谷遺跡や老の内遺跡・淡路一宮である伊弉諾神社が存在する。志筑には最古の寺院

である志筑廃寺や最古段階の条里型地割の水田を確認した田井A遺跡などが広がっている。田井A遺跡

は池尻遺跡とともに入江に面した港湾遺跡の可能性が考えられる。横入遺跡と同時に実施された調査で

人形などの律令期木製祭祀具と木簡・墨書土器が出土している。特筆される遺物に製塩遺跡である貴船

神社遺跡から新羅陶器が出土している。猿の顔を刻んだ取っ手を付けた樽形を呈しており、大宰府など

出土例が希少な舶来品である。

　中世になると、佐々木氏・細川氏が守護となり淡路支配が行われる。淡路全域に遺跡は広がっている

はずであるが、調査例は他地域に比べると少ない。ただ、発掘調査が行われた各遺跡では遺構が確認さ

れているので、検出例が少ないだけと思われる。大森谷遺跡・寺中遺跡・下内膳遺跡で掘立柱建物が調

査されている。淡路市では筒井遺跡・白生遺跡・宇和田遺跡・大歳遺跡・五反田遺跡で掘立柱建物が検

出されている。三好氏によって守護細川氏は滅ぼされ、淡路国内の国人層の動きは活発になり、各地に

城跡が築かれるようになる。近世になると阿波蜂須賀藩所領となり、洲本城に家老が配置され治めてい

た。
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第３章　遺構と遺構出土遺物
　

第１節　概要
　本発掘調査は２ヶ年に亘って実施した。調査時は東側から調査区名を通し番号で与え、１～５区とし

た。次年度に町道周辺を調査し、便宜的にⅢ・Ⅳ区とした。今回、報告にあたって調査結果を基に一部

地区範囲を変更している。遺構群単位で地区としたことで、調査年度に順じていないところもある。平

成１７年度調査区（調査番号２００５１１７）３区が主に該当し、２区として調査を行った部分ではあるが上層の

遺構密度が低く、下層の遺構が存在するSD０５以西は３区とした。遺構の性格が溝で変わっていると判

断したことによる。平成１８年度調査区（調査番号２００６１１０）Ⅲ区・Ⅳ区は３区とし、平成１７年度調査区３

区と２区の一部を加えている。逆にⅣ区の奈良時代の遺構は４区に編入している。そのことから、現地

説明会・調査年報の資料と地区名が変わっている部分もある。変更したものとご理解ください。

　調査対象地の地目は水田で、東から西に向かって緩やかに傾斜している。東側には丘陵があり、山裾

を北東から流れる鴨路川が存在している。北東部分には貸泉を出土した北田遺跡が広がっている。西側

にも北側から延びてくる丘陵があるが、調査区南西付近で終結し平野部になり、阿万港へと続いている。

丘陵端部付近の高さ（約７ｍ）が旧海岸線であったと思われる。

　１区は九蔵遺跡東端の調査区で古代と中世前半の２時期あるが、調査は１面で行っている。古代の遺

構は製塩炉と土坑・堀が検出されている。中世前半の遺構は掘立柱建物・井戸・溝・土坑が検出されて

いる。ピットは多数あり長期間にわたって集中して築かれていたことが判明した。古代の堀の上に溝が

あり、同じ位置に区画する遺構が存在する。

　２区も２時期あるが、１面で調査を行った。古代の遺構は掘立柱建物で、中世の遺構は掘立柱建物・

土坑・井戸・溝・地鎮遺構がある。古代の柱穴は規模が大きい。中世の掘立柱建物は９棟以上あり、建

物の平面規模が大きい。

　３区は奈良～中世前半の遺構と下層に弥生時代の遺構を検出している。奈良～中世前半の掘立柱建物

７棟、焼土坑２基、溝１条と木棺墓１基を調査した。掘立柱建物の２棟は４区から延びている建物で、

４区で報告する。弥生時代の遺構は溝３条・土坑２基で前期末から中期前半の遺構と考えられる。

　４区は２面で調査を行った。上面は奈良時代の遺構で掘立柱建物１４棟、土坑９基、製塩炉２基、溝８

条、落ち込み４基を調査した。最も古い時期の建物であるSB０９の空間から和同開珎銀銭が出土している

ことは特記される。下層の遺構は古墳時代～弥生時代で竪穴住居跡６棟、溝・土坑を調査している。竪

穴住居跡の時期は弥生時代前期１棟、弥生時代末１棟、古墳時代後期４棟である。古墳時代後期の竪穴

住居跡は切り合い関係があり、長期にわたって生活していたようである。

　５区は九蔵遺跡西端の調査区で３面の調査を行った。第１面は近世以降と思われる。複数方向の耕作

痕を多数確認している。第２面は奈良時代以降の面である。掘立柱建物２棟、土坑５基、溝９条と多く

の鋤溝を検出している。耕作痕は第１面からのものとも思われるが、古代に近いものもあるかもしれな

い。製塩遺跡終焉後水田化したと思われる。土坑の中に製塩土器を保有し、しかも完形品を３個入れた

ものを調査した。採鹹土坑（鹹水溜）の可能性があり注目される土坑である。第３面は縄文～古墳時代

の遺構面であるが、明瞭な遺構は検出されなかった。
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第３章　遺構と遺構出土遺物

第２節　１区
　１区は調査区東端に位置し、東側が丘陵裾部に隣接する。この調査区周辺は北側を西流する鴨路川に

よって形成された埋没扇状地上に立地する。このため西側に向かって緩やかに傾斜する地形で、東端の

標高は１１．５ｍ、西端は１０．５ｍである。地区内は全体に段丘化するが、西端には鴨路川の埋没旧河道が東

北－南西方向に存在する。　

　本地区で検出された遺構には掘立柱建物・柱穴・製塩炉・堀・土坑・溝などがあり、奈良時代（８世

紀）～平安時代初めのものと中世前半（１２末～１３世紀）のものが含まれる。

掘立柱建物

　１区では８棟の掘立柱建物が検出されたが、検出された建物はすべて中世の建物である。多くが調査

区の東側に集中し、さらに調査区外にも南北側に広がると推定される。特に調査区東半の南側は地形的

にも高くなり、現集落が立地するが、中世の集落域の中心はこれに重なると推定される。

　検出された建物の方位は東端のＳＢ０１・０４・０５がほぼ南北方向、ＳＢ０３・０６・０７がやや東に傾き、ＳＢ

０２・０８が西側に傾く。

ＳＢ０１（図版５６　写真図版４・５・６・７７）

　１区の東寄りで検出された建物で、ＳＢ０６と重なるが前後関係は不明。建物内部の北側束柱がＳＸ０１に

切られる。柱穴の埋土は褐色シルトである。

　建物構造は東辺に庇を持つ総柱で、柱通りは比較的良好である。柱穴は直径３０～５０㎝前後の円形のも

のが多い。ただし、西南隅は上面の削平のために残存状態が悪い。

　遺物はＰ６４から土師器小皿２～４、Ｐ２０２から土師器高台椀１が出土した。このほか、柱通りにはない

が、関連する遺物として建物西辺の通りで検出されたＰ２６９の瓦器椀５がある。土師器小皿２～４はすべ

て糸切り底のものでハの字に開く体部を持つ。高台椀１は底部外面に爪状圧痕を観察される。瓦器椀５

はやや器壁が厚く内外面に粗いミガキが施される。

ＳＢ０２（図版８　写真図版４・６）

　調査区の東端で検出された小型の建物で、南東端がＳＢ０５と重なるが前後関係は不明である。束柱は

北側に１基があるが小規模なものである。本建物は調査区内で最も軸方向が西側に振る建物である。柱

穴は円形で直径３０～４０㎝前後のもので占められ、柱穴の埋土は灰色シルトである。なお、柱穴から中世

土器細片（未図化）が出土しているが、器種は不明である。

ＳＢ０３・０７（図版９・５６　写真図版４・７・８・７７）

　この２棟は調査区中ほどやや東寄りに位置し、建物群の西端で検出された。ＳＢ０３は本調査区最大の

建物で、ＳＢ０７はこの付属屋である。両建物の柱穴埋土は褐色シルトで、柱穴は円形のものが多く直径３０

～６０㎝前後を測る。

　ＳＢ０３は北側の一部が調査区外に伸びるが、東辺の規模から南北方向（梁行）は４間になり、東西方向

についてもほぼ検出範囲を超えることはないと考えられる。このためＳＢ０３は東西棟で桁行は南側で

１１．５ｍ、北側で１１ｍ、梁行９ｍ、５間×４間の規模を持つ建物と考えられる。復元では桁行の東辺が少

し歪になるが、当該範囲で検出された柱穴がないため、やや不自然であるが復元案として提示した。

　柱穴から出土した遺物はＰ１４８から土師器小皿６、Ｐ１４９から瓦器椀７が出土している。土師器小皿６
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－　１８　－

は糸切り底のものでハの字に開く体部を持つ。瓦器椀７は器高の高い個体で、内外面に粗いミガキが施

される。

　ＳＢ０７はＳＢ０３の南側に沿うように検出された。この建物は柱並びから別棟と考えたがＳＢ０３と一体と

なって機能した可能性考えられる。規模は１間×５間である。遺物はＰ２４７から土師器小皿９、Ｐ１１７か

ら土師器甕１０が出土した。土師器小皿９はいわゆる手の字状口縁になるものである。土師器甕１０はくの

字に折れる短い口縁部を持つ。

ＳＢ０４（図版８・５６　写真図版４・８・７７）

　調査区の東端で検出された建物で南北棟になる。柱穴の埋土は褐色シルトである。本建物はＳＢ０５と

南西隅で重なるが前後関係は不明である。柱間はおおむね１．５～１．６ｍであるが、北辺の柱間が０．９ｍ前

後で半間規模であるため庇と考えた。遺物はＰ１２４から土師器小皿８が出土した。糸切り底の個体で短

くハの字に開く体部を持つ。

ＳＢ０５（図版１０　写真図版４・７）

　調査区東端で検出された建物で、柱穴の埋土が褐色シルトである。

　東側がＳＢ０４、西側がＳＢ０２と重なる。ただしＳＢ０２、ＳＢ０４とは直接の切り合いがないため前後関係は不

明である。

　本建物は北西隅の柱穴を欠くものの、東西３間×南北４間の規模で、東側に庇をもつ総柱構造の建物

である。

ＳＢ０６

　ＳＢ０３の東側に建つ総柱構造のＳＢ０６があり、０．４～０．９ｍの間隔でほぼ並行して建つが、両者は共存し

た可能性が高い。ただし、南北方向の柱間がＳＢ０６で１．２ｍであるのに対して、ＳＢ０３は１～１．１ｍと狭い

ことや、両者の建物の北端辺が揃わないことからすると、副屋などの機能を持った建物で別棟と推定さ

れる。

　柱穴の埋土は褐色シルトである。東側でＳＢ０１と重なるが前後関係は不明である。柱穴は円形ないし

楕円形で直径３０～５０㎝前後、柱間は２．３～２．６ｍを測る。

ＳＢ０８

　唯一、１区の中央付近で検出された建物で、東西方向に長軸をもつことから東西棟とした。柱並びが

やや歪で、柱間は広い。柱穴は円形であるが全体に浅いため、上面の削平が著しいと思われる。

柱穴（図版５６・９５　写真図版５・６・８・７７～７９・１５７）

　１区では調査区の東側に集中して柱穴が検出された。これらの柱穴については、出土遺物や検出状態

からみるとほぼすべてが中世前半のものと考えられる。検出された柱穴は４００基前後であるが、このう

ち時期の判明する遺物が柱穴から出土したものは以下の通りである。ただし、建物の柱穴は文中で触れ

た。

　柱穴から出土した土器で図化したものは３１点で、各土器の出土場所は以下の通りである。Ｐ５４土師器

小皿１１、Ｐ５７土師器小皿１２、Ｐ７１瓦器碗１３、Ｐ８６土師器甕１４、Ｐ９５土師器甕１５、Ｐ１０８須恵器杯Ｂ１６、Ｐ１２１

土師器杯Ａ１７、Ｐ１２２瓦器椀１８、Ｐ１４１土師器杯１９、Ｐ１４２瓦器椀２０、Ｐ１４７製塩土器２２、Ｐ１５１瓦器椀２１、Ｐ

１５９瓦器椀２３、Ｐ１６６土師器甕２５、Ｐ１９０土師器甕２９、Ｐ２０１土師器杯２４、Ｐ２２８土師器甕２６、Ｐ２１３土師器小皿

２７、Ｐ２４９土師器皿２８、Ｐ２７１瓦器椀３０、Ｐ２７３製塩土器３１、Ｐ１６４不明鉄製品M１２、Ｐ６５鉄釘M８、Ｐ２６９椀形
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鉄滓M２１がある。

堀（図版６・５９～６６・９５　写真図版１２・２５・８３～９９）

堀０１

　１区から２区の境界で検出された堀で、長さ１５．５ｍにわたって検出された。幅は３．６～４．０ｍの規模を

持ち、断面はＵ字形で、深さ０．４５～０．６ｍを測る。堀底はほぼ水平で、僅かに南に傾斜している。上層に

は堀埋没後ＳＥ０２・０３が掘削される。

　１区の西側には前述のとおり、鴨路川の埋没旧河道が東北‐南西方向に存在するが、この河道の埋没

の最終期にこの堀が掘削されたものである。このため、堀下層から東側にかけてはシルト質土の堆積が

顕著で、地盤は軟弱となる。さらに、地理的な分析により北側を流れる鴨路川の旧河道が北北東から南

南西に約３０～４０ｍ幅で流れていることが判明している。この範囲では集落域が空白となるが、この原因

は旧河道によって埋没した軟弱地盤を避けたためと推測される。

　堀０１は南北方向に伸びているが、標高１１ｍ前後の高さに沿って、地形的にほぼ同じレベルの場所を

通って掘削された堀と推定される。１・２区を通じて同様の堀は西側のＳＤ０５があるが、状況から見て耕

作地に引水を行う用水溝と推定される。

　内部からは多量の土器が出土した。出土した土器は上層遺物、中層遺物、下層遺物の３つに分けて報

告する。上層遺物は１区から集中して出土した一群の土器である。層位的な一括性はないが、まとめて

報告することとする。この一群の土器には須恵器では杯蓋８６～８８、杯Ａ８９～１０８・１１０、台付皿１１３・１１４、

皿１１２、耳皿１１１があり、土師器では杯Ａ１０９の１点がある。これらのうち須恵器杯Ａ１１０の内面底部に格

子状模様のヘラ書きがある。須恵器蓋は天井部に段があり、つまみはない。杯Ａは口径が１２．６～１４．０㎝

で、体部の開きが大きく、底部はヘラ切りである。杯Ｂは出土していない。これらのことから奈良時代

後半から平安時代初めころにかけての土器群と考えられる。

　中層遺物では１・２区から出土した土器が含まれる。奈良時代後半から平安時代初めの土器と中世の

土器が混在した状態で出土している。ただし、奈良時代後半から平安時代初めの土器は下層から出土す

るものが多い。

　前者の土器には須恵器杯Ａ１１５～１５６、１６２～１６８、杯Ｂ蓋１５７～１６０・１７１～１７８、杯Ｂ１７０、稜椀１９０、皿

１７９・台付皿１８０～１８４、壺１８５・１８８・１８９・１９３、壺蓋１６１・１８６、鉄鉢１８７、甕１９１・１９２・１９５～１９８、があ

る。土師器では製塩土器２４６～２６５の２０点を図化したが、日常の食器の類で図化できたものはなかった。

これらのうち須恵器杯Ａ１５３・１５４・１５５・１５６・１６７・１６８は墨書土器である。１５３には底部外面に「□？」、

１５４は体部外面に「十」、１５５は体部外面に「川」、１５６は体部外面に「□中」、１６７が底部外面に「里」、１６８

は底部外面に「久」が記される。

　中層から出土した土器も上層と同じく、須恵器蓋は天井部に段があり、つまみはない。杯Ａは口径が

１０．９～１４．３㎝で、体部の開きが大きく、底部はヘラ切りである。杯Ｂ蓋も底体部の境に段を持つもので

つまみがない。一方、杯Ｂは出土量が少なく図化したのは１７０の１点のみである。深手で高台が底体部際

に位置するため奈良時代前半に位置づけできる。ただし、少数の出土であるので遺構の時期は奈良時代

後半以降と評価しておきたい。

　製塩土器は手づくねの製品で内外面に顕著な指頭痕跡を残し、底部丸底になる。帯状の粘土紐を段重

ねして成形する。形状は長胴型でラッパ状に開くものが多い。ただし、粗い手づくね成形のため個体に
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よって形態のばらつきが大きい。また、口縁部はやや肥厚気味に丸く終えるものや、キャリパー型にな

るもの、などが多いがすべて器壁の厚いもので占められる。ただし内面に布目の圧痕が残るものは観察

されない。

　中世前半の遺物は黒色土器椀１９９、瓦器椀２００～２１０・２１３、瓦器皿２１１～２１４、土師器小皿２１７～２１９、皿

２２１～２２３、杯Ａ２２０・２２４～２２７・２３０、高台付杯２２９、椀２２８、台付皿２１５、竈２１６、甕２３１～２３９・２４２、鍋

２４０・２４１がある。このほか鞴羽口２４３・平瓦２４４・２４５がある。

　下層からは製塩土器が多数出土しており、図化できたものは製塩土器に限られる。２６６～２８２の１６個体

を図化した。これらの製塩土器も上層で出土した土器と同じく手づくねの製品で、底部丸底になる。内

外面に顕著な指頭痕跡を残し、帯状の粘土紐を段重ねして成形する。形状は長胴形でラッパ状に開くも

のが多い。ただし、粗い手づくね成形のため個体によって形態のばらつきが大きい。１６６のように器形

が扁平で後円部の凹凸やゆがみの認められるものが多い。また、口縁部はやや肥厚気味に丸く終えるも

のや、キャリパー型になるもの、などが多いがすべて器壁の厚いもので占められる。また内面に布目の

圧痕が残るものは観察されない。

　このほか鉄釘M１が出土している。

井戸（図版５・６・５８　写真図版１０・１１・８１～８３）

　井戸としたものは４基であるが、すべて素掘りの井戸で、ＳＥ０１を除いて、調査区西端の旧埋没河道上

に掘削されている。ただし、深いものはなく表層の湧水を利用したものである。

ＳＥ０１

　調査区の東端で検出され、さらに調査区外に伸びる。上端面の形態は不明であるが遺構の掘方は円形

で直径１ｍ前後と推定される。深さ１ｍ前後まで検出したが壁の崩落が心配されたため底を検出してい

ない。上層から近現代の磁器などが出土したため、上層は攪乱を受けたと思われる。

ＳＥ０２

　刳り抜きのクスノキ材を井戸側とした井戸である。堀１の上層から切り込むが、検出面の上面は撹乱

を受けていた。井戸側は高さ０．５ｍ、直径０．５ｍで井戸底に据えられており周囲に人頭大の礫を裾えて固

定していた。

　埋土はすべて泥土で滞水状態であった。掘方は平面楕円形で南東－北西に長軸を持つ。掘方の規模は

直径１．２～１．５ｍ、深さ１．１ｍを測る。掘方の側面はほぼ直に掘削している。

　遺物は掘方から多くの遺物が出土している。出土遺物には古代の土器と中世前半の土器がある。古代

のものでは須恵器杯蓋６３・稜椀蓋６４・杯Ａ６５～７０・杯Ｂ７１～７４・台付皿７５・甕７６がある。このうち杯Ａ６５

は外面の底部に墨書「邊」を記している。

　中世の土器では土師器小皿７７・７８、瓦器椀７９、白磁碗８０がある。白磁碗はⅡ類に分類される。これら

の出土遺物から井戸の埋没年代は１３世紀頃と考えらえる。

ＳＥ０３

　堀１の肩部で検出された井戸で堀埋没後に掘削されたものである。平面は円形で直径０．７ｍ、深さ０．８

ｍである。遺物は中世前半の土師器杯８１が出土している。

ＳＥ０４

　楕円形の土坑で、長軸１．５ｍ、短軸１．３ｍ、深さ０．６ｍを測る。掘削深度は深くないので掘削を途中で断
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念したと推定される。出土遺物は土師器羽釜８２、瓦器椀８３がある。

土坑・溝（図版７・５７･５８　写真図版１１・１３・７９～８３）

　小型の土坑や溝を多く検出した。

ＳＫ０１

　ＳＢ０５の北西隅で検出された土坑で、平面不定形である。規模は最大長さ２．３ｍ、幅０．９ｍ、深さ０．１５ｍ

である。

ＳＫ０２

　調査区の西側、ＳＢ０２の西南側に検出された不定形の土坑で、南側の調査区外にさらに続いている。埋

土が褐色シルトである。南北方向４．４ｍ以上、東西方向４．２ｍ以上、深さ０．３ｍの規模を持つ。北側ＳＢ０１

方向がやや高く、そこから溝が本遺構に流下する。

　出土遺物は土師器小皿３２・３３・高台付皿３４・椀３５、瓦器椀３６・３８・３９、白磁碗４０が出土した。

ＳＫ０３

　調査区の東端で検出された土坑で、ＳＢ０１に隣接する。長軸０．８６ｍ、幅０．４４ｍ、深さ０．１ｍの楕円形土坑

である。埋土は黒褐色シルトで充填される。

ＳＫ０４

　ＳＢ０７の西隅から南側へと延び、さらに調査区外に続く溝状の土坑である。ＳＢ０７の西南隅の柱穴が上

層から切り込んでいる。このため本遺構が埋没後、ＳＢ０７が建てられたと推定される。埋土の状況から

自然流路を人為的に加工した遺構と推定される。規模は検出長７．３ｍ、幅１．５～２．３ｍ、深さ０．３ｍで北側

が大きく、南側が小規模になる。

　出土遺物は須恵器杯蓋４３．杯Ａ４４．４５、杯Ｂ４６、土師器甕４７が出土している。

ＳＫ０５

　調査区中ほどの南壁に位置する。ＳＢ０７とＳＢ０６に隣接して検出された。半分が検出された円形土坑で

ある。長さ１．０ｍ、深さ０．１ｍを測る。

ＳＫ０６

　ＳＢ０７の東側で検出された方形の小型土坑である。ＳＢ０７に関係する遺構の可能性がある。

　内部からは須恵器皿４８が出土した。器高が高く底部をヘラ切りする。

ＳＫ０８

　ＳＢ０３の南辺に検出された土坑である。長さ０．５ｍ、幅０．２８ｍ、深さ０．１ｍの小型の楕円形土坑である。

　埋土は暗褐色のシルトである。

ＳＫ１１

　調査区西側に検出された自然流路で、幅０．６～２．７ｍ、深さ０．３５ｍを測る。内部からは須恵器稜椀蓋４９

が出土した。天井を欠くものである。

ＳＫ１２

　調査区西側で検出された土坑で、平面不定形である。南北方向に長軸をもつ規模は長さ４．２ｍ、幅０．８

～２．６ｍ、深さ０．２ｍ前後である。

　本土坑からは製塩土器（５２～６２）が出土した。口縁部がラッパ状に開くもの（５２・５３・５５・５６・５８・

５９）と、内弯（５４・５７）するものや、直立するもの（６１）で、すべて手づくねで成形の製品である。６２

Title:149543_03本文1.ec8 Page:21  Date: 2015/03/31 Tue 16:46:35 



－　２２　－

は底部片である。

ＳＫ１３

　ＳＫ１１の肩部に切り込んで検出された土坑で、平面楕円形を呈する小型のものである。北東－南西方

向に長軸をもつ。長軸１．１５ｍ、短軸０．８５ｍ、深さ０．２ｍの規模を持つ。須恵器椀５０が出土している。

ＳＫ１５

　調査区西端で検出された不定形土坑である。南北方向に細長いもので長さ６ｍ、幅１．２～２ｍ、深さ

０．２３ｍを測る。内部からは緑釉椀５１が出土した。

ＳＤ０４

　調査区西端で検出された溝状の土坑である。長さ８ｍが検出され、さらに北側に伸びている。規模は

幅０．９ｍ、深さ０．２ｍである。

　出土遺物は須恵器杯Ａ８４、土師器甕８５がある。杯Ａは底部外面に爪状有痕が観察される。甕８５は外面

に縦方向のハケ調整を施す。

　

製塩炉（図版６・９５　写真図版９・１５７）

ＳＸ０１

　調査区東寄り、ＳＢ０１に重なって検出された。東西方向に長軸を持ち平面隅丸方形を呈する。規模は

長軸１．７ｍ、幅０．８５～０．９ｍ、検出面からの深さ５～８㎝を測る。内部に平石を敷き詰める構造で、敷石

上面に面を持つが、中央がやや低く側壁部が少し高くなり、レンズ状の土坑底になる。敷石は円礫ない

し亜角礫で、大きいもので長さ２０～２５㎝前後、小さいものは長さ５㎝前後のものが含まれる。石材の用

い方では比較的に側壁部に大型の石材が多くなる。さらに、やや石材を側壁では立位に用いる傾向があ

る。また、石材は多くが被熱しており、南端では底部の土に被熱痕跡が確認されている。内部には２基

の柱穴が切り込み、遺構埋土は上面を削平されるためにほとんど残されていない。周囲に製塩土器の出

土や奈良時代の遺構は全く検出されておらず、やや違和感が残るものの、調査時の判断の通り製塩炉と

して報告する。ただし、当該遺構の類例をみると、中世段階の火葬墓の可能性は拭えない。遺構規模や

内部の礫床の存在、製塩炉にしてはやや被熱痕跡が極小である点、さらに、東側がやや幅広で西側がす

ぼまる形態であるが、このような形態は土壙墓などに共通するものである点など多くの点で疑問が残さ

れる。何より周囲から中世前半段階以外の遺構・遺物の出土がないなどの点は留意する必要がある。

　このほか、内部からの出土遺物は多くないが、鉄釘M１０が出土している。和釘で頭折りのタイプ、残

存部の長さ７．３㎝で、先端を欠損するものである。
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第３節　２区
　２区では１区と同じく奈良時代と中世前半（１２世紀末～１３世紀）の遺構が検出された。検出遺構には

掘立柱建物・井戸・堀・溝などがある。

掘立柱建物

　２区で検出された掘立柱建物は合計１８棟で、中世前半が１１棟、古代が７棟である。これらの掘立柱建

物および柱穴は、調査区東端から中ほどの範囲に特に稠密に集中するが、この周辺では中世前半のもの

が大半を占める。一方、調査区西側においても掘立柱建物および柱穴が稠密に検出されるが、こちらの

ほうは奈良時代のもので占められ、中世前半の柱穴は含まれない。

　なお、建物の時期はすべての建物で時期を決定できる遺物が出土したわけではない。ＳＢ０５について

は遺物によって遺構の時期を決定したが、そのほかの建物については柱穴の形状や規模から古代と中世

前半に時期を判断している。

ＳＢ０１（写真図版１８・２０）

　調査区東端で検出された中世前半の側柱建物で、東西方向に長軸を持つことから東西棟と推定した。

東西４間前後、南北３～４間前後と思われるが、喪失した柱が多く、構造は明確ではない。さらに、い

ずれも柱穴が１０～２０㎝前後と浅いことから残存状態は良好とはいえない。

ＳＢ０２（写真図版１８・１９・２０）

　北西－南東に軸を持つ総柱構造の南北棟で、中世前半の遺構である。桁行３間、梁行２間の小型建物

である。ＳＢ０１・０３・０４と重なって検出されたが、Ｐ１６の切り合いからＳＢ０２→ＳＢ０３となる以外の前後関

係は不明である。柱並びがやや歪で梁行の北辺が３．７ｍ、南辺が４．１ｍとなる。

　柱穴は直径４０～６０cm前後の円形ないし楕円形のもの多くを占める。ただし深さは０．１５～０．２m前後で

全体に残存状態は良好とはいえない。

ＳＢ０３（図版１８　写真図版１８・１９・２０）

　調査区東側で検出された東西棟で、ＳＢ０２・０４と重なって検出された。柱穴の切り合いでは古代の建物

であるＳＢ５の南東隅の柱を切っている。

　束柱が検出されるが建物中央の束柱のみが検出できなかったため、中抜け総柱の建物と評価した。柱

穴は円形ないし楕円形で直径３０～５０cｍ、柱間は桁行の西端の１間が２．５ｍとなるが、他は２～２．１５ｍで

ある。柱並びは良好である。柱穴の検出状況から中世前半の建物と判断した。

ＳＢ０４（写真図版１８・１９・２０）

　調査区西側で検出された総柱構造の掘立柱建物で、南北方向に軸を持つ。中世前半の建物である。桁

行６間×梁行３間の規模を持つ。桁行１１ｍ、梁行７．３ｍ、面積８０．３㎡で、本調査区で最大の建物である。

　ＳＢ０１・０２・０３・０４・０６と重なって検出されたが、柱穴の切り合いで前後関係がわかるものはない。柱

並びはやや歪になる部分が見られ、柱間は桁行・梁行とも１．９～２．２ｍ前後で狭長差が認められる。

　建物の規模や構造から本建物は住居の主屋と考えられるもので、西側に並ぶＳＢ０８・０９・１０なども同様

の建物と評価される。

ＳＢ０５（図版１８・６７　写真図版２０・９９）

　調査区西寄り、柱穴群の中央北端に検出された古代の建物である。南東隅の柱穴がＳＢ０３に切られて
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いる。建物の北側は調査区外のため詳細を明らかにすることができなかった。南北方向は２間まで確認

できるが、さらに調査区外に伸びている。柱穴の直径は４０～７０ｃｍ前後で方形を意識した柱穴が多くを

占める。柱間は東西方向が２．１～２．３ｍ、南北方向が２．０ｍ前後で並びは良好である。

　Ｐ１０１から瓦器椀２８８が出土した。出土遺物や柱穴の検出状況から古代の建物と判断した。

ＳＢ０６

　調査区の西側、南端に位置する建物で、東西方向は規模が７ｍを測る。ただし、北側に１間分のみが

検出されたもので、軸方位や構造の詳細は不明である。ＳＢ０７とは重なるが切り合いは不明である。

　柱穴は円形ないし楕円形で直径３０～６０㎝、柱間は２～２．６ｍである。柱穴の検出状況などから中世前

半の建物と判断した。

ＳＢ０７（写真図版２２）

　調査区西側、ＳＢ０６に重なって検出された建物で北辺のみが検出された。大半は南側の調査区外に伸

びる。柱穴は楕円形で直径５０～８０㎝を測り、周辺の建物より大型の柱穴で占められる。Ｐ５２５から棒状土

錘２８９が出土した。柱穴の構造や出土遺物から古代の建物と判断した。

ＳＢ０８（写真図版１９・２０）

　２区柱穴群の中央で検出された建物で、桁行４間×梁行３間の南北棟である。総柱構造と推定される

が束柱の一部がＳＥ０２によって消滅する。ただし、南側のＳＥ０１では掘方側壁に柱穴底のみが残されてい

た。これらのことからＳＥ０１・０２は掘立柱建物廃絶後に掘削された井戸と判断される。

　柱穴は円形ないし楕円形で、直径２０～７０㎝前後と大小がある。柱間や通りは比較的正確で、柱間は２

ｍ前後が基本となっている。ただ、柱穴は検出深さが２０㎝前後と浅いため、上面の削平が著しいと思わ

れる。

　Ｐ６５から土師器皿３０２が出土した。出土遺物から中世前半の建物と考えられる。

ＳＢ０９（図版１９　写真図版２０）

　柱穴群の西側で検出された建物で、基本的に総柱構造と思われるが、いくつか検出できなかった束柱

があるので中抜け総柱と評価した。ただし、柱穴の重なりが著しい点と上面の削平のため詳細が不明確

な個所が多い。規模は桁行９．１m、梁行５．８ｍ以上、面積５２．７８㎡で、２区で２番目に大型の建物であるが、

南側にさらに伸びることを考慮に入れると最大級の建物である可能性も残される。建物内には地鎮め遺

構であるＰ７１が検出され、周辺からは黒色土器椀の細片が出土している。この出土遺物から本建物は１１

世紀頃の遺構である可能性が高い。

　柱穴は円形ないし楕円形で直径３０～５０㎝で並びは比較的良好である。柱間は桁行東側から順に２．３～

２．５m、１．６～１．７m、２～２．３m、２．７ｍと狭長差が著しい。なお、西端は１．２m前後で庇と考えた。梁行側

についても北側から２ｍ、２mで３列目が１．５～１．７mと狭長差がある。

ＳＢ１０（図版２０・６７）

　中世の柱穴群の西端で検出された建物で南北棟と考えられる。部分的に束柱を欠くので中抜け総柱と

評価した。本建物は桁行７．１ｍ、梁行６．４ｍ、面積４５．４４㎡で比較的大型の建物である。

　ＳＢ１０は北東の隅の柱穴がＳＢ１１の南西隅の柱と重なり、ＳＢ０９の西辺と接する形で検出された。これら

のことから両建物とは併存しないことは明確であるが、前後関係は不明である。ＳＢ０９と共有する形で

復元したが、一方の柱穴が削平によって喪失した可能性がある。ただし、柱穴の並びからすると両者の

柱穴はＰ５０７周辺に存在することは確実であるので、一応復原案として提示した。
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　柱並びは比較的良好であるが、柱間は桁行が北から２ｍ、１．１ｍ、１ｍ、１ｍ、２ｍと狭長さが認めら

れる。梁行は２～２．１ｍ前後でほぼ揃っている。

　柱穴の検出状況から中世前半の建物と評価できるが、西側に地鎮遺構であるＰ７０が検出されており、

建物周辺から黒色土器片などが出土している。このため、１１世紀ごろの建物の可能性が高い。また、Ｐ

５００から土師器甕２８２・黒色土器椀２８３・２８４が出土している。

ＳＢ１１（図版６７　写真図版９９）

　ＳＢ１０と同様に柱穴群の西側に検出された総柱構造の東西棟である。桁行４間×梁行２間で９ｍ×４．２

ｍ、面積３７．８㎡を測る。前述のとおり南西隅の柱がＳＢ１０に重なり、ＳＢ１２・１３とも重なって検出された。

このうちＳＢ１２の側柱がＰ５６７を切ることから、ＳＢ１１→ＳＢ１２の順序が判明している。

　柱並びは比較的良好で、柱間は桁行１．９～２．３ｍ、梁行２ｍ前後を測る。柱穴は円形ないし楕円形のも

のが多く直径２０～４０㎝で比較的小規模なものが多い。

ＳＢ１２（図版６８　写真図版１０２）

　中世前半の建物である。柱穴群の西側で検出された建物で、南側の２間分が検出された。状況から北

側にさらに建物の中心部分が伸びている。東西方向に３間で寸法は５．５ｍを測るが、部分的な検出のた

め建物の軸方位など構造の詳細は不明である。柱間は東西方向１．９ｍ、南北方向１．１ｍである。

　Ｐ５６２から瓦器椀３２３が出土した。３２３は１３世紀後半のものである。

ＳＢ１３（図版６７・６８　写真図版９９・１０１）

　柱穴群の西端に検出された建物で、さらに北側の調査区外に伸びる可能性がある。このため建物の軸

方位は不明。西側の側柱が不明確で、柱穴も楕円形のものや不定形のものが含まれ形状に差異がある。

柱間は東西方向が２．２～３ｍ、南北方向が２～２．５ｍで広いものが多い。東側でＳＢ１１と重なるが切り合い

がないため、前後関係は不明。南西隅のＰ１８７はＰ１８８に切られるが、Ｐ１８８からは須恵器蓋３１２が出土して

いる。３１２は奈良時代のものであるが、柱穴の状況から見ると中世に下る建物の可能性が高い。

　この他、Ｐ５７７から瓦器椀２９０、Ｐ１９８に隣接する柱穴Ｐ１９９から土師器椀３１３が出土している。

ＳＢ１４（図版２１　写真図版２１）

　奈良時代の建物である。調査区の西側南壁で検出された建物で東西棟と考えられる。なお、ＳＢ１４～

１８は古代の建物で、１つのまとまりを持っている。ＳＢ１４・１５はほぼ平行に立つ建物で８ｍ前後の間隔を

置いて配置される。一方、これらとＳＢ１６は併存した可能性が低いが、ＳＢ１７・ＳＢ１８はこれらに直行した

配置を持つ。微妙な軸のずれを伴ってそれぞれの建物が個別に建つ中世前半の建物と異なって、これら

の建物は建て替えを繰り返しても、一定の配置を意識した構造を伴っている。

　建物北辺の柱穴に２か所の柱芯が観察されるところから建て替えが行われていることが判明している。

このため柱芯の南側の列の建物をＳＢ１４－１、北側の列の建物をＳＢ１４－２とした。そして、Ｐ３００の柱芯

で切り合いを確認すると、南側列の柱芯が北側の柱芯を切っていることから、建物はＳＢ１４－１→ＳＢ１４

－２へと建て替えられたと判断した。

　建物はＳＢ１４－１北辺（東西方向、桁行）が１１ｍ、ＳＢ１４－２が同じく１０．５ｍでやや小さくなる。柱間

はＳＢ１４－１で２～２．６ｍ、ＳＢ１４－２で２～２．４ｍである。柱穴はＳＢ１４－１・ＳＢ１４－２が重なるため歪に

なるが基本的には隅円方形で１辺５０～８０㎝前後のものと推測される。

ＳＢ１５（図版２２・６７・６８　写真図版２１・２２・９９・１０２）

　古代の建物で、建物の南側の一部が検出された。建物の中心部分は北側調査区外に伸びる。東西７間
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分が検出されたので東西方向が建物方位と考えられる。南北方向は東側でかろうじて見つかっている１

間分でＰ２４８の並びが４基分確認された。また、南側の柱列ではいずれの柱穴でも２つの柱芯が確認され

ており、建て替えが確認される。さらにＰ２２８・２２９・２３０では３基、Ｐ２４９・２５１・２５２では３基の柱穴が隣

接することから数回の建て替えが行われた可能性も推定される。少なくともＰ２２９・２５２・２６７・２７１を含

むものと、Ｐ２３０・２５１・２７０を含む建物の２棟が存在する。前者をＳＢ１５－１、後者をＳＢ１５－２とした。

出土遺物はＰ２７１から製塩土器３１６、Ｐ５０４から須恵器杯Ｂ２９１がある。製塩土器３１６は口縁部の細片。須恵

器杯Ｂ２９１は底部片である。

　ＳＢ１５－１の柱間はおおむね２ｍ前後であるが、桁行が西端で１．６ｍ、東端３．４ｍと狭長差が認められる。

梁行は２．７～３ｍ前後でやや広くなる。柱穴は基本的に隅円の方形であるが切り合いの関係から靴型や

長方形を呈するものが多くなる。単体では長さ５０～８０㎝前後のものと推測される。

　ＳＢ１５－２もＳＢ１５－１同様に柱間に狭長差が認められ、柱穴は隅円方形で規模は長さ５０～８０㎝前後の

ものと推測される。

ＳＢ１６（図版２１　写真図版２１）

　古代の建物で、ＳＢ１５に重なって検出された。北側調査区外にさらに伸びる。東西６間となることか

ら東西棟と考えられるが、全体が明確でないので構造の詳細は不明である。寸法は桁行１４．４ｍ、梁行３

ｍ以上である。ただし軸方位はＳＢ１５に比べるとさらに西南‐北東に振ることから、ＳＢ１４・ＳＢ１５とは時

期差があると思われる。また、Ｐ２５０はＰ２５２、Ｐ２５１を切るのでＳＢ１５－１・２より新しい建物である。

　柱間は桁行が２～２．３ｍであるが西側に１間のみが３ｍと広い。柱の通りは良好であるが柱間は狭長

差がある。柱穴は基本的に方形で１辺４０～６０㎝前後のものである。

ＳＢ１７（図版２０　写真図版２１・２２）

　古代の建物で、調査区西端に検出された南北棟である。建物の規模は桁行４間４、梁行２間、寸法は

１１ｍ、４．５ｍ、面積４９．５㎡を測る。細長い建物で総柱構造になると推定される。中心の束柱がやや不明確

であるが、図示の通り小規模なピットが当該地点に検出されていることから、これを束柱の痕跡と考え

た。

　コの字形配置の西辺にあたる。ただし、ＳＢ１４・１５に近接しており軒の間隔からするとこれら３棟の並

存は難しい。

　柱通りは良好で、柱間は桁行が２．５～２．８ｍ、梁行が２．１～２．３ｍで狭長差が認められ、桁行の間隔がや

や広くなる。柱通りは良好であるが北側の削平が著しいため柱穴の残存状況は悪い。南側の柱穴に切り

合いが確認されるが、特に南西隅の柱穴では５基の柱穴が切り合う。このため本建物もＳＢ１４・１５同様建

て替えの可能性がある。

ＳＢ１８

　古代の建物である。調査区西端に検出された建物であるが、大半の柱穴を削平によって失い、残存し

た柱穴も深さ１０ｃｍ前後とかろうじて残されるものであった。方形で大型柱穴の平面形から古代の建物

と考えた。状況からみると南北棟で桁行３間、梁行２間程度の規模になると推定される。

井戸（図版１５・１６・６９・９５　写真図版２３・２４・１０３・１０４・１５７・１５８）

　調査区東より、掘立柱建物が集中する場所で検出された。
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ＳＥ０１

　ＳＥ０１・ＳＥ０２は２基が並んで検出されたもので、西側に同規模の掘方を持つＳＥ０３がある。ＳＥ０３は方形

土坑と考えられるので土坑の項目で報告を行った。

　ＳＥ０１の掘方は卵頭形を呈し南北方向に軸を持つ。規模は直径２．８ｍで、深さは１．２ｍを測る。掘方の側

壁断面は井戸底で直径０．４ｍ前後に窄まる。井戸底は下層の礫層に達しており、この礫層が水脈であっ

たと推定される。図化できた遺物はないが土師器・瓦器椀の破片が出土するとともに、鉄釘M２・３・

１１・１８・２０が出土した。

ＳＥ０２

　ＳＥ０２は掘方の平面がほぼ円形で直径２．１～２．３５ｍ、深さ０．４ｍを測る。ＳＥ０１同様、堀方の規模は２ｍを

超えるが下部はかなり浅く、礫層の上面以上に掘削を行っていないので、掘削途中で放棄されたものの

可能性がある。

地鎮め土坑（図版１７・６７・９６　写真図版２７・９９・１００・１５９）

　Ｐ７０とＰ７１の２基が検出された。

Ｐ７０

　２区中世前半の柱穴群西端で検出された小型の土坑状遺構である。土器や銭貨の埋納状況から地鎮め

土坑とした。内部からは土師器杯２７０とその内部に銭貨M３１「元豊通寳（初鋳北宋１０７８年）」・M３３「凞寧

元寳（初鋳北宋１０６８年）」・M３４「元□通寳」が埋納されていた。土師器２７０は１２世紀頃のものである。

　土坑は円形で直径２３～２５㎝、深さ１０㎝前後と浅い。底はレンズ状に中央部が窪む。上面を削平され、

かろうじて残されたものである。ＳＢ１０の西辺上に位置するため、この建物に関連する可能性が高い。

Ｐ７１

　稠密に柱穴が検出された場所から見つかった地鎮め土坑である。平面は楕円形で長軸０．１９㎝、幅０．１６

ｍ、深さは１０cm前後である。内部からは土師器杯２８６を身、同２８６を蓋とする地鎮具が検出された。杯底

部には銭貨M２７「乹享重寳（初鋳南漢９１７年）」・M３２「元符通寳（初鋳北宋１０９８年）」・M２９・M３０「皇宋

通寳（初鋳北宋１０３８年）」・M２８「開元通寳（初鋳唐６２１年）」が納められていた。杯２８６・２８７は底部糸切

りで体部はハの字に開く、深手の個体で１２世紀代のものである。

溝（図版１６・６８　写真図版２６・１０２・１０３）

ＳＤ０１

　調査区の東南隅で検出された溝である。幅０．２５～０．４５ｍ、深さ０．１ｍの規模をもつ。

ＳＤ０２

　ＳＢ１３に重なって検出されたもので、当地区の柱穴が検出された西端に位置する。幅１．１～１．２５ｍ、検

出長５．４ｍ、深さ０．２３ｍを測る。出土遺物は土師器杯Ａ３２９、高台椀３３０、瓦器椀３３１・３３２などがある。出

土遺物から中世前半の溝と考えられる。

ＳＤ０５

　土師器高台椀３３３が出土した。ただし、ＳＤ０５は３区で報告を行っている。
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土坑（図版１６）

　土坑はＳＫ０１・０２・ＳＥ０３の３基について報告する。

ＳＫ０１

　調査区の東端で検出された土坑で、ＳＢ０１の北東隅に重なって検出された。長方形プランを持つもの

で長さ２．９５ｍ、中央で幅１．９ｍ、南側で幅１．５ｍとやや南側がすぼまる平面形を持つ。深さは０．１３ｍと浅

い。

ＳＫ０２

　調査区の東端ＳＢ０１に重なって検出された土坑で、平面隅丸長方形のプランを持つ。長軸２．８５ｍ、短軸

１．７～１．８ｍ、深さ０．１５ｍの規模である。

ＳＫ０３

　調査区の中ほどＳＢ０９の建物内部に重なって検出された土坑である。東西方向に長軸を持つ隅丸方形

で、長軸１．０５ｍ、幅０．５ｍ、深さ０．０８ｍの規模を持つ。

ＳＥ０３

　ＳＥ０３は平面方形の土坑で長軸２．８ｍ（南北方向）、短軸２．４ｍ（東西方向）で、深さ０．２ｍ前後と浅いも

のである。掘削面は段丘のシルト層で留まることから、検出時はＳＥとしたがいわゆる方形土坑と判断

した。

　この遺構はＳＢ０８の建物内西側に長軸を揃えて納まるもので、この建物に関連する土坑の可能性が高

い。ただし、建物西辺を土坑の内部に取り込む形になるので、西辺の壁は土坑の側壁に重なる構造とな

る。この点からすると、建物と関連したものではなく、時期を前後する可能性も残されている。

柱穴（図版１７・６７・６８・９６　写真図版１００～１０２・１５７・１５９）

　２区からは８３０基前後の柱穴が見つかったが、このうち土器を出土した柱穴は４４基で全体の５パーセ

ント弱である。また、本調査区全体ではコンテナ５箱分の遺物が出土したが、これは面積の割合からす

ると非常に少ない。本調査区の遺構上面には遺物包含層が部分的にわずかしか残されておらず、耕作な

どによって上面がかなり削平を受けたことが原因と考えられる。以下に遺物出土柱穴を列記する。

　Ｐ１銭貨M２６（「延喜通寳」初鋳９０７年）、Ｐ２２土師器皿２９２・土師器甕２９３、Ｐ３６土師器小皿２９４、Ｐ４２須

恵器杯２９５・土師器椀２９６、Ｐ４５須恵器杯２９７、Ｐ４７須恵器杯２９８、Ｐ４８瓦器皿３００、Ｐ５８瓦器椀３０１、Ｐ６５土師

器小皿３０２、Ｐ７５土師器台付皿３０３、Ｐ１１４須恵器壺３０４、Ｐ１５４土師器小皿３０５、Ｐ１５９須恵器甕３０８、Ｐ１６１土

師器杯３０６、Ｐ１７８土師器皿３０９、Ｐ１８８須恵器蓋３１２、Ｐ１９４土錘３０７、Ｐ１９９土師器高台付椀３１３、Ｐ２３１須恵器

甕３１５、Ｐ２３８土師器椀３１０、Ｐ２４４土師器皿３１１、Ｐ２４９・２５２瓦器椀３１４、Ｐ２８０土師器杯３１７、Ｐ３３２須恵器杯

Ａ３２０、Ｐ４１９土師器小皿３２１、Ｐ５２７瓦器椀３２２、Ｐ５６２瓦器椀３２３、Ｐ５９８　磁器３２５、Ｐ２２２鉄釘M６、Ｐ５３９不

明鉄製品M７、Ｐ７５１土師器小皿３２６・須恵器鉢３２７、Ｐ７６５土師器小皿３２８がある。
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第３章　遺構と遺構出土遺物

構造面積
寸法

庇
規模

棟方向建物名地区
梁行（短軸）桁行（長軸）梁行（短軸）桁行（長軸）

総柱４０．６０５．８７．０１．０西辺２間３間以上南北ＳＢ０１中世１区
側柱２０．２４４．６４．４―３間２間西北・南東ＳＢ０２中世
総柱１０３．５０９．０１１．５―４間５間東西ＳＢ０３中世
総柱４５．７６５．２８．８以上―２間３間南北ＳＢ０４中世
総柱５２．８０６．６８．０―３間４間南北ＳＢ０５中世
総柱４０．００４．０１０．０―２間４間南北ＳＢ０６中世
総柱２４．００２．０１２．０―１間５５間東西ＳＢ０７中世

南東の隅柱欠総柱９．２４０２．８３．３―２間２間以上東西ＳＢ０８中世

側柱５１．４８６．６７．８―４間４間東西ＳＢ０１中世２区
総柱１８．００３．６５．０―２間３間南北ＳＢ０２中世

中抜け総柱２２．８８４．４８．２―２間４間東西ＳＢ０３中世
総柱８０．３０７．３１１．０―３間６間南北ＳＢ０４中世
総柱２６．８０４．０以上６．７―２間以上３間不明ＳＢ０５奈良
不明１５．８４２．２以上７．２―１間以上３間不明ＳＢ０６中世
不明不明―６．０以上―１間以上３間不明ＳＢ０７奈良

中抜け総柱４５．６０６．０７．６―３間４間南北ＳＢ０８中世
東西辺１０．５ｍ中抜け総柱５２．７８以上５．８９．１１．４西辺３間以上４間不明ＳＢ０９中世

中抜け総柱４５．４４６．４７．１―３間５間以上南北ＳＢ１０中世
中抜け総柱３７．８０４．２９．０―２間４間東西ＳＢ１１中世
総柱１２．６５以上２．３５．５―２間以上３間不明ＳＢ１２中世
側柱２７．００以上５．０５．４２間以上２間不明ＳＢ１３中世

建て替えあり中抜け総柱２２・２６．２５以上２．０・２．５１１．０・１０．５―１間以上７間東西ＳＢ１４奈良
建て替えあり総柱４２．７５・４７．８８以上２．５・２．８以上１７．１西辺１間以上７間東西ＳＢ１５奈良

総柱？４３．２０以上３．０１４．４―１間以上６間東西ＳＢ１６奈良
総柱？４９．５０４．５１１．０―２間４間南北ＳＢ１７奈良

柱喪失不明２２．５５以上４．１５．５―２間？３間？以上南北ＳＢ１８奈良

総柱３１．２４４．４７．１２間３間東西ＳＢ０１中世３区
側柱３４．２０４．５７．６２間３間東西ＳＢ０２奈良
側柱１６．８０４．０４．２２間２間東西ＳＢ０３奈良
側柱１６．８０以上４．０４．２以上２間２間以上南北ＳＢ０４奈良
側柱２１．６０４．５４．８２間２間南北ＳＢ０５奈良
側柱１４．０４以上５．２２．７以上２間１間以上東西ＳＢ０６奈良

建て替えあり側柱５４．００５．０１０．８―４間４間東西ＳＢ０１奈良４区
総柱２０．２４４．４４．６―２間２間東西ＳＢ０２奈良

中抜け総柱４０．３２４．８８．４―２間４間東西ＳＢ０３奈良
側柱５．４０以上３．０１．８以上―２間１間以上南北ＳＢ０４奈良
総柱２７．２０４．０６．８―２間以上３間東西ＳＢ０５奈良
不明１１．２２１．７以上６．６―１間以上３間東西ＳＢ０６奈良
不明７．２０以上４．０１．８以上―１間以上３間南北ＳＢ０７奈良
側柱１７．６８以上５．２３．４以上―３間４間南北ＳＢ０８奈良
側柱４４．１６４．８９．２１．４西辺２間４間東西ＳＢ０９奈良
側柱２４．９６３．９６．４―２間３間東西ＳＢ１０奈良
側柱１８．７２以上３．９４．８以上―２間２間以上南北ＳＢ１１奈良
側柱４０．３２以上４．８８．４―２間以上３間東西ＳＢ１２奈良
側柱２７．２８以上６．２４．４３間以上２間南北ＳＢ１３奈良

中抜け総柱９．１８以上３．４２．７以上―２間１間以上南北ＳＢ１４奈良

側柱２０．１６３．６５．６―２間３間南北ＳＢ０１奈良５区
総柱３０．３６以上４．６６．６―２間３間以上南北ＳＢ０２奈良

第２表　九蔵遺跡掘立柱建物一覧
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第４節　３区
（１）基本層序
　調査区は東西に長く、東から西に向かって緩やかに傾斜している。現況は耕作地であり、基本土層は

概ね、上層から表土層、旧耕作土層及び旧床土層（北壁東半及び南壁の２層）、遺物包含層（北壁東半の

３～６層、南壁３層）、地山となる基盤層（北壁東半の７・８層及び南壁の４層）で構成される。

　上下２面で調査しており、上層では奈良時代～中世の、下層では弥生時代の遺構を検出した。市道以

東では、上層遺構は北壁東半３層上面で、下層遺構は基盤層である北壁東半７層上面において検出した

が、市道以西では上層遺構は南壁３層上面、下層遺構は南壁４層上面で検出した。遺構検出面は、上層

遺構面では標高８．５～９．３ｍ、下層遺構面では８．２～８．９ｍを測る。

（２）上層の遺構
　３区は中央に市道が通る。市道より東側の平成１７年度調査区（２区）と接する部分を東区、西側の平

成１７年度調査区（４区）と接する部分を西区と細分する。

　東区では、上面からは中世前期と考えられる掘立柱建物１棟（SB０１区画溝SD０１、律令期と考えられ

る不整な方形の柱穴が並ぶ掘立柱建物２棟（SB０２・SB０３）、焼土坑２基（SX０１・SX０２）、その他時期不

明の柱穴を３０個前後検出している。

　西区では、中世前期と考えられる区画溝SD０１、律令期と考えられる不整な方形の柱穴が並ぶ掘立柱建

物４棟（SB０３・SB０４・SB０５・SB０６）、焼土坑２基（SX０１・SX０２）、更に４区へと延びるSB０９・SB１０の

一部、その他時期不明の柱穴を３０個前後検出している。また、上面から下面に至る中間で木棺墓１基

（SX０３）を検出したが時期は不明である。

　以下、時期ごとに遺構の詳細を述べる。

①奈良時代～中世の遺構

建物跡（図版２６・２７・７３　写真図版３１・１１１）

SB０１

　東区南端に位置する。SB０２・SB０３・SX０１・SX０７と重複している。

　建物の棟行方位をN７１°Wにとる。桁行３間（約７．１０m）、梁行２間（約４．４０m）、床面積約３１．２４㎡の

規模を測る総柱建物跡である。

　おおよそ径約３０cmの柱穴を使用しており、柱間は桁行方向では２．１５m・２．４５m、梁行方向では２．２０m

測るが、棟行の柱は５個検出されており、柱間は１．８０m・１．４０ｍ・１．８０ｍ・２．１０ｍで構成されている。

　柱穴から建物の時期の特定できる遺物は出土していないが、柱穴の埋土及び前年度の２区・４区の調

査結果から推して中世前期の建物跡と考えられる。柱穴P５６がSX０１を切っている。SX０１以外の先後関

係は不明である。

SB０２

　東区南端に位置する。SB０１・SB０３と・SX０１・SX０７と重複している。　

　建物の桁行方位をN７９°Wにとる。桁行３間（約７．６０m）、梁行２間（約４．５０ｍ）、床面積約３４．２０㎡の

規模を測る側柱建物である。隅丸方形に近い、径約７０ｃｍの柱穴を使用しており、柱間は桁行方向では

２．５０m・２．６０m、梁行方向では２．０m・２．３０m・２．５０mを測る。
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第３章　遺構と遺構出土遺物

　柱穴７５が切るP７６から須恵器杯４３８が出土しており、柱穴の埋土及び前年度の４区の調査結果から推し

て律令期の建物跡と考えられる。

SB０３

　東区南端に位置する。SB０１・SB０２と重複して位置する。　

　建物の桁行方位をN７３°Wにとる。桁行２間（約４．２０m）、梁行２間（約４．００ｍ）、床面積約１６．８０㎡の

規模を測る側柱建物である。径約４０cm～６０㎝の柱穴を使用しており、柱間は桁行方向では２．１mを測る。

　柱穴から建物の時期の特定できる遺物は出土していないが、柱穴の埋土及び前年度の２区・４区の調

査結果から推して律令期の建物跡と考えられる。

SB０４

　西区南端に位置する。SB０５・SB０６と重複して位置する。　

　建物の桁行方位をN１６°Eにとる。桁行２間（約４．２m）以上、梁行２間（約４．０ｍ）の規模を測る側柱

建物である。径約４０ｃｍの柱穴を使用しており、柱間は桁行方向では２．１m、梁行方向では２．０ｍを測る。

　柱穴から須恵器杯４３７が出土しており、柱穴の埋土及び前年度の３区の調査結果から推して律令期の

建物跡と考えられる。

SB０５

　西区南端に位置し、大半は市道下に入る。SB０４・SB０９と重複して位置する。

　桁行は１間分として検出されているが、中間の柱穴はSD０１によって欠失していると考えられる。桁

行２間（約４．８m）、梁行２間（約４．５ｍ）の規模と考えてよかろう。側柱建物である。径約７０ｃｍの柱穴

を使用しており、柱間は桁行方向では２．４m、梁行２．２５ｍを測ると考えられる。

　柱穴から建物の時期の特定できる遺物は出土していないが、柱穴の埋土及び前年度の３区の調査結果

から推して律令期の建物跡と考えられる。

SB０６

　西区南端に位置し、大半は市道下に入る。SB０５と重複し先行する。

　東西桁行は１間分（２．７０ｍ）のみ検出している。梁行は２間（約５．２０ｍ）の規模を測る。側柱建物と

考えられる。１辺約４０㎝の隅丸方形の柱穴を使用している。桁行方向をN２３°Eにとる。

　柱穴から建物の時期が特定できる遺物は出土していないが、柱穴の埋土及び前年度の３区の調査結果

から推して律令期の建物跡と考えられる。

SB０９

　西区南端から桁行１間・梁行２間分を検出した。大半は４区において検出している。SB０４と重複して

位置する。

SB１０

　西区北端から桁行１間・梁行２間分検出した。大半は４区において検出している。

木棺墓（SX０３）（図版２９　写真図版３１）

　西区中央より検出した。南北方向に長軸をもち、全長１７０㎝・幅１００㎝の長方形の墓壙に全長１４２㎝・幅

５８㎝の棺痕跡を検出した。残存する棺の深さは１２㎝である。

　墓壙埋土は上下２層に分かれ何れも黒色土を使用している。上層埋土には径５cm～１０㎝の礫を棺側

に沿って入れている。

　棺は長方形で軸方位を正方位にとる。小口穴は確認されなかった。棺の幅は、北小口付近で６０㎝、南
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小口付近では５５㎝、確認できる棺の厚みは約６㎝である。小口幅より頭位は北側と推測される。

　棺内には遺物は殆どなく、墓壙内より土師器片が若干出土している。時期は現時点では明確ではない。

焼土坑（図版２９　写真図版３１）

SX０１

　SB０１と重複して検出した。軸方位をN３°Eにとる。柱穴と切り合い先行する。１辺８０㎝・深さ約１５

㎝を測る正方形の焼土坑である。

SX０２

　SD０１と重複して検出した。軸方位をN２０°E前後にとる。切り合い先行する。１辺１００㎝・深さ約２５㎝

を測る方形の焼土坑である。比熱した壁は更に内側にもあり、少なくとも２度焼成が行われている。

　２基の焼土坑からは時期を判別できる遺物は出土していないが、中世の遺構に損壊されていること、

下層遺構より上位に位置することから律令期の遺構である可能性が高い。

　土坑の性格は不明である。骨片などは出土していない。

溝（図版２９　写真図版３１）

　溝は３条検出している。SD０１は東区・西区にまたがり、更に２区SD０５と共に方形区画を造りだしてい

たと考えられ、その規模は、東西３８ｍ・南北１８ｍ以上の区画が想定できる。

　SD０２・SD０３は小規模な溝である。西区にあり、並行し、それぞれ西端において屈曲をみせる。畠等

の鋤溝の可能性が考えられる溝である。

SD０１

　東区北端を東西方向（N７３°W）に走り、現市道を越え西区北端から屈曲し調査区西端に沿って南へ

走る。幅９０㎝・深さ２０㎝を測るＵ字溝である。若干の出土土器及び埋土の状況から中世前期の溝と考え

られ、その位置関係から、東区において検出したSB０１を含む中世集落を区画していた可能性が高い。

SD０５

　２区西半部に位置し、南北方向に調査区を横断する溝である。検出全長１５ｍ・幅１．０ｍから１．９ｍ・深

さ０．３５ｍ、逆台形状の断面形状を呈している。

SD０２

　西区にありSX０３と切り合い先行する。東西方向、方位をN７５°Wにとる。西端は緩やかに南へ曲がり

をみせる。検出全長３．８ｍ・幅０．１５ｍから０．２１ｍ・深さ０．２１ｍ、浅い皿状の断面形状を呈している。

SD０３

　西区にありSD０１と切り合い先行する。東西方向から屈曲し南北方向に延びる。東西方向の方位を

N８０°Wにとる。検出全長は東西２．９ｍ・南北３．０ｍ、幅０．３ｍから０．４ｍ、深さ０．１２ｍ、半円形の断面形状

を呈している。

　

（３）上層遺構の出土遺物
　４３７～４４２の６点は上層遺構に伴う土器である。

　４３７はSB０４柱穴P１３より出土した。須恵器杯Bである。口縁部を欠くが、直立する高台の形状から８世

紀代の時期が考えられる。

　４３８はSB０２柱穴P７５が切るP７６より出土した。須恵器杯Aである。杯部は外方へ伸び、底部は回転ヘラ

切りを施す。８世紀代の時期が考えられる。
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第３章　遺構と遺構出土遺物

　４３９はSB０２柱穴P１０５より出土した。土師質の製塩土器である。口縁部は内湾し上部に面をもつ。内外

面ともにナデ調整を施し、内面には指オサエ痕が顕著である。

　４４０はSX０２より出土した土師質の製塩土器である。口縁部は緩やかに内湾し、端部は丸く収める。器

壁は４３９に比べ薄い。

　４４１はSD０１より出土した須恵器短頸壺口縁部である。短い口縁がくの字に屈曲して開く。口縁端部は

斜めに面をもつ。

　４４２はSD０１より出土した須恵器鉢口縁部片である。口縁部は緩やか内湾し端部は丸く収め器壁は薄い。

石器（図版１０４　写真図版１５６）

　台石（S５５）が出土している。ＳＢ０１からは安山岩質の投弾（S３８）が出土している。

（４）下層遺構面の遺構
溝

ＳＤ０６（図版３０・３１　写真図版３２・３３）

　東区の北半に位置する。直線的ながら緩やかに弧を描きつつ北東から南西にかけて延び、両端は調査

区外に及ぶ。横断面形は概ね逆台形を呈するが、底部幅の狭い箇所ではＶ字状に近い形状をなす。検出

した延長８．４６m、最大幅１．５９ｍ、検出面からの深さ６７cmを測る。なお、底面からさらに横断面形Ｕ字形

に浅く溝状に深くなる箇所が認められ幅１３～４９cm、周囲の底面からの深さ２～６cmを測る。南西端の

溝底レベルは北東端に比べ１８cm低い。

　埋土は灰褐色の極細砂から細砂の上層（各土層断面ともに１層）、黒褐色の粘質シルトから細砂を主体

とする中層（各土層断面ともに２・３層）、灰黄褐色のシルトから細砂を主体とする下層（各土層断面と

もに４～６層）に分かれる。中層の西部から中部にかけては弥生時代前期後葉から中期前葉の土器や石

器が亜角礫に混じって多く含まれており、下層の東部には溝中央付近に扁平な亜角礫を多く含む。

ＳＤ０７（図版２８　写真図版３２）

　東区のほぼ中央に位置する。北側をSX０７と重複し、ともに近い主軸をもつが切合関係は不明瞭であ

る。南北方向に直線的に延び、横断面形はＶ字状を呈する。検出した延長３．５１m、最大幅５６cm、検出面

からの深さ１７cmを測る。全体的に南から北に向かって傾斜しており、北端の溝底レベルは南端に比べ

２５cm低い。

　埋土は３層に分かれるが、いずれも灰褐色のシルト混じり極細砂から細砂を主体とする。

ＳＤ０８（図版３１　写真図版３２・３３）

　東区の北端に位置する。SD０６にほぼ平行して直線的ながら緩やかに弧を描きつつ北東から南西にか

けて延び、両端は調査区外に及ぶ。横断面形は浅い逆台形状ないし皿状を呈する。検出した延長４．５５m、

最大幅１．４５ｍ、検出面からの深さ１６cmを測る。両端の溝底レベル差は２cm程度であるが、全体的に北

東から南西に向かって傾斜している。

ＳＤ０９（図版３１・写真図版３４）

　西区南端に位置し、SB０９P８に切られる。北東から南西にかけて延び、延長方向にはSD０６が存在する。

横断面形は逆台形を呈する。検出した延長１．６４m、最大幅２．１６m、検出面からの深さ７９cmを測る。埋土

は灰褐色の極細砂から細砂の上層（１層）、黒褐色の粘質シルトから細砂を主体とする中層（２・３層）、灰

黄褐色のシルトから細砂を主体とする下層（４～６層）に分かれる。中層からは亜角礫とともに弥生時

Title:149543_03本文1.ec8 Page:33  Date: 2015/03/31 Tue 16:46:42 



－　３４　－

代前期後葉から中期中葉の土器や石器が出土している。

不明遺構

ＳＸ０６（図版２８　写真図版３２・３３）

　平面形は長細い楕円形を呈し、長さ１．７８m、幅５５cm、検出面からの深さ２５cmを測る。横断面形はボウ

ル状に近く、埋土は褐灰色を呈する極細砂の１層で構成される。北西側では弥生時代前期末から中期初

頭の甕の破片が周囲から中央に向かって落ち込むように出土した。

ＳＸ０７（図版２８　写真図版３２・３３）

　南側をSD０７と重複し、ともに近い主軸をもつが切合関係は不明である。平面形は楕円形を呈し、長さ

１．９６m、幅９６cm、検出面からの深さ３０cmを測る。横断面形はボウル状に近く、埋土は灰褐色を呈するシ

ルト質の極細砂を主体とする３層で構成される。南東側と北西側で甕を中心とした弥生時代前期末から

中期初頭の土器が上半（１・２層）に含まれ、周囲から中央に向かって落ち込むように傾斜している。

（５）下層遺構面の遺物
SD０６の遺物

土器（図版７１・７２　写真図版１０６～１１０）

　３７１は刻目突帯文土器の深鉢の口縁。口縁部の外反が顕著で、口縁下端に刻み目が施されている。

　３７２～３９４は弥生土器の壺。３７２～３７４は偏球形の体部から頚部がすぼまり、３７２は頚部と体部の境界に

４条の沈線を図化したがその下にさらにもう１段４条の沈線を施している蓋然性が高い。３７３・３７４は体

部から頚部にかけてスムーズに移行し、３７４の頚部は若干内湾気味に反る。３７５～３７７は球形の体部に細

い頚部からラッパ状に口縁が開くタイプの広口長頸壺の口縁で、３７７は頚部に６条以上のヘラ描き沈線

を施す。３７８・３７９は体部最大径付近の破片で最大径やや上よりに刻み目を施した突帯が２条めぐる。３８０

～３９４は底部。底径が大きく体部が大きく開いて胴張りする３８０～３８３、それより体部最大径がやや小さ

くなる３８４～３８８、球形の体部に頚が細くなると思われる３８９～３９４の３タイプが存在する。

　３９５～４２１は弥生土器の甕。前期から中期初頭までに属する口縁が残存するものでは、３９５～３９８は逆L

字状口縁、３９９～４０７・４０９は如意形口縁をもつ。いずれも砲弾形を呈するが、４０４のようにやや胴張りす

るものも認められる。口縁は短く折れ曲がるもしくは外反するものがほとんどであるが、４０１や４０２、４０４

のように長く延びて開くものも見られる。口縁下のヘラ描き沈線は２～５条の少条のものと８～１１条の

多条のものがある。４０３は８本以上の櫛描直線文を施し、４０９は５本からなる櫛描直線文を３段設ける。

　４０８は中期前葉の甕で、櫛描直線文を３段設けたのちに櫛描きの山形文を２段施している。

　４１０～４２１は甕底部で、４１１・４１３はやや厚底、４１９～４２１はふんばるタイプ。

　４２２～４２６は鉢。４２３はヘラ描き沈線１１条、４２４は櫛描直線文９本を施す。

　４２７は両端を欠損し全体の形状は不明であるが、土製品か。二重の楕円の細いヘラ描きが認められる。

石器（図版９８・１００・１０１・１０４　写真図版１５２･１５４～１５６）

　サヌカイト製の石鏃（S７）、石鎌（S３３）、塩基性片岩製の刃器（S３４）、石棒（S３６）、くぼみ石（S４９）、

台石（S５３）が出土している。

SD０７の遺物

土器（図版７０・写真図版１０５）
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第３章　遺構と遺構出土遺物

　３６９は弥生土器の広口壺のラッパ状に開く口縁。３７０は弥生土器の甕で、如意形の口縁が短く開く。

石器（図版９８・写真図版１５２）

　サヌカイト製の石鏃（S３・S４・S１０）が出土している。

SD０８の土器

　弥生土器の小片が出土しているが、図化にたえない。

SD０９の遺物

土器（図版７３　写真図版１１０～１１１）

　４２８は縄文土器の深鉢。頚部には垂直方向２条の沈線が施され、下端に半裁竹管によるものと思われ

る刺突が連続的に施される。体部外面にはケズリが認められる。

　４２９～４３１は壺。４２９は胴が膨らむ広口壺で４条の沈線を境に体部から頚部にスムーズに移行する。

４３０・４３１は底部で、４３１では２条以上のヘラ描き沈線をめぐらし、その下に刺突文を連続的に施す。

　４３２～４３６は甕。４３２は逆Ｌ字状口縁をもち、口縁端には刻み目を施す。口縁下には櫛描直線文１４本以上

が数えられるが、最下の２本とその上の７本が平行して施され、上の５本がそれを切って施されている。

４３３は砲弾形の体部から如意形口縁が短く開き、口縁下には２条のヘラ描き沈線をめぐらす。４３３・４３４の

底部はともに穿孔されている。４３５・４３６は倒卵形の体部から短い口縁部がくの字状に屈曲して開く。

石器（図版９８・９９・１００・１０３・１０４　写真図版１５２～１５６）

　サヌカイト製の石鏃（S５）、石錐（S１４）、楔形石器（S２８）、泥質片岩製の刃器（S３５）、敲打具（S４４）、

台石（S５４）のほか、サヌカイトの剥片やチップが出土している。

SX０６の遺物

土器（図版７０・写真図版１０５）

　３６２は逆Ｌ字状口縁の甕。口縁下にヘラ描き沈線が６条めぐる。

石器（図版９９・写真図版１５３）

　サヌカイト製の石核（S３１）が出土している。

SX０７の土器（図版７０・写真図版１０５）

　３６３は広口壺の底部。３６４～３６６は甕。３６４は逆Ｌ字状口縁の下に７条のヘラ描き沈線がめぐる。３６５・

３６６は如意形口縁が短く開き、３６５は１２条、３６６は７条のヘラ描き沈線がめぐる。３６８はやや胴張りする鉢

で、口縁下に５条のヘラ描き沈線がめぐる。

（６）小結
奈良時代～中世の成果

　東・西地区に跨り、上層からは中世前期及び律令期の遺構を検出した。中世前期の遺構は平成１７年度

本発掘調査区（４区）において検出されており、今回の調査区まで広がることが確認できた。

　中世の溝SD０１が今回検出できたことから、九蔵遺跡の中世遺構が区画溝によって囲まれている可能

性が高くなった点は興味深い。

　律令期の遺構は主に平成１７年度本発掘調査区（４区）において密に検出されていたが、今回の調査に

よって建物群が更に東側へ広がることが判明した。規模が比較的大きな建物が含まれている。

　木棺墓は、時期が明確ではないが、当該地がある時期墓域として使用されていたことを示している。

正方位に軸を持つことから律令期もしくはそれ以前と推測されるが、不明である。
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弥生時代の成果

　弥生時代前期後葉から中期前葉にかけての時期を中心とする溝・土坑を確認した。このうち溝SD０６は、

弧状にのび横断面形は逆台形をなす。延長方向に検出されたSD０９や、南あわじ市教育委員会による平

成１８年度の確認調査で検出された溝も同一の溝である蓋然性が考えられ、この場合延長約３６ｍに及ぶ。

この溝は西から東に向かって傾斜し溝底レベルは東西で７３cmの差が認められるが、周辺地形の傾斜と

は逆行しており用排水には適さない。４区の円形竪穴住居跡や、溝埋土中の土器や石器、サヌカイト剥

片やチップの存在からも、溝が生活遺構と関連して設けられた蓋然性が考えられ、円形竪穴住居跡をは

じめとする集落域を区画する溝であった可能性も考えられる。

　出土遺物では、甕には瀬戸内地域で特徴的な形態である「瀬戸内型甕」が一定量認められ、石器では

塩基性片岩製の石鎌や刃器をはじめ安山岩質の敲打具や金山産サヌカイトの剥片石器など四国北東部に

産出する石材の利用が看取されるなど、周辺の地域との交流がうかがえる。

第５節　４区
（１）基本層序
　調査区は東西に長く、大まかに東から西に向かって緩やかに傾斜している。現況は耕作地であり、基

本層序は表土（旧耕作土）及び旧床土層、遺物包含層（３層、４層）、地山になっている。

　市道西側の調査区で９０１㎡の面積を調査した。地形は東から西に緩やかに傾斜している。地目は水田

で水田間に３０㎝ほどの段が出来ている。東側で標高１０．１ｍ、西側で標高９．２ｍを測る。上下２面で調査

しており、上層は奈良時代、下層は弥生～古墳時代である。上面についてはSB０９など東に延びている遺

構については次年度調査成果も一部加えている。

（２）上層遺構面
　１４棟の掘立柱建物と土坑・落ち込み・溝を検出している。それ以外にもピットは多数検出している。

掘立柱建物

SB０１（図版３４・７４　写真図版３７～３９・１１２・１１３）

　調査区中央付近で検出した２×５間の側柱建物である。今回調査したなかで最も大きな建物跡である。

南北５．０ｍ（心々間２．５ｍ）、東西１０．８ｍ（西から心々間２．０・２．３・２．０・２．３・２．２ｍ）を測る。柱穴の規

模も大きく、最大長１．０５ｍ（P７３）を測る。掘り方内に複数の柱痕が認められることから建替えが行わ

れたことは確実である。柱根が残っている柱穴は３基あり、ほとんどの柱穴に根固めの石材が残り、礎

盤があった柱穴は８基である。建物コーナーとなる柱穴が全て深いわけではないが、東辺南北（コー

ナー）の２基（P７０・７２）が０．７ｍと深い。深さはあるものの径は大きくなく（P７０で最大長０．９ｍ）、建

替えの痕跡は認められない。東辺中央の柱穴（P７１）も０．５ｍと浅く建替えていない。南北に０．９ｍと長い

隅円長方形をしている。平面の形状が整っているのは南辺中央の３基（P５６・５７・７５）で、隅円方形を

呈している。主軸方向はN２４°Eである。東側に０．９ｍ離れてSA０１があり、また北側には主軸方向を同じ

にするSD０２があり、一体の遺構と考えられる。

　出土遺物は製塩土器が多く、小片はすべての柱穴に見られる。柱穴の規模が大きいこともあってか、

掘立柱建物としての出土量は多いと思われる。図化したのは２３点である。須恵器は古墳時代末４６５を含
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めて１３点図化している。４４３～４４７は杯蓋である。つまみ部はすべて残存していない。端部手前で屈曲す

る４４４と僅かにする４４５と屈曲せず端部が垂下する４４６・４４７がある。４４８は唯一杯Aの可能性のあるもので

ある。４４９～４５４は杯Bと思われる。土師器杯４５５～４５７は器形の変化が大きい。４５８は甕口縁部である。

４５９～４６４は製塩土器である。４５９は内面に布目が残る数少ない例である。４６３は薄手でやや精製である。

ユビ成形ののちナデで仕上げるのが通有であるが、ハケ整形を加えている。

SB０２（図版３５・７５　写真図版３８・４０・４２・１１３）

　調査区中央付近SB０１の北西に位置している２×２間の総柱建物である。東辺柱列西側はSD０４に切ら

れている。SB０３とは空間を共有しており、切り合い関係がある。また、SB０１・SB１４と切り合い関係は

ないものの妻部が接しており同時併存は考えにくく時期差があろうと思われる。礎盤や根固めの石材を

伴う柱穴がほとんどで丁寧な基礎作業である。柱根が残存している柱穴もある。東西４．６ｍ、南北４．４ｍ

を測る。最も大きな柱穴は中央に位置するP２８で最大長０．８ｍ、深さ０．５５ｍを測る。　主軸方向はN３０°E

である。

　出土遺物は比較的多く出土している。製塩土器片が多く須恵器・土師器が出土している。４６６は須恵器

杯蓋で比較的器高が高く、端部は肥厚ぎみである。４６７～４７３は須恵器杯身で、４７０・４７１は杯A、４７２・

４７３は杯Bである。４７４～４７６は土師器で、４７４は杯Aである。体部はまっすぐ延び端部は丸い。内面に有

機質が付着しており、漆パレットの可能性がある。４７５・４７６は甕口縁部でくの字口縁である。ハケ整形

で４７６の端部は角張り肥厚している。４７７～４８２は製塩土器である。４７７は口径９．６㎝と小形である。４７８～

４８２は端部の形態などに変化はあるが、歪でユビ成形を行っている。

SB０３（図版３５・７４　写真図版４１・４２・１１４）

　調査区西側に位置しており、SB０１の西側にある２×４間の総柱建物である。東西８．４ｍ、南北４．８ｍを

測る東西棟である。主軸方向はN３０°Eである。南辺はSD０６によって一部切られている。他の建物に比

べると柱穴が小さく浅い柱穴が含まれる。SB０２を切っている。

　出土遺物は他建物同様、須恵器・土師器・製塩土器が出土している。図化したのは須恵器２点である。

４８４は径が小さめで外反する杯であろうか。形態からは新しい要素が看取される。４８５は内湾する外面に

沈線と刺突文が施されている。一応高杯としたが、前代の可能性が高く堤瓶かもしれない。

SB０４（図版３６・７４　写真図版４２・５１・１１４）

　調査区北西部に位置する調査区外に延びる南北棟である。東西３．０ｍ（西から１．４・１．６ｍ）を測る２間

の妻部で南北１．８ｍ調査している。南辺の延長上に柱穴が確認されていないので、２間の建物と思われ

る。また、南辺延長上にSB１４の南辺があり同時併存と考えられる。九蔵遺跡では径０．６ｍ前後とやや小

さめであるが、通有の遺跡では大きめであろうか。主軸方向はN３０°Eである。南辺３柱穴ともに径２０

㎝の柱痕跡を確認している。建替えなくシンプルである。

　須恵器杯蓋４８６と製塩土器４８７を図化している。４８６は天井部が丸く稜線を有さない。端部は肥厚ぎみ

で僅かに垂下する。４８７は僅かに内傾し器壁は厚く端部は内側に尖らす。

SB０５（図版３６・７４　写真図版４３・４４・１１４）

　調査区南西隅に位置する２×３間の東西に長い総柱建物である。東側には延びないが、西側にはさら

に１間延びる可能性は皆無ではないが、確率は低いものと思われる。柱穴は不定方形のものが多く１辺

７０㎝前後、深さ６０㎝前後を測る。柱根が残っている柱穴もあり、礎盤・根固めの石材も認められる。主

軸方向は九蔵遺跡建物で最も多いN３０°Eである。柱穴内での柱の建替えが２回以上確認される。礎盤
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の位置は側柱より中央部が高くなっている。東西６．８ｍ（西から２．４・２．２・２．２ｍ）、南北４．０ｍ（各２．０ｍ）

を測る。

　４８８は須恵器杯Bで口縁端部は残存していない。底面は平坦でなく丸くなっており、高台は角張り外に

開いている。４８９は土師器杯で、甘い稜線から体部は外傾してから屈曲している。器壁は薄くシャープ

な作りで、端部は丸く内側に肥厚している。底面は残っていないが平坦になり高台は付かないと思われ

る。

SB０６（図版３６・７４　写真図版４５・１１４・１１５）

　調査区中央南側で確認しており、調査区外南側に延びている。東西３間で南に１間検出し、さらに延

びている。東西６．６ｍ、南北で１．７ｍ調査している。SB１２・SB１３と空間を共有しており、前後関係がある。

主軸方向から先行する建物と考えている。主軸方向はN２４°EでSB０１などと同じで、SB０１から６m南に

位置している。SB０１西辺と合っているので東西３間と思われる。柱穴掘り方はほぼ円形で径５０㎝前後

と小さめである。東西柱間は柱規模の割に大きめで２．２ｍである。長さ東西６．６ｍ、南北は１．４ｍである。

　４９０は須恵器杯蓋で外反して端部が肥厚ぎみに垂下するものである。４９１・４９２は製塩土器で、４９１はつ

まみあげて端部にしている。４９２は小さな丸底で器表はユビ 成゙形で歪である。４９３は須恵器杯身で外反

する立ち上がりで前代の遺物である。

SB０７（図版３７・７４　写真図版４５・４６・１１４）

　調査区中央南側に位置しており、東西２間４．０ｍで南側調査区外に延びている。主軸方向はN２４°Eで、

西側のSB０６、北側のSB０１と同じである。柱穴は不定方形で北西隅が大きく最大長９５㎝、深さ６５㎝を測り、

径３０㎝の柱痕を確認している。建替えの痕跡は認められない。SB０１の東辺の延長上にSB０７の西辺が位

置している。南北は１．８mを測る。

　４９４は須恵器杯Aで平底から外傾する口縁部になり端部丸い。器壁は厚めである。

SB０８（図版３７・７４　写真図版４６・１１４）

　調査区南東部に位置しており、やはり調査区外南側に延びている。東西２間で５．２ｍを測る。柱間は

西から２．５・２．７ｍである。南北は２間以上検出している。主軸方向は西側に位置する建物SB１２・１３と同

じN３０°Eである。

　４９５～４９７は須恵器で、４９５は杯蓋つまみ部である。平たい天井部に上面が凹むボタン状のつまみ部が

付く。４９６は外傾し端部がやや反り丸い杯で底面は残っていない。口径１８．０㎝と大きい。４９７は杯Bで平

坦な底から内湾ぎみの体部で端部は丸い。高台は底部端に付き短く開いている。４９８は製塩土器で歪に

内湾する口縁部でユビ成形のままである。

SB０９（図版３８・７６　写真図版４６・４７・１１５）

　調査区南東隅で検出した東西棟で調査区外東側に続いていたが、翌年の調査で１間分を調査したので

全容が明らかになっている。東側はSB０４と切り合い関係にある。南北２間、東西３間の側柱建物である。

さらに西側にも柱列が認められる。中央の柱穴（P１３８）が建物延長からずれていることとやや浅いこと

から庇と考えている。柱穴の大きさに余り変化はない。主軸方向はN１８°Eと多少異なっている。北西

隅柱穴北西から和同開珎銀銭が出土している。南北４．８ｍ、東西９．２ｍ（西から２．４・２．２・２．３・２．３ｍ）

で庇との間は２．４ｍを測る。最も大きな柱穴は南西隅のP１３９で１辺０．７ｍの隅円方形で深さ０．６５ｍを測る。

柱痕も径３０㎝と大きい。西辺はすべて大形である。

　遺物は製塩土器を主に出土しているが、４区の掘立柱建物の中では図化可能な大きな破片が多く出土
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している。４９９～５０１は須恵器である。４９９は杯蓋で天井部は平坦で外反ぎみに延び端部下方につまみ出

す。宝珠つまみは残存していない。５００は杯Aで不安定な平底から外傾する体部で端部は丸い。５０１は甕

口縁部で緩やかに外反し端部肥厚する。５０２・５０３は土師器甕で口縁部外に開く。５０３はハケ整形で口縁端

部肥厚している。５０４～５１２は製塩土器で、器壁厚く歪でユビ成形である。口縁部の形態に変化はあるが、

全体的に口径が小さめであることが特徴である。柱穴からではないが、隣接して和同開珎銀銭が出土し

ていることは特記される。

SB１０（図版３７　写真図版４８）

　調査区北東隅に位置し調査区外に延びているが翌年調査し全体像が明らかになっている。南北２間、

東西３間の側柱建物である。主軸方向はN１８°EでSB０９と同じで同時併存していたと思われる。SB０１な

どと主軸方向が異なっており、別のグループか時期差と思われる。柱穴は方形プランであるが、他より

小さめである。南北３．８ｍ、東西６．４ｍ（西から２．２・２．０・２．２ｍ）を測る。北西隅の柱穴は０．６ｍと深く

なっており、中央に径２０㎝の柱痕を検出している。

　出土土器はあるが図化できなかった。須恵器・土師器・製塩土器片が出土している。

SB１１（図版３８・７６　写真図版４９・１１６）

　調査区中央北側に位置しており、調査区外北側に延びている。南辺中央の柱穴が小さくなっているが、

梁行東西２間（西から２．４・１．５ｍ）の南北棟で、南北に４．８ｍ調査している。柱穴は０．４～０．５５ｍと小さ

めで、柱痕は径２０㎝である。

　５１３・５１４は須恵器皿である。５１４は平底で体部との稜線を有するが、５１３にはなく内湾している。５１５は

土師器杯口縁部で端部尖っている。５１６は小形の製塩土器で器壁は厚くユビ成形である。

SB１２（図版３９・７６　写真図版４５・４９・１１６）

　調査区中央南側に位置する東西棟と思われる。桁行３間８．４ｍ（西から３．２・３．０・２．２ｍ）、南北２間

４．８ｍを測る側柱建物であろう。主軸方向はN３０°Eで、並んで存在するSB０８・SB１３と同方位を採る。が、

SB１３とは切り合い関係にあり、SB１２の方が古い。SB０８とは切り合い関係にないが、柱通りから併存せ

ず、やはり１時期新しいと想定している。柱穴は北西隅が０．７ｍと深くなっており、北辺西から２番目が

０．３ｍと浅く、他は０．４ｍ前後である。

　５１７は須恵器杯口縁部である。内湾ぎみで端部丸い。５１８は製塩土器口縁部の破片である。内側につま

みあげて仕上げている。

SB１３（図版３９　写真図版４９・５０）

　調査区中央南側に位置する南北棟である。東西２間４．４ｍ、南北３間以上の側柱建物である。南北は

現況で６．２ｍ調査しており、西辺の柱間は北から２．４・２．１ｍである。径２５㎝前後の柱痕を検出しており、

建替えは認められない。北東隅柱穴が０．６ｍと深い。主軸方向はN３０°Eで、切り合い関係にあるSB１２な

どと同じであるが、SB１２を切っておりSB１３が新しいことが理解できる。

SB１４（図版３９）

　調査区中央西側に位置する南北棟で調査区北側に延びている。東西２間３．４ｍ、南北２間以上の側柱

建物である。南北の長さは２．７ｍである。柱穴は５０㎝前後で柱痕は２０㎝である。南東隅の柱穴が６０㎝と

深い。南辺の他の２基は土を置いて底面６．３ｍに合わせており、意図があるようである。主軸方向は

N４０°Eと大きく振っており、４区のなかで１棟だけ異なっている。主軸方向から最も新しい段階の建

物と思われる。
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柵跡（図版４０・７６　写真図版１１７）

　柱穴は多数あり、柵跡になる可能性もあるが、SB０１東辺外に並ぶ柱穴列を柵跡SA０１とした。SB０１か

ら０．９ｍ離れており、主軸方向は同じN２４°Eである。東辺とほぼ同じ長さの４．８mの長さである。柱の径

は０．２ｍ前後と小さく、深さも０．１５～０．２ｍである。南端の柱穴だけ径０．４ｍ、深さ０．５５ｍと大きい。

　５２０は高台の付く須恵器底部である。器壁が厚く、壺などの可能性も残るが杯Bとした。高台は端部が

肥厚した方形である。５２１は土師器皿で、平坦な底から外反ぎみに延びる。

土坑（図版４０・４１・７８　写真図版５７～６０・１１９～１２１）

　SK０３・０４は並んで検出されており、多くの製塩土器が出土しており、遺構の性格の一端を想像させる

が、他の遺構は性格が不明である。

SK０１

　調査区北西部に位置し、SB１４南東隅の柱穴近くに存在する。掘立柱建物よりも古い遺構である。楕円

形で長径１．５ｍ、短径０．９５ｍを測る。断面擂鉢状の浅い土坑で最も深い部分で２０㎝である。底にオリー

ブ褐極細砂が堆積し、その上面で須恵器・土師器小片が出土している。

　須恵器杯蓋５５７を図化している。内傾し変化して端部は下につまみ出している。

SK０２

　SK０１から２．２ｍ南東に存在する不定円形土坑である。最大長１．４ｍ、深さ０．４ｍを測る。断面形状は半

円形で北側からの自然堆積を示している。

SK０３

　調査区中央北側に位置している。東に隣接してSK０４が存在する。長径０．９２ｍ、短径０．７５ｍの歪な円形

を呈する。深さ０．２ｍの底面は丸い擂鉢状の断面である。灰オリーブ土が自然堆積した状況でオリーブ

黒極細砂を埋め、上面に製塩土器を置いている。SK０４と異なり、上面のみに製塩土器が見られる。製塩

土器が大半であるが、須恵器・土師器も含まれている。杯蓋５５８は器壁が厚めで内湾する天井部から垂下

する口縁部になる。製塩土器は径の大きい開くタイプと小さな内湾するタイプがある。点数的には小さ

なものが大半を占める。

SK０４

　SK０３の東側に位置し、肩同士で０．２ｍ離れている。径１．２ｍの不定円形を呈しており、深さ０．２５ｍを測

る。底には接していないが、坑内に多くの製塩土器を埋納している。擂鉢状の断面形状を示す。やはり、

少量ながら通常土器も包含している。土坑北東側に暗灰黄シルト質極細砂が溜まり、南西部分の空いた

部分に暗オリーブ褐シルト質極細砂が堆積し、その上に多くの製塩土器が置かれている。焼土を伴う炭

層に入っている。

　出土遺物は製塩土器片が大半であるが、須恵器・土師器も含まれる。５６３～５６５は須恵器である。５６３は

杯蓋で内湾する天井部から折り曲げて端部を垂下させている。口径は１５．４㎝とやや小さめで器高も高め

である。５６４は杯Aで平底から外傾する口縁部で端部丸い。５６５は片口を持つ壺である。内湾する体部か

ら御時空く外傾する口縁部になる。口径より体部最大径の方が大きい。５６６～５６８は土師器杯である。器

高にはばらつきがあるが、底部との間の稜線はない。端部は外方につまみ上げている。５６９～５７９は製塩

土器である。細かな形態差はあるが、ユビ成形で歪である。
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第３章　遺構と遺構出土遺物

SK０５

　調査区中央南壁沿いで検出されており、調査区外に続いている。半円形に調査しているが、径１．８ｍの

円形土坑である。壁はほぼ直で深さ０．２５ｍを測る。水平堆積をしている。西側に突出部があり、長さ

０．２ｍ、幅０．２ｍ以上、深さ０．１５ｍである。底に板石が置かれている。

SK０６

　調査区北西部で検出している。SB１４の南辺の西側延長上に位置している長方形プランで主軸方向も

SB１４と同じである。長辺１．９５ｍ、短辺０．９ｍ、深さ０．２ｍである。壁はやや急で底面は凹凸がある。

SK０７

　調査区北東部にある方形土坑である。長辺０．６ｍ、短辺０．４ｍ、深さ０．２ｍを測る。北辺が弧を描いてい

る。肩は直に近く掘り下げている。

　図化した土器は５８０の製塩土器１点だけである。外傾し端部は内側につまみ出している。ユビ成形で

歪である。

SK０８

　調査区東側中央に位置している長方形を呈する溝状の土坑である。SB０８の東辺延長上に位置してい

る。幅０．９～１．０５ｍ、長さ３．６ｍ、深さ０．２～０．２５ｍを測る。南側１mは幅が狭く、そこから北は幅が広

がっている。最も多い主軸方向でN３０°Eになっている。西側に細い溝が平行して走っており、付随し

ているようである。主軸方向や柱通りの延長上にあることからはSB０８と関連があるようでもあるが、空

間を画す意味がないようで、古段階のSB０９やその次のSB０１との関係の方が強いように思われる。

　遺物は須恵器・土師器が出土している。西辺中央肩部には杯を伏せた状態で出土している。土器は日

常具が主で、特殊な要素はない。須恵器杯蓋５８１・杯A（５８２・５８３）、土師器杯A５８４・甕（５８５・５８６）・

製塩土器５８７を図化している。５８１は内湾する天井部から短く水平に開き端部は折り曲げるようにした方

につまみ出している。５８２・５８３は不安定な平底から外傾する体部になる。５８４は土師器だが外形は須恵器

と同じである。５８５は僅かに内湾する直立する体部から外傾するくの字口縁に続く。端部はバチ形に広

がる。５８６は内湾する口縁部から外傾する体部になり、ハケ整形を施す。５８７は尖り底に近い小さな丸底

で歪に広がる体部になる。

落ち込み

SX０１（図版４３・７９～８２　写真図版５１～５４・１２１～１２９）

　調査区北西部に位置する大形の遺構である。上下２面調査したが、同一遺構である。長期にわたって

同じ位置で継続した遺構と考えられる。遺構の性格によるものではないかと思われる。特に下層面は焼

土面が顕著で、地床炉を示すものと考えられる。東西６．９ｍ、南北２．４ｍの不定方形で東側が南北３．７ｍと

やや歪な形状で広がっている。深さは浅いところで０．１５ｍ、深くても０．２５ｍと浅い。西側に最大長３．０

ｍを測る隅円三角形の土坑があり、これが下面の最終的な炉と思われる。三角形の底面に近い東側の方

に焼土が広がり焼けた礫が存在する。現況では深さ０．２ｍしか残存していないが、幅の狭い西側から火

を焚いたものと思われる。西側には製塩土器を含む炭・焼土が堆積している。この土坑に切られるよう

に落ち込み中央北側に亀甲形をした強く被熱した面があり、これが前代の炉底と考えられる。長さ１．８

ｍ、幅０．８ｍの炉底である。この２基以外にも落ち込み内で複数の炉が存在したものと思われる。上面

は最終土坑廃絶後に埋められたものだが、土器に時期差がほとんどなく意図的に埋めたのではないかと
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思われる。上面には製塩土器以外に通常土器が多数あり、意識した行為（遺構廃絶時の祭祀行為）では

ないかと思われる。

　製塩炉であるが、上部構造があったのではないかと推測している。（第３０図参照）古い段階は南にSB０５、

北にSB０４が存在するが、次の段階にはSX０１を覆う上屋が構築されたと思われる。南側は柱穴が多く、

北側は粗になっている。単に製塩作業を行う以上に神聖な意図が働いたのではないかと思われる。

　出土遺物は多量である。５８８～６３３は須恵器である。５８８～６０３は杯蓋で退化した扁平なつまみ部が付く

ものと思われる。５９３・５９８は宝珠の名残りがあるが、５８８は扁平に近づいている。天井部から体部は内湾

するものが多く、端部はつまみ出している。６０５～６２８は杯身で高台の付く杯Bの方が多い。杯Aの方に

底面に板状圧痕があるもの６０８や重ね焼き痕６１１・火襷６１２が認められる。６２９は皿Aで底面はやや不安定

である。６３０・６３１は鉢で、６３０は器壁が厚く口径２６．０㎝と大形である。高台が付くようである。６３１は鉄

鉢形で内湾している。６３２は甕口縁部で外傾する頸部から水平に短く開き端部上部につまんでいる。６３３

は壺の蓋で天井部は水平で口縁部は垂下する。

　６３４～６５８は土師器である。６３４～６３６・６３８・６３９は杯である。磨滅しているものもあるが、本来はすべ

て暗文が施されていたと思われる。６３８・６３９は杯としたが在地色があり平底で須恵器に近い形態をとる。

６３７は小形鉢で内湾し端部尖り気味になる。器壁厚く製塩土器の可能性も残る。径が８．２㎝と小さく製塩

土器なら時期差が生じるか。６４０～６４３は高杯で、暗文が認められる。６４０・６４１は斜方の６４２・６４３は螺旋

状の暗文が施されている。高杯筒部は面取りを行っているが、内面は粘土紐の継ぎ目や絞り目が残り、

極めて丁寧な作りとは言えない。６４４～６５５は甕である。ハケ整形が主でナデ・板ナデ仕上げである。口

縁部だけであるが、長胴甕も含まれていると思われる。６５３・６５４は大形の甕である。６５６・６５７は鍋であ

る。煤付着しハケ整形である。６５８は竈の庇部でユビ成形である。６５９～６７４は製塩土器である。６５９は口

径４．０㎝と非常に小さく異質で、特殊なタイプかもしれない。６６０・６６１もやや小形の底部で、６６０は尖り

底、６６１は丸底である。６６３もやや小形になっている。胎土・色調などは同じでユビ成形であるが、やや

仕上げが丁寧である。口縁部などの変化はあるが、他は概ね同タイプである。

　６７５～６８９はSX０１底面にある炉直上から出土した遺物であるが、SX０１埋土の土器とほとんど差がない。

遺構廃絶後速やかに意図的に埋められたものと思われる。６７５・６７６は須恵器杯蓋、６７７～６８０は杯身で

６７９・６８０は杯Bである。６８１～６８３は土師器甕で、６８４は竈である。ハケ整形がなされる庇部である。６８５～

６８９は製塩土器で、６８８は図上復原ながら完形にできた。丸底から外傾し最大腹径１７．２㎝のところから内

傾するものである。器高１７．９㎝と最大径に近い数値を持つ口縁部をすぼめる形状である。６９０はSX０１断

ち割り時に出土したもので、遺構の上限を決めるものである。土師器皿で端部をつまみ出している。埋

土土器より古相を示すが大きくは遡らない。

SX０２（図版４４・８２　写真図版５５・５６・１２９）

　調査区西側南壁近くで検出した礫群である。平面以外に垂直方向にも積み替えが見られ、複数回使用

したことが明らかである。礫の多くは強く焼けており、石敷炉であった可能性が高いと思われる。南東

部に地鎮遺構（SP３５５）が存在している。

　出土遺物は礫間などから須恵器・土師器・製塩土器片が認められる。６９２は不安定な平底の杯である。

６９３は土師器甕底部で前代の遺物であろう。
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SX０３（図版４４　写真図版５６）

　調査区中央に位置する。SB０１内に存在するが、時期差があるかどうか不明である。１辺が南北は１．４

ｍ、東西は１．２ｍの少し歪んだ方形をしている。深さ０．１５ｍと浅く底は平坦である。SB０１の関連遺構の

可能性も十分に考えられる。落ち込み北東部に建物と同じ主軸を有するSD０３があり、一帯に土器片は

出土しているが、図化できるものはない。SB０１の柱穴と比べると遺物は寡少である。

SX０４（図版８３　写真図版５６・１２９）

　中央南壁沿いにある大形の遺構で南側へ延びている。径６ｍの不定円形の北半分を調査した。中央部

分が最も深くなっている。最大深さ０．４ｍを測る。

　図化したのは１点で須恵器鉢口縁部６９４である。外傾し端部が角張る。器形から甑になろうかと思わ

れる。外面にタタキが見られる。

SX０５（図版４５・８３　写真図版５６・１２９）

　調査区西側でSX０１南側に広がる落ち込みである。SX０１南辺に切られており、SX０１西半から南に延び、

４ｍ付近で幅を広げる。北側では幅２．５ｍのところが４m付近で幅７ｍになる。東辺はそのまま直角に

曲がって調査区外に延びていく。東辺東側に石敷き炉と思われるSX０２が存在する。西辺は弧を描いて

細くなって延びていく。南壁で幅５ｍになっている。深さ０．２５ｍで底は平坦である。SX０１に付随する

遺構と考えられる。遺物量はSX０１と比べると製塩土器などの小片など極端に少ない。

　図化したのは３点で、須恵器杯蓋６９５はつまみ部を欠いているが平坦な天井部から短く外反しつまみ

出す端部になる。６９６は土師器杯で暗文が見られる。甘い稜線から外反し端部は内側につまんでいる。

赤色顔料を塗布している。６９７は土師器竈裾部である。底端部は内側に張り出している。外面はハケ整

形で、粘土紐の継ぎ目が看取される。

SX０６（図版４４）

　調査区中央に位置しており、東側をSD０４に切られている。埋土上にSD０６が東西方向に掘られている。

さらにSB０３も埋土上に築かれており、切り合い関係のなかで最も古い遺構となる。北辺は４．２ｍの直線

で、西辺は鋭角に曲り２ｍで長さ２．７ｍの直線の南辺につながる。東辺は０．７m直角に曲がってから幅を

広げている。深さ０．１ｍと浅い遺構である。出土遺物は須恵器・製塩土器の小片だけである。

SX０７（図版４５・８３　写真図版１３０）

　調査区中央西側にある方形の落ち込みである。南辺３．６ｍ、北辺２．６ｍの南辺が長い高さ３．２ｍの不定

台形を呈し、深さ０．１５～０．４ｍを測る。底面は平坦である。

　製塩土器が多く、須恵器・土師器が出土している。６９８は須恵器杯蓋で口径が小さく、内湾する天井部

から口縁部になっている。６９９は須恵器杯Bで平底から外傾する体部になり端部は丸い。高台は外に開

く。７００は製塩土器で底を欠くが丸底になり、口縁部は開いている。端部は尖りぎみで内側に仕上げて

いる。ユビ成形である。

溝（図版４６・８３　写真図版６０・１３０・１３１）

　１０条以上（１０条と小溝３条以上）の溝を調査した。南北方向の溝がSD０３・０４・０９で、他の７条が東西

方向である。

　SD０１は調査区中央北壁近くにあり、SB０２の北側に平行して存在する。幅０．２～０．３ｍ、深さ０．１５～０．２５

ｍで長さ５．２ｍを測る。SD０４を切っている。

Title:149543_03本文1.ec8 Page:43  Date: 2015/03/31 Tue 16:46:45 



－　４４　－

　SD０２はSB０１の北側に平行に位置している。主軸方向も同じであるが、長さが異なっている。北東隅

から西へ４間分８．８ｍあるが、西側１間分は溝がない。SD０２がない部分にSK０３・０４が築かれている。

SB０２北辺と１ｍ離れている。SD０３と直交している。SD０３はSB０１中央部まで及んでいる。北側は調査

区外に延びている。幅０．２m前後と細めである。SD０２とSD０３は切り合いでなく、同時併存と思われる。

　SD０４は調査区中央を南北に走り、調査区北側に延びている。南側はSX０４と付いている。直線でなく

緩やかに弧を描いている。北側は東に弧を描き、中央部は逆に西側に膨らみ、南側は戻って僅かに東に

膨らむ。最大幅０．４５ｍ、深さ０．３ｍを測る。調査した長さは１２ｍである。

　SD０５・０６・０７は調査区西側中央に位置する東西溝で平行している。SD０６が幅０．４ｍとやや広い。SD０６・

０７の西側はSX０１の東辺のラインで端部になっており、意図しているように思われる。そうなら、SX０１

と一体の遺構ということになる。

　SD０５出土遺物は７０１～７１０の１０点図化した。須恵器は杯Aと杯Bがある。７０１は平坦な底で外傾する体

部になるが口縁部は残っていない。７０２は内湾する底部から体部で高台は方形で外側に開く。７０３は土師

器杯Aで、外傾する体部で端部は反りぎみに丸い。７０４は土師器甕口縁部で外傾し端部近くで上方につ

まみ上げる。７０５～７１０は製塩土器である。７０９は器壁が薄いもので九蔵遺跡では少ないタイプである。

他より丁寧でヨコナデで仕上げている。７１０は外面にハケ整形が行われている。

　SD０６出土遺物は須恵器３点と土師器１点を図化した。７１１は須恵器杯蓋で宝珠つまみの形態を残して

いる。７１２は深めの杯Bで、体部は外傾する。高台は外に開きやや高めで、外側につまみ出している。

７１３は皿で平底から外傾する口縁部になる。７１４は土師器甕口縁部で内湾している。

　SD０７出土遺物は須恵器杯口縁部７１５を図化した。緩やかに外傾し端部近くで薄くなり端部は丸い。

　SD０８は掘立柱建物SB１２などと空間をともにしており、主軸方向が異なることから別時期の遺構と思

われる。弧状から東側を南に９０°振っている。南北部分は先細りになっている。

　SD０８出土遺物は杯Aが２点ある。７１６は底部と体部の稜線が甘く外傾し端部近くで反り気味となる。

７１７は平底で体部は外傾し端部丸い。

　SD０９は調査区南側に続いている南北溝で２ｍ検出している。SK０５の上面に存在する。幅０．２ｍ、深さ

０．２mの浅い溝で底面は丸い。

　SD１０はSB１１の南辺北側にあり、切り合い関係があったと思われる。幅０．２ｍで長さ４．２ｍを測る。

SB１１と主軸方向も多少異なっており、溝の方が新しいかと思われる。

　他にSK０８周辺に南北方向の小形溝が３条認められる。

地鎮遺構・ピット（図版４０・４２）

　円礫を伴った土坑を２基調査し、地鎮遺構と考えている。

　SP０１はSB０３の北東隅内側にあるSK０２の北側に存在する。径３０㎝、深さ１０㎝のピットで断面形状は半

円形である。底には黒シルト質極細砂が堆積し、その上に円礫をぎっしりと積んでいる。底面には礫は

全く付いていない。ピット肩部より上に配列したものと思われる。黒・白・赤・緑などのチャートを使

用している。径は２～７㎝の小円礫である。５色の礫を使用することを意図したものと思われ、地鎮遺

構と考えている。

　SP３５５も小円礫を使用した遺構であるが、礫の大きさが１～３ ㎝と小さい。また、白色のチャートだ

けを使っている点でも異なっている。調査区南壁で検出した遺構で、一部拡張して規模を確認した。径
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５０㎝前後の円形プランで深さ１５㎝を測る。断面半円形を呈している。底に少量のオリーブ褐極細砂を敷

き、その上に充満するように小円礫を詰めている。礫上にはオリーブ褐極細砂が置かれている。周囲に

掘立柱建物は存在せず、北西に製塩炉と思われるSX０２が位置している。

　SP１７は角礫を据え付けたピットである。幅６～９ ㎝と板状の角礫を３石利用している。直角に２石

並べその下に１石配置している。長径５５㎝の楕円形ピットで根固めかもしれないが、箱形を意図して構

築しているように思われる。ピットとして規模も大きく作りも立派であるが掘立柱建物柱列に復原でき

ず、地鎮遺構の可能性を考えている。SB０３の西辺の内側柱通りの北側に位置している。

（３）下層遺構面
　竪穴住居跡６棟と落ち込み・溝・土坑・ピットを検出している。遺構面の時期は縄文時代～古墳時代

であるが、縄文時代の遺構は検出されず、晩期の土器が出土しているだけである。ピットは多数検出し

ているが、掘立柱建物には復原できなかった。

竪穴住居跡

SH０１（図版４８・８４　写真図版６３・１３１）

　調査区南東部で検出した古墳時代後期の竪穴住居跡で、SH０２・０３を切っている。やや歪な隅円方形で

南側調査区外に延びている。北辺４．７ｍで南北に４．０ｍ調査している。残存状態は悪く最深で０．１５ｍを測

るにとどまる。SH０１の床面下でSH０２・０３を検出している。床面では４基のピットを検出しているが、明

確に上屋構造を復原できない。現状から強いて考えると２本柱であろう。柱径は０．２５ｍ、深さ０．２ｍを

測る。古墳時代後期の住居跡である。SH０１～０３が同じ地点に切り合って継続しているのは、この位置

に意味があるのであろうか。

　土師器数片が出土している。図化可能は甕口縁部７１８だけである。外反し端部は角張っている。口径

２３．１㎝と大きくヨコナデ仕上げである。

SH０２（図版４８・８４　写真図版６３・６４・１３１）

　SH０１に切られ、SH０３を切っている住居跡である。北辺３．０ｍ、南辺３．７ｍ、の台形プランで南北５．１ｍ

を測る。北側の方が削られて浅くなっている。南側は残りが良く、深いところで０．４ｍある。壁溝はな

く柱穴も明確でない。北西隅にピットが集中している。南西隅にもピットがあり、４本柱だった可能性

がある。住居跡内の堆積は水平堆積である。古墳時代後期の住居跡である。

　出土遺物は須恵器・弥生土器であるが、図化したものは弥生土器に限られる。７１９は壺肩部で僅かに内

湾し２条の沈線が巡っている。７２０・７２１は壺底部である。すべて前代弥生時代前期の遺物で遺構の時期

を示すものではない。

SH０３（図版４８　写真図版６３）

　SH０１・０２に切られた住居跡である。長方形プランで主軸方向はSH０２と同じで西側にずれている。床

面のレベルは高く、SH０１と同じである。南北５．５ｍ、東西３．８ｍで床面までの深さ０．１ｍを測る。ピット

は空間内に１１基確認しているが、３基の住居跡に帰属するか明らかでない。古墳時代後期の住居跡であ

る。

　遺物は須恵器・土師器の小片だけで図化できなかった。

SH０４（図版４９・８４　写真図版６４・６５・１３２）

　調査区中央北側で検出した。北東隅が調査区外に延びているが、ほぼ検出しており、全容は把握でき
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る。長方形プランでやはり壁溝は認められない。東西４．０ｍ、南北５．０ｍ、深さ０．２ｍを測る。床面にピッ

トは７基あるが小さめのものが多い。上屋構造を強いて考えると北側中央のピットと南辺肩部に存在す

るピットが主軸を通っており、２本柱と思われる。肩部に柱がある特殊な構造となる。床面中央から南

東隅に向かって幅０．５ｍ、高さ０．１５ｍの高まりがあり、上面は被熱していた。周囲に土坑状の落ち込みが

４基あり、工房跡を想定させる。出土遺物は南西隅周辺にかたまっていた。

　出土遺物は須恵器・土師器で完形に近い製品が多い。７２２～７２８は須恵器、７２９～７３２は土師器である。

７２２･７２３は杯蓋で、ともに歪が大きい。７２２は特に顕著で別の土器片も付着している。ヘラケズリがなさ

れている。７２４・７２５は杯身である。ともに口径は小さめで丸底から受部はまっすぐ延びる。７２４の立ち上

がりは短く内傾し器高は低い。僅かに反りぎみの立ち上がりで器高はやや高い。７２６は壺体部の破片で

沈線と刺突文が施されている。７２７は平瓶で扁平な体部に斜めに口縁部が付く。一部ロクロナデも施さ

れ、仕上げナデがされている。７２８は で球形の体部から外反する頸部になり、屈曲してさらに外反する

口縁部になる。体部下半は静止ケズリで。肩部に円孔がある。７２９～７３２は甕で主にハケ整形で仕上げて

いる。須恵器の年代からTK２０９型式の７世紀はじめの住居跡である。

SH０５（図版５０・８４　写真図版６６・１３３）

　調査区中央南側で検出した円形住居跡である。正円ではないが径５．２ｍを測り、深さは０．１５ｍと浅い。

壁溝は認められない。床面は平坦でなく、中央が深く擂鉢状になっている。中央土坑があり、径の小さ

な柱穴が多く床面に認められる。中央土坑は焼土が認められ、炉と思われる。肩部周辺に堆積し中央に

埋土が入る自然堆積を示している。時期は弥生時代前期後半で数少ない前期の住居跡となる。

　出土遺物は弥生前期土器である。７３３は外反する壺頸部で突帯があり、刻み目が施されている。７３４は

甕体部で口縁部は残っていないが、如意形と思われる。頸部下に２条の沈線がある。７３５は底部で壺で

あろう。

SH０６（図版５１　写真図版６７）

　調査区中央西側で検出した円形住居跡である。東西方向が僅かに長い円形プランで最大径３．２ｍを測

る。南側は上層遺構SD０６などによって切られており残存していない。ピットは床面に７基認められる

が、上屋構造（主柱穴）は不明である。壁溝が確認されている本遺跡では唯一の住居跡である。最大幅

２５㎝で深さ１０㎝を測る。

　図化出来る遺物はなかったが、弥生土器が数点出土している。その時期から住居跡の時期は弥生時代

後期後半と思われる。

落ち込み

SX０２下層（図版８４　写真図版１３３）

　製塩炉と考えている石敷炉掘り方下層部分から弥生前期土器がかたまって出土した。溜まり状の落ち

部分で明瞭な遺構ではない。図化した弥生土器は４点と縄文土器１点である。７３６は甕口縁部で逆L字

形を呈する。直立する体部で磨滅顕著。７３７・７３８は底部、７３９は高杯である。いずれも磨滅しており、成

形技法など看取できない。７４０は縄文晩期の突帯文土器で端部下に突帯を付加する。突帯上を指圧して

いる。他にSD１３からも晩期の土器が１点出土している。７４１で外傾し端部は角張る。

SX０８

　調査区北東部で検出した不定台形の浅い落ち込みである。調査区北側調査区外に延びている。南辺は

弧を描いている。東西５．５ｍで南北に４．９ｍ調査している。調査時は住居跡ではないと思ったが、報告段
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階に入って東側に存在する溝と一連となり、大形住居跡の可能性を考えるようになった。南あわじ市で

も大形住居跡の調査例があり、弥生後期の可能性を指摘したい。復原すると１０mを超える規模（１４m）

になる。

（４）小結
　遺構は弥生前期から奈良時代まで、遺物は縄文時代晩期から平安時代までを確認している。弥生時代

前期の竪穴住居跡は調査例の少ないものである。形態も正円プランで中央が深い擂鉢状となり、主柱穴

が明確でないとその特徴を示している。断絶して弥生末に生活を行い、再度断絶し古墳後期に再開する。

明確な遺構はないが、飛鳥期の遺物は出土している。奈良時代になって４区は盛行する。その理由は特

殊な製塩作業を始めたことに起因すると思われる。掘立柱建物は１４棟確認しており、主軸方向から４時

期に細分できる。上屋構造のある製塩炉は九蔵遺跡を象徴している。

第６節　５区
（１）基本層序
　調査区は東西には長いが他の調査区に比べると短い。地形的に東から西に向かって緩やかに傾斜して

いる。現況は耕作地であり、基本層序は表土（旧耕作土）及び旧床土層、遺物包含層（３層、４層、５

層）、地山になっている。

　九蔵遺跡西端部分に位置し、４０５㎡の面積を調査した。地形は東から西に緩やかに傾斜している。地

目は水田で水田間に３０㎝ほどの段が出来ている。東側で標高９．２ｍ、西側で標高８．７ｍを測る。調査区西

端で大きな段差を持っており、遺跡の範囲となっている。３面で調査しており、上層は近世以降、中層

は奈良時代、下層は弥生～古墳時代である。

（２）中層の遺構と遺物
　上層は面調査を行ったが、近世以降の耕作痕しか確認できず、記録写真を残してすぐに掘り下げた。

中層は面的調査を行い、４区と同様な遺構を検出した。下層も４区同様の成果が得られるものと期待し

たが、土坑１基とピット数基を検出したにとどまり、明瞭な遺構は検出されなかった。

　２棟の掘立柱建物、土坑２基と複数の溝・ピットを検出している。

掘立柱建物

SB０１（図版５３　写真図版７１・７２）

　調査区北西部で確認している。先に調査を行っていた南あわじ市教育委員会調査区で柱穴が確認され

ており、同一の遺構であることがわかった。梁行２間、桁行３間の側柱建物で、主軸方向はN１８°Eであ

る。北東隅の柱穴は確認していないが、それ以外は拡張して調査した。建替えは認められない。深さは

３５㎝前後で柱痕跡は２０㎝である。隅柱がより深いわけではなく、南辺中央の柱穴の径が大きい。

SB０２（図版５３・８５　写真図版７２・７３・１３３）

　調査区中央北側で検出した南北棟の総柱建物である。梁行２間で桁行３間を確認しているが、調査区

外に延びている。調査した北壁沿いの柱穴が北西コーナーの可能性もある。現状で２×３間の総柱建物

で主軸方向はSB０１と異なりN２４°Eである。東西方向の梁行の長さは４．６ｍで桁行は６．６ｍを測る。興味
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深いのは須恵器甕を破砕して２基の柱穴に入れていることである。多くの破片はP１１から出土している。

P１１は隅柱ではない西辺の南から２番目の柱穴であり、それ以外は南辺中央のP１３から出土している。

意図的に破砕した須恵器片を置いている。柱穴底面に広がっていたので、柱を立てる前に甕を破砕した

か破片を置いたものと思われる。２つの柱穴の土器は接合したので、１個体を割り分けたことになる。

柱穴は北西隅（P９）が４６㎝と深く、南西隅（P１２）が４２㎝と続いている。西辺のP１０も４０㎝と深いが須

恵器があるP１１は２４㎝と浅い。同様に土器のあったP１３は１６㎝と非常に浅い。全体的に中央柱列は浅い

がその中でも極めて浅く、土器を入れた柱穴が浅いのが特徴である。ただ、西辺の柱の底レベルは東辺

と同じで、柱穴底に地山土を敷いている。P１１だけは地山土入れられず須恵器が置かれた面に立てられ

ている。SB０２はⅠ時期の建物で建替えは認められない。西辺延長上にSK０１が位置している。

　土器片は他の柱穴からも出土しているが、図化可能なのはP１１の２点である。１０４１は須恵器大甕で破

砕されたものである。口径２５．８㎝で器高５１．４㎝を測る。底一部は残存していないが尖りぎみの底で倒卵

形の体部で肩が張る。口縁部は内湾ぎみで端部角張る。７４２は土師器皿で内面には暗文が施される。体

部との稜線は甘く、体部内湾してから外側につまみ出して端部となる。

土坑

　大きめのピットも含めて土坑状の遺構は９基検出したが、土坑番号を与えたのは３基である。

SK０１（図版５４・８５　写真図版７４・１３３・１３４）

　調査区中央に位置する大形の土坑である。上面は不定円形プランで長径１．９ｍ、短径１．８ｍを測り、断

面形状は中位までは擂鉢状で、その下は箱形を呈している。深さ０．６５ｍ（中位ｍでは０．４ｍ）で底面には

礫が見られる。土坑中位に大きめの礫が集中しており、その上に３個体の製塩土器が完形で置かれてい

た。意図的に置かれたものと思われ、この土坑の機能を終えた時点での作業と思われる。上層には多く

の製塩土器破片が納められている。本来の機能は濃縮した塩水を溜めておく鹹水溜ではないかと思われ

る。

　出土土器は製塩土器が多いが須恵器・土師器も含まれる。製塩土器は細かな形状は異なるが、同じ時

期の同タイプの製塩土器である。尖り底かそれに近い丸底で歪に外傾し口縁部は内湾するか外傾する。

SK０２（図版５５　写真図版７５）

　調査区南西部にある円形土坑である。最大径１．２ｍで深さ０．５５ｍを測る。やや低くなったところで検

出されており、東側で溝SD０１・０２が消失している。

溝（図版５５・写真図版７５）

　９条検出しているが、それ以外に多くの鋤溝も確認している。調査区南側を東西に長く走るSD０１と

SD０２は平行して延びている。２０．５ｍ検出している。東側で少し離れて個々に弧を描いている。SD０３～

０６は南北の溝でる。

　図化した遺物はSD０６出土のものである。７５４は土師器高杯で７５６は製塩土器である。
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第４章　包含層出土遺物
　

第１節　縄文土器（図版８６　写真図版１３５）

　７５６は北白川上層式の無文の深鉢。外反する頚部から口縁がやや内湾気味に立ち上がり、外面にはLR

単節縄文を施す。胎土に角閃石が含まれる。７５７・７５８は元住吉山１式の深鉢。７５７は口縁で、外面には

沈線３条を設け、LR単節縄文を施す。７５８は胴部付近で、横走沈線を３条施す。７５９は口縁部文様帯と胴

部文様帯を隆帯によって区分する深鉢で、隆帯上にＲＬ縄文を施しその上下に横条沈線を施す。中期末

頃の所産であろうか。

　７６１は晩期の深鉢で、外面に条痕調整が認められる。

　７６２～７６６は突帯文土器。７６３は壺か。外反しつつすぼまる口縁端に突帯を貼り付け、胎土には角閃石

が顕著に含まれる。

第２節　弥生土器（図版８６　写真図版１３５・１３６）

　７６７は大きい直径の器種で、３条の貼り付け突帯をめぐらし垂直方向に棒状浮文を施す。７６８は直口壺

の口縁で、直立しつつ端部を肥厚させ水平に収める。７６９は鉢で、如意形口縁の直下に横長の把手がつく。

７７２は甕の口縁で、端部を上方につまみあげる。７７０～７７１・７７３～７７８は底部。７７０・７７１・７７４・７７６は壺で、

薄い底部から体部が開く。７７３・７７５は甕で７７３は分厚い。７７８は右上がりのタタキと、ユビオサエを施す。

第３節　古墳時代の遺物
（１）土師器（図版８６　写真図版１３６）
　古墳時代の土師器も少数ながら出土しているが、図化できるような破片はない。弥生土器後期とした

が底部の一部は古墳時代初頭の幅を持つ土器である。他に古墳時代後期の土師器も確認している。図化

したものは２点でともに製塩土器である。脚台式のもので、今回の調査では製塩遺構が見られないこと

から、前代から製塩を行っていた傍証になる。ユビ成形から７８５はハケ整形を行い、ともにナデで仕上げ

ている。型式的には７８４が古く脚台Ⅲ式で７８５は脚台Ⅳ式である。

（２）須恵器（図版８６　写真図版１３６）
　７７９～７８１は杯身で短い立ち上がりを有する。垂直ぎみに立ち上がり、７８０は器肉が厚い。体部はいづ

れも内湾する。受部は個々に変化があり、７７９は短く内湾し端部尖り気味で、７８０は端部肥厚ぎみで僅か

に反る。７８１は外傾し端部丸い。７８２は内湾する径の小さい口縁部で端部丸い。小片で明らかにはしにく

いが、横瓶の口縁部かと思われるが、 や小型壺の可能性もある。７８３は で球形の体部で肩部に円形の

透孔を有する。穿孔前に肩部幅広の沈線を施す。底部は静止ケズリで仕上げるが、古い時期にはならず、

７８１と同じ６世紀末頃と思われる。
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第４節　奈良時代の遺物
（１）須恵器（図版８７～８９　写真図版１３６～１４４）
杯蓋（７８６～８１６）

　口径の大きい新しい要素を持つものより古相を示す方が多い。つまみ部は宝珠形をなすものから扁平

なボタン状になるものまである。７８６が最も古く、反りが残っている。７８６～７８８は口径１５㎝前後で天井

部丸味を持つ。７８７・７８８は宝珠形つまみで、７８７はロクロケズリを行う。７９６は宝珠形をなすが径大きく

扁平ぎみになる。内面にヘラ記号がある。７８９・７９０は宝珠の頭が扁平になりはじめ器高も低くなってい

る。７９０は下方に引き出して仕上げるが、７８９は水平に引いている。７９２は天井部が内湾し器高が高く端

部は下方に曲げている。つまみ部はボタン状で低いが中央は凹んでいる。７９３～７９５は器高低く口径も小

さい。７９７・７９９は低平で扁平な宝珠つまみを有する。８０７は径４㎝の大きなつまみ部で扁平である。器高

は高く、天井部は平坦で端部はそのまま丸く納めている。８０８は口径小さくボタン状のつまみをつける。

端部は斜め方向に曲げている。８１１は口径大きく、非常に器高低く端部近くで水平になり端部肥厚する。

稜椀蓋（８１７）

　天井部中央はやや凹んでいる。つまみ部は低く端部は丸くなり、径７．０㎝を測る。

杯身（８１８～８６１）

　８１８～８３２は杯Aである。古相を示す８２１・８３０と新相を示す８１８・８１９と幅があるが、量的には平城Ⅲが

多いように思われる。生焼けのものや火襷が見られるものもある。

稜椀（８６２）

　強い稜線を有さないタイプで底面も丸く内湾し下がる。端部は斜め上方につまみ上げられ丸く納める。

高台端部が踏ん張るように肥厚する。

皿（８６３～８６９）

　体部は外傾するものと外反ぎみのものがあり、端部は丸い。８６９は杯に近く大形でやや新しくなろう

か。

壺（８７０～８８０・８８９）

　外反する口縁部が主で端部はつまみ上げるものと丸いものがある。高台は開き端部が肥厚する。８８０

は壺肩部で刺突文が施されている。前代の遺物かもしれない。８８９は小形で多口壺かもしれない。

甕（８８１～８８７）

　口づくりには変化がある。外反し端部角張るもの８８３・８８５・８８７とつまみ出す８８２、肥厚する８８４、下に

つまみ出す８８６に分かれる。外面はタタキ成形で縦方向である。

甑（８８８）

　外傾するもので、底・把手は残っていないが甑と思われる。外面タタキで内面ユビ成形である。火襷

が残る。

高杯（８９０）

　杯部と筒部の接続部で、杯部は水平に開き、筒部は外反する。

飯タコ壺（８９１）

　内湾する天井部で把手の一部が残る。把手は小さめで古相を示す。
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（２）土師器（図版９０・９１　写真図版１４３～１４６）
杯（８９２～８９５）

　不安定な平底の８９２・８９３はヘラ切り、丸底の８９４は磨滅しているがロクロナデ、平底の８９５に分かれる。

皿（８９６～９０６）

　端部が上につまみ上げる平城Ⅲの８９７・８９８・９０５が多くみられるが、平城Ⅳの９０２・９０３も含まれる。８９９

には暗文が施されている。９０６は皿Bである。

高杯（９０７・９０８）

　２点図化しており、平城Ⅳである。外面は整形しているが、内面は粗雑で未調整である。遺跡全体で

は面取りした高杯の方が多い。

甕（９０９～９２９）

　径に大小があり、口縁部にも変化があるが、概して口縁部は短い。ハケ整形が主体でヨコナデ仕上げ

が通有である。

竈（９３０・９３１）

　９３０は庇部分と思われ僅かに内湾する。９３１は底部で内傾ぎみである。ハケ整形。

把手（９３２・９３３）

　ともに手捏ねの把手である。９３２は幅が狭く甑の可能性が高いと思われるが、９３３は幅広で竈の可能性

がある。

（３）灰釉陶器・緑釉陶器（図版９１　写真図版１４６）（９３４～９３７）
　９３４～９３６は緑釉陶器である。９３４は内湾する口縁部で端部丸く釉がかかっていない。９３５は蛇の目高台

で削り出している。９３６はベタ高台で磨滅している。胎土が黄橙で新しい時期のものと思われる。９３７は

灰釉陶器椀で高台付加しており高めで内湾する。底部には施釉されていない。

（４）製塩土器（図版９１～９３　写真図版１４６～１５０）（９３８～１００４）
甕形（９３８～９４６）

　口縁部が短く口径が大きく強く被熱しているものを甕のなかで甕形製塩土器とした。口縁部はユビ成

形で折り曲げて成形している。９４３のように器壁が厚いものもある。９４０は頸部下に段に近いものがあり、

甕の編年では古相を示すか。

椀形（９４７～１００４）

　丸底Ⅲ（広瀬編年）に相当するものである。淡路では浦上編年丸底Ⅳである。１００１など径の小さいも

のが僅かに含まれるが、丸底Ⅱになるものではない。器壁が厚いことが古くしない理由である。製作技

法はユビ成形ののちナデで仕上げるのを原則とし、９５９だけ内面ハケ整形を施している。包含層出土で

はないが、４区SB０１出土の４５９だけが内面に布目が認められる。歪が大きいのが一つの特徴であり、口

径が最大と最小が倍になるものもある。端部の形状も丸く納めるのが多いが、つまみ出すものや尖りぎ

みのもの、角張りぎみと変化がある。口縁部内傾しキャリパー形になるのが通常で口径と器高が近似値

となる。ただ、１タイプではなく確実に小形の椀形のものも存在するので、２種類の製塩土器が使用さ

れていたことは確実である。色調は黄橙から橙のものが主体で細砂粒を多く含んでいる。強く焼けたも

のは赤化しており、カルシウムが付着しているものも多数ある。第３表は九蔵遺跡から出土した製塩土
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器の重量である。総量２０７．４２㎏出土している。

（３区の土器を計測していないので僅かに増える）

製塩遺跡としては特出しているとは言えないが通

常遺跡としては膨大である。出土地区では４区が

１３３．６２㎏と半数を占める。製塩作業の中心地で

あったことが明らかである。次に多いのが１・２

区にまたがる堀である。包含層も含めると４１．２４

㎏あり、さらに完形品や磨滅していない土器が多

く出土していることは堀周辺でも製塩作業を行っ

ていたものと推測される。

第５節　中世の遺物
　中世段階の包含層から出土した土器は１・２区

を中心に出土している。図化できたものは３５点で、

須恵器鉢、土師器小皿・皿・台付皿・杯・羽釜、

黒色土器椀、瓦器椀、瀬戸焼灰釉鉢、中国産磁器

白磁碗・皿、土製品棒状土錘・管状土錘、窯壁片

などがある。このほか、近世の遺物として関西系

陶器擂鉢１点がある。

須恵器（図版９４　写真図版１５１）

　鉢の１００５は２区、１００６は１区から出土した。１００５は口縁部を上方に拡張するが先端がややしゃくれる

個体で、器壁は薄く体部は直線的である。１２世紀代の製品である。１００６は口縁部が断面方形の個体で、

器壁はやや厚い。１１世紀前後の個体である。

土師器（図版９４　写真図版１５１）

　土師器はすべて１区からの出土である。小皿１０１４は糸切り手法の個体で短い体部を持つ。土師器皿

１００７は糸切り手法の個体で直線的に立ち上がる体部、１００８も糸切り手法の個体で、横ナデによって体部

が湾曲する。杯１００９は底部に段を持つ個体で、体部が湾曲しながら立ち上る。台付皿１０１０～１０１３は高台

部分の破片である。１０１２は台付杯の可能性もあるが、杯部が残されないので詳細は不明。羽釜１０１５は口

縁部直下に帯状の鍔を持つ個体である。

黒色土器（図版９４　写真図版１５０・１５１）

　黒色土器１０１７以外が１区で、１０１７は２区から出土した。すべて内黒椀で、部分的に口縁部外面にも炭

素が吸着する。全体的に椀形の器形を持ち、ハの字に開く高台を貼り付ける。１０１９の高台内には爪状圧

痕が観察される。内面には密なミガキ調整を施す。

瓦器（図版９４　写真図版１５１）

　瓦器椀１０２４は１区、１０２５は２区からの出土である。１０２４は口縁部の破片であるが内面のミガキは破片

部分には残されない。１０２５は椀形の製品で内面に格子状暗文、体部に荒いミガキ調整を施し、外面にも

部分的にミガキ痕跡が残される。

第３表　九蔵遺跡出土製塩土器の重量

小計コンテナ重さ（㎏）遺構名地区
製塩土器①９．０２SK１区
製塩土器①０．９１SE
製塩土器①３．８８堀
製塩土器②１４．０４堀
製塩土器③１０．８８包含層

４２．６５３．９２実測分
５．８８堀２区
０．０５SK
０．２９SD
４．８９井戸
０．０６不明
１．７２包含層

１７．６９４．８実測分
２９．１６SK４区
３．９SD
２９．１６SX
９．１８SB
５３．４８包含層
１．０２SK実測分
０．２５SD実測分
２．７９SX実測分
１．２３SB実測分

１３３．６２３．４５包含層実測
３．２SK５区
７．２２SD
０．０２SX
１．９４包含層

１３．４６１．０８実測分
総計２０７．４２kg
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瀬戸焼（図版９４　写真図版１５１）

　１０２６は４区から出土したもので灰釉鉢である。時期は１４～１５世紀前後の個体である。口縁端部を内側

に折り、内面直下を凹線状にする。

中国産磁器（図版９４　写真図版１５１）

　すべて白磁で１区からの出土である。皿１０２８は口縁部が端反りになるタイプである。皿１０２９は底部片

で外面は露胎となる。碗１０３０～１０３２はⅣ類の白磁碗である。

関西系陶器（図版９４　写真図版１５１）

　擂鉢１０３３は１区からの出土で近世の擂鉢片である。内面に密な卸目を持つ。

土製品（図版９４　写真図版１５１）

　土錘は棒状土錘１９３４・１０３５と管状土錘１０３６～１０３９がある。１０３８・１０３９が１区、１０３４が２区、１０３７が３

区、１０３５が４区からの出土で、１０３６が表面採取である。棒状土錘は両端に紐通し穴を持つ。管状土錘は

棒状の芯部分が中空になる。

　１０４０は窯壁としたが４区から出土したもので、被熱して硬化した土塊である。

第６節　金属製品（図版９５・９６　写真図版１５７～１５９）

　M１～１０は釘と思われる。茎部分は他の器種の可能性もある。断面方形で幅に差がある。M１は０．９

㎝と幅広である。M５は別の材がくっついている。M３・９は小さな頭部が付いている。M８は頭部状

に見えるが曲がったものと思われる。M１０は先を曲げており、鎌基部を思わせるが、刃部に続くとは思

われない。M１６は鎌刃部で残存長１７．４㎝を測る。

　M１８～２３は鉄滓である。M１８は滴状になった小片で、M２１～２３は椀形滓である。比較的軽くガラス滓

が付いている。

　M２４はリング状になった銅製品である。耳環の芯とは思われないが、可能性は残る。奈良時代の面か

ら出土しており、別のものと考えたい。

　M２５～３５は銭貨である。M２５は和同開珎銀銭である。范ずれが大きく見られるが、他の銀銭にも見ら

れることである。重さ４．５３ｇで外縁径２３．７㎜、郭５．６㎜、厚さ１．５㎜を測る。兵庫県ではじめて出土した

もので、今まで２９遺跡４４枚が日本で出土している貴重な資料である。出土例ではないが、近隣の賀集鍛

冶屋遺跡でも耕作中に採集されている。M２６も古代銭貨で延喜通寳（初鋳延喜７（９０７）年）重さ３．０３ｇで

外縁径１９．５５㎜、郭５．４㎜、厚さ１．５㎜を測る。M２７は乹享重寳（初鋳南漢９１７年）で中国五大十国の銭貨

で永井久美男氏の集成によると日本では８例目の貴重な銭貨である。重さ２．０１ｇで外縁径２３．４８㎜、郭の

１辺５．１１㎜、厚さ１．３４㎜を測る。M２８は開元通寳（初鋳唐６２１年）で背面に上月文が見られる。M２９～３４

は北宋銭ですべて２区地鎮遺構の土師器皿から出土している。M３５は寛永通寳文銭である。

第７節　木製品（図版９７　写真図版１５６）

　W１は井戸枠でSE０３のものである。１木を刳り抜いたもので手斧の成形痕が残る。高さ４９．７㎝、径

５３．０㎝、厚さ３．８㎝を測る。クスノキかと思われる。下端部は接地していたことにより痩せている。W

２・３は柱根である。W２は４区P３４９で長さ２８．５㎝である。W３は４区SB０２P２６６出土で長さ３４．４㎝残っ
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ている。最大径は１２．６㎝である。

第８節　石器（図版９８～１０４　写真図版１５２～１５６）

　S１はサヌカイト製の縦長剥片を素材とした二次加工のある剥片である。ナイフ形石器の可能性も否

めないが、一側縁を表裏両面から浅く剥離している。

　S２～１０はサヌカイト製の石鏃である。いずれも二側辺が直線的な二等辺三角形状を呈し、基部はS９

のみが直線的な平基式であるほかは、すべて凹基式である。

　S１１～１５は石錐で、S１２はチャート製であるほかはサヌカイト製である。S１１・S１２は全体が逆三角形状

を呈し基部から錐部にスムーズに移行するタイプで、S１３～S１５は基部と錐部の境界が明瞭で錐部に移行

するとともに急激に幅が狭まるタイプ。いずれも錐部に厚みがあり、横断面形が楕円形もしくは三角形

に近い形状となるが、S１４はやや扁平な楕円形となる。S１２を除いて錐部の先端が折損しているが、S１５

は折損後もなお端部付近に摩耗が認められる。S１２は周縁の剥離の稜や面の摩耗が顕著であり、刃器と

しての使用によるものと考えられる。

　S１６はサヌカイト製の石匙で抉りと両側端部を加工し、刃部のほとんどは欠損している。

　S１７は大型のサヌカイト剥片で、特に明瞭な二次加工は認められない。腹面側にバルバースカーが認

められ、その基端面が自然面であること、背面側の風化が腹面側に比べて進み気味であることから、打

面調整を経ずして母岩ないしは分割された板状の素材から最初の一撃で得られた良好な剥片である。剥

片末端部の縁辺に両面からの微細な剥離が認められ、この剥離の及ぶ周囲が摩耗していることからもこ

の範囲を刃部として使用された可能性が考えられる。

　S１８はサヌカイト製の刃器で一側縁に刃部を加工する。S１９・S２０はいずれもサヌカイト剥片で、１側辺

に二次加工が認められる。

　S２１～３０はサヌカイト製の楔形石器である。S２１は剪断面１面で隣り合った２側辺に微細な剥離が認

められる。S２２は剪断面が認められずコの字状に隣り合った３側辺に微細な剥離が認められる。S２３・

S２４は剪断面１面で、S２３はコの字状に隣り合った３側辺に、S２４は平行する２側辺に微細な剥離が認め

られる。S２５・S２６は左右２面の剪断面に挟まれ、S２５は図下端の１側辺に微細な剥離が認められるが、

S２６には両端に２次的な剥離は認められるが微細なものではない。S２７は背面側に自然面を残し、剪断面

１面で平行する２側辺に微細な剥離が認められ、腹面側に階段状剥離が著しく発達する。S２８・S２９も左

右２面の剪断面に挟まれ、平行する２側辺に極めて微細な剥離が認められる。S３０は剪断面１面で平行

する２側辺に微細な剥離が認められる。

　S３１は石核で、粘りのあるサヌカイトの材質から二上山産と推察される。腹面側の剥離が顕著である

が、背面側の周縁からの剥離も試みられている。

　S３２は両刃付けされた磨製石斧で基部が尖り気味で、刃部にむかって幅が広がる。刃部は両刃で、平

面形は左右非対称で片側が減っており、縦斧として着柄された可能性が考えられる。全体的に丸みを帯

び、側面も丸みをもった面が連続的研がれるため横断面形は楕円形ないしは長円形を呈する。砂岩製。

　S３３は塩基性片岩製の磨製石鎌。図正面側の残存範囲左端に縦方向の擦り切り溝の痕跡が認められる

通り、刃部の先端が擦り切りにより折り取られ、丸みをもつ基部から内湾する刃部にかけて残存してい

る。背部も擦り切りにより折り取られた後、基部から内湾する刃部にかけての形状と平行するラインに
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砥ぎ出される。背面は中央の稜を境に２面研ぎ出され、粗い擦痕が顕著に認められる。背部側と刃部側

に１対の抉りを設け、基部に向かって丸く収められ基端部には自然面を残す。残存する刃部の範囲内に

は、微細な剥離が認められ、周囲の光沢の分布の状況により使用によるものと考えられる。

　金属顕微鏡（オリンパス社BX６０、×１００・２００・５００）を用いて観察を行ったところ、図示した通り光

沢の分布が認められた。なお、刃部付近にわずかに直交方向の線状痕が観察された。

　S３４・S３５は片岩製の刃器でいずれも片側のみ残存する端部を打ち欠いて抉り状にし、S３４では刃部を、

S３５では背部・刃部をそれぞれ加工する。なお、S３５の刃部には周縁に敲打痕跡が残り腹面側の剥離に伴

う打撃の痕跡と思われる。

　S３６・S３７は石棒。S３６は塩基性片岩製で横断面形楕円形を呈する。折損した中央と思われる箇所から

基部に向かって幅狭にすぼまり、両側辺に敲打による凹みが認められる。S３７は泥質片岩製で、図の下

部を折損する。横断面形はやや扁平な菱形に近い形状を呈する。

　S３８は投弾であろうか。掌に容易に収まる規模・形状の安山岩質の円礫で、重量は５．８gである。

　S３９・S４１～S４３は砂岩の扁平な円礫を用いた磨り石類である。S３９・S４１は両面に、S４０・S４２・S４３は片

面に摩耗が認められ、特にS４２・S４３は磨り面の摩耗が顕著である。S４１・S４３は周縁にも帯状に面が認め

られる。S４２は磨り面に、S４１は磨り面及び側面に、S４３は磨り面の反対側と側面に敲打痕跡が見られる。

　S４０・S４４・S４５は敲打具であるが、S４７・S４８は形状は類するものの明確な敲打痕跡は認められない。S４４

は図下端に、S４５は側縁に敲打痕跡が認められる。S４６は円礫の中央部と周縁に、S４９・５０は扁平な亜角

礫の１面の中央に集中的な敲打による凹みが認められ、S４９は反対側の平坦面や側面にも敲打による凹

みが認められる。なお、S４６及びS４７は摩耗した面を持ち、S４８は片側半分がよく摩耗している。

　S５１・S５２はともに砂岩製の砥石。S５１は隣り合う３面を、S５２は図正面の１面のみを砥面として用い、

特にS５２は砥面がよく使用されている。

　S５３～S５５はいずれも目のやや粗い砂岩が用いた台石であるが、S５４は図正面がよく摩耗している。

　S５６は滑石製の石臼の底部付近の破片で、折損したのちは研磨され温石に転用されている。

　S５７は軽石で浮子として使われたものか。被熱して赤変している。
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部
で
端
部
角
張
る

ユ
コ
ナ
デ

Ｐ１
６４

１
区

甕（
口
縁
）

土
師
器

１０

完
形

６
．５
　

１
．４
　

８
．０
　

上
げ
底
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
糸
切
り

Ｐ５
４

１
区

小
皿

土
師
器

１１

口
縁
部
１
／８
、
底
部
１
／４

（
５
．４
）

１
．７
　

（
７
．６
）

平
底
か
ら
短
く
内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
糸
切
り

Ｐ５
７

１
区

小
皿

土
師
器

１２

底
部
１
／１
２

（
５
．９
）

（
３
．５
）

－
内
湾
す
る
体
部
に
断
面
三
角
形
の
外
に
開
く
高
台

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
高
台
貼
付
ナ
デ

Ｐ７
１

１
区

椀
瓦
器

１３

口
縁
部
１
／６

－
（
１１
．２
）

－
外
傾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ハ
ケ
・
ナ
デ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ８
６

１
区

甕
土
師
器

１４

口
縁
部
１
／３

（
２５
．１
）

－
（
１７
．３
）

（
２５
．８
）

歪
に
内
湾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
傾
す
る
口
縁
部

ユ
ビ
成
形
か
ら
ハ
ケ
・
ナ
デ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ９
５

１
区

甕
土
師
器

１５

底
部
１
／８

（
８
．０
）

（
３
．１
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
台
形
の
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ
か
ら
仕
上
げ
ナ
デ
、
高
台
内
側
に
爪
痕

Ｐ１
０８

１
区

杯
Ｂ（
底
部
）

須
恵
器

１６

口
縁
部
１
／３
、
底
部
完

８
．２
　

３
．０
　

（
１４
．４
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り

Ｐ１
２１

１
区

杯
土
師
器

１７

口
縁
部
１
／１
０

－
（
５
．７
）

（
１５
．８
）

内
湾
す
る
体
部
・
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
か
ら
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
端
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ１
２２

１
区

椀
瓦
器

１８

底
部
１
／２

（
６
．３
）

（
３
．３
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り

Ｐ１
４１

１
区

杯
Ａ（
底
部
）

土
師
器

１９

口
縁
部
１
／７

－
（
４
．２
）

（
１５
．６
）

内
湾
す
る
体
部
・
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
か
ら
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
端
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ１
４２

１
区

椀
瓦
器

２０

口
縁
～
底
部
１
／３

（
５
．０
）

５
．３
　

（
１４
．９
）

内
湾
す
る
体
部
・
口
縁
部
で
端
部
外
側
に
丸
い
外
側
に

開
く
高
台

ユ
ビ
成
形
か
ら
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
端
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
高
台

貼
付
ナ
デ

Ｐ１
５１

１
区

椀
瓦
器

２１

口
縁
部
１
／８

－
（
４
．５
）

（
１２
．２
）

僅
か
に
内
湾
す
る
口
縁
部
で
内
側
に
尖
ら
す

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ

Ｐ１
４７

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２２

底
部
１
／４

（
５
．０
）

（
３
．８
）

－
内
湾
す
る
体
部
、
短
く
外
反
す
る
高
台

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
高
台
貼
付
ナ
デ

Ｐ１
５９

１
区

椀
瓦
器

２３

口
縁
部
１
／３

－
（
３
．４
）

（
１２
．８
）

内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
反
り
ぎ
み
に
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ｐ２
０１

１
区

椀
土
師
器

２４

口
縁
部
１
／１
０

－
（
８
．３
）

（
３１
．９
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部

強
い
ナ
デ
整
形
、
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ１
６６

１
区

甕
土
師
器

２５

口
縁
部
１
／１
５

－
（
５
．４
）

（
３３
．０
）

外
傾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
、
端
部
角
張
る

ナ
デ
・
ハ
ケ
整
形
、
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ２
２８

１
区

甕
土
師
器

２６

口
縁
～
底
部
１
／４
弱

（
５
．４
）

１
．３
　

（
８
．７
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
糸
切
り

Ｐ２
１３

１
区

小
皿

土
師
器

２７

口
縁
部
１
／４

（
９
．９
）

２
．７
　

（
１３
．１
）

丸
底
ぎ
み
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
ヘ
ラ
切
り

Ｐ２
４９

１
区

杯
Ａ

土
師
器

２８

口
縁
部
１
／６

（
１９
．７
）

－
（
１１
．２
）

（
１７
．８
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
上
方
に

つ
ま
み
上
げ
る

縦
方
向
の
タ
タ
キ
か
ら
ミ
ガ
キ
、
内
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
か

ら
ハ
ケ
整
形
、
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ１
９０

１
区

甕
土
師
器

２９

口
縁
部
１
／２
、
高
台
部
１
／６

（
７
．７
）

５
．２
　

（
１４
．６
）

内
湾
す
る
底
部
か
ら
口
縁
部
で
端
部
肥
厚
ぎ
み
、
外
側

に
開
く
三
角
形
の
高
台

ナ
デ
、
内
面
ミ
ガ
キ
？

Ｐ２
７１

１
区

椀
黒
色
土
器（
内
黒
）

３０

底
部
１
／４

－
（
２
．８
）

－
内
湾
し
尖
り
底

ナ
デ

Ｐ２
７３

１
区

製
塩
土
器（
底
部
）

土
師
器

３１

口
縁
部
１
／２
、
底
部
完
、
体

部
１
／２

５
．４
　

１
．５
　

（
８
．０
）

上
げ
底
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
糸
切
り

ＳＫ
０２

１
区

小
皿

土
師
器

３２

第
４
表
　
九
蔵
遺
跡
　土
器
観
察
表

T
i
t
l
e
:
1
4
9
5
4
3
_
0
4
表
4
_
横
.
e
c
8
 
P
a
g
e
:
5
6
 
 
D
a
t
e
:
 
2
0
1
5
/
0
3
/
3
1
 
T
u
e
 
1
7
:
1
8
:
5
4
 



第４章　包含層出土遺物

－　57　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／８

（
８
．０
）

１
．３
　

（
９
．８
）

平
底
か
ら
短
く
屈
曲
し
て
反
る
、
端
部
尖
る

ナ
デ
、
底
ヘ
ラ
切
り

ＳＫ
０２

１
区

小
皿

土
師
器

３３

底
部
完

（
３
．８
）

２
．１
　

－
平
坦
な
底
に
外
反
す
る
高
台
が
付
く

ナ
デ

ＳＫ
０２

１
区

台
付
皿

土
師
器

３４

口
縁
部
１
／３

－
（
３
．４
）

（
１５
．５
）

内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＫ
０２

１
区

椀
土
師
器

３５

口
縁
部
１
／２
、
底
部
完
、
体

部
１
／２

５
．５
　

５
．８
　

（
１５
．２
）

内
湾
す
る
底
部
か
ら
口
縁
部
で
端
部
丸
い
、
外
側
に
開

く
三
角
形
の
高
台

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
端
部
周
辺
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＫ
０２

１
区

椀
瓦
器

３６

体
部
１
／６

（
５
．８
）

４
．８
　

（
１５
．６
）

内
湾
す
る
底
部
か
ら
口
縁
部
で
端
部
丸
い
、
外
側
に
開

く
方
形
の
高
台

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
端
部
周
辺
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＫ
０２

１
区

椀
瓦
器

３７

底
部
３
／４

４
．６
　

（
０
．９
）

－
平
坦
な
底
に
断
面
三
角
形
の
高
台
付
く

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

ＳＫ
０２

１
区

椀（
底
部
）

瓦
器

３８

底
部
１
／２

（
６
．３
）

（
１
．７
）

－
内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
、
外
に
開
く
高
台

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
高
台
貼
付
ナ
デ

ＳＫ
０２

１
区

椀（
底
部
）

瓦
器

３９

底
部
１
／５

（
５
．４
）

（
２
．４
）

内
湾
す
る
底
部
、
断
面
台
形
の
高
台

高
台
部
露
胎
、
ナ
デ
か
ら
施
釉

ＳＫ
０２

１
区

碗（
底
部
）

白
磁

４０

２
．６
　

３
．２
　

３
．２
　

ＳＫ
０２

１
区

ふ
い
ご
羽
口

４１

２
．２
　

４
　
　

４
．２
　

ＳＫ
０２

１
区

ふ
い
ご
羽
口

４２

わ
ず
か

１３
．０
　

（
１
．６
）

－
浅
く
内
湾
し
端
部
近
く
で
屈
曲
す
る
、
端
部
下
に
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＫ
０４

１
区

蓋
須
恵
器

４３

口
縁
部
１
／７
、
底
部
１
／８
、

体
部
１
／６

（
６
．２
）

３
．４
　

（
１４
．０
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り

ＳＫ
０４

１
区

椀
須
恵
器

４４

口
縁
部
１
／８
、
底
部
完
、
体

部
１
／４

８
．０
　

３
．９
　

（
１３
．３
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い
端
部
近
く
で
反

り
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り

ＳＫ
０４

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

４５

口
縁
部
１
／１
０
、
底
部
１
／５
、

体
部
１
／５

（
８
．４
）

３
．８
　

（
１３
．４
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
端
部
尖
り
ぎ
み
に
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

ＳＫ
０４

１
区

杯
Ｂ

須
恵
器

４６

わ
ず
か

（
５
．９
）

（
２２
．４
）

く
の
字
で
端
部
内
側
に
つ
ま
み
上
げ
る

ハ
ケ
整
形
、
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＫ
０４

１
区

甕
土
師
器

４７

底
部
１
／４
弱

（
４
．０
）

（
２
．７
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い
と
思
わ
れ
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り

ＳＫ
０６

１
区

杯
須
恵
器

４８

口
縁
部
１
／５
、
体
部
１
／６

（
２
．４
）

（
１２
．２
）

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
端
部
は
下
方
に
つ
ま
み
丸
く
納

め
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＫ
１１

１
区

杯
蓋

須
恵
器

４９

口
縁
部
１
／７

（
３
．８
）

（
１８
．０
）

外
傾
し
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＫ
１３

１
区

杯
須
恵
器

５０

底
部
１
／４
弱

（
７
．５
）

（
２
．５
）

－
内
湾
す
る
底
部
、
高
台
は
直
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ
、
底
部

ヘ
ラ
切
り

ＳＫ
１５

１
区

椀（
底
部
）

黒
色
土
器（
内
黒
）

５１

口
縁
部
１
／６

－
（
６
．１
）

（
１４
．０
）

外
傾
し
端
部
角
張
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
１２

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

５２

口
縁
部
１
／４

－
（
６
．５
）

（
１４
．６
）

外
傾
す
る
体
部
で
端
部
近
く
で
開
く
、
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
１２

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

５３

口
縁
部
１
／８

－
（
６
．６
）

（
１２
．５
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
１２

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

５４

口
縁
部
１
／８

－
（
５
．９
）

（
１３
．５
）

外
傾
し
端
部
角
張
り
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
１２

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

５５

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
４
．４
）

（
１４
．５
）

外
反
し
端
部
角
張
る
、
端
部
一
部
折
り
曲
げ
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
１２

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

５６

口
縁
部
１
／１
２

－
（
７
．１
）

（
１３
．３
）

内
湾
す
る
、
内
面
に
ナ
デ
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
１２

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

５７

口
縁
部
１
／６

－
（
６
．８
）

（
１８
．０
）

外
傾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
１２

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

５８

口
縁
部
１
／５

－
（
８
．０
）

（
１５
．０
）

外
傾
し
端
部
角
張
る
、
内
面
に
ナ
デ
に
よ
っ
て
一
部
曲

げ
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
１２

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

５９

口
縁
部
１
／１
２

－
（
６
．３
）

（
１９
．５
）

外
傾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
１２

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

６０

口
縁
部
１
／１
０

－
（
８
．３
）

（
１９
．７
）

内
湾
ぎ
み
で
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
１２

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

６１

底
部
１
／２
？

－
（
３
．２
）

－
内
湾
す
る
体
部
で
底
部
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
１２

１
区

製
塩
土
器（
底
部
）

土
師
器

６２

T
i
t
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:
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残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／１
２
、天
井
部
１
／６

（
２
．１
）

（
１３
．７
）

屈
曲
し
な
が
ら
広
が
り
端
部
斜
め
外
に
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

ＳＥ
０２
　
掘
方

１
区

蓋
須
恵
器

６３

口
縁
部
１
／４
＋
１
／６
、
天
井

部
３
／４

－
２
．２
　

１５
．４
　

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
反
ぎ
み
に
延
び
、
端
部
肥
厚
す

る
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
１
方
向
の
仕
上
げ
ナ
デ
、
天
井
部
ヘ
ラ

切
り

ＳＥ
０２

１
区

蓋
須
恵
器

６４

底
部
４
／５

８
．７
　

（
１
．９
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
墨
書
『
邊
』

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
２
方
向
の
仕
上
げ
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切

り
ＳＥ
０２
　
掘
方

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

６５

口
縁
部
１
／８
、底
部
ほ
ぼ
完

７
．２
　

３
．８
　

（
１３
．４
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い
、
平
底

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
板
状
痕

ＳＥ
０２

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

６６

口
縁
部
３
／４
、
底
部
完

８
．２
　

４
．１
　

１３
．７
　

平
底
で
内
湾
す
る
体
部
、
端
部
丸
く
外
に
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
内
面
仕
上
げ
ナ
デ
、
火
襷

ＳＥ
０２

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

６７

口
縁
部
２
／３
、
底
部
完

７
．４
　

４
．５
　

１３
．４
　

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
、
端
部
下
肥
厚
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

ＳＥ
０２

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

６８

口
縁
部
１
／６
、
底
部
１
／６

（
８
．７
）

４
．０
　

（
１３
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
重
ね
焼
き
痕
、
火
襷

ＳＥ
０２
　
水
溜
内

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

６９

口
縁
部
１
／５

（
１０
．０
）

（
３
．２
）

（
１３
．７
）

外
反
ぎ
み
に
開
く
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

ＳＥ
０２
　
掘
方

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

７０

底
部
１
／２

（
７
．８
）

（
２
．１
）

－
内
湾
す
る
体
部
か
ら
平
底
に
、
断
面
三
角
の
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

ＳＥ
０２

１
区

杯
Ｂ

須
恵
器

７１

底
部
完

９
．１
　

（
３
．０
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
外
に
開
く
逆
台
形
の
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

ＳＥ
０２

１
区

杯
Ｂ

須
恵
器

７２

底
部
２
／３

（
８
．７
）

（
３
．２
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
垂
下
す
る
方
形
の
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

ＳＥ
０２
　
水
溜
内

１
区

杯
Ｂ

須
恵
器

７３

底
部
１
／４
強

（
８
．９
）

（
２
．３
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
外
に
開
く
方
形
の
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

ＳＥ
０２
　
掘
方

１
区

杯
Ｂ

須
恵
器

７４

口
縁
部
１
／９
、
底
部
完

８
．３
　

２
．７
　

（
１３
．８
）

内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
で
端
部
水
平
に
開
き
丸
い
、

高
台
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

ＳＥ
０２
　
掘
方

１
区

皿
須
恵
器

７５

口
縁
部
１
／１
４
、
頸
部
１
／６

－
（
１２
．５
）

（
４３
．０
）

緩
や
か
に
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
面
的
に
肥
厚
し
角

張
る
、
突
帯
１
条

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
自
然
釉

ＳＥ
０２
　
掘
方

１
区

甕
須
恵
器

７６

口
縁
部
～
底
部
１
／６

（
５
．７
）

（
１
．５
）

（
７
．８
）

平
底
か
ら
短
く
外
傾
し
端
部
丸
い

糸
切
り
底
、
磨
滅

ＳＥ
０２

１
区

小
皿

土
師
器

７７

口
縁
部
～
底
部
１
／１
２

（
７
．０
）

（
１
．７
）

（
９
．４
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
尖
る

糸
切
り
？
　
磨
滅

ＳＥ
０２

１
区

小
皿

土
師
器

７８

口
縁
部
１
／１
８

－
（
３
．１
）

（
１４
．８
）

内
湾
ぎ
み
の
体
部
で
端
部
尖
る

ミ
ガ
キ

ＳＥ
０２
　
掘
方

１
区

椀
黒
色
土
器（
両
黒
）

７９

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
２
．６
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
肥
厚
す
る

施
釉

ＳＥ
０２
　
水
溜
内

１
区

碗（
口
縁
）

白
磁

８０

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
３
．２
）

（
１５
．１
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＥ
０３

１
区

椀
土
師
器

８１

破
片

－
（
７
．４
）

－
わ
ず
か
に
内
湾
す
る
体
部
で
突
帯
付
く

ヨ
コ
ナ
デ
、
ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＥ
０４

１
区

羽
釜

土
師
器

８２

ほ
ぼ
完
形

２
．７
　

３
．７
　

１３
．０
　

丸
底
に
近
い
不
安
定
な
平
底
に
低
い
高
台
付
く
、
体
部

内
湾
し
浅
い
、
端
部
丸
い

ナ
デ
、
板
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
（
暗
文
）

ＳＥ
０４

１
区

椀
瓦
器

８３

底
部
１
／４
弱

（
６
．０
）

（
１
．７
）

－
内
湾
す
る
体
部
に
断
面
三
角
の
二
段
と
な
る
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
高
台
仕
上
げ
ナ
デ
、
爪
跡

ＳＤ
０４

１
区

皿（
底
部
）

須
恵
器

８４

体
部
１
／３

（
２４
．２
）

（
２１
．０
）

－
球
形
の
体
部
・
底
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＤ
０４

１
区

甕
土
師
器

８５

口
縁
部
１
／４
、
天
井
部
完

－
２
．２
　

（
１３
．９
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
反
し
端
部
下
方
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
・
板
状
痕
、
火
襷

堀
１

１
区

蓋
須
恵
器

８６

口
縁
部
わ
ず
か
、
天
井
部

１
／４

－
２
．２
　

（
１４
．３
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
端
部
下
方
に
つ

ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

堀
１

１
区

蓋
須
恵
器

８７

口
縁
部
１
／４
、
天
井
部
１
／３

－
２
．７
　

（
１５
．７
）

屈
曲
し
な
が
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
下
に
つ
ま
み
出

す
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１

１
区

蓋
須
恵
器

８８

口
縁
部
３
／４
、
底
部
完

８
．１
　

３
．９
　

１２
．６
　

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
く
や
や
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
・
板
状
痕
、
内
面
１
方
向
の

仕
上
げ
ナ
デ

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

８９

口
縁
～
底
部
１
／４

（
８
．５
）

４
．４
　

（
１２
．８
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

９０

口
縁
～
底
部
１
／４

（
８
．９
）

３
．９
　

（
１２
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

９１

口
縁
部１
／１０
、底
部
わ
ず
か

（
７
．２
）

３
．４
　

（
１２
．１
）

外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

９２

T
i
t
l
e
:
1
4
9
5
4
3
_
0
4
表
4
_
横
.
e
c
8
 
P
a
g
e
:
5
8
 
 
D
a
t
e
:
 
2
0
1
5
/
0
3
/
3
1
 
T
u
e
 
1
7
:
1
8
:
5
7
 



第４章　包含層出土遺物

－　59　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
～
底
部
１
／２
強

（
７
．７
）

３
．４
　

（
１３
．０
）

外
傾
す
る
体
部
で
端
部
近
く
で
変
化
し
丸
い
、
ゆ
が
ん

で
上
げ
底
状
に
な
っ
て
い
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷
、
内
面
仕
上
げ
ナ
デ

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

９３

口
縁
１
／３
、
底
部
１
／２
弱

（
７
．８
）

３
．９
　

（
１３
．１
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

９４

口
縁
部
わ
ず
か
、底
部
１
／３

（
９
．５
）

３
．６
　

（
１３
．３
）

突
出
平
底
ぎ
み
で
体
部
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

９５

口
縁
部
１
／１
２
、
底
部
１
／４

（
９
．０
）

４
．７
　

（
１３
．３
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

９６

口
縁
部
１
／１
２
、
底
部
１
／３

（
７
．９
）

３
．８
　

（
１３
．４
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷
、
内
面
仕
上

げ
ナ
デ

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

９７

口
縁
部
１
／４
、底
部
わ
ず
か

（
８
．７
）

３
．７
　

（
１３
．２
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷
、

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

９８

口
縁
部
１
／２
弱
、
底
部
完

９
．５
　

４
．１
　

（
１３
．４
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
反
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

強
い
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

９９

口
縁
部
１
／４
、
底
部
完

９
．４
　

３
．２
　

（
１３
．６
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
・
板
状
痕
、
火
襷
、

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１０
０

口
縁
部
～
底
部
１
／１
６

（
８
．０
）

３
．４
　

（
１３
．５
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１０
１

口
縁
部
１
／６
、
底
部
１
／４

（
８
．５
）

４
．０
　

（
１３
．６
）

平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
の
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
・
板
状
痕
、
火
襷
、
重
ね
焼

き
痕

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１０
２

口
縁
部
１
／４
、
底
部
１
／２
弱

（
７
．８
）

３
．４
　

（
１３
．５
）

上
げ
底
状
の
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１０
３

口
縁
部
１
／６
、
底
部
１
／３

（
８
．０
）

３
．２
　

（
１３
．６
）

不
安
定
な
突
出
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷
、
内
面
仕
上
げ
ナ
デ

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１０
４

口
縁
部
～
底
部
１
／３

（
９
．８
）

３
．５
　

（
１３
．６
）

上
げ
底
状
の
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
重
ね
焼
き
痕

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１０
５

口
縁
部
１
／５
、
底
部
１
／３

（
８
．５
）

３
．８
　

（
１３
．９
）

突
出
平
底
ぎ
み
で
体
部
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１０
６

口
縁
部
１
／８
、底
部
わ
ず
か

（
９
．５
）

３
．３
　

（
１４
．０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
ナ
デ
、
火
襷

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１０
７

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

（
９
．０
）

３
．１
　

（
１４
．１
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
反
り
気
味
に
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１０
８

口
縁
部
わ
ず
か
、底
部
１
／２

（
９
．５
）

３
．８

（
１４
．２
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
焼
成
甘
い

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１０
９

底
部
１
／３

（
８
．５
）

（
１
．５
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
内
面
ヘ
ラ
描
き
格
子
状
文

様
堀
１

１
区

杯
Ａ（
底
部
）

須
恵
器

１１
０

口
縁
部
１
／４
、底
部
ほ
ぼ
完

６
．５
　

３
．１
　

（
１０
．０
）

８
．０
　

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
内
傾
す
る
、
高
台
逆

台
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
内
面
１
方
向
の
仕
上
げ
ナ

デ
、
高
台
貼
付
ナ
デ

堀
１

１
区

耳
皿

須
恵
器

１１
１

口
縁
部
１
／８

－
（
１
．７
）

（
１６
．７
）

不
安
定
な
平
底
で
屈
曲
し
て
外
傾
す
る
体
部
、
端
部
丸

い
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

堀
１

１
区

皿
須
恵
器

１１
２

口
縁
部
わ
ず
か
、底
部
１
／３

（
９
．１
）

２
．７
　

（
１４
．０
）

丸
底
か
ら
外
傾
し
端
部
近
く
で
水
平
に
開
く
、
高
台
高

く
方
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
内
面
の
仕
上
げ
ナ
デ
、
高

台
貼
付
ナ
デ

堀
１

１
区

皿
須
恵
器

１１
３

口
縁
部
１
／８
、
底
部
１
／３

（
８
．６
）

２
．８
　

（
１５
．１
）

内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
で
端
部
丸
く
水
平
ぎ
み
に
反

る
、
方
形
の
高
台
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
内
面
の
仕
上
げ
ナ
デ
、
高

台
貼
付
ナ
デ

堀
１

１
区

皿
須
恵
器

１１
４

口
縁
部
１
／１
２
、
底
部
１
／５

（
６
．５
）

（
３
．５
）

（
１０
．９
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１１
５

口
縁
部
１
／３
強
、
底
部
完

（
７
．８
）

（
３
．０
）

（
１１
．９
）

平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
の
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
・
板
状
痕
、
内
面
１

方
向
仕
上
げ
ナ
デ

堀
１
セ
ク
シ
ョ
ン

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１１
６

口
縁
部
～
体
部
１
／４
、底
部

１
／６

７
．０
　

３
．６
　

１１
．７
　

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１１
７

口
縁
部
１
／３
、
底
部
完
、
体

部
１
／２

７
．０
　

３
．７
　

１２
．４
　

平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
に
伸
び
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１１
８

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

（
６
．８
）

３
．１
　

（
１２
．４
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１１
９

口
縁
部
１
／１
２
。
底
部
２
／３

（
８
．９
）

３
．８
　

（
１２
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１２
０

口
縁
部
わ
ず
か
、底
部
１
／３

８
．０
　

（
４
．２
）

（
１２
．８
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
の
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

堀
１
セ
ク
シ
ョ
ン

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１２
１

T
i
t
l
e
:
1
4
9
5
4
3
_
0
4
表
4
_
横
.
e
c
8
 
P
a
g
e
:
5
9
 
 
D
a
t
e
:
 
2
0
1
5
/
0
3
/
3
1
 
T
u
e
 
1
7
:
1
8
:
5
9
 



－　60　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／６
、
底
部
１
／２
、

体
部
１
／６

（
７
．６
）

４
．０
　

（
１３
．２
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１２
２

口
縁
部
～
底
部
１
／８

（
８
．０
）

４
．０
　

（
１２
．９
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

堀
１
セ
ク
シ
ョ
ン

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１２
３

口
縁
部
～
底
部
１
／３

（
６
．５
）

４
．４
　

（
１３
．０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い
、
端
部
下
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１２
４

口
縁
部
１
／８
、
底
部
３
／５
、

体
部
１
／７

（
８
．０
）

４
．１
　

（
１２
．９
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
く
肥
厚
、
底
部
厚

い
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１２
５

口
縁
部
～
底
部
１
／４
強

（
８
．５
）

３
．８
　

（
１３
．０
）

平
底
か
ら
体
部
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷
、
内
面
仕
上
げ
ナ
デ

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１２
６

口
縁
部
～
底
部
１
／４
弱

（
９
．０
）

３
．８
　

（
１３
．２
）

平
底
か
ら
体
部
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷
、
重
ね
焼
き

痕
堀
１
セ
ク
シ
ョ
ン

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１２
７

口
縁
部
若
干
、
底
部
１
／４

（
８
．１
）

４
．２
　

（
１３
．２
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
体
部
外
反
ぎ
み
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷
、
重
ね
焼
き

痕
堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１２
８

口
縁
部
～
底
部
１
／４

（
９
．３
）

（
４
．２
）

（
１３
．４
）

平
底
か
ら
体
部
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１２
９

口
縁
部
～
底
部
１
／２
弱

８
．９
　

３
．９
　

（
１３
．４
）

平
底
か
ら
体
部
外
反
す
る
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
板
状
痕
、
火
襷

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１３
０

口
縁
部
１
／８
、
底
部
２
／３

７
．８
　

４
．１
　

（
１３
．４
）

平
底
か
ら
体
部
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

堀
１
セ
ク
シ
ョ
ン

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１３
１

口
縁
部
～
底
部
１
／１
２

（
８
．４
）

２
．８
　

（
１３
．７
）

平
底
か
ら
体
部
外
傾
し
端
部
丸
い
、
浅
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
板
状
痕
、
火
襷
、
内
面
仕

上
げ
ナ
デ

堀
１
セ
ク
シ
ョ
ン

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１３
２

口
縁
部
～
底
部
１
／８

（
９
．５
）

３
．３
　

（
１３
．６
）

平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
に
延
び
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷
、
重
ね
焼
き

痕
堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１３
３

口
縁
部
１
／８
、
底
部
２
／３
、

体
部
１
／４

（
７
．６
）

３
．８
　

（
１３
．５
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１３
４

口
縁
部
２
／３
、
底
部
５
／６

９
．１
　

３
．８
　

１３
．６
　

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

堀
１
　
下
層

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１３
５

口
縁
部
～
底
部
１
／２

（
１０
．０
）

３
．０
　

（
１３
．７
）

平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
に
短
く
延
び
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１３
６

口
縁
部
１
／３
、
底
部
１
／４

（
９
．１
）

３
．４
　

（
１３
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１３
７

口
縁
部
１
／３
、
底
部
１
／２
、

体
部
２
／３

（
７
．６
）

４
．０
　

（
１４
．０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
反
り
気
味
に
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１３
８

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

（
８
．０
）

３
．８
　

（
１３
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１３
９

口
縁
部
～
体
部
１
／４
、底
部

１
／２

（
９
．２
）

４
．０
　

（
１４
．０
）

平
底
か
ら
外
反
ぎ
み
に
延
び
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１４
０

ほ
ぼ
完
形

９
．９
　

４
．５
　

１３
．８
　

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷
、
内
面
仕
上
げ
ナ
デ

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１４
１

口
縁
部
１
／４
弱
、
底
部
１
／２

（
９
．０
）

３
．７
　

（
１３
．９
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
肥
厚
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
板
状
痕

堀
１
セ
ク
シ
ョ
ン

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１４
２

口
縁
部
～
底
部
１
／３

（
９
．０
）

３
．９
　

（
１３
．７
）

平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
に
延
び
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１４
３

口
縁
部
１
／４
、
底
部
１
／２
強

９
．８
　

４
．１
　

（
１４
．０
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
板
状
痕

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１４
４

口
縁
部
３
／４
、
底
部
完

１０
．２
　

３
．４
　

１３
．９
　

歪
な
底
部
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１４
５

口
縁
部
～
体
部
１
／６
、底
部

わ
ず
か

（
８
．０
）

３
．５
　

（
１４
．０
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

磨
滅

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１４
６

口
縁
部
若
干
、
底
部
１
／９

（
９
．２
）

（
３
．６
）

（
１４
．２
）

平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
に
延
び
端
部
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１４
７

口
縁
部
１
／６
、
底
部
１
／３

（
９
．０
）

３
．５
　

（
１４
．０
）

平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
に
延
び
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１４
８

口
縁
部
～
底
部
１
／４
弱

（
１０
．４
）

３
．４
　

（
１４
．２
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１４
９

口
縁
部
～
底
部
１
／２

９
．０
　

３
．９
　

（
１４
．２
）

歪
な
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
反
り
ぎ
み
で
丸

い
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１５
０

T
i
t
l
e
:
1
4
9
5
4
3
_
0
4
表
4
_
横
.
e
c
8
 
P
a
g
e
:
6
0
 
 
D
a
t
e
:
 
2
0
1
5
/
0
3
/
3
1
 
T
u
e
 
1
7
:
1
9
:
0
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－　61　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
～
底
部
１
／５

（
９
．１
）

４
．２
　

（
１４
．３
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
付
近
反
っ
て
丸
く
納

め
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１５
１

底
部
１
／３
、
体
部
１
／４

（
８
．２
）

（
３
．４
）

－
不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１５
２

口
縁
部
１
／１
０

（
１１
．９
）

（
１
．３
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
底
面
に
墨
書

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１５
３

口
縁
部
１
／４
、
底
部
１
／２
強

９
．３
　

３
．８
　

（
１３
．２
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
外
面
に
墨
書
「
十
」

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１５
４

底
部
中
央
欠
損

９
．２
　

（
３
．５
）

１３
．０
　

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
外
面
に
墨
書
「
川
」

堀
１

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１５
５

口
縁
部
１
／１
２

（
１１
．０
）

３
．５
　

（
１５
．６
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
外
面
に
墨
書
「
□
中
」

堀
１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

１５
６

口
縁
部
１
／８

－
（
１
．８
）

（
１４
．８
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
傾
し
端
部
下
に
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
天
井
部
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
歪

堀
１
　
下
層

１
区

蓋
須
恵
器

１５
７

口
縁
部
１
／１
２

－
２
．０
　

（
１５
．４
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
反
す
る
体
部
で
端
部
肥
厚
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

堀
１
　
下
層

１
区

蓋
須
恵
器

１５
８

口
縁
部
１
／４

－
（
１
．８
）

（
１５
．５
）

外
傾
しｔ
ン
部
近
く
で
水
平
に
開
き
端
部
角
張
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

堀
１
　
下
層

１
区

蓋
須
恵
器

１５
９

口
縁
部
１
／１
２

－
２
．０
　

（
１７
．４
）

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
水
平
に
開
き
端
部
は
下
方
に
つ

ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

堀
１
　
下
層

１
区

蓋
須
恵
器

１６
０

１
／３

－
３
．０
　

（
１１
．４
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
角
張
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

堀
１
　
下
層

１
区

蓋
須
恵
器

１６
１

口
縁
部
１
／２
強
、底
部
ほ
ぼ

完
８
．８
　

３
．５
　

１２
．９
　

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

堀
１
　
下
層

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１６
２

口
縁
部
１
／４
、
底
部
１
／５

８
．０
　

３
．７
　

１３
．４
　

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

堀
１
　
下
層

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１６
３

口
縁
部
１
／１
４

（
８
．３
）

２
．９
　

（
１３
．８
）

平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
の
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

堀
１
　
下
層

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１６
４

破
片
合
１
／３
弱

（
９
．０
）

３
．４
　

（
１３
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
く
反
り
ぎ
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

堀
１
　
下
層

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１６
５

口
縁
部
～
底
部
１
／５

（
９
．１
）

２
．８
　

（
１３
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

堀
１
　
下
層

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１６
６

底
部
１
／２
弱

（
８
．８
）

（
０
．８
）

－
平
底

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷
、
底
面
墨
書

堀
１
　
下
層

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１６
７

底
部
１
／４

（
７
．０
）

（
１
．６
）

－
不
安
定
な
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷
、
底
面
墨
書

堀
１
　
下
層

１
区

杯
Ａ

須
恵
器

１６
８

口
縁
部
３
／４
、
他
完

８
．２
　

３
．０
　

１３
．９
　

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
水
平
ぎ
み
で
丸
い
、
高
台
高
く

方
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ

デ
堀
１
　
下
層

１
区

台
付
皿

須
恵
器

１６
９

口
縁
部
１
／４
、
底
部
１
／３

（
９
．３
）

６
．３
　

（
１５
．４
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い
、
高
台
逆
台
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１
　
下
層

１
区

杯
Ｂ

須
恵
器

１７
０

体
部
～
底
部
１
／４

（
２
．２
）

（
１３
．６
）

平
た
い
天
井
部
か
ら
外
反
し
端
部
肥
厚
す
る
よ
う
に
丸

い
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
仕
上
げ
ナ
デ

堀
１

１
区

蓋
須
恵
器

１７
１

口
縁
部
～
体
部
１
／６

－
（
２
．１
）

（
１３
．８
）

平
た
い
天
井
部
か
ら
外
反
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ
デ

堀
１

２
区

蓋
須
恵
器

１７
２

口
縁
部
１
／７

（
１
．９
）

（
１５
．３
）

平
た
い
天
井
部
か
ら
外
傾
し
水
平
に
開
き
端
部
下
に
つ

ま
み
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

堀
１

１
区

蓋
須
恵
器

１７
３

口
縁
部
わ
ず
か
、
天
井
部

１
／４

－
２
．８
　

（
１４
．１
）

歪
な
天
井
部
か
ら
外
傾
し
端
部
内
側
下
方
に
つ
ま
み
出

す
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

堀
１
セ
ク
シ
ョ
ン

１
区

蓋
須
恵
器

１７
４

口
縁
部
１
／１
２

－
２
．１
　

（
１５
．６
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
反
し
端
部
大
き
く
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

堀
１

２
区

蓋
須
恵
器

１７
５

口
縁
部
１
／５

－
（
１
．５
）

（
１５
．５
）

平
た
い
天
井
部
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

堀
１
セ
ク
シ
ョ
ン

１
区

蓋
須
恵
器

１７
６

口
縁
部
１
／６
、
体
部
１
／４

－
２
．９
　

（
１５
．６
）

平
た
い
天
井
部
か
ら
外
傾
し
端
部
下
方
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
仕
上
げ
ナ
デ

堀
１

２
区

蓋
須
恵
器

１７
７

口
縁
部
１
／３

２
．５
　

（
１７
．２
）

湾
曲
す
る
天
井
部
か
ら
外
反
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
仕
上
げ
ナ
デ

堀
１

１
区

蓋
須
恵
器

１７
８

口
縁
部
～
体
部
１
／８
、底
部

１
／５

（
１１
．４
）

１
．９
　

（
１３
．２
）

平
底
か
ら
短
く
外
傾
す
る
体
部
屈
曲
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

堀
１

１
区

皿
須
恵
器

１７
９

口
縁
部
１
／１
０
、
底
部
ほ
ぼ

完
、
体
部
１
／２

８
．２
　

２
．８
　

（
１３
．５
）

内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
で
、
端
部
水
平
ぎ
み
で
丸
い
、

高
台
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１

１
区

台
付
皿

須
恵
器

１８
０

T
i
t
l
e
:
1
4
9
5
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3
_
0
4
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－　62　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／５
、底
部
ほ
ぼ
完
、

体
部
１
／２

８
．９
　

２
．３
　

（
１３
．４
）

平
底
か
ら
外
反
す
る
体
部
で
端
部
丸
い
、
高
台
逆
台
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ

デ
堀
１

１
区

台
付
皿

須
恵
器

１８
１

口
縁
部
～
体
部
１
／２
、底
部

１
／３

（
８
．３
）

２
．５
　

（
１２
．４
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
近
く
で
開
き
丸
い
、
高
台
三
角

形
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ

デ
堀
１

１
区

台
付
皿

須
恵
器

１８
２

口
縁
部
～
体
部
１
／５
、底
部

１
／３

（
８
．０
）

３
．１
　

（
１４
．０
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
近
く
で
開
き
丸
い
、
高
台
外
反

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１

２
区

台
付
皿

須
恵
器

１８
３

口
縁
部
～
底
部
１
／６

（
８
．０
）

２
．５
　

（
１４
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い
、
高
台
方
形
で
端
部
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１

１
区

台
付
皿

須
恵
器

１８
４

底
部
完
、
体
部
下
半
１
／２

６
．６
　

（
３
．４
）

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
、
高
台
方
形
で
外
に
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ
、
爪

痕
堀
１

２
区

椀
須
恵
器

１８
５

１
／４

－
２
．５
　

（
１３
．７
）

平
た
い
天
井
部
か
ら
内
湾
し
内
傾
す
る
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

堀
１

２
区

蓋
須
恵
器

１８
６

口
縁
部
１
／５

－
（
５
．６
）

（
１６
．３
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

堀
１

１
区

椀
須
恵
器

１８
７

口
縁
部
３
／４
、底
部
ほ
ぼ
完

１１
．２
　

（
３
．９
）

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
高
台
方
形
で
端
部
外
に
開

く
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ

デ
堀
１
　
下
層

１
区

壺（
底
部
）

須
恵
器

１８
８

底
部
１
／８

（
１３
．０
）

（
３
．４
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
高
台
方
形
で
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１

１
区

壺（
底
部
）

須
恵
器

１８
９

口
縁
部
わ
ず
か
、
底
部
１
／

３
（
１１
．０
）

５
．６
　

（
１８
．０
）

内
湾
す
る
底
部
・
体
部
で
口
縁
部
外
反
し
丸
い
、
高
台

外
に
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ
、

内
面
仕
上
げ
ナ
デ

堀
１

２
区

稜
椀

須
恵
器

１９
０

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
２
．９
）

（
３２
．０
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
上
方
に
方
形
に
つ
ま
み
上
げ

る
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

堀
１

１
区

甕（
口
縁
）

須
恵
器

１９
１

口
縁
部
若
干

－
（
７
．６
）

－
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
肥
厚
す
る
が
残
存
し
て
い
な

い
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
タ
タ
キ
、
自
然
釉

堀
１

１
区

甕
須
恵
器

１９
２

底
部
１
／８
、
体
部
１
／５

（
９
．０
）

（
５
．６
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

堀
１

１
区

鉢
須
恵
器

１９
３

口
縁
部
１
／５

（
２
．６
）

（
１４
．６
）

外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

堀
１

１
区

杯
須
恵
器

１９
４

口
縁
部
わ
ず
か

（
４
．１
）

（
４１
．６
）

外
反
す
る
口
縁
部
端
部
下
方
に
肥
厚
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
タ
タ
キ
、
仕
上
げ
ナ
デ

堀
１

２
区

甕（
口
縁
）

須
恵
器

１９
５

口
縁
部
１
／４

－
（
４
．７
）

（
４３
．４
）

外
反
す
る
口
縁
部
端
部
下
方
に
肥
厚
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
タ
タ
キ
、
仕
上
げ
ナ
デ

堀
１
ア
ゼ

１
区

蓋（
口
縁
）

須
恵
器

１９
６

口
縁
部
わ
ず
か
、
頸
部
１
／

１２
－

（
１０
．２
）

（
５４
．２
）

外
反
す
る
口
縁
部
端
部
下
方
に
肥
厚
す
る
、
体
部
水
平

に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
タ
タ
キ
、
仕
上
げ
ナ
デ

堀
１

１
区

甕（
口
縁
）

須
恵
器

１９
７

底
部
完
、
体
部
１
／８
、
肩
部

１
／４

（
４２
．５
）

（
３５
．８
）

－
小
さ
く
歪
な
底
ｋ
ら
卵
形
の
体
部

タ
タ
キ
、
ナ
デ

堀
１

２
区

甕
須
恵
器

１９
８

口
縁
部
１
／１
６

－
（
４
．７
）

（
１５
．８
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

堀
１
周
辺

１
区

椀
瓦
器

１９
９

口
縁
部
～
底
部
１
／６

（
７
．６
）

６
．１
　

（
１６
．０
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い
、
高
台
三
角
で
外
に
開
く

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１

１
区

椀
黒
色
土
器（
内
黒
）

２０
０

底
部
完
、
高
台
欠

－
（
３
．０
）

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
、
高
台
破
損

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

堀
１

１
区

椀（
底
部
）

黒
色
土
器（
内
黒
）

２０
１

底
部
３
／４

（
８
．０
）

（
２
．５
）

－
内
湾
す
る
底
部
体
部
で
高
台
長
方
形
で
端
部
肥
厚
す
る

高
台
付
く

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１

１
区

椀（
底
部
）

黒
色
土
器（
内
黒
）

２０
２

口
縁
部
わ
ず
か
、
底
部
１
／

４
弱

（
６
．７
）

５
．０
　

（
１５
．９
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い
、
三
角
の
高
台

ミ
ガ
キ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１

１
区

椀
黒
色
土
器（
内
黒
）

２０
３

底
部
１
／３

（
６
．５
）

（
１
．６
）

－
内
湾
す
る
底
部
で
三
角
の
高
台
外
に
開
く

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１

１
区

椀（
底
部
）

黒
色
土
器（
内
黒
）

２０
４

底
部
３
／４
、
高
台
１
／５

（
６
．６
）

（
２
．１
）

－
内
湾
す
る
底
部
で
三
角
の
高
台
外
に
開
く

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１

１
区

椀（
底
部
）

黒
色
土
器（
内
黒
）

２０
５

底
部
１
／３

（
７
．９
）

（
２
．３
）

－
内
湾
す
る
底
部
で
端
部
丸
い
三
角
の
高
台
高
く
垂
下
す

る
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１

１
区

椀（
底
部
）

黒
色
土
器（
内
黒
）

２０
６

底
部
ほ
ぼ
完

７
．０
　

（
１
．９
）

－
内
湾
す
る
底
部
で
端
部
丸
い
三
角
の
高
台
垂
下
す
る

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１
セ
ク
シ
ョ
ン

１
区

椀（
底
部
）

黒
色
土
器（
内
黒
）

２０
７
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残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

底
部
１
／２
弱

（
５
．８
）

（
２
．８
）

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
三
角
の
高
台
開
く

磨
滅

堀
１
セ
ク
シ
ョ
ン

１
区

椀（
底
部
）

黒
色
土
器（
内
黒
）

２０
８

底
部
２
／３

７
．９
　

（
２
．３
）

－
内
湾
す
る
底
部
で
端
部
丸
い
三
角
の
高
台
高
く
垂
下
す

る
ミ
ガ
キ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ
、
ヘ
ラ

切
り

堀
１

２
区

椀
黒
色
土
器（
内
黒
）

２０
９

底
部
１
／２

（
７
．８
）

（
２
．１
）

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
三
角
の
高
台
開
く

ミ
ガ
キ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

堀
１

２
区

椀
黒
色
土
器（
内
黒
）

２１
０

口
縁
部
～
底
部
１
／６

－
（
２
．５
）

（
１４
．５
）

内
湾
ぎ
み
の
体
部
で
端
部
丸
い

ミ
ガ
キ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ

堀
１

２
区

皿
黒
色
土
器（
内
黒
）

２１
１

口
縁
部
１
／５
、
底
部
完

７
．０
　

３
．２
　

（
１３
．８
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
三
角
の
高
台
開
く

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１

１
区

皿
黒
色
土
器（
内
黒
）

２１
２

底
部
１
／３

（
７
．６
）

（
２
．３
）

－
内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
で
高
台
外
に
開
き
端
部
丸
い

ミ
ガ
キ

堀
１

２
区

椀
黒
色
土
器（
内
黒
）

２１
３

口
縁
部
～
底
部
１
／８

（
７
．８
）

３
．３
　

（
１４
．５
）

内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
で
端
部
丸
い
、
高
台
細
く
垂

下
し
端
部
丸
い

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１

１
区

皿
黒
色
土
器（
内
黒
）

２１
４

底
部
１
／２

４
．４
　

（
３
．０
）

－
高
い
ベ
タ
高
台
で
や
や
開
く
、
底
面
平
坦

糸
切
り

堀
１

１
区

台
付
皿（
底
部
）

土
師
器

２１
５

た
き
口
上
部
の
破
片

保
留

外
傾
す
る
庇
部
で
端
部
肥
厚
、
体
部
は
内
湾

ユ
ビ
オ
サ
エ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

堀
１

２
区

か
ま
ど

土
師
質

２１
６

口
縁
部
若
干
、
底
部
完

５
．６
　

１
．５
　

（
８
．８
）

緩
や
か
に
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
外
傾
し
丸
い

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

堀
　
上
層
掘
削
時

２
区

小
皿

土
師
器

２１
７

口
縁
部
～
底
部
１
／６

（
４
．４
）

２
．０
　

（
７
．７
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ

堀
１

１
区

小
皿

土
師
器

２１
８

口
縁
部
１
／８
、
底
部
１
／４

（
６
．９
）

１
．６
　

（
９
．５
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ

堀
１

１
区

小
皿

土
師
器

２１
９

底
部
１
／４
弱

（
８
．０
）

（
２
．４
）

－
突
出
平
底
で
体
部
外
反
す
る

磨
滅

堀
１

１
区

椀（
底
部
）

土
師
器

２２
０

口
縁
部
～
底
部
１
／１
２

１０
．２
　

９
．０
　

１４
．８
　

不
安
定
な
平
底
か
ら
体
部
外
傾
し
端
部
尖
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

堀
１

２
区

皿
黒
色
土
器（
内
黒
）

２２
１

口
縁
部
～
底
部
１
／４

（
９
．４
）

２
．３
　

（
１４
．７
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ナ
デ
、
強
い
ヨ
コ
ナ
デ

堀
１

２
区

皿
土
師
器

２２
２

口
縁
部
～
底
部
１
／５

（
１０
．２
）

（
２
．２
）

（
１５
．３
）

外
傾
す
る
体
部
で
端
部
反
る
、
底
部
は
不
安
定
な
平
底

か
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

堀
１

１
区

皿
土
師
器

２２
３

口
縁
部
１
／１
０
、
底
部
わ
ず

か
、
体
部
１
／１
０

（
６
．６
）

３
．０
　

（
５
．９
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

堀
１

１
区

杯
Ａ

土
師
器

２２
４

口
縁
部
１
／９
、
底
部
１
／４

（
７
．０
）

３
．４
　

（
１２
．２
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ヘ
ラ
切
り
、
磨
滅

堀
１

２
区

杯
Ａ

土
師
器

２２
５

口
縁
部
わ
ず
か
、
底
部
１
／

４
弱

（
７
．６
）

３
．０
　

（
１３
．９
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
体
部
外
傾
し
端
部
反
る

ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

堀
１

１
区

杯
Ａ

土
師
器

２２
６

口
縁
部
１
／１
２
、
底
部
１
／６
、

体
部
１
／８

（
８
．０
）

３
．５
　

（
１４
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ナ
デ
、
磨
滅

堀
１

１
区

杯
Ａ

土
師
器

２２
７

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
４
．２
）

（
１５
．２
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ミ
ガ
キ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ

堀
１
　
下
層

１
区

椀
土
師
器

２２
８

口
縁
部
若
干
、
底
部
１
／４

８
．４
　

４
．５
　

（
１３
．４
）

歪
な
底
部
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い
、
高
台
高
く
外
に
開

く
ミ
ガ
キ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

堀
１

２
区

椀
土
師
器

２２
９

底
部
１
／２

（
６
．２
）

（
３
．４
）

－
不
安
定
な
平
底
か
ら
体
部
外
傾

ヘ
ラ
切
り
、
磨
滅

堀
１

１
区

杯
Ａ（
底
部
）

土
師
器

２３
０

口
縁
部
１
／４

－
（
５
．０
）

（
１８
．０
）

外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
上
方
に
つ
ま
み
出
す
、
体
部

外
傾

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ

堀
１

１
区

甕
土
師
器

２３
１

口
縁
部
１
／５

（
４
．５
）

（
１９
．９
）

外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
上
方
に
つ
ま
み
出
す
、
体
部

外
傾

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ

堀
１

１
区

甕
土
師
器

２３
２

口
縁
部
１
／９
、
体
部
１
／５

（
７
．５
）

（
２５
．４
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
上
に
つ

ま
む

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

堀
１

１
区

甕
土
師
器

２３
３

口
縁
部
～
底
部
１
／８

－
（
４
．６
）

（
２５
．７
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
上
に
つ

ま
む

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

堀
１

２
区

甕
土
師
器

２３
４

口
縁
部
１
／１
２

（
２
．７
）

（
２７
．８
）

外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
上
方
に
つ
ま
み
上
げ
る

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ

堀
１
セ
ク
シ
ョ
ン

１
区

甕
土
師
器

２３
５
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－　64　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／６

－
（
５
．５
）

（
２５
．５
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
内
湾
ぎ
み
の
口
縁
部
で
端
部
上
に

つ
ま
む

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ

堀
１

１
区

甕
土
師
器

２３
６

口
縁
部
１
／４

－
（
８
．７
）

（
２８
．０
）

内
傾
す
る
体
部
に
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
上
方
に
肥

厚
ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

堀
１

１
区

甕
土
師
器

２３
７

口
縁
部
１
／１
２

－
（
８
．７
）

（
２９
．８
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
上
に
つ

ま
む

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
板
ナ
デ

堀
１

２
区

甕
土
師
器

２３
８

口
縁
部
１
／９

－
（
８
．２
）

（
３３
．１
）

内
傾
す
る
体
部
に
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
肥
厚

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

堀
１

１
区

甕
土
師
器

２３
９

口
縁
部
１
／１
３
、
体
部
１
／９

（
１３
．４
）

（
３９
．４
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
上
に
つ

ま
む

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
板
ナ
デ

堀
１

１
区

鍋
土
師
器

２４
０

口
縁
部
１
／１
８

（
４０
．６
）

（
１２
．６
）

（
４３
．８
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
し
端
部
上
に
大
き
く
つ
ま
み

上
げ
る

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
板
ナ
デ

堀
１

１
区

鍋
土
師
器

２４
１

口
縁
部
１
／６
、
体
部
１
／３

（
１７
．５
）

（
１５
．８
）

（
１８
．７
）

球
形
の
底
部
か
ら
直
立
す
る
体
部
で
口
縁
部
外
反
し
端

部
角
張
る

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
板
ナ
デ

堀
１

１
区

甕
土
師
器

２４
２

一
部

７
．４
　

８
．７
　

筒
状
で
器
壁
厚
い

ナ
デ
、
青
変

堀
１

１
区

ふ
い
ご
羽
口

土
製
品

２４
３

わ
ず
か

緩
や
か
に
湾
曲

布
目
、
格
子
タ
タ
キ

堀
１

１
区

平
瓦

瓦
２４
４

１
／１
０

湾
曲
、
端
面
２
面
面
取
り

布
目
、
格
子
タ
タ
キ

堀
１

１
区

平
瓦

瓦
２４
５

口
縁
部
一
部

－
（
５
．８
）

（
１３
．０
）

内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２４
６

口
縁
部
１
／４

－
（
４
．１
）

（
１４
．７
）

内
湾
ぎ
み
で
端
部
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２４
７

口
縁
部
１
／８

－
（
７
．３
）

（
１３
．３
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２４
８

口
縁
部
一
部

－
（
５
．５
）

（
１５
．０
）

内
湾
す
る

ナ
デ
、
沈
線
状
の
段

堀
１

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２４
９

口
縁
部
～
体
部
１
／２

－
（
１０
．９
）

（
１５
．２
）

外
傾
し
端
部
角
張
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２５
０

口
縁
部
一
部

－
（
４
．４
）

（
１６
．８
）

直
立
ぎ
め
で
端
部
内
傾

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２５
１

口
縁
部
一
部

－
（
５
．９
）

（
１６
．８
）

外
傾
し
端
部
角
張
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２５
２

口
縁
部
一
部

－
（
４
．８
）

（
１６
．０
）

外
傾
し
端
部
角
張
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
粘
土
継
ぎ
目

堀
１

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２５
３

口
縁
部
一
部

－
（
９
．６
）

（
１５
．２
）

外
傾
し
端
部
で
口
縁
部
直
立

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２５
４

口
縁
部
一
部

－
（
１２
．３
）

（
１７
．０
）

外
傾
し
端
部
丸
い
、
器
壁
厚
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２５
５

口
縁
部
一
部

－
（
６
．１
）

（
１６
．２
）

内
湾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２５
６

口
縁
部
１
／７

－
（
７
．６
）

（
１５
．７
）

外
傾
し
端
部
内
側
に
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２５
７

口
縁
部
１
／６

（
６
．１
）

（
１５
．７
）

外
傾
し
端
部
内
側
に
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２５
８

口
縁
部
１
／８

－
（
６
．５
）

（
１７
．０
）

外
傾
し
端
部
内
側
に
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２５
９

口
縁
部
１
／６
、
体
部
１
／４

（
８
．３
）

（
１４
．５
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
Ｃａ
付
着

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２６
０

口
縁
部
１
／８
強

－
（
８
．２
）

（
１８
．０
）

外
傾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２６
１

口
縁
部
１
／９

－
（
６
．８
）

（
２２
．２
）

内
湾
し
端
部
肥
厚

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２６
２

底
部
完

－
（
２
．８
）

－
丸
底

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１
ア
ゼ

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２６
３

底
部
１
／９

－
（
５
．９
）

－
丸
底
で
体
部
外
傾

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器（
底
部
）

土
師
器

２６
４

体
部
～
底
部
１
／２

（
２
．０
）

（
９
．２
）

－
歪
な
丸
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２６
５

口
縁
部
３
／４
、
底
部
完

－
１７
．０
　

長
１９
．０
　

短
１１
．９
　

丸
底
か
ら
屈
曲
し
な
が
ら
開
き
端
部
内
傾
し
丸
い
、
歪

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
器
表
ひ
び
割
れ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２６
６
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第４章　包含層出土遺物
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残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
一
部

－
（
１０
．８
）

（
１６
．０
）

屈
曲
し
な
が
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１
　
下
層

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２６
７

口
縁
部
１
／６

－
（
９
．９
）

（
１４
．６
）

外
傾
す
る
体
部
で
口
縁
付
近
で
屈
曲
し
内
傾
し
端
部
丸

い
ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２６
８

口
縁
部
１
／９

－
（
７
．４
）

（
１５
．９
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２６
９

口
縁
部
１
／３

－
（
１８
．３
）

（
９
．３
）

歪
に
内
湾
し
旦
ン
部
尖
り
気
味
、
全
体
に
薄
手

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２７
０

口
縁
部
１
／７

－
（
６
．０
）

（
１５
．５
）

外
傾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２７
１

口
縁
部
一
部

－
（
５
．０
）

（
１６
．０
）

内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１
　
下
層

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２７
２

口
縁
部
１
／５

－
（
７
．５
）

（
１２
．７
）

内
湾
ぎ
み
の
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２７
３

口
縁
部
１
／６

－
（
６
．８
）

（
１５
．５
）

内
湾
し
端
部
丸
味
を
持
つ

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２７
４

口
縁
部
一
部

－
（
５
．９
）

（
１８
．０
）

直
立
ぎ
み
で
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１
　
下
層

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２７
５

口
縁
部
１
／９

－
（
７
．５
）

（
１５
．９
）

内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２７
６

体
部
～
底
部
１
／４

－
（
９
．１
）

－
尖
り
底
に
近
い
丸
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２７
７

底
部
１
／２
、
体
部
下
半
１
／４

（
１３
．１
）

－
丸
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１
　
下
層

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２７
８

底
部
完

－
（
５
．３
）

－
丸
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

堀
１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

２７
９

底
部
完

－
（
２
．４
）

－
丸
底

ナ
デ

堀
１
　
下
層

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２８
０

底
部
完

－
（
２
．１
）

－
歪
な
丸
底

ナ
デ

堀
１
　
下
層

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

２８
１

口
縁
部
１
／１
２

（
１２
．７
）

－
（
５
．３
）

（
１３
．１
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸

い
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ｐ５
００

２
区

甕
土
師
器

２８
２

底
部
１
／４
強

（
８
．８
）

（
２
．０
）

－
内
湾
す
る
底
部
で
外
に
開
く
三
角
形
の
高
台
が
付
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ｐ５
００

２
区

椀（
底
部
）

黒
色
土
器
Ａ

２８
３

口
縁
部
１
／８

－
（
４
．８
）

（
１６
．７
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ｐ５
００

２
区

椀
黒
色
土
器
Ａ

２８
４

底
部
４
／５

（
６
．８
）

３
．６
　

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
、
内
面
に
銭
貨
の
痕
跡

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
糸
切
り
、
内
面
１
方
向
の
仕
上
げ

ナ
デ

Ｐ７
０

２
区

杯
Ａ

土
師
器

２８
５

口
縁
端
部
１
／３
、
底
部
完

６
．４
　

３
．４
　

１１
．４
　

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
尖
る
、
内
面
に
銭
貨

の
痕
跡

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
糸
切
り
後
板
状
圧
痕

Ｐ７
１

２
区

杯
Ａ

土
師
器

２８
６

口
縁
部
１
／２
強
、
底
部
３
／４

６
．５
　

４
．０
　

１１
．３
　

僅
か
に
上
げ
底
に
な
り
体
部
内
湾
し
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
糸
切
り

Ｐ７
１

２
区

杯
Ａ

土
師
器

２８
７

口
縁
部
１
／５

－
（
５
．５
）

（
１３
．５
）

歪
に
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ１
０１

２
区

椀
瓦
器

２８
８

３
／４

（
５
．９
）

１
．３
　

１
．５
　

有
孔
、
棒
状
で
両
端
に
穿
孔

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ５
２５

２
区

土
錘

土
師
器

２８
９

口
縁
部
～
体
部
１
／５
、底
部

１
／３

（
３
．０
）

３
．８
　

（
１４
．８
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い
、
痕
跡
程
度
の
高
台

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ｐ５
７７

２
区

椀
瓦
器

２９
０

底
部
１
／３

（
７
．０
）

（
２
．８
）

－
外
傾
す
る
体
部
に
平
坦
な
底
部
で
高
台
細
く
外
に
尖
る

ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
仕
上
げ
ナ
デ

Ｐ５
０４

２
区

椀
須
恵
器

２９
１

口
縁
部
１
／６
、
底
部
１
／１
２

（
８
．０
）

１
．５
　

（
１２
．８
）

平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
に
延
び
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ２
２

２
区

皿
土
師
器

２９
２

口
縁
部
１
／５
、
体
部
一
部

－
（
９
．０
）

（
２９
．６
）

内
傾
す
る
体
部
で
口
縁
部
外
傾
し
端
部
肥
厚
す
る

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

Ｐ２
２

２
区

甕
土
師
器

２９
３

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

（
６
．０
）

１
．５
　

（
８
．８
）

平
底
で
短
く
内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ナ
デ
、
底
部
糸
切
り

Ｐ３
６

２
区

小
皿

土
師
器

２９
４

口
縁
部
１
／６
、
底
部
完
、
体

部
１
／２

９
．０
　

２
．６
　

（
１６
．６
）

平
底
で
体
部
外
傾
し
端
部
反
っ
て
丸
く
な
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

Ｐ４
２

２
区

皿
須
恵
器

２９
５

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

－
（
４
．０
）

（
１４
．２
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ナ
デ

Ｐ４
２

２
区

椀
瓦
器

２９
６

口
縁
部
～
体
部１
／２
、底
部
完

６
．０
　

４
．１
　

（
１３
．０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
く
肥
厚
ぎ
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切
り
で
板
状
圧
痕

Ｐ４
５

２
区

椀
須
恵
器

２９
７
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－　66　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
２
／３
、
底
部
２
／３
、

体
部
ほ
ぼ
完

７
．４
　

４
．１
　

（
１２
．５
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
反
る
、
歪

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切
り

Ｐ４
７

２
区

椀
須
恵
器

２９
８

口
縁
部
１
／１
２

－
（
６
．５
）

（
４３
．２
）

外
傾
す
る
体
部
で
口
縁
部
も
外
傾
し
端
部
上
に
つ
ま
み

上
げ
る

ハ
ケ
、
ナ
デ

Ｐ４
７

２
区

鍋
土
師
器

２９
９

口
縁
部
１
／３
、
底
部
完

４
．０
　

２
．１
　

９
．５
　

丸
味
を
持
つ
不
安
定
な
平
底
か
ら
体
部
外
傾
し
端
部
丸

く
反
る

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
、
暗
文

Ｐ４
８

２
区

皿
瓦
器

３０
０

口
縁
部
１
／３

－
（
４
．０
）

（
１５
．２
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

Ｐ５
８

２
区

椀
黒
色
土
器（
内
黒
）

３０
１

口
縁
部
～
底
部
１
／５

（
５
．２
）

０
．９
　

（
７
．５
）

平
底
か
ら
短
く
内
湾
し
端
部
丸
い

ナ
デ

Ｐ６
５

２
区

皿
瓦
器

３０
２

底
部
の
み

５
．０
　

（
２
．４
）

－
平
底
で
ベ
タ
高
台
状
に
な
り
穿
孔
す
る
、
体
部
外
傾
か

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

Ｐ７
５

２
区

（
底
部
）

土
師
器

３０
３

底
部
１
／４

（
１２
．５
）

（
７
．１
）

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

Ｐ１
１４

２
区

壺（
底
部
）

須
恵
器

３０
４

口
縁
部
１
／２

（
６
．３
）

１
．２
　

（
８
．１
）

平
底
か
ら
短
く
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
糸
切
り

Ｐ１
５４

２
区

小
皿

土
師
器

３０
５

口
縁
部
３
／４
、
底
部
完

７
．２
　

３
．８
　

１３
．０
　

不
安
定
な
平
底
で
体
部
内
湾
し
端
部
丸
い
、
歪
、
籾
殻

含
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
糸
切
り

Ｐ１
６１

２
区

杯
Ａ

土
師
器

３０
６

ほ
ぼ
完
形

中
央
が
幅
広
く
両
端
は
細
く
な
る
、
片
側
か
ら
穿
孔

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ１
９４

２
区

土
錘

土
製
品

３０
７

頸
部
１
／９

最
大

（
２６
．０
）　

（
６
．５
）

－
内
湾
す
る
体
部
で
口
縁
部
外
反
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
タ
タ
キ

Ｐ１
５９

２
区

甕
須
恵
器

３０
８

口
縁
部
１
／９

－
（
１
．４
）

（
１０
．３
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
尖
る

施
釉

Ｐ１
７８

２
区

皿
青
磁

３０
９

口
縁
部
１
／４

－
（
４
．３
）

（
１５
．３
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ｐ２
３８

２
区

椀
土
師
器

３１
０

口
縁
部
１
／６

（
９
．７
）

（
２
．３
）

（
１５
．８
）

内
湾
す
る
体
部
で
短
い
頸
部
か
ら
屈
曲
し
端
部
丸
く
つ

ま
む
上
げ
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
金
雲
母
含
む

Ｐ２
４４

２
区

皿
土
師
器

３１
１

口
縁
部
若
干
、
つ
ま
み
完

つ
ま
み
径

２
．３
　

１
．４
　

（
１３
．０
）

水
平
に
近
く
延
び
屈
曲
し
端
部
肥
厚
し
丸
い
、
つ
ま
み

扁
平
な
宝
珠

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
内
面
仕
上
げ
ナ
デ
、
自
然
釉

Ｐ１
８８

２
区

蓋
須
恵
器

３１
２

底
部
完（
高
台
な
し
）

－
（
３
．３
）

－
内
湾
す
る
底
部
・
体
部
で
外
反
す
る
高
台
が
付
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
ナ
デ

Ｐ１
９９

２
区

椀
土
師
器

３１
３

口
縁
部
若
干
、
体
部
１
／９

－
（
３
．３
）

（
１３
．７
）

内
湾
し
端
部
丸
い

施
釉
、
外
面
下
半
露
胎

Ｐ２
４９

２
区

椀
白
磁

３１
４

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
７
．０
）

（
２４
．０
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
近
く
で
水
平
に
屈
曲
し
端
部

内
外
に
肥
厚

ナ
デ
、
自
然
釉
付
着

Ｐ５
０９

２
区

甕
須
恵
器

３１
５

口
縁
部
１
／７

－
（
４
．３
）

（
１４
．２
）

直
立
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
ハ
ケ

Ｐ２
７１

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

３１
６

口
縁
部
１
／３
弱
、
底
部
１
／６

（
８
．２
）

３
．２
　

（
１３
．８
）

上
げ
底
ぎ
み
で
内
湾
す
る
体
部
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
、
ナ
デ

Ｐ２
８０

２
区

杯
土
師
器

３１
７

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

－
（
３
．２
）

（
１２
．０
）

内
湾
し
端
部
反
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ２
８３

２
区

椀
土
師
器

３１
８

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
６
．０
）

（
２１
．２
）

内
湾
す
る
体
部
か
ｒ
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ナ
デ
、
刻
み
目

Ｐ２
８３

２
区

甕
弥
生
土
器

３１
９

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

（
８
．８
）

２
．８
　

（
１３
．０
）

平
底
か
ら
内
湾
し
端
部
外
側
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

Ｐ３
３２

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

３２
０

口
縁
部
３
／４
、
底
部
完
、

５
．５
　

１
．５
　

８
．４
　

上
げ
底
で
体
部
や
や
内
湾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
糸
切
り

Ｐ４
１９

２
区

小
皿

土
師
器

３２
１

口
縁
部
１
／９
、
体
部
１
／６

－
（
４
．５
）

（
１３
．２
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ５
２７

２
区

椀
瓦
器

３２
２

口
縁
部
１
／６
、
底
部
完
、
体

部
１
／３

４
．４
　

４
．２
　

（
１３
．８
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い
、
器
表
歪
、
外
側
に
開
く

高
台

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ５
６２

２
区

椀
瓦
器

３２
３

底
部
１
／４
、
体
部
１
／１
０

（
５
．６
）

（
２
．４
）

－
断
面
逆
台
形
の
高
台
削
り
出
す
、
底
部
平
坦
で
体
部
内

湾
施
釉
、
底
部
露
胎

Ｐ５
５８

２
区

碗
青
磁

３２
４

わ
ず
か

（
６
．４
）

（
２
．１
）

－
方
形
の
高
台
で
底
面
平
た
く
内
湾
す
る
体
部

施
釉
、
底
部
露
胎
、
見
込
部
に
圏
線

Ｐ５
９８

２
区

碗
青
磁

３２
５

口
縁
部
１
／５
、
底
部
１
／３

（
６
．０
）

１
．３
　

（
８
．４
）

平
底
か
ら
短
く
外
傾
す
ｒ
体
部
で
端
部
丸
い

ナ
デ

Ｐ７
５１

２
区

小
皿

土
師
器

３２
６
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第４章　包含層出土遺物

－　67　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
一
部

－
（
８
．５
）

外
傾
し
端
部
上
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ｐ７
５１

２
区

鉢
須
恵
器

３２
７

口
縁
部
１
／７
、
底
部
１
／５

（
６
．０
）

１
．７
　

（
９
．８
）

平
底
か
ら
短
く
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
や
や
反
り
丸
い

ナ
デ

Ｐ７
６５

２
区

小
皿

土
師
器

３２
８

口
縁
部
～
底
部
１
／８

（
９
．２
）

４
．４
　

（
１６
．０
）

歪
な
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
薄
く
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
糸
切
り

ＳＤ
０２

２
区

皿
土
師
器

３２
９

底
部
１
／３

（
８
．０
）

（
３
．１
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
高
台
高
く
外
傾
し
端
部
尖

る
ナ
デ

ＳＤ
０２

２
区

椀
土
師
器

３３
０

一
部

－
（
５
．５
）

（
１３
．４
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

ＳＤ
０２

２
区

椀
瓦
器

３３
１

底
部
完
、
体
部
下
半
１
／２

５
．１
　

（
３
．２
）

－
内
湾
す
る
底
部
・
体
部
で
低
い
削
り
出
し
の
高
台
が
付

く
施
釉
、
底
面
・
体
部
外
面
下
半
露
胎

ＳＤ
０２

２
区

碗
白
磁

３３
２

底
部
１
／３
、
体
部
下
半
１
／３

（
７
．６
）

（
２
．９
）

－
平
底
ぎ
み
か
ら
内
湾
す
る
体
部
、
直
立
す
る
方
形
の
高

台
ナ
デ

ＳＤ
０５

２
区

椀
土
師
器

３３
３

口
縁
部
１
／６
、
底
部
２
／３
、

体
部
１
／５

（
６
．０
）

２
．５
　

（
１４
．８
）

平
底
か
ら
稜
線
を
有
さ
ず
に
外
傾
す
る
口
縁
部
に
な
り

端
部
丸
い

ナ
デ

ＳＸ
０１

２
区

皿
土
師
器

３３
４

体
部
上
半
１
／３

－
（
３
．０
）

－
内
湾
す
る
肩
部
に
横
向
け
の
輪
状
の
耳
が
付
く

施
釉

ＳＸ
０１

２
区

四
耳
壺

白
磁

３３
５

口
縁
部
１
／１
２
、
底
部
完
、

体
部
１
／６

（
３３
．１
）

１０
．４
　

２２
．４
　

（
３５
．４
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
直
立
ぎ
み
に
延
び
口
縁
部

外
反

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
黒
斑

ＳＸ
０１

２
区

甕
土
師
器

３３
６

口
縁
部
～
底
部
２
／３

５
．８
　

３
．３
　

１２
．２
　

器
壁
薄
く
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
、
重
ね
焼
き
痕

ＳＥ
０１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

３３
７

口
縁
部
１
／５
、
底
部
４
／５

７
．５
　

３
．８
　

（
１２
．９
）

平
底
ｋ
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
、
重
焼
き
痕
、
内
面
仕
上

げ
ナ
デ

ＳＥ
０１

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

３３
８

口
縁
部
１
／１
３

－
（
４
．９
）

－
口
縁
部
外
反
し
端
部
角
張
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＥ
０１

２
区

甕
須
恵
器

３３
９

口
縁
部
若
干

－
（
３
．２
）

－
外
傾
し
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
重
ね
焼
き
痕

ＳＥ
０１

２
区

鉢
須
恵
器

３４
０

口
縁
部
１
／３

－
（
１０
．３
）

（
１７
．０
）

外
反
す
る
体
部
か
ら
キ
ャ
リ
パ
ー
状
に
口
縁
部
に
続
く
、

端
部
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＥ
０
2　
堀
方

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

３４
１

底
部
１
／６

（
６
．５
）

（
３
．２
）

－
厚
い
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
高
台
低
く
削
り
出
す

施
釉

ＳＥ
０１

２
区

碗
青
磁

３４
２

３
／４

－
（
２
．０
）

１５
．３
　

天
井
部
平
坦
で
外
傾
し
て
口
縁
部
に
な
り
端
部
下
方
に

つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

ＳＥ
０
2

２
区

蓋
須
恵
器

３４
３

１
／３

つ
ま
み
径

（
６
．０
）　

２
．８
　

（
１４
．８
）

内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
、
端
部
尖
る
、
つ
ま
み
部
外

反
ユ
ビ
オ
サ
エ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
天
井
部
糸
切
り
後

ナ
デ

ＳＥ
０
2

２
区

蓋
土
師
器

３４
４

口
縁
部
１
／３
、
底
部
１
／２

（
９
．５
）

３
．４
　

（
１４
．１
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切
り
、
２
次
焼
成

ＳＥ
０
2

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

３４
５

口
縁
部
～
底
部
１
／４

（
１０
．４
）

３
．２
　

（
１４
．７
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切
り

ＳＥ
０
2

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

３４
６

口
縁
部
～
底
部
１
／４

（
８
．８
）

３
．１
　

（
１４
．４
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

ＳＥ
０
2

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

３４
７

口
縁
部
～
底
部
１
／５

（
８
．４
）

（
３
．０
）

（
１４
．２
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切
り

ＳＥ
０
2

２
区

杯
Ａ

須
恵
器

３４
８

口
縁
部
～
底
部
１
／４

（
４
．６
）

１
．６
　

（
６
．７
）

平
底
か
ら
短
く
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
糸
切
り

ＳＥ
０
2

２
区

小
皿

土
師
器

３４
９

口
縁
部
～
底
部
１
／４

（
５
．９
）

１
．６
　

（
８
．１
）

凹
凸
の
あ
る
平
底
か
ら
短
く
外
傾
し
端
部
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
糸
切
り

ＳＥ
０
2

２
区

小
皿

土
師
器

３５
０

完
形

－
１
．７
　

８
．５
　

浅
い
丸
底
か
ら
短
く
外
反
す
る
、
端
部
尖
り
ぎ
み
、
歪

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＥ
０
2

２
区

小
皿

瓦
器

３５
１

口
縁
部
１
／３

－
（
９
．９
）

（
２７
．３
）

内
湾
す
る
体
部
で
口
縁
部
外
傾
し
端
部
上
に
肥
厚
、
断

面
三
角
の
突
帯
肩
部
に
付
く

ハ
ケ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＥ
０
2

２
区

甕
土
師
器

３５
２

口
縁
部
～
底
部
３
／４
強

３
．２
　

４
．３
　

１４
．０
　

丸
底
ぎ
み
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
や
や
反
り
丸
い
、

低
い
三
角
の
高
台

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

ＳＥ
０
2

２
区

椀
瓦
器

３５
３

口
縁
部
１
／４

－
（
４
．８
）

（
９
．５
）

内
湾
し
端
部
内
側
に
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＥ
０
2

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

３５
４

口
縁
部
１
／４
弱

－
（
６
．８
）

（
１３
．７
）

外
傾
し
端
部
近
く
で
厚
く
な
り
尖
る

ナ
デ

ＳＥ
０
2

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

３５
５
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－　68　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／１
０

－
（
５
．７
）

（
１８
．９
）

外
傾
す
る
体
部
で
端
部
内
側
に
尖
る

ナ
デ
、
Ｃａ
付
着

ＳＥ
０
2

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

３５
６

口
縁
部
１
／６

－
（
９
．８
）

（
１５
．０
）

緩
や
か
に
内
湾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
布
目
？

ＳＥ
０
2

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

３５
７

口
縁
部
１
／６

－
（
９
．５
）

（
１３
．４
）

内
湾
し
端
部
内
側
に
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＥ
０
2

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

３５
８

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
１３
．５
）

（
１７
．２
）

内
湾
し
端
部
近
く
で
さ
ら
に
内
湾
し
内
側
に
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＥ
０
2

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

３５
９

口
縁
部
１
／４
強

－
（
８
．７
）

（
１６
．０
）

外
傾
し
端
部
内
側
に
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
Ｃａ
付
着

ＳＥ
０
2

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

３６
０

口
縁
部
１
／８
弱

－
（
１１
．７
）

（
１８
．３
）

外
傾
し
端
部
内
側
に
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
Ｃａ
付
着

ＳＥ
０
2

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

３６
１

口
縁
１
／２

－
－

（
９
．３
）

（
１７
．１
）

砲
弾
形
の
体
部
に
逆
Ｌ
字
口
縁
が
短
く
と
り
つ
く

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
口
縁
下
ヘ
ラ
描
き
沈
線
６
条
、
内
面

ナ
デ

ＳＸ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

３６
２

底
部
１
／２

－
－

（
７
．６
）

－
フ
ラ
ス
コ
状
に
胴
部
が
球
形
に
な
る
壺
の
体
部
下
半
か

ら
底
部

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
横
方
向
の
ミ
ガ
キ
、
内
面
縦
方
向
の

板
ナ
デ
→
ナ
デ
？

ＳＸ
０７

３
区

壺
弥
生
土
器

３６
３

口
縁
わ
ず
か

－
（
８
．０
）

（
３
．３
）

－
直
立
す
る
体
部
に
逆
Ｌ
字
口
縁
が
短
く
と
り
つ
く

口
縁
下
ヘ
ラ
描
き
沈
線
７
条
、
口
縁
端
刻
み
目
突
帯

ＳＸ
０７

３
区

甕
弥
生
土
器

３６
４

口
縁
１
／３

－
－

（
１６
．８
）

（
２７
．６
）

砲
弾
形
の
体
部
に
如
意
形
口
縁
が
短
く
と
り
つ
く

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
口
縁
下
ヘ
ラ
描
き
沈
線
１２
条
、
口
縁

端
刻
み
目
突
帯
、
内
面
ナ
デ

ＳＸ
０７

３
区

甕
弥
生
土
器

３６
５

口
縁
１
／１
２

－
－

（
９
．０
）

（
２７
．８
）

砲
弾
形
の
体
部
に
如
意
形
口
縁
が
短
く
と
り
つ
く

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
口
縁
下
ヘ
ラ
描
き
沈
線
７
条
、
口
縁

端
刻
み
目
突
帯

ＳＸ
０７

３
区

甕
弥
生
土
器

３６
６

底
部
の
み

－
（
７
．７
）

（
６
．３
）

－
薄
い
底
部
か
ら
や
や
開
き
気
味
に
体
部
が
立
ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
縦
方
向
の
板
ナ
デ

ＳＸ
０７

３
区

甕
弥
生
土
器

３６
７

口
縁
わ
ず
か

－
－

（
１０
．７
）

４８
．９
　

復
元

胴
張
り
す
る
体
部
か
ら
如
意
形
に
開
く
口
縁

外
面
ヨ
コ
ハ
ケ
、
口
縁
下
ヘ
ラ
描
き
沈
線
５
条
、
口
縁

端
刻
み
目
突
帯
、
内
面
摩
滅
の
た
め
調
整
不
明

ＳＸ
０７

３
区

鉢
弥
生
土
器

３６
８

口
縁
１
／６

－
－

（
５
．０
）

（
２１
．４
）

ラ
ッ
パ
状
に
開
き
、
口
縁
端
に
か
け
わ
ず
か
に
外
湾
す

る
外
面
ナ
デ
、
内
面
摩
滅
の
た
め
調
整
不
明

ＳＤ
０７

３
区

壺
弥
生
土
器

３６
９

口
縁
わ
ず
か

－
－

（
８
．１
）

－
砲
弾
形
の
体
部
に
如
意
形
口
縁
が
短
く
と
り
つ
く

摩
滅
の
た
め
調
整
不
明

ＳＤ
０７

３
区

甕
弥
生
土
器

３７
０

口
縁
わ
ず
か

－
－

（
１
．３
）

－
口
縁
が
屈
曲
気
味
に
開
く

口
縁
下
端
に
刻
み
目
、
内
外
面
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

深
鉢

縄
文
土
器

３７
１

頚
部
～
体
部
上
半
１
／６

－
－

（
４
．４
）

－
外
湾
す
る
球
状
の
体
部
か
ら
内
湾
す
る
頚
部
に
か
け
て

す
ぼ
ま
る

ヘ
ラ
描
き
沈
線
４
条
＋
４
条
か
、
外
面
ヨ
コ
ハ
ケ
→
ナ

デ
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３７
２

頚
部
～
体
部
上
半
１
／６

（
３０
．０
）

－
（
１０
．９
）

－
外
湾
す
る
球
状
の
体
部
か
ら
内
湾
す
る
頚
部
に
か
け
て

す
ぼ
ま
る

摩
滅
の
た
め
調
整
不
明

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３７
３

頚
部
わ
す
か

－
－

（
１２
．９
）

－
内
湾
気
味
に
す
ぼ
ま
る
頚
部

外
面
タ
テ
ハ
ケ
後
横
方
向
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
内
面
は
摩

滅
・
剥
離
が
激
し
い
が
か
ろ
う
じ
て
ナ
デ
が
看
取
さ
れ

る
ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３７
４

口
縁
１
／５

－
－

（
３
．５
）

（
１８
．９
）

外
湾
気
味
に
開
く
口
縁
、
口
縁
端
は
や
や
丸
み
を
も
っ

て
収
め
る
、
や
や
肥
厚
す
る

内
外
面
と
も
に
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３７
５

口
縁
１
／６

－
－

（
３
．６
５
）

（
２１
．２
）

外
湾
気
味
に
開
く
口
縁
、
口
縁
端
は
や
や
丸
み
を
も
っ

て
収
め
る

内
外
面
と
も
に
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３７
６

頚
部
わ
ず
か

－
－

（
４
．４
）

－
頚
部
か
ら
口
縁
に
か
け
て
ラ
ッ
パ
状
に
開
く

内
外
面
と
も
に
ナ
デ
、
外
面
に
ヘ
ラ
描
き
沈
線
５
条
以

上
ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３７
７

体
部
わ
ず
か

－
－

（
６
．９
）

－
球
状
の
体
部
の
最
大
径
よ
り
や
や
上
部
に
刻
み
目
を
も

つ
貼
り
付
け
突
帯
２
条

摩
滅
の
た
め
調
整
不
明

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３７
８

体
部
わ
ず
か

－
－

（
７
．４
）

－
球
状
の
体
部
の
最
大
径
よ
り
や
や
上
部
に
刻
み
目
を
も

つ
貼
り
付
け
突
帯
２
条
、
や
や
肥
厚
す
る

外
面
横
方
向
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
内
面
摩
滅
の
た
め
調
整

不
明

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３７
９

底
部
付
近
完
存

－
（
９
．４
）

（
６
．１
５
）

－
丸
み
を
も
つ
底
面
か
ら
緩
や
か
に
体
部
が
立
ち
上
が
る

摩
滅
の
た
め
調
整
不
明

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３８
０

底
部
７
／８

－
１０
．０
　

（
５
．４
）

－
厚
い
底
部
か
ら
緩
や
か
に
体
部
が
立
ち
上
が
る

外
面
縦
方
向
の
板
ナ
デ
→
ナ
デ
、
内
面
板
ナ
デ
→
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３８
１
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残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

底
部
１
／２

－
（
１２
．２
）

（
６
．２
）

－
底
部
か
ら
緩
や
か
に
体
部
が
立
ち
上
が
る
、
底
部
外
縁

に
粘
土
を
貼
り
付
け
若
干
拡
張

摩
滅
の
た
め
調
整
不
明

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３８
２

底
部
１
／２

－
（
１３
．３
）

（
７
．４
）

－
底
部
か
ら
緩
や
か
に
体
部
が
立
ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
内
面
摩
滅
・
剥
離
の

た
め
調
整
不
明

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３８
３

底
部
付
近
ほ
ぼ
完
存

－
５
．７
　

（
４
．５
）

－
底
部
か
ら
屈
曲
気
味
に
体
部
が
立
ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
横
方
向
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
縦
方
向
の

板
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３８
４

底
部
付
近
完
存

－
８
．７
５

（
４
．８
）

－
底
部
か
ら
屈
曲
気
味
に
体
部
が
立
ち
上
が
る
、
底
部
外

縁
に
粘
土
を
貼
り
付
け
若
干
拡
張
し
や
や
上
げ
底
気
味

と
な
る

外
面
摩
滅
・
剥
離
の
た
め
調
整
不
明
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３８
５

底
部
付
近
完
存

－
８
．８
５

（
３
．３
５
）

－
若
干
上
げ
底
気
味
の
底
部
か
ら
屈
曲
気
味
に
体
部
が
立

ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
摩
滅
の
た
め
調
整
不
明

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３８
６

底
部
１
／３

－
（
８
．５
）

（
５
．９
）

－
底
部
か
ら
緩
や
か
に
体
部
が
立
ち
上
が
る
、
底
部
外
縁

に
粘
土
を
貼
り
付
け
若
干
拡
張
し
や
や
上
げ
底
気
味
と

な
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
も
し
く
は
縦
方
向
の
板
ナ
デ
、
内
面
縦

方
向
の
板
ナ
デ
→
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３８
７

底
部
付
近
完
存

－
９
．７
　

（
４
．８
）

－
厚
い
底
部
か
ら
緩
や
か
に
体
部
が
立
ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
か
？
内
面
縦
方
向
の
板
ナ
デ
か
、
底
内

面
板
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３８
８

底
部
１
／３

－
（
９
．６
）

（
８
．７
５
）

－
底
部
か
ら
球
状
の
体
部
が
立
ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
ナ
デ
か

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３８
９

底
部
１
／４

－
（
６
．０
）

（
３
．０
）

－
底
部
か
ら
球
状
の
体
部
が
立
ち
上
が
る

外
面
ナ
デ
、
内
面
ヨ
コ
ハ
ケ

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３９
０

底
部
１
／５

－
（
７
．２
）

（
５
．０
）

－
底
部
か
ら
球
状
の
体
部
が
立
ち
上
が
る

内
外
面
と
も
に
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３９
１

底
部
１
／３

－
（
８
．０
）

（
４
．７
）

－
底
部
か
ら
緩
や
か
に
体
部
が
立
ち
上
が
る
、
底
部
外
縁

に
粘
土
を
貼
り
付
け
若
干
拡
張
し
や
や
上
げ
底
気
味
と

な
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
ヘ
タ
ミ
ガ
キ
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３９
２

底
部
２
／３

－
１１
．０
　

（
７
．０
５
）

－
わ
ず
か
に
上
げ
底
気
味
の
底
部
か
ら
屈
曲
気
味
に
体
部

が
立
ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
摩
滅
の
た
め
調
整
不
明

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３９
３

底
部
付
近
完
存

－
９
．２
　

（
６
．９
）

－
若
干
上
げ
底
気
味
の
底
部
か
ら
球
状
の
体
部
が
立
ち
上

が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
か
、
内
面
縦
方
向
の
板

ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

壺
弥
生
土
器

３９
４

口
縁
～
体
部
上
半
１
／４

（
１９
．６
）

－
（
１１
．６
）

（
２０
．１
）

砲
弾
形
の
体
部
に
逆
Ｌ
字
口
縁
が
短
く
と
り
つ
く
、
口

縁
端
は
丸
く
収
め
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
ヘ
ラ
描
き
沈
線
５
条
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

３９
５

口
縁
部
１
／７

－
－

（
３
．９
）

（
２１
．０
）

砲
弾
形
の
体
部
に
逆
Ｌ
字
口
縁
が
ご
く
短
く
と
り
つ
く

口
縁
端
は
尖
り
気
味
で
あ
る

内
外
面
と
も
に
横
方
向
の
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

３９
６

口
縁
～
体
部
上
半
１
／４

－
－

（
１２
．７
５
）

（
２２
．５
）

砲
弾
形
の
体
部
に
逆
Ｌ
字
口
縁
が
と
り
つ
く
、
丸
く
収

め
る
口
縁
端
に
刻
み
目
を
施
す

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
ヘ
ラ
描
き
沈
線
４
条
、
内
面
摩
滅
の

た
め
調
整
不
明

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

３９
７

口
縁
～
体
部
１
／２

－
－

（
２６
．７
）

（
３１
．４
）

砲
弾
形
の
体
部
に
逆
Ｌ
字
口
縁
が
と
り
つ
く
、
丸
く
収

め
る
口
縁
端
に
刻
み
目
を
施
す

外
面
上
半
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
ヘ
ラ
描
き
沈
線
３
条
、
下
半
タ

テ
ハ
ケ
、
内
面
摩
滅
の
た
め
調
整
不
明

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

３９
８

口
縁
～
体
部
上
半
１
／６

－
－

（
８
．９
）

（
２０
．４
）

砲
弾
形
の
体
部
か
ら
緩
や
か
に
如
意
形
口
縁
へ
と
移
行

す
る
、
口
縁
端
は
丸
く
収
め
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

３９
９

口
縁
～
体
部
上
半
わ
ず
か

－
－

（
４
．９
）

（
１３
．８
）

砲
弾
形
の
体
部
か
ら
如
意
形
口
縁
に
移
行
す
る
、
丸
く

収
め
る
口
縁
端
に
刻
み
目
を
施
す

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
ヘ
ラ
描
き
沈
線
１１
条
以
上
、
内
面
タ

テ
ハ
ケ
→
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４０
０

口
縁
部
わ
ず
か

－
－

（
２
．６
）

（
１９
．９
５
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
如
意
形
口
縁
が
や
や
屈
曲
気
味
に

開
き
、
丸
く
収
め
る
口
縁
端
に
刻
み
目
を
施
す

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
ヘ
ラ
描
き
沈
線
２
条
以
上
、
内
面
ユ

ビ
オ
サ
エ
→
ヨ
コ
ハ
ケ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４０
１

口
縁
わ
ず
か
、
体
部
上
半

１
／７

（
２０
．６
）

－
（
７
．７
）

（
２１
．５
）

砲
弾
形
の
体
部
か
ら
如
意
形
口
縁
が
開
き
、
丸
く
収
め

る
口
縁
端
に
刻
み
目
を
施
す

外
面
タ
テ
ハ
ケ
ヘ
ラ
描
き
沈
線
９
条
、
内
面
残
存
上
部

横
方
向
の
板
ナ
デ
、
内
面
残
存
下
部
縦
方
向
の
板
ナ
デ

→
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４０
２
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残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
１
／１
２

－
－

（
３
．５
５
）

（
１９
．６
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
如
意
形
口
縁
が
緩
や
か
に
移
行
し
、

丸
く
収
め
る
口
縁
端
に
刻
み
目
を
施
す

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
櫛
描
直
線
文
（
８
条
以
上
）、
内
面
は

剥
離
激
し
く
調
整
不
明

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４０
３

口
縁
部
わ
ず
か

－
－

６
．０
　

２１
．１
　

砲
弾
形
の
体
部
か
ら
如
意
形
口
縁
が
開
き
、
や
や
尖
り

気
味
に
収
め
る
口
縁
下
端
に
刻
み
目
を
施
す

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
ヘ
ラ
描
き
沈
線
２
条
の
間
に
板
状
原

体
に
よ
る
刺
突
列
点
文
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４０
４

口
縁
１
／４

（
２０
．９
）

－
（
８
．８
）

（
２１
．５
）

砲
弾
形
の
体
部
か
ら
如
意
形
口
縁
が
開
き
、
や
や
尖
り

気
味
に
収
め
る
口
縁
端
に
刻
み
目
、
ヘ
ラ
描
き
多
条
沈

線
の
直
下
に
円
形
浮
文
を
施
す

外
面
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
→
ヘ
ラ
描
き
沈
線
８
条
、
内
面
板
ナ

デ
→
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４０
５

口
縁
１
／８

－
－

（
７
．２
）

（
２９
．５
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
如
意
形
口
縁
が
や
や
屈
曲
気
味
に

開
き
、
丸
く
収
め
る
口
縁
端
に
刻
み
目
を
施
す

外
面
ユ
ビ
オ
サ
エ
→
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
→
ヘ
ラ
描
き
沈
線
１１

条
、
内
面
ユ
ビ
オ
サ
エ
→
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４０
６

口
縁
１
／２

－
－

（
７
．９
）

（
３１
．５
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
如
意
形
口
縁
が
緩
や
か
に
移
行
し
、

丸
く
収
め
る
口
縁
端
に
刻
み
目
を
施
す

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
ヘ
ラ
描
き
沈
線
５
条
、
口
縁
内
面
や

や
下
に
ヨ
コ
ハ
ケ
、
体
部
内
面
は
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４０
７

口
縁
１
／８

－
－

（
２１
．２
）

（
２７
．２
）

砲
弾
形
の
体
部
か
ら
如
意
形
口
縁
が
開
き
、
口
縁
端
を

丸
く
収
め
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
半
裁
竹
管
に
よ
る
直
線
文
６
条
・
山

型
文
２
条
・
直
線
文
４
条
・
山
型
文
２
条
・
直
線
文
６

条
、
ヘ
ラ
描
き
沈
線
５
条
、
内
面
縦
方
向
の
板
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４０
８

口
縁
１
／１
２

－
－

（
２０
．０
）

（
２８
．５
）

砲
弾
形
の
体
部
か
ら
屈
曲
気
味
に
如
意
形
口
縁
が
開
き
、

丸
く
収
め
る
口
縁
端
に
刻
み
目
を
施
す

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
櫛
描
き
直
線
文
（
５
本
×
３
条
）、
内

面
板
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４０
９

底
部
１
／２

－
（
４
．２
）

（
１
．５
）

－
や
や
踏
ん
張
り
気
味
で
わ
ず
か
に
上
げ
底
気
味
の
底
部

か
ら
体
部
が
立
ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４１
０

底
部
完
存

－
６
．６
　

（
５
．２
）

－
や
や
厚
め
の
底
部
か
ら
体
部
が
う
す
く
立
ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４１
１

底
部
１
／３

－
（
７
．９
）

（
４
．３
）

－
や
や
う
す
め
の
底
部
か
ら
体
部
が
立
ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
縦
方
向
の
板
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４１
２

底
部
完
存

－
７
．９
　

（
５
．０
）

－
や
や
厚
め
の
底
部
か
ら
体
部
が
う
す
く
立
ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４１
３

底
部
１
／３

－
（
７
．８
）

（
６
．３
）

－
う
す
め
の
底
部
か
ら
体
部
が
立
ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
ナ
デ
、
底
内
面
板
ナ
デ
か
？

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４１
４

底
部
１
／２

－
（
７
．０
）

（
１０
．１
）

－
上
げ
底
状
の
底
部
か
ら
体
部
が
立
ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
摩
滅
の
た
め
調
整
不
明

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４１
５

底
部
２
／３
、
体
部
下
半
１
／２

－
７
．８
　

（
１１
．４
）

－
わ
ず
か
に
外
湾
気
味
に
開
く

外
面
ナ
デ
、
内
面
縦
方
向
の
板
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４１
６

底
部
１
／３

－
（
７
．３
）

（
４
．１
）

－
や
や
踏
ん
張
り
気
味
の
底
部
か
ら
体
部
が
立
ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
板
ナ
デ
か

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４１
７

底
部
１
／３

－
（
１０
．２
）

（
６
．５
）

－
や
や
う
す
め
の
底
部
か
ら
体
部
が
直
立
気
味
に
立
ち
上

が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４１
８

底
部
完
存

－
７
．５
　

（
８
．４
）

－
踏
ん
張
り
気
味
の
う
す
い
底
部
か
ら
体
部
が
開
い
て
立

ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
板
ナ
デ
→
ナ
デ
か

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４１
９

底
部
わ
ず
か

－
（
８
．９
）

（
５
．７
）

－
踏
ん
張
り
気
味
の
や
や
厚
め
の
底
部
か
ら
体
部
が
開
い

て
立
ち
上
が
る

外
面
縦
方
向
の
板
ナ
デ
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４２
０

底
部
１
／３

－
（
７
．７
）

（
８
．２
）

－
踏
ん
張
り
気
味
の
底
部
か
ら
体
部
が
開
い
て
立
ち
上
が

る
外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
縦
方
向
の
板
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

甕
弥
生
土
器

４２
１

体
部
下
半
１
／３
、底
部
完
存

－
９
．８
　

（
１０
．４
）

－
や
や
厚
め
の
底
部
か
ら
体
部
が
う
す
く
開
き
気
味
に
立

ち
上
が
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
ナ
デ
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

鉢
弥
生
土
器

４２
２

口
縁
１
／８

－
－

（
４
．０
）

（
１６
．０
）

ボ
ウ
ル
状
の
体
部
に
逆
Ｌ
字
口
縁
が
短
く
と
り
つ
く

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
ヘ
ラ
描
き
沈
線
１１
条
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

鉢
弥
生
土
器

４２
３

体
部
下
半
１
／２
、底
部
ほ
ぼ

完
存

－
８
．４
　

（
１０
．０
５
）

－
内
湾
気
味
に
丸
く
開
く

外
面
ナ
デ
→
櫛
描
直
線
文
９
本
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

鉢
弥
生
土
器

４２
４

底
部
完
存

－
６
．４
　

（
１０
．１
）

－
外
湾
気
味
に
ラ
ッ
パ
状
に
開
く

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
横
方
向
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ＳＤ
０６

３
区

鉢
弥
生
土
器

４２
５

口
縁
わ
ず
か

－
－

（
５
．５
）

（
２０
．２
）

ボ
ウ
ル
状
の
体
部
か
ら
口
縁
が
短
く
外
方
に
引
き
出
さ

れ
、
口
縁
端
に
は
刻
み
目
が
施
さ
れ
る

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

鉢
弥
生
土
器

４２
６
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第４章　包含層出土遺物

－　71　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

不
明

－
厚
１
．３
６

幅
４
．８
５

長
４
．２
９

横
長
で
両
端
を
欠
損
す
る
。
横
断
面
形
は
紡
錘
形

ナ
デ
と
ユ
ビ
オ
サ
エ
に
よ
る
整
形
。
穿
孔
、
ヘ
ラ
描
き

あ
り

ＳＤ
０６

３
区

不
明

土
製
品

４２
７

頸
部
～
体
部
わ
ず
か

（
２２
．６
）

－
（
８
．１
）

－
内
湾
す
る
頚
部
か
ら
外
湾
す
る
体
部
に
反
転
す
る

外
面
頸
部
ナ
デ
→
半
裁
竹
管
に
よ
る
刺
突
文
＋
垂
直
方

向
２
条
の
ヘ
ラ
描
き
沈
線
、
外
面
体
部
上
半
ケ
ズ
リ
、

内
面
ナ
デ

ＳＤ
０９

３
区

深
鉢

縄
文
土
器

４２
８

体
部
わ
ず
か

（
３３
．２
）

－
－

－
球
形
に
ふ
く
ら
む
体
部

外
面
ナ
デ
→
最
大
径
直
上
に
ヘ
ラ
描
き
沈
線
４
条
、
内

面
ナ
デ

ＳＤ
０９

３
区

壺
弥
生
土
器

４２
９

体
部
下
半
１
／３
、
底
部
１
／２

－
（
１１
．０
）

（
６
．３
）

－
底
径
の
大
き
い
底
部
か
ら
体
部
が
開
く

外
面
ナ
デ
、
内
面
縦
方
向
の
板
ナ
デ

ＳＤ
０９

３
区

壺
弥
生
土
器

４３
０

体
部
１
／８
、
底
部
１
／３

－
（
５
．４
）

（
９
．１
）

－
底
径
の
小
さ
く
わ
ず
か
に
上
げ
底
状
と
な
る
底
部
か
ら

体
部
が
直
線
的
に
開
く

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
ヘ
ラ
描
き
沈
線
文
２
条
以
上
・
刺
突

文
、
内
面
磨
滅
の
た
め
調
整
不
明

ＳＤ
０９

３
区

壺
弥
生
土
器

４３
１

口
縁
１
／９

（
２１
．４
）

－
（
５
．７
）

（
２１
．０
）

直
線
的
に
立
ち
上
が
る
体
部
上
半
に
逆
Ｌ
字
口
縁
が
短

く
と
り
つ
く
、
口
縁
端
に
刻
み
目

外
面
櫛
描
き
直
線
文
１３
本
（
７
本
×
２
段
）、
内
面
ナ
デ

ＳＤ
０９

３
区

甕
弥
生
土
器

４３
２

口
縁
か
ら
底
部
ま
で
残
る
、

口
縁
１
／２
欠
損

－
８
．０
　

２３
．９
　

２２
．２
５

砲
弾
形
の
体
部
か
ら
短
く
如
意
形
口
縁
が
開
く
、
口
縁

端
に
刻
み
目

外
面
タ
テ
ハ
ケ
→
ヘ
ラ
描
き
沈
線
文
２
条
、
内
面
体
部

上
半
は
ヨ
コ
ハ
ケ
→
ナ
デ
、
体
部
下
半
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ

→
ナ
デ
、
底
部
穿
孔

ＳＤ
０９

３
区

甕
弥
生
土
器

４３
３

底
部
完
存
、
体
部
１
／３

－
６
．０
　

（
７
．４
）

－
底
部
か
ら
体
部
下
半
が
直
線
的
に
開
く

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
縦
方
向
の
板
ナ
デ
→
ナ
デ
、
底

部
穿
孔

ＳＤ
０９

３
区

甕
弥
生
土
器

４３
４

口
縁
か
ら
底
部
１
／３

（
２２
．９
）

（
７
．６
）

２６
．２
　

（
２２
．９
）

倒
卵
形
の
体
部
に
短
い
口
縁
部
が
く
の
字
状
に
屈
曲
し

て
開
く
、
底
部
は
若
干
上
げ
底
気
味

外
面
縦
方
向
の
板
ナ
デ
、
内
面
体
部
上
半
横
方
向
の
板

ナ
デ
、
体
部
下
半
縦
方
向
の
板
ナ
デ
、
底
部
穿
孔

ＳＤ
０９

３
区

甕
弥
生
土
器

４３
５

口
縁
か
ら
体
部
上
半
１
／９

（
２２
．４
）

－
（
８
．５
）

（
２２
．７
５
）

倒
卵
形
の
体
部
に
短
い
口
縁
部
が
く
の
字
状
に
屈
曲
し

て
開
く

外
面
磨
滅
・
剥
離
が
激
し
い
が
タ
テ
ハ
ケ
か
、
内
面
タ

テ
ハ
ケ

ＳＤ
０９

３
区

甕
弥
生
土
器

４３
６

口
縁
わ
ず
か
、
底
部
１
／６

－
（
９
．０
）

（
２
．７
）

－
平
滑
な
底
部
か
ら
口
縁
が
緩
や
か
に
開
く
。
高
台
は
や

や
内
側
。

内
外
面
回
転
ナ
デ

ＳＢ
０４
　
Ｐ１
３

３
区

杯
B

須
恵
器

４３
７

口
縁
１
／５
、
底
部
１
／２

－
（
９
．６
５
）

４
．１
　

（
１３
．５
）

や
や
丸
み
を
も
つ
底
部
か
ら
口
縁
が
直
線
的
に
開
く
。

内
外
面
回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切

ＳＢ
０２
　
Ｐ７
６

３
区

杯
A

須
恵
器

４３
８

口
縁
若
干
、
体
部
１
／５

－
－

（
５
．９
）

（
９
．０
）

外
反
気
味
に
開
く
体
部
か
ら
口
縁
を
わ
ず
か
に
す
ぼ
め
、

端
部
を
内
側
に
収
め
る

手
づ
く
ね
成
形
後
、
指
ナ
デ
、
ユ
ビ
オ
サ
エ
に
よ
る
整

形
ＳＢ
０２
　
Ｐ１
０５

３
区

製
塩
土
器

土
師
器

４３
９

口
縁
１
／１
０

－
－

（
１２
．５
）

（
１９
．７
）

砲
弾
形
の
体
部
か
ら
口
縁
が
わ
ず
か
に
す
ぼ
ま
り
、
口

縁
端
を
尖
り
気
味
に
収
め
る

手
づ
く
ね
成
形
後
、
指
ナ
デ
に
よ
る
整
形

ＳＸ
０２

３
区

製
塩
土
器

土
師
器

４４
０

口
縁
か
ら
体
部
わ
ず
か

－
－

（
４
．０
）

（
１２
．４
）

体
部
か
ら
口
縁
が
短
く
屈
曲
す
る

内
外
面
回
転
ナ
デ

ＳＤ
０１

３
区

壺
須
恵
器

４４
１

口
縁
わ
ず
か

－
－

（
３
．４
）

－
口
縁
は
直
立
し
端
部
を
わ
ず
か
に
内
側
に
す
ぼ
め
る

内
外
面
回
転
ナ
デ

ＳＤ
０１

３
区

鉢
須
恵
器

４４
２

一
部

－
（
１
．７
）

（
１４
．４
）

外
反
し
端
部
近
く
で
開
き
端
部
肥
厚
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ６
７

４
区

蓋
須
恵
器

４４
３

口
縁
部
１
／９

－
（
２
．６
）

（
１８
．０
）

天
井
部
平
坦
で
外
傾
し
端
部
近
く
で
屈
曲
し
下
方
に
つ

ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ６
４

４
区

蓋
須
恵
器

４４
４

一
部

（
１
．４
）

（
１３
．５
）

天
井
部
平
坦
で
外
傾
し
端
部
近
く
で
薄
く
な
り
下
方
に

つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ５
６

４
区

蓋
須
恵
器

４４
５

わ
ず
か

－
（
１
．３
）

（
１２
．０
）

内
湾
す
る
天
井
部
で
端
部
下
方
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ６
７

４
区

蓋
須
恵
器

４４
６

一
部

－
（
２
．０
）

（
１４
．０
）

内
湾
す
る
天
井
部
で
端
部
下
方
に
短
く
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ６
４

４
区

蓋
須
恵
器

４４
７

口
縁
部
１
／４

－
（
３
．５
）

（
１３
．０
）

内
湾
す
る
体
部
で
口
縁
部
外
反
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ６
８

４
区

杯
須
恵
器

４４
８

一
部

（
３
．５
）

（
１７
．６
）

外
反
ぎ
み
の
口
縁
部
で
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ４
９

４
区

杯
須
恵
器

４４
９

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
３
．６
）

（
１６
．４
）

外
傾
す
る
体
部
で
端
部
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ６
８

４
区

杯
須
恵
器

４５
０

一
部

（
１０
．１
）

（
１
．７
）

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
、
高
台
低
く
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ

デ
ＳＢ
０１
　
Ｐ５
７

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

４５
１
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－　72　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

一
部

（
１０
．４
）

（
２
．５
）

平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
の
体
部
、
高
台
方
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ５
７

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

４５
２

一
部

（
８
．４
）

（
３
．３
）

－
内
湾
ぎ
み
の
底
部
か
ら
体
部
、
高
台
低
く
端
部
肥
厚
す

る
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ

デ
ＳＢ
０１
　
Ｐ６
４

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

４５
３

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

（
１１
．５
）

３
．７
　

（
１４
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る
、
高
台
外
反
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ
、
重
ね
焼

き
痕

ＳＢ
０１
　
Ｐ７
３

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

４５
４

口
縁
部
～
底
部
一
部

－
（
２
．６
）

（
１２
．０
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
外
側
に
つ
ま
み
出
す

ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ６
４

４
区

杯
土
師
器

４５
５

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

（
１１
．６
）

２
．４
　

（
１５
．０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
口
縁
部
反
っ
て
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
灯
明
皿
か

ＳＢ
０１
　
Ｐ６
９

４
区

皿
土
師
器

４５
６

口
縁
部
一
部
、
体
部
１
／６
、

底
部
２
／３

（
９
．０
）

３
．４
　

（
１３
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ６
８

４
区

杯
Ａ

土
師
器

４５
７

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
２
．４
）

（
２８
．２
）

外
傾
す
る
体
部
、
短
く
外
傾
す
る
口
縁
部
、
端
部
上
に

つ
ま
む

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
２
次
焼
成

ＳＢ
０１
　
Ｐ７
２

４
区

甕
土
師
器

４５
８

口
縁
部
１
／６

－
（
５
．７
）

（
１５
．７
）

内
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
内
側
に
向
く

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
内
面
布
痕

ＳＢ
０１
　
Ｐ６
９

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４５
９

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
５
．１
）

（
１４
．９
）

直
立
す
る
口
縁
部
で
端
部
尖
り
ぎ
み

ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ７
１

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４６
０

口
縁
部
１
／４

－
（
６
．２
）

（
１１
．９
）

内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
尖
る

ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ５
５

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４６
１

口
縁
部
１
／３

－
（
１０
．７
）

（
１４
．０
）

外
傾
す
る
体
部
か
ら
内
湾
す
る
口
縁
部

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ５
７

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４６
２

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
４
．９
）

（
１８
．０
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
外
傾
し
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
ハ
ケ

ＳＢ
０１
　
Ｐ５
７

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４６
３

底
部
の
み

－
（
３
．４
）

－
丸
底
で
厚
い

ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ５
５

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４６
４

わ
ず
か

－
（
２
．２
）

（
１２
．４
）

内
湾
す
る
体
部
で
受
け
部
水
平
に
な
り
端
部
丸
い
、
立

ち
上
が
り
は
外
反
し
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＢ
０１
　
Ｐ７
０

４
区

杯
身

須
恵
器

４６
５

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
２
．１
）

（
１５
．６
）

屈
曲
し
な
が
ら
外
傾
し
端
部
下
方
に
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

ＳＢ
０２
　
Ｐ５
８

４
区

杯
蓋

須
恵
器

４６
６

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
３
．０
）

（
１４
．０
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＢ
０２
　
Ｐ５
８

４
区

杯（
口
縁
）

須
恵
器

４６
７

口
縁
部
１
／１
２

－
（
３
．６
）

（
１４
．４
）

外
傾
し
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＢ
０２
　
Ｐ２
７

４
区

杯（
口
縁
）

須
恵
器

４６
８

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
３
．２
）

（
１２
．５
）

外
反
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＢ
０２
　
Ｐ４
８

４
区

杯（
口
縁
）

須
恵
器

４６
９

破
片
合
口
縁
部
１
／６
、底
部

１
／４

（
１１
．０
）

３
．１
　

（
１４
．７
）

平
底
か
ら
体
部
外
傾
し
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

ＳＢ
０２
　
Ｐ１
２

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

４７
０

口
縁
部
～
底
部
１
／８
弱

（
９
．２
）

３
．２
　

（
１２
．８
）

平
底
か
ら
体
部
外
傾
し
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

ＳＢ
０２
　
Ｐ４
８

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

４７
１

底
部
１
／６

（
８
．５
）

（
２
．６
）

－
平
底
か
ら
体
部
内
湾
、
高
台
垂
下
し
外
側
に
つ
ま
み
出

す
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

ＳＢ
０２
　
Ｐ５
８

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

４７
２

口
縁
部
～
底
部
１
／３

（
９
．２
）

３
．７
　

（
１２
．９
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
反
る
、
高
台
低
く
開

く
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切

り
、
爪
痕
、
自
然
釉

ＳＢ
０２
　
Ｐ５
８

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

４７
３

口
縁
部
１
／６
、底
部
わ
ず
か

（
８
．３
）

３
．０
　

（
１１
．４
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
肥
厚
ぎ
み
に
丸
い

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
内
面
漆
付
着
？

ＳＢ
０２
　
Ｐ４
８

４
区

杯
土
師
器

４７
４

口
縁
部
１
／４
弱

－
（
４
．８
）

（
１７
．１
）

内
傾
す
る
体
部
に
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＢ
０２
　
Ｐ３
０

４
区

甕
土
師
器

４７
５

口
縁
部
１
／１
０

－
（
４
．９
）

（
２８
．３
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
傾
し
端
部
肥
厚

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
２
次
焼
成
、
煤
付
着

ＳＢ
０２
　
Ｐ２
７

４
区

甕
土
師
器

４７
６

口
縁
部
１
／１
０

－
（
３
．５
）

（
９
．６
）

内
湾
し
端
部
尖
る

ナ
デ

ＳＢ
０２
　
Ｐ２
８

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４７
７

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
４
．１
）

（
１４
．６
）

内
湾
し
端
部
尖
る

ナ
デ

ＳＢ
０２
　
Ｐ１
２

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４７
８

口
縁
部
１
／１
０

－
（
４
．９
）

（
１５
．０
）

内
湾
し
端
部
厚
く
丸
い

ナ
デ

ＳＢ
０２
　
Ｐ３
０

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４７
９

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
４
．１
）

（
１６
．０
）

歪
に
直
立
し
端
部
内
側
に
尖
る

ナ
デ

ＳＢ
０２
　
Ｐ３
０

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４８
０

口
縁
部
１
／８

－
（
５
．３
）

（
１３
．２
）

歪
に
内
傾
し
端
部
尖
る

ナ
デ

ＳＢ
０２
　
Ｐ３
０

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４８
１

T
i
t
l
e
:
1
4
9
5
4
3
_
0
4
表
4
_
横
.
e
c
8
 
P
a
g
e
:
7
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a
t
e
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5
/
0
3
/
3
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T
u
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第４章　包含層出土遺物

－　73　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
３
．８
）

（
１７
．３
）

内
湾
し
端
部
角
張
り
ぎ
み

ナ
デ

ＳＢ
０２
　
Ｐ１
２

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４８
２

１
／９

（
１１
．７
）

（
２
．１
）

－
外
傾
し
端
部
丸
い

磨
滅

ＳＢ
０３
　
Ｐ１
５

４
区

杯
須
恵
器

４８
４

杯
部
１
／６

－
（
２
．６
）

－
外
傾
す
る
下
半
か
ら
甘
い
稜
線
で
内
湾
す
る
口
縁
部
に

続
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
沈
線
、
列
点
文

ＳＢ
０３
　
Ｐ１
５

４
区

高
杯（
ｏｒ
提
瓶
）

須
恵
器

４８
５

口
縁
部
１
／９

（
１
．４
）

（
１３
．５
）

内
湾
し
端
部
下
方
に
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＢ
０４
　
Ｐ
９

４
区

蓋
須
恵
器

４８
６

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
４
．３
）

（
１６
．０
）

内
傾
し
端
部
内
側
に
尖
る

ナ
デ

ＳＢ
０４
　
Ｐ
９

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４８
７

底
部
３
／４

１１
．６
　

（
２
．１
）

－
歪
な
丸
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
高
台
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

ＳＢ
０５
　
Ｐ１
６４

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

４８
８

口
縁
部
～
底
部
１
／９

（
１４
．５
）

（
３
．２
）

（
１６
．６
）

外
傾
す
る
体
部
で
端
部
近
く
で
屈
曲
し
内
側
に
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＢ
０５
　
Ｐ１
６４

４
区

杯
土
師
器

４８
９

破
片

－
（
１
．０
）

（
１５
．４
）

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
屈
曲
し
な
が
ら
開
き
端
部
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＢ
０６
　
Ｐ１
９５

４
区

蓋
須
恵
器

４９
０

口
縁
部
１
／１
０

－
（
１４
．６
）

（
１５
．０
）

外
傾
し
端
部
丸
い
、
器
表
歪

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＢ
０６
　
Ｐ１
７１

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４９
１

底
部
完

－
（
１１
．７
）

－
尖
り
底
か
ら
内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＢ
０６
　
Ｐ８
９

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４９
２

口
縁
部
若
干
、天
井
部
１
／７

－
（
２
．７
）

（
１１
．８
）

内
湾
す
る
体
部
が
直
線
で
受
け
部
に
な
り
端
部
丸
い
、

立
ち
上
が
り
外
反
し
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＢ
０６
　
Ｐ８
８

４
区

杯
身

須
恵
器

４９
３

口
縁
部
～
底
部
一
部

（
１０
．２
）

４
．１
　

（
１４
．５
）

平
底
で
内
湾
ぎ
み
の
体
部
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

ＳＢ
０７
　
Ｐ９
１

４
区

椀
須
恵
器

４９
４

つ
ま
み
の
み

－
（
１
．３
）

－
ボ
タ
ン
状
で
上
が
凹
む
つ
ま
み
部
、
天
井
部
平
坦

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
つ
ま
み
部
貼
り
付
け
ナ
デ

ＳＢ
０８
　
Ｐ１
４２

４
区

蓋（
つ
ま
み
）

須
恵
器

４９
５

口
縁
部
一
部

－
（
４
．５
）

（
１８
．０
）

外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＢ
０８
　
Ｐ５
４

４
区

杯
須
恵
器

４９
６

口
縁
部
～
体
部
１
／３
、底
部

１
／４

（
１０
．０
）

３
．８
　

（
１３
．０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
に
な
り
端
部
丸
い
、
逆
台
形

の
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

ＳＢ
０８
　
Ｐ５
４

４
区

杯
B

須
恵
器

４９
７

口
縁
部
１
／５

－
（
７
．２
）

（
１６
．３
）

内
湾
し
端
部
角
張
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＢ
０８
　
Ｐ１
４４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

４９
８

口
縁
部
若
干
、天
井
部
１
／２

（
２
．５
）

（
１８
．４
）

天
井
部
平
坦
、
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
下
に
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
内
面
仕
上
げ
ナ
デ
、
重
ね

焼
き
痕

ＳＢ
０９
　
Ｐ１
３７

４
区

蓋
須
恵
器

４９
９

口
縁
部
１
／９
、
底
部
１
／４

（
１１
．５
）

３
．７
　

（
１５
．７
）

平
底
で
内
湾
ぎ
み
の
体
部
、
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
ナ
デ

ＳＢ
０９
　
Ｐ１
３５

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

５０
０

口
縁
部
１
／１
０

（
３
．８
）

（
２１
．８
）

外
反
し
端
部
肥
厚
ぎ
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＢ
０９
　
Ｐ１
３９

４
区

甕
須
恵
器

５０
１

口
縁
部
若
干

－
（
２
．０
）

－
外
傾
し
端
部
角
張
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＢ
０９
　
Ｐ１
３４

４
区

甕
土
師
器

５０
２

口
縁
部
１
／７

－
（
５
．９
）

（
２５
．５
）

外
傾
す
る
体
部
で
口
縁
部
も
外
傾
し
端
部
肥
厚

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＢ
０９
　
Ｐ１
３８

４
区

甕
土
師
器

５０
３

口
縁
部
１
／８

－
（
４
．９
）

（
２２
．０
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＢ
０９
　
Ｐ１
３９

４
区

鉢
土
師
器

５０
４

口
縁
部
若
干
、
体
部
１
／９

（
４
．８
）

（
１７
．５
）

外
傾
し
端
部
外
に
つ
ま
む

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＢ
０９
　
Ｐ１
３９

４
区

製
塩
土
器

土
師
質

５０
５

口
縁
部
１
／８

（
４
．５
）

（
１１
．９
）

外
傾
し
端
部
上
に
つ
ま
む

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＢ
０９
　
Ｐ１
３９

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５０
６

口
縁
部
１
／１
０

（
４
．５
）

（
１４
．３
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＢ
０９
　
Ｐ１
４０

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

５０
７

口
縁
部
１
／１
０

－
（
６
．４
）

（
１４
．８
）

外
傾
し
端
部
近
く
で
直
立
し
端
部
角
張
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＢ
０９
　
Ｐ１
３５

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５０
８

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
４
．２
）

（
１５
．５
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＢ
０９
　
Ｐ１
３７

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５０
９

口
縁
部
１
／１
０

（
５
．３
）

（
１７
．３
）

外
傾
し
端
部
角
張
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ１
３９

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５１
０

口
縁
部
１
／４
弱

（
６
．９
）

（
１３
．２
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＢ
０９
　
Ｐ１
４０

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５１
１

口
縁
部
１
／１
２

－
（
７
．４
）

（
１５
．９
）

内
湾
し
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＢ
０９
　
Ｐ１
３４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５１
２

口
縁
部
１
／１
６

－
（
２
．２
）

（
１５
．８
）

内
湾
し
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＢ
１１
　
Ｐ２
６６

４
区

皿
須
恵
器

５１
３

口
縁
部
わ
ず
か
、底
部１
／１０

（
６
．０
）

（
２
．０
）

（
１６
．６
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
く
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
重
ね
焼
き
痕

ＳＢ
１１
　
Ｐ１
１５

４
区

皿
須
恵
器

５１
４

口
縁
部
破
片

－
（
３
．１
）

（
１７
．６
）

外
傾
し
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＢ
１１
　
Ｐ１
２０

４
区

杯
土
師
器

５１
５
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－　74　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
わ
ず
か

（
４
．０
）

（
９
．９
）

や
や
内
湾
し
端
部
角
張
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＢ
１１
　
Ｐ１
７１

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５１
６

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
３
．６
）

（
１５
．１
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＢ
１２
　
Ｐ１
９１

４
区

杯
須
恵
器

５１
７

口
縁
部
破
片

－
（
３
．４
）

－
外
傾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＢ
１２
　
Ｐ９
４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５１
８

口
縁
部
破
片

－
（
３
．４
）

（
１５
．２
）

内
湾
す
る
体
部
で
口
縁
部
近
く
で
屈
曲
し
端
部
丸
い

磨
滅

ＳＰ
５

４
区

椀
土
師
器

５１
９

底
部
一
部

（
９
．５
）

（
２
．８
）

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
、
端
部
肥
厚
し
た
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

ＳＡ
０１
　
Ｐ２
１９

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

５２
０

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

（
１４
．０
）

１
．６
　

（
１８
．２
）

平
底
か
ら
外
反
し
端
部
丸
い

ナ
デ

ＳＡ
０１
　
Ｐ２
１８

４
区

皿
土
師
器

５２
１

底
部
１
／７

（
１０
．２
）

（
１
．８
）

－
内
湾
す
る
底
部
体
部
で
高
台
方
形
で
端
部
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ
、
生

焼
け

Ｐ５
９

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

５２
２

破
片

－
（
７
．５
）

－
直
立
ぎ
み
で
底
面
肥
厚

ハ
ケ
、
ナ
デ

Ｐ５
９

４
区

か
ま
ど

土
師
質

５２
３

破
片

－
（
２
．２
）

（
１２
．０
）

外
傾
す
る
体
部
、
受
部
短
く
や
や
反
る
、
立
ち
上
が
り

は
外
反

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
自
然
釉

Ｐ１
４

４
区

杯
身

須
恵
器

５２
４

口
縁
部
１
／３

－
（
３
．４
）

（
１３
．０
）

外
傾
し
端
部
尖
る

磨
滅

Ｐ２
６

４
区

椀
須
恵
器

５２
５

口
縁
部
破
片

－
（
５
．０
）

（
１２
．２
）

体
部
内
湾
し
口
縁
部
直
立

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ３
４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５２
６

口
縁
部
１
／６

－
（
３
．０
）

（
１５
．６
）

内
湾
す
る
天
井
部
・
体
部
で
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

Ｐ３
５

４
区

蓋
須
恵
器

５２
７

口
縁
部
破
片

－
（
５
．１
）

（
１６
．０
）

外
傾
す
る
体
部
で
端
部
近
く
で
反
り
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ｐ４
１

４
区

椀
須
恵
器

５２
８

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
５
．４
）

（
１６
．２
）

内
湾
し
端
部
細
く
な
り
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ４
１

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５２
９

口
縁
部
１
／１
０

－
（
７
．１
）

（
１６
．９
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ４
１

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５３
０

底
部
破
片

（
８
．８
）

（
２
．０
）

－
内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
、
高
台
外
に
開
き
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
高
台
貼
り
付
け
ナ
デ

Ｐ１
００

４
区

椀
黒
色
土
器

５３
１

つ
ま
み
完

（
つ
ま
み
径
）

２
．４
　　

（
１
．３
）

－
平
坦
な
天
井
部
、
ボ
タ
ン
状
の
扁
平
な
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ｐ１
０４

４
区

蓋
土
師
器

５３
２

頸
部
１
／８

－
（
５
．８
）

（
１８
．０
）

内
傾
す
る
体
部
に
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
内
側
に
肥

厚
ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ１
０４

４
区

甕
土
師
器

５３
３

破
片

－
（
１
．６
）

（
１５
．８
）

内
湾
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ｐ１
０６

４
区

蓋
須
恵
器

５３
４

口
縁
部
わ
ず
か

（
４
．１
）

（
１５
．４
）

内
湾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ１
０６

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５３
５

口
縁
部
わ
ず
か

（
３
．６
）

（
１０
．２
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ１
０８

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５３
６

破
片

直
線
的
に
延
び
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ１
１９

４
区

か
ま
ど

土
師
質

５３
７

体
部
上
半
１
／６

－
（
８
．５
）

（
１７
．８
）

内
湾
す
る
体
部
で
口
縁
部
短
く
外
傾
し
端
部
肥
厚

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ１
２１

４
区

甕
土
師
器

５３
８

口
縁
部
１
／１
２

（
６
．０
）

（
１３
．０
）

外
傾
し
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ１
５１

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５３
９

口
縁
部
破
片

－
（
２
．８
）

（
１５
．２
）

内
湾
し
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ｐ２
１７

４
区

椀
須
恵
器

５４
０

口
縁
部
破
片

－
（
４
．０
）

（
１３
．６
）

内
湾
し
端
部
肥
厚
ぎ
み

ナ
デ
、
磨
滅

Ｐ２
１７

４
区

椀
土
師
器

５４
１

口
縁
部
１
／１
２

（
４
．３
）

（
１４
．０
）

内
湾
す
る

ナ
デ

Ｐ２
４２

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５４
２

口
縁
部
１
／１
０

－
（
２
．１
）

（
１１
．６
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ｐ２
４８

４
区

杯
Ａ
　

須
恵
器

５４
３

口
縁
部
１
／１
０

－
（
２
．５
）

（
１２
．０
）

内
湾
し
端
部
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ２
７８

４
区

皿
土
師
器

５４
４

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
７
．８
）

（
１５
．５
）

外
傾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ３
３９

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５４
５

底
部
わ
ず
か

（
２３
．０
）

（
６
．２
）

－
底
面
平
坦
で
内
傾
す
る
体
部

ハ
ケ
、
ナ
デ

Ｐ２
２０

４
区

か
ま
ど
？

土
師
器

５４
６

口
縁
部
１
／１
０

（
１
．９
）

（
１３
．５
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ｐ２
６７

４
区

杯
須
恵
器

５４
７

口
縁
部
１
／８

－
（
２
．５
）

（
１３
．４
）

外
傾
し
端
部
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ｐ２
７３

４
区

杯
須
恵
器

５４
８
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第４章　包含層出土遺物

－　75　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

ほ
ぼ
完
形

８
．７
　

３
．５
　

１２
．４
　

外
傾
す
る
体
部
で
端
部
反
り
ぎ
み
に
丸
い
、
底
部
平
た

い
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

Ｐ３
１７

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

５４
９

口
縁
部
わ
ず
か

（
２
．１
）

（
１５
．４
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ３
１９

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５５
０

口
縁
部
１
／１
２

－
（
２
．９
）

（
１３
．４
）

外
傾
し
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ｐ３
５６

４
区

杯
須
恵
器

５５
１

口
縁
部
１
／４
弱

－
（
３
．７
）

（
１１
．８
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
端
部
近
く
で
反
り
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Ｐ３
５６

４
区

杯
土
師
器

５５
２

口
縁
部
１
／１
０

－
（
２
．５
）

（
１６
．１
）

外
傾
し
端
部
肥
厚
ぎ
み

ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ３
５６

４
区

甕
（
口
縁
）

土
師
器

５５
３

口
縁
部
わ
ず
か

－
２
．１
　

（
１９
．５
）

内
湾
す
る
低
い
体
部
で
口
縁
部
外
傾
し
端
部
内
側
に
つ

ま
む

ヨ
コ
ナ
デ

Ｐ３
５６

４
区

皿
土
師
器

５５
４

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
３
．２
）

（
２１
．８
）

内
湾
し
端
部
下
で
細
く
な
り
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
歪

Ｐ２
９６

４
区

皿
（
口
縁
）

土
師
器

５５
５

破
片

－
（
２
．４
）

－
短
く
外
傾
す
る
鍔
部
で
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

Ｐ３
２０

４
区

か
ま
ど

土
師
器

５５
６

口
縁
部
わ
ず
か

（
１
．５
）

（
１１
．０
）

内
湾
し
端
部
近
く
で
水
平
に
な
り
端
部
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＫ
０１

４
区

蓋
須
恵
器

５５
７

１
／６

（
２
．１
）

（
１５
．６
）

内
湾
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
自
然
釉
、
歪

ＳＫ
０３

４
区

蓋
須
恵
器

５５
８

口
縁
部
１
／５

（
３
．５
）

（
２１
．５
）

内
湾
ぎ
み
か
ら
端
部
反
り
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ

ＳＫ
０３

４
区

鉢
土
師
器

５５
９

口
縁
部
１
／１
０

（
６
．２
）

（
３０
．０
）

外
傾
し
端
部
角
張
る

ナ
デ

ＳＫ
０３

４
区

鉢
土
師
器

５６
０

口
縁
部
１
／４

（
４
．４
）

（
９
．７
）

内
湾
し
端
部
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０３

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５６
１

口
縁
部
１
／８

（
５
．６
）

（
１３
．０
）

内
湾
し
端
部
尖
る
、
一
部
内
傾

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
歪

ＳＫ
０３

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５６
２

口
縁
部
１
／４
弱

－
（
２
．３
）

（
１５
．４
）

内
湾
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す

ナ
デ
、
重
ね
焼
き

ＳＫ
０４

４
区

蓋
須
恵
器

５６
３

口
縁
部
１
／４
、
底
部
４
／５
、

体
部
１
／３

（
８
．０
）

３
．４
　

（
１２
．５
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

ＳＫ
０４

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

５６
４

口
縁
部
１
／６

（
６
．８
）

（
２２
．８
）

内
湾
す
る
体
部
で
口
縁
部
短
く
大
き
く
外
反
し
端
部
丸

い
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
片
口

ＳＫ
０４

４
区

壺
須
恵
器

５６
５

口
縁
部
一
部

（
３
．２
）

（
１６
．２
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
つ
ま
み
出
し
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＫ
０４

４
区

椀
土
師
器

５６
６

口
縁
部
１
／１
２
、
底
部
２
／３

－
３
．３
　

（
１４
．７
）

内
湾
す
る
底
部
・
体
部
で
端
部
つ
ま
み
出
し
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
２
次
焼
成
ヘ
ラ
切
り

ＳＫ
０４

４
区

杯
土
師
器

５６
７

口
縁
部
～
底
部
２
／３

（
７
．５
）

２
．５
　

（
１４
．３
）

平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
の
体
部
に
な
り
端
部
つ
ま
み
出
す

ナ
デ

ＳＫ
０４

４
区

皿
土
師
器

５６
８

口
縁
部
１
／８

（
７
．８
）

（
２０
．１
）

内
湾
し
端
部
角
張
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
粘
土
貼
り
付
け

ＳＫ
０４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５６
９

口
縁
部
若
干
、
体
部
１
／７

（
８
．２
）

（
１６
．０
）

外
傾
し
端
部
近
く
で
内
傾
す
る
、
キ
ャ
リ
パ
ー
状
で
端

部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５７
０

口
縁
部
１
／９

（
５
．４
）

（
１４
．３
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５７
１

口
縁
部
１
／１
０

（
４
．６
）

（
１６
．１
）

内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５７
２

口
縁
部
１
／１
８

（
４
．６
）

（
１７
．１
）

内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５７
３

口
縁
部
１
／６

（
６
．０
）

（
１５
．２
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５７
４

口
縁
部
１
／１
２

（
５
．４
）

（
１６
．３
）

直
立
し
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５７
５

口
縁
部
１
／１
０

（
４
．２
）

（
１６
．３
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５７
６

口
縁
部
１
／１
２

（
４
．９
）

（
１７
．３
）

歪
に
外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５７
７

口
縁
部
１
／８

（
６
．３
）

（
１３
．２
）

直
立
ぎ
み
に
延
び
端
部
内
側
に
尖
ら
す

ナ
デ

ＳＫ
０４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５７
８

口
縁
部
１
／９

（
４
．２
）

（
２２
．２
）

内
湾
し
端
部
尖
る

ナ
デ

ＳＫ
０４

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５７
９

口
縁
部
１
／１
６

－
（
８
．７
）

（
１５
．０
）

外
傾
し
端
部
内
側
に
つ
ま
み
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０７

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５８
０
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－　76　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

１
／８
　
端
部
若
干

－
（
１
．５
）

（
１４
．５
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
短
く
外
反
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出

す
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
自
然
釉

ＳＫ
０８

４
区

蓋
須
恵
器

５８
１

口
縁
部
３
／５
、
底
部
完

１０
．８
　

３
．７
　

１３
．７
　

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
外
に
開
き
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
仕
上
げ
ナ
デ
、
火
襷

ＳＫ
０８

４
区

杯
須
恵
器

５８
２

口
縁
部
１
／３
、
底
部
完

１０
．４
　

４
．０
　

１４
．５
　

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

ＳＫ
０８

４
区

杯
須
恵
器

５８
３

口
縁
部
２
／３
、
底
部
完

１０
．８
　

４
．１
　

（
１４
．７
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
内
湾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

ＳＫ
０８

４
区

杯
須
恵
器

５８
４

口
縁
部
１
／４

－
（
７
．５
）

（
２０
．２
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
肥
厚

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＫ
０８

４
区

甕
土
師
器

５８
５

口
縁
部
１
／６

－
（
６
．２
）

（
３０
．４
）

内
湾
ぎ
み
の
口
縁
部
で
端
部
肥
厚
し
端
面
に
沈
線
１
条

ハ
ケ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＫ
０８

４
区

蓋
（
口
縁
）

土
師
器

５８
６

底
部
完
、
体
部
下
半
５
／６

（
１１
．６
）

－
丸
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０８

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

５８
７

口
縁
部
１
／１
４
、
つ
ま
み
完

（
つ
ま
み
径
）

２
．３
　　

３
．３
　

（
１６
．０
）

扁
平
な
宝
珠
つ
ま
み
、
天
井
部
か
ら
口
縁
部
内
湾
し
端

部
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
つ
ま
み
部
貼
り
付
け
の
ナ

デ
ＳＸ
０１
東
半
下
層

４
区

蓋
須
恵
器

５８
８

口
縁
部
１
／９
、
天
井
部
１
／５

－
（
１
．７
）

（
１３
．７
）

緩
や
か
に
屈
曲
し
な
が
ら
内
湾
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出

す
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
下
層
西
半

４
区

蓋
須
恵
器

５８
９

口
縁
端
部
わ
ず
か

（
１
．６
）

（
１２
．６
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
傾
し
端
部
外
側
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＸ
０１
南
半

４
区

蓋
須
恵
器

５９
０

１
／７

－
（
１
．８
）

（
１６
．６
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
傾
し
端
部
短
く
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ
デ

ＳＸ
０１
下
層
西
半

４
区

蓋
須
恵
器

５９
１

１
／６

－
（
２
．０
）

（
１４
．４
）

内
湾
す
る
天
井
部
で
端
部
反
り
ぎ
み
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
の
ち
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

蓋
須
恵
器

５９
２

ほ
ぼ
完
形

－
２
．２
　

１３
．８
　

扁
平
な
宝
珠
つ
ま
み
、
天
井
部
か
ら
口
縁
部
内
湾
し
端

部
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
つ
ま
み
部
貼
付
け
の
ナ
デ
、

歪
ＳＸ
０１
北
半

４
区

蓋
須
恵
器

５９
３

１
／８

－
（
２
．０
）

（
１４
．７
）

外
傾
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
自
然
釉

ＳＸ
０１
北
半

４
区

蓋
須
恵
器

５９
４

口
縁
部
１
／６

－
（
１
．４
）

（
１５
．０
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
傾
し
端
部
下
に
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
つ
ま
み
貼
付
け
の
ナ

デ
ＳＸ
０１
北
半

４
区

蓋
須
恵
器

５９
５

口
縁
部
１
／４
強

－
（
１
．６
）

（
１３
．６
）

緩
や
か
に
屈
曲
し
な
が
ら
外
傾
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出

す
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ
デ

ＳＸ
０１
南
半

４
区

蓋
須
恵
器

５９
６

１
／２
弱

－
１
．９
　

（
１４
．６
）

外
傾
し
端
部
近
く
で
屈
曲
し
肥
厚
ぎ
み
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

蓋
須
恵
器

５９
７

１
／４

－
２
．３
　

（
１４
．２
）

平
坦
な
天
井
部
で
端
部
近
く
で
屈
曲
し
端
部
垂
下
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
つ
ま
み
貼
付
け
の
ナ

デ
ＳＸ
０１
北
半

４
区

蓋
須
恵
器

５９
８

ほ
ぼ
完
形

－
２
．７
　

１４
．８
　

平
坦
な
天
井
部
か
ら
屈
曲
し
な
が
ら
端
部
垂
下
す
る
、

つ
ま
み
ボ
タ
ン
状

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
つ
ま
み
貼
付
け
の
ナ

デ
ＳＸ
０１
北
半

４
区

蓋
須
恵
器

５９
９

口
縁
部
１
／８

（
２
．２
）

（
１３
．５
）

内
湾
し
端
部
近
く
で
屈
曲
し
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
自
然
釉
、
重
ね
焼
き
痕
、
他
の
土
器
付

着
ＳＸ
０１

４
区

蓋
須
恵
器

６０
０

口
縁
部
１
／６

－
（
１
．８
）

（
１９
．８
）

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
外
反
し
端
部
肥
厚
ぎ
み
に
つ
ま

み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
ヘ
ラ
切
り
、
仕
上
げ

ナ
デ

ＳＸ
０１
東
半
下
層

４
区

蓋
須
恵
器

６０
１

口
縁
部
１
／４

（
２
．１
）

（
１７
．８
）

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
口
縁
部
で
端
部
下
に
つ
ま
み
出

す
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
つ
ま
み
部
貼
り
付
け

ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ
デ

ＳＸ
０１
南
半

４
区

蓋
須
恵
器

６０
２

１
／１
４

－
（
１
．９
）

（
２６
．２
）

内
湾
し
端
部
近
く
屈
曲
し
端
部
肥
厚
し
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

蓋
須
恵
器

６０
３

１
／６

－
（
３
．０
）

（
１３
．８
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
須
恵
器

６０
４

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
３
．９
）

（
１４
．３
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＸ
０１
南
半

４
区

杯
須
恵
器

６０
５

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
３
．８
）

（
１５
．７
）

外
傾
し
端
部
反
り
ぎ
み
で
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＸ
０１

４
区

杯
須
恵
器

６０
６

底
部
１
／４
強

（
１０
．６
）

（
１
．８
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

ＳＸ
０１
南
半

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

６０
７

口
縁
部
１
／３
、
底
部
完

１０
．０
　

４
．０
　

（
１３
．４
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
底
面
板
状
圧
痕
、
仕
上
げ

ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

６０
８
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第４章　包含層出土遺物

－　77　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
～
底
部
１
／２
弱

（
１０
．０
）

３
．５
　

（
１３
．２
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

ＳＸ
０１
南
半

４
区

坏
Ａ

須
恵
器

６０
９

口
縁
部
１
／４
、
底
部
１
／３

（
１０
．０
）

３
．５
　

（
１３
．７
）

平
底
か
ら
体
部
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

６１
０

口
縁
部
～
底
部
１
／４

（
９
．８
）

（
３
．４
）

（
１３
．４
）

平
底
か
ら
体
部
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
ナ
デ
、
重
ね
焼
き
痕

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

６１
１

口
縁
部
～
底
部
１
／４
弱

（
１０
．０
）

３
．７
　

（
１３
．６
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
火
襷

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

６１
２

不
接
合
２
／３

（
８
．２
）

３
．５
　

（
１２
．７
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

６１
３

口
縁
部
４
／５
、
底
部
完

９
．１
　

３
．８
　

１３
．５
　

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
反
り
気
味
に
丸
い
、

高
台
低
く
内
側
に
高
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ
、
仕
上

げ
ナ
デ
、
自
然
釉

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６１
４

口
縁
部
１
／８
、
底
部
３
／４

（
８
．７
）

３
．５
　

（
１３
．５
）

平
底
か
ら
内
湾
し
端
部
外
側
に
つ
ま
み
出
す
端
部
丸
い

高
台
低
く
内
が
ｗ
に
尖
る
方
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
高
台
貼
付
ナ
デ
、
仕

上
げ
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６１
５

口
縁
部
１
／３
、
１
／２
弱

（
８
．０
）

３
．８
　

（
１１
．５
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
尖
る
、
高
台
外
に
開

く
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６１
６

口
縁
部
１
／１
０
、
底
部
１
／３

（
８
．６
）

３
．７
　

（
１２
．０
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
や
や
反
る
、
高
台
外

に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６１
７

口
縁
部
４
／５
、
底
部
１
／２
強

（
７
．１
）

３
．３
　

１０
．７
　

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い
、
高
台
方
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６１
８

底
部
１
／４

（
８
．８
）

（
２
．４
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
高
台
短
く
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６１
９

ほ
ぼ
完
形（
口
縁
部
わ
ず

か
に
欠
）

８
．２
　

３
．９
　

１２
．５
　

丸
味
の
あ
る
平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る
、
高
台
短
く

開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６２
０

口
縁
部
１
／４
、
底
部
完

７
．５
　

４
．３
　

１０
．７
　

丸
底
気
味
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る
、
方
形
高
台
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ
、
仕
上

げ
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６２
１

口
縁
部
１
／９
、
底
部
３
／５

（
７
．６
）

４
．５
　

（
１１
．４
）

歪
な
平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
反
る
、
高
台
短
く
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ
、
仕
上

げ
ナ
デ

ＳＸ
０１
下
層
西
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６２
２

口
縁
部
～
底
部
１
／３

（
９
．０
）

３
．９
　

（
１２
．６
）

丸
底
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る
、
高
台
外
に
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６２
３

ほ
ぼ
完
形（
口
縁
部
わ
ず

か
に
欠
）

７
．６
　

４
．０
　

１１
．７
　

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
反
る
、
高
台
方
形
で
開
く
、
自

然
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ
、
仕
上

げ
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６２
４

底
部
１
／６

（
９
．２
）

（
３
．０
）

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
、
高
台
開
き
外
に
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６２
５

口
縁
部
～
底
部
１
／２

（
８
．２
）

３
．７
　

（
１１
．４
）

歪
な
平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
近
く
で
反
る
、
高
台
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６２
６

底
部
１
／４

（
１０
．２
）

（
４
．０
）

－
内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
、
高
台
外
に
開
き
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６２
７

底
部
１
／４

（
１１
．９
）

（
４
．６
）

－
内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
、
高
台
短
く
端
部
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ
、
工

具
痕

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６２
８

口
縁
部
～
底
部
１
／２
弱

（
１５
．１
）

２
．５
　

（
１８
．２
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
反
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

ＳＸ
０１
北
半

４
区

皿
須
恵
器

６２
９

口
縁
部
１
／８

－
（
９
．４
）

（
２６
．０
）

内
湾
ぎ
み
に
外
傾
し
端
部
角
張
る
、
底
部
丸
味
持
ち
高

台
垂
下

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

鉢
須
恵
器

６３
０

口
縁
部
～
底
部
１
／２
弱

－
（
１０
．７
）

（
２０
．４
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

鉄
鉢

須
恵
器

６３
１

口
縁
部
１
／１
２

（
３
．５
）

（
２４
．０
）

外
傾
し
端
部
近
く
で
水
平
に
開
き
端
部
上
に
つ
ま
み
出

す
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
自
然
釉

ＳＸ
０１
南
半

４
区

壺（
口
縁
）

須
恵
器

６３
２

口
縁
部
１
／４

－
１
．８
　

（
１２
．７
）

平
た
い
天
井
部
か
ら
垂
下
し
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
仕
上
げ
ナ
デ
、
自
然

釉
ＳＸ
０１
南
半

４
区

蓋
須
恵
器

６３
３

口
縁
部
１
／７

－
（
３
．１
）

（
１４
．７
）

丸
底
か
ら
内
湾
し
端
部
外
側
に
つ
ま
み
出
す

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
暗
文

ＳＸ
０１

４
区

杯
土
師
器

６３
４

口
縁
部
１
／８

－
（
４
．０
）

（
１９
．７
）

内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
外
に
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
土
師
器

６３
５

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
３
．４
）

（
１７
．８
）

内
湾
し
屈
曲
し
て
延
び
、
端
部
丸
く
つ
ま
み
出
す

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
暗
文

ＳＸ
０１
南
半

４
区

杯
土
師
器

６３
６

T
i
t
l
e
:
1
4
9
5
4
3
_
0
4
表
4
_
横
.
e
c
8
 
P
a
g
e
:
7
7
 
 
D
a
t
e
:
 
2
0
1
5
/
0
3
/
3
1
 
T
u
e
 
1
7
:
1
9
:
2
4
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種

種
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番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／４

－
（
３
．１
）

（
８
．２
）

内
湾
し
端
部
尖
る

ナ
デ
、
被
熱
、
製
塩
土
器
？

ＳＸ
０１
北
半

４
区

鉢
土
師
器

６３
７

口
縁
部
１
／２
、
底
部
２
／３

９
．３
　

３
．６
　

１２
．２
　

上
げ
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
暗
文

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
土
師
器

６３
８

口
縁
部
１
／８
、
底
部
１
／４

（
５
．４
）

３
．８
　

（
１３
．７
）

上
げ
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
２
次
焼
成

ＳＸ
０１
北
半

４
区

杯
Ａ

土
師
器

６３
９

口
縁
部
１
／４
弱

－
（
２
．８
）

（
２５
．４
）

浅
く
内
湾
し
端
部
開
き
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
暗
文

ＳＸ
０１
北
半

４
区

高
杯（
杯
部
）

土
師
器

６４
０

口
縁
部
１
／６

－
（
２
．３
）

（
３０
．４
）

浅
く
内
湾
し
端
部
開
き
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
暗
文

ＳＸ
０１
南
半

４
区

高
杯（
杯
部
）

土
師
器

６４
１

脚
柱
・
槻
わ
ず
か

－
（
７
．６
）

－
外
反
す
る
筒
部
、
面
取
り
、
平
坦
な
杯
底
部

ユ
ビ
成
形
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
螺
旋
状
暗
文

ＳＸ
０１
南
半

４
区

高
杯

土
師
器

６４
２

杯
わ
ず
か
　
脚
柱
７
／８
　

裾
１
／２
強

１２
．９
　

（
１０
．１
）

－
外
反
す
る
筒
部
で
端
部
下
に
つ
ま
む
、
面
取
り
、
平
坦

な
杯
底
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
螺
旋
状
暗

文
ＳＸ
０１
南
半

４
区

高
杯

土
師
器

６４
３

口
縁
部
１
／４
強

－
（
８
．０
）

（
２０
．３
）

直
立
す
る
肩
部
か
ら
短
く
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸

い
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

甕
土
師
器

６４
４

口
縁
部
１
／８

－
（
５
．１
）

（
１５
．２
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
尖
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

甕
土
師
器

６４
５

口
縁
部
１
／６

－
（
３
．８
）

（
１８
．０
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
外
反
す
る
口
縁
部

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
被
熱

ＳＸ
０１
北
半

４
区

甕
土
師
器

６４
６

口
縁
部
１
／１
０

－
（
４
．７
）

（
１７
．９
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ナ
デ
、
ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
被
熱

ＳＸ
０１
南
半

４
区

甕
土
師
器

６４
７

口
縁
部
１
／８

－
（
２
．３
）

（
１３
．２
）

外
反
し
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

甕（
口
縁
）

土
師
器

６４
８

口
縁
部
１
／１
０

－
（
４
．４
）

（
１３
．８
）

内
湾
す
る
体
部
器
壁
厚
い
、
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部

丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

甕
土
師
器

６４
９

口
縁
部
１
／４
弱

－
（
１５
．４
）

（
２７
．８
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
上
に
つ

ま
む

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
、
板
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

甕
土
師
器

６５
０

口
縁
部
３
／４
、体
部
わ
ず
か

（
１９
．７
）

－
（
１５
．０
）

（
１９
．０
）

下
膨
れ
で
内
湾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
傾
す
る
口
縁
部

で
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

甕
土
師
器

６５
１

口
縁
部
１
／４
弱

－
（
９
．４
）

（
１６
．８
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

甕
土
師
器

６５
２

口
縁
部
１
／１
０

－
（
２
．１
）

（
３３
．０
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
肥
厚

ハ
ケ
、
板
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

甕（
口
縁
）

土
師
器

６５
３

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
４
．１
）

（
３６
．４
）

内
傾
す
る
体
部
、
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
上
に
つ
ま

み
出
す

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
、
板
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

甕（
口
縁
）

土
師
器

６５
４

口
縁
部
１
／１
２

－
（
２
．２
）

（
２７
．４
）

外
傾
し
端
部
肥
厚
ぎ
み

ヨ
コ
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

甕（
口
縁
）

土
師
器

６５
５

口
縁
部
１
／７

－
（
５
．０
）

（
３２
．９
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
歪
に
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
角

張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
、
ナ
デ
、
２
次
焼
成

ＳＸ
０１
南
半

４
区

鍋
土
師
器

６５
６

口
縁
部
１
／１
２

（
８
．２
）

（
４６
．２
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
南
半

４
区

鍋
土
師
器

６５
７

破
片

直
線
的
で
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
庇
部

ＳＸ
０１
南
半

４
区

か
ま
ど

土
師
器

６５
８

口
縁
部
１
／４

（
３
．３
）

（
４
．０
）

歪
に
直
立
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

製
塩
土
器
？

土
師
器

６５
９

１
／３

－
（
７
．１
）

－
丸
底
で
歪
に
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６６
０

底
部
３
／５

－
（
５
．３
）

－
丸
底
か
ら
内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
南
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６６
１

口
縁
部
１
／８

－
（
６
．１
）

（
１６
．２
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
直
立
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６６
２

口
縁
部
１
／６

－
（
５
．１
）

（
１１
．２
）

内
湾
ぎ
み
で
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６６
３

底
部
１
／１
０

（
７
．３
）

（
２０
．６
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
近
く
で
直
立
し
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

製
塩
土
器（
鉢
）

土
師
器

６６
４

口
縁
部
１
／４

－
（
１０
．７
）

（
１６
．９
）

内
傾
し
て
か
ら
直
立
ぎ
み
の
口
縁
部
に
な
り
端
部
角
張

る
ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
南
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６６
５

体
部
わ
ず
か

－
（
１１
．８
）

－
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
南
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６６
６
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－　79　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

体
部
～
底
部
１
／４

（
１０
．８
）

－
尖
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
下
層
西
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６６
７

口
縁
部
１
／４

（
１７
．６
）

（
６
．３
）

（
１４
．７
）

内
湾
し
端
部
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６６
８

口
縁
部
１
／６

－
（
７
．７
）

（
１５
．９
）

内
湾
し
端
部
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６６
９

口
縁
部
１
／６

－
（
１３
．６
）

（
１７
．１
）

外
傾
す
る
体
部
か
ら
内
湾
ぎ
み
の
口
縁
部
で
端
部
内
側

に
つ
ま
む

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６７
０

底
部
完
、
体
部
１
／２

（
１８
．７
）

－
丸
底
か
ら
湾
曲
ぎ
み
に
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
下
層
西
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６７
１

口
縁
部
若
干
、
体
部
１
／５

－
（
１６
．７
）

（
１３
．２
）

内
湾
し
屈
曲
し
な
が
ら
延
び
端
部
近
く
で
直
立
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６７
２

１
／３

－
（
１７
．６
）

（
１２
．８
）

内
湾
し
屈
曲
し
な
が
ら
延
び
端
部
近
く
で
内
湾
し
端
部

尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６７
３

体
部
～
底
部
３
／５

（
１２
．１
）

－
丸
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
北
半

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６７
４

１
／８

－
（
１
．３
）

（
１２
．１
）

低
く
外
傾
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
炉

４
区

蓋
須
恵
器

６７
５

１
／２

－
２
．６
　

１４
．９
　

扁
平
な
つ
ま
み
、
内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
口
縁
部
外
反

し
端
部
下
に
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
貼
付
け
ナ
デ
、
転

用
硯
？
重
ね
焼
き
痕

ＳＸ
０１
炉

４
区

蓋
須
恵
器

６７
６

口
縁
部
１
／１
０

－
（
２
．８
）

（
１６
．２
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＸ
０１
炉

４
区

杯
須
恵
器

６７
７

口
縁
部
１
／１
０

－
（
３
．４
）

（
１２
．４
）

内
湾
気
味
に
広
が
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＸ
０１
炉

４
区

杯
Ｂ
？

須
恵
器

６７
８

ほ
ぼ
完
形（
口
縁
部
若
干

欠
損
）

（
７
．８
）

３
．９
　

（
１０
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い
、
高
台
端
部
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＸ
０１
炉

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６７
９

口
縁
部
１
／４
、
底
部
１
／３

（
９
．８
）

４
．４
　

（
１３
．４
）

丸
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い
、
高
台
方
形
で
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＸ
０１
炉

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

６８
０

口
縁
部
１
／８

－
（
２
．９
）

（
１５
．０
）

外
傾
し
端
部
肥
厚

磨
滅

ＳＸ
０１
炉

４
区

杯
土
師
器

６８
１

口
縁
部
１
／８

－
（
３
．８
）

（
１６
．０
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
反
し
端
部
上
に
つ
ま
み
出

す
磨
滅

ＳＸ
０１
炉

４
区

甕
土
師
器

６８
２

口
縁
部
１
／２
強

－
（
１７
．４
）

（
２６
．４
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
し
端
部
肥
厚
し
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
、
板
ナ
デ

ＳＸ
０１
炉

４
区

甕
土
師
器

６８
３

た
き
口
上
部

－
（
１３
．４
）

－
庇
部
湾
曲

ハ
ケ
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
炉

４
区

竈
土
師
質

６８
４

口
縁
部
１
／１
２

－
（
６
．１
）

（
２３
．６
）

外
傾
し
端
部
近
く
で
直
立

磨
滅

ＳＸ
０１
炉

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６８
５

口
縁
部
１
／６

（
４
．２
）

（
１４
．０
）

内
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
炉

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６８
６

口
縁
部
１
／８

（
３
．７
）

（
１５
．２
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
炉

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６８
７

口
縁
部
１
／６
、
底
部
１
／４

（
１７
．９
）

（
１５
．２
）

小
さ
な
丸
底
か
ら
外
傾
し
端
部
近
く
で
内
傾
す
る
、
端

部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
炉

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６８
８

底
部
完

（
６
．６
）

丸
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
炉

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６８
９

口
縁
部
１
／７

（
１８
．０
）

２
．１
　

（
２０
．５
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
近
く
で
変
化
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
沈
線

ＳＸ
０１
断
ち
割
り

４
区

皿
土
師
器

６９
０

体
部
～
底
部
１
／６

（
７
．８
）

－
丸
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０１
東
土
坑

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

６９
１

口
縁
部
～
底
部
１
／４

（
１１
．６
）

３
．８
　

（
１５
．８
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

ＳＸ
０２

４
区

杯
須
恵
器

６９
２

一
部

（
８
．０
）

（
２
．１
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る

磨
滅

ＳＸ
０２

４
区

甕
土
師
器

６９
３

わ
ず
か

－
（
７
．８
）

（
２４
．８
）

外
傾
し
端
部
角
張
る

タ
タ
キ
、
ナ
デ

ＳＸ
０４

４
区

鉢
須
恵
器

６９
４

一
部

－
（
１
．４
）

（
１５
．６
）

湾
曲
す
る
天
井
部
か
ら
外
傾
し
外
に
開
き
端
部
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＸ
０５

４
区

蓋
須
恵
器

６９
５

一
部

－
（
２
．４
）

（
１８
．０
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
反
し
端
部
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
暗
文
、
赤
彩

ＳＸ
０５

４
区

高
杯

土
師
器

６９
６

一
部

－
（
６
．３
）

－
内
傾
し
端
部
内
外
に
肥
厚

ハ
ケ
、
ナ
デ

ＳＸ
０５

４
区

竈
土
師
質

６９
７

一
部

（
１
．１
）

（
１１
．５
）

内
湾
し
端
部
丸
い

磨
滅

ＳＸ
０７

４
区

蓋
須
恵
器

６９
８
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残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
～
体
部
一
部
、
底

部
１
／３

（
７
．９
）

３
．５
　

（
１０
．６
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い
、
高
台
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＸ
０７

４
区

椀
須
恵
器

６９
９

口
縁
部
１
／６
、
体
部
１
／９

（
１９
．１
）

（
１４
．８
）

丸
底
か
ら
外
傾
し
端
部
や
や
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＸ
０７

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

７０
０

底
部
１
／３

（
８
．４
）

（
２
．４
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＤ
０５

４
区

杯
身

須
恵
器

７０
１

底
部
１
／３

（
９
．４
）

（
２
．１
）

内
湾
し
方
形
の
高
台
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＤ
０５

４
区

椀
須
恵
器

７０
２

口
縁
部
～
底
部
１
／９

（
１２
．０
）

（
３
．２
）

（
１６
．２
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

ＳＤ
０５

４
区

杯
身

土
師
器

７０
３

口
縁
部
１
／６

（
３
．０
）

（
１９
．０
）

外
反
し
端
部
上
に
つ
ま
み
出
す

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＤ
０５

４
区

甕
土
師
器

７０
４

口
縁
部
１
／１
２

（
５
．９
）

（
１６
．０
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＤ
０５

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

７０
５

口
縁
部
１
／１
２
、
体
部
１
／５

（
８
．２
）

（
１３
．６
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
磨
滅

ＳＤ
０５

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

７０
６

底
部
１
／３

（
３
．２
）

－
丸
底
で
内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＤ
０５

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

７０
７

口
縁
部
１
／５

（
７
．１
）

（
１７
．１
）

内
湾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＤ
０５

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

７０
８

一
部

（
３
．１
）

（
２０
．０
）

内
湾
し
端
部
小
さ
く
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＤ
０５

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

７０
９

口
縁
部
１
／８

（
５
．５
）

（
２３
．２
）

外
傾
し
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ

ＳＤ
０５

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

７１
０

つ
ま
み
完
、
体
部
破
片

（
つ
ま
み
径
）

２
．１
　　

（
１
．４
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
内
湾
す
る
、
小
さ
め
の
宝
珠
つ
ま

み
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＤ
０６

４
区

蓋
須
恵
器

７１
１

口
縁
部
３
／４
欠

（
１０
．０
）

７
．４
　

（
１５
．５
）

平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
に
延
び
端
部
丸
い
、
高
台
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
付

け
ナ
デ

ＳＤ
０６

４
区

杯
須
恵
器

７１
２

口
縁
部
～
底
部
１
／３

（
１４
．３
）

１
．７
　

（
１６
．２
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

ＳＤ
０６

４
区

皿
須
恵
器

７１
３

口
縁
部
破
片

（
２
．７
）

（
２１
．４
）

外
傾
し
端
部
上
に
つ
ま
み
出
す

ヨ
コ
ナ
デ

ＳＤ
０６

４
区

甕
土
師
器

７１
４

口
縁
部
１
／１
０

（
３
．１
）

（
１５
．８
）

外
傾
し
端
部
薄
く
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＤ
０７

４
区

椀
須
恵
器

７１
５

口
縁
部
～
底
部
１
／９

（
９
．６
）

３
．６
　

（
１３
．２
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
反
る

磨
滅

ＳＤ
０８

４
区

杯
須
恵
器

７１
６

口
縁
部
～
底
部
１
／３

（
１０
．０
）

３
．６
　

（
１４
．６
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

磨
滅

ＳＤ
０８

４
区

杯
須
恵
器

７１
７

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
３
．９
）

（
２３
．１
）

外
反
し
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ

ＳＨ
０１
西
半

４
区

甕（
口
縁
）

土
師
器

７１
８

体
部
破
片

－
（
２
．３
）

－
内
湾
す
る

２
条
沈
線

下
層
　
ＳＨ
０２
東
半

４
区

壺（
体
部
）

弥
生
土
器

７１
９

底
部
１
／４
弱

（
９
．３
）

（
２
．６
）

－
不
安
定
な
平
底

磨
滅

下
層
　
ＳＨ
０２

４
区

壺（
底
部
）

弥
生
土
器

７２
０

底
部
１
／４

（
１０
．８
）

（
３
．０
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る

ナ
デ

下
層
　
ＳＨ
０２
東
半

４
区

（
底
部
）

弥
生
土
器

７２
１

完
形

５
．０
　

３
．９
　

１１
．３
　

大
き
く
歪
む
、
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
他
の
土
器
片
付
着

ＳＨ
０４

４
区

杯
蓋

須
恵
器

７２
２

完
形

６
．７
　

４
．９
　

１４
．０
　

内
湾
し
端
部
丸
い
、
歪

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

ＳＨ
０４

４
区

杯
蓋

須
恵
器

７２
３

ほ
ぼ
完
形

－
３
．４
　

１１
．２
　

内
湾
し
受
部
短
く
尖
る
、
立
ち
上
が
り
短
く
外
反
し
端

部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

ＳＨ
０４
北
西
部

須
恵
器

４
区

杯
身

須
恵
器

７２
４

口
縁
部
７
／８
、
底
部
完

－
４
．０
　

１０
．７
　

内
湾
し
受
部
水
平
で
端
部
丸
い
、
立
ち
上
が
り
内
傾
し

端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
仕
上
げ
ナ
デ

ＳＨ
０４
北
西
部

須
恵
器

４
区

杯
身

須
恵
器

７２
５

体
部
破
片

－
（
７
．０
）

－
内
湾
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
沈
線
、
刺
突
文

ＳＨ
０４

４
区

壺（
体
部
）

須
恵
器

７２
６

完
形

１３
．４
　

９
．６
　

１０
．９
　

５
．７
　

扁
平
な
球
形
で
口
縁
部
直
立
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
仕
上
げ
ナ
デ

ＳＨ
０４

４
区

平
瓶

須
恵
器

７２
７

口
縁
部
１
／３
、頸
部
～
底
部

完
９
．３
　

１４
．６
　

（
１０
．８
）

球
形
の
体
部
か
ら
外
反
し
屈
曲
し
て
さ
ら
に
外
反
す
る
、

端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
静
止
ケ
ズ
リ

ＳＨ
０４

４
区

 
須
恵
器

７２
８

口
縁
部
破
片
合
１
／２

－
（
６
．６
）

（
１３
．８
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

磨
滅

ＳＨ
０４

４
区

甕
土
師
器

７２
９

T
i
t
l
e
:
1
4
9
5
4
3
_
0
4
表
4
_
横
.
e
c
8
 
P
a
g
e
:
8
0
 
 
D
a
t
e
:
 
2
0
1
5
/
0
3
/
3
1
 
T
u
e
 
1
7
:
1
9
:
2
9
 



第４章　包含層出土遺物

－　81　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／６
、
底
部
完
、
体

部
１
／２

（
１４
．８
）

－
１４
．５
　

（
１４
．０
）

下
膨
れ
の
球
形
の
体
部
で
口
縁
部
外
傾
し
端
部
丸
い

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
粘
土
紐
継
ぎ
目

ＳＨ
０４

４
区

甕
土
師
器

７３
０

口
縁
部
１
／１
０

－
（
４
．７
）

（
１９
．２
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
粘
土
紐
継
ぎ
目

下
層
　
ＳＨ
０４

４
区

甕
土
師
器

７３
１

口
縁
部
１
／１
０

－
（
７
．６
）

（
１９
．０
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
小
さ
く

つ
ま
む

ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
粘
土
紐
継
ぎ
目

下
層
　
ＳＨ
０４

４
区

甕
土
師
器

７３
２

頸
部
破
片

－
（
３
．４
）

－
外
反
す
る
頸
部
、
突
帯
付
け
る

ナ
デ
、
刻
み
目

下
層
　
ＳＨ
０５

４
区

壺（
頸
部
）

弥
生
土
器

７３
３

破
片

－
（
４
．５
）

－
直
立
す
る
体
部
か
ら
外
反
か

ナ
デ
、
沈
線

下
層
　
ＳＨ
０５

４
区

甕
弥
生
土
器

７３
４

底
部
１
／６

（
８
．０
）

（
３
．５
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る

ナ
デ

下
層
　
ＳＨ
０５

４
区

壺（
底
部
）

弥
生
土
器

７３
５

口
縁
部
一
部

（
３
．４
）

（
２７
．６
）

直
立
す
る
口
縁
部
で
端
部
外
側
に
大
き
く
つ
ま
み
出
す

ナ
デ

ＳＸ
０２

４
区

甕
弥
生
土
器

７３
６

一
部

（
１０
．０
）

（
５
．０
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る

磨
滅

ＳＸ
０２

４
区

壺（
底
部
）

弥
生
土
器

７３
７

底
部
１
／３

（
６
．０
）

（
４
．０
）

－
上
げ
底
か
ら
外
傾
す
る

磨
滅

ＳＸ
０２

４
区

壺
弥
生
土
器

７３
８

底
部
１
／２

（
８
．２
）

（
７
．８
）

外
に
大
き
く
開
き
高
台
状
に
な
る
底
部
で
、
体
部
外
傾

す
る

磨
滅

ＳＸ
０２

４
区

底
部

弥
生
土
器

７３
９

口
縁
部
一
部

－
（
６
．５
）

－
僅
か
に
外
反
し
端
部
下
に
突
帯
付
け
、
上
面
を
指
で
押

し
文
様
化

磨
滅

ＳＸ
０２

４
区

鉢
縄
文
土
器

７４
０

口
縁
部
破
片

（
４
．５
）

外
傾
し
端
部
角
張
る

磨
滅

ＳＤ
１３

４
区

鉢
縄
文
土
器

７４
１

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

（
２０
．４
）

２
．５
　

（
２８
．７
）

平
底
か
ら
内
湾
し
端
部
近
く
で
外
傾
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
ヘ
ラ
切
り
、
ナ
デ

ＳＢ
０２
　
Ｐ０
１１

５
区

皿
土
師
器

７４
２

口
縁
部
わ
ず
か
、
底
部
３
／

４
、
体
部
１
／３

（
１１
．２
）

４
．０
　

（
１４
．５
）

丸
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い
、
高
台
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
ナ
デ
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

Ｐ
８

５
区

台
付
椀

須
恵
器

７４
３

口
縁
部
わ
ず
か

（
４
．０
）

（
１９
．４
）

外
傾
し
端
部
角
張
り
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ
８

５
区

製
塩
土
器

土
師
器

７４
４

把
手
部
完

－
（
１
．６
）

取
手
部

（
２
．５
）

内
湾
ぎ
み
の
天
井
部
で
扁
平
な
宝
珠
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
ナ
デ

ＳＫ
０１

５
区

蓋
須
恵
器

７４
５

１
／４

－
（
１
．９
）

（
１２
．０
）

内
湾
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

ＳＫ
０１

５
区

蓋
須
恵
器

７４
６

底
部
１
／４

（
８
．０
）

（
１
．７
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
高
台
三
角
で
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
ナ
デ
、
高
台
貼
付
け
ナ
デ

ＳＫ
０１

５
区

台
付
椀

須
恵
器

７４
７

口
縁
部
破
片

－
（
３
．７
）

（
１６
．０
）

内
湾
し
端
部
や
や
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ＳＫ
０１

５
区

椀
須
恵
器

７４
８

底
部
１
／３
、
体
部
１
／４

（
１２
．８
）

（
７
．８
）

－
平
底
か
ら
内
湾
し
肩
に
稜
線
を
も
っ
て
内
傾
す
る
、
高

台
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
ナ
デ
、
高
台
貼
付

け
ナ
デ

ＳＫ
０１

５
区

壺
須
恵
器

７４
９

口
縁
部
３
／４
、
底
部
完

１９
．０
　

１５
．０
　

尖
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０１

５
区

製
塩
土
器

土
師
器

７５
０

口
縁
部
３
／４
、
底
部
完

１８
．３
　

１４
．６
　

丸
底
か
ら
外
傾
し
端
部
近
く
で
内
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０１

５
区

製
塩
土
器

土
師
器

７５
１

口
縁
部
３
／４
、
底
部
完

１８
．６
　

１５
．８
　

尖
底
か
ら
外
傾
し
端
部
近
く
で
直
立
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＫ
０１

５
区

製
塩
土
器

土
師
器

７５
２

わ
ず
か

－
（
３
．８
）

－
外
反
ぎ
み
に
延
び
端
部
角
張
る

ナ
デ

ＳＫ
０３

５
区

深
鉢

縄
文
土
器

７５
３

口
縁
部
１
／６

－
（
２
．１
）

（
１９
．６
）

浅
く
内
湾
し
端
部
開
き
丸
い

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
暗
文

ＳＤ
０５

５
区

高
杯

土
師
器

７５
４

口
縁
部
１
／８

（
５
．０
）

（
１４
．５
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＤ
０５

５
区

製
塩
土
器

土
師
器

７５
５

口
縁
部
１
／１
８

（
４
．０
）

（
４５
．５
）

内
湾
し
端
部
角
張
ぎ
み

ナ
デ
、
縄
文

不
明

深
鉢

縄
文
土
器

７５
６

口
縁
部
若
干

－
（
４
．０
）

－
内
湾
し
端
部
近
く
で
直
立
し
端
部
丸
い

ナ
デ
、
磨
消
縄
文
、
沈
線

下
層
　
断
ち
割
り

４
区

深
鉢

縄
文
土
器

７５
７

体
部
破
片

－
（
５
．１
）

－
外
反
す
る

沈
線
、
磨
滅

下
層
　
断
ち
割
り

４
区

深
鉢

縄
文
土
器

７５
８

体
部
破
片

－
（
４
．７
）

－
内
湾
す
る

ナ
デ
、
沈
線

下
層
　
断
ち
割
り

４
区

深
鉢

縄
文
土
器

７５
９

破
片

（
１
．５
）

内
傾
し
端
部
角
張
ぎ
み

ナ
デ
、
磨
滅

Ｐ２
０４

４
区

縄
文
土
器

７６
０
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－　82　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／１
２

－
（
３
．７
）

（
２３
．６
）

外
反
し
端
部
丸
い

ナ
デ
、
条
痕
文

下
層
　
Ｐ２
８０

４
区

（
口
縁
）

縄
文
土
器

７６
１

破
片

－
（
３
．３
）

－
内
傾
し
端
部
近
く
で
肥
厚

ナ
デ

Ｐ２
８９

４
区

（
口
縁
）

縄
文
土
器

７６
２

口
縁
部
１
／３

－
（
７
．９
）

（
１４
．０
）

外
反
し
端
部
肥
厚

ナ
デ

下
層
　
Ｐ３
３５

４
区

（
口
縁
）

縄
文
土
器

７６
３

体
部
破
片

－
（
４
．９
）

－
内
傾
し
端
部
突
帯

磨
滅

Ｐ２
８３

４
区

（
体
部
）

縄
文
土
器

７６
４

体
部
破
片

－
（
４
．９
）

－
外
傾
し
端
部
近
く
に
突
帯

ナ
デ

Ｐ１
９６

４
区

（
体
部
）

縄
文
土
器

７６
５

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
４
．７
）

－
外
反
し
端
部
に
突
帯

ナ
デ

Ｐ１
９６

４
区

（
口
縁
）

縄
文
土
器

７６
６

頸
部
破
片

－
（
２
．９
）

－
外
傾
す
る

ナ
デ
、
貼
付
突
帯

下
層
　
Ｐ３
２１

４
区

壺
（
頸
部
）

弥
生
土
器

７６
７

若
干

（
４
．０
）

－
直
立
し
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ

ＳＢ
０８
　
Ｐ１
４４

４
区

直
口
壺

弥
生
土
器

７６
８

口
縁
部
１
／１
０

－
（
４
．５
）

（
３２
．５
）

外
傾
し
端
部
近
く
で
外
反
し
端
部
丸
い
、
取
手
付
く

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

面
精
査

２
区

鉢
（
口
縁
）

弥
生
土
器

７６
９

底
部
完

７
．０
　

（
１
．９
）

－
平
底
か
ら
外
反
す
る

ナ
デ
、
黒
斑

下
層
包
含
層

４
区

壺
（
底
部
）

弥
生
土
器

７７
０

底
部
１
／４

（
３
．２
）

（
１
．８
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る

ナ
デ

下
層
　
Ｐ３
３７

４
区

（
底
部
）

弥
生
土
器

７７
１

口
縁
部
破
片

（
１
．８
）

（
２６
．０
）

外
傾
し
端
部
上
に
つ
ま
み
出
す

ナ
デ

下
層
　
Ｐ２
３２

４
区

甕
弥
生
土
器

７７
２

底
部
ほ
ぼ
完

８
．４
　

（
３
．２
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る

ナ
デ

重
機
掘
削
（
西
端
）

２
区

壺
（
底
部
）

弥
生
土
器

７７
３

底
部
１
／４
弱

（
７
．３
）

（
１
．７
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る

ナ
デ

下
層
　
Ｐ３
４０

４
区

（
底
部
）

弥
生
土
器

７７
４

底
部
１
／２

（
５
．９
）

（
２
．９
）

－
不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
す
る

磨
滅

Ｐ１
９９

４
区

甕
（
底
部
）

弥
生
土
器

７７
５

一
部

（
７
．０
）

（
１
．９
）

－
不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
す
る

ナ
デ

下
層
　
ＳＸ
０１

５
区

壺
（
底
部
）

弥
生
土
器

７７
６

底
部
１
／４
弱

（
６
．６
）

（
１
．９
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

下
層
　
Ｐ３
２１

４
区

壺
（
底
部
）

弥
生
土
器

７７
７

底
部
完

（
４
．３
）

（
４
．８
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
タ
タ
キ
、
内
面
ハ
ケ
の
ち
ナ
デ

断
ち
割
り
下
層

５
区

甕
（
底
部
）

弥
生
土
器

７７
８

口
縁
部
一
部

（
２
．０
）

（
１３
．０
）

内
湾
し
受
部
水
平
、
立
ち
上
が
り
直
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

包
含
層

４
区
東
半

杯
身

須
恵
器

７７
９

口
縁
部
１
／８

－
（
１
．８
）

（
１１
．６
）

外
傾
し
受
部
短
く
丸
い
、
立
ち
上
が
り
は
外
反
し
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
自
然
釉

包
含
層

４
区

杯
身

須
恵
器

７８
０

口
縁
部
若
干

－
（
２
．３
）

－
内
湾
し
受
部
短
く
端
部
丸
い
、
立
ち
上
が
り
は
外
反
し

尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

包
含
層

４
区

杯
身

須
恵
器

７８
１

口
縁
部
１
／８

－
（
２
．６
）

－
内
湾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

包
含
層

４
区

横
瓶
？

須
恵
器

７８
２

底
部
完
、
体
部
１
／２

（
８
．７
）

（
７
．４
）

－
や
や
扁
平
な
球
形
、
肩
部
に
穿
孔

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
静
止
ケ
ズ
リ

包
含
層

４
区

 
須
恵
器

７８
３

底
部
３
／４

（
３
．６
）

（
２
．５
）

－
上
げ
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

製
塩
土
器

土
師
器

７８
４

底
部
２
／３

２
．２
　

（
２
．１
）

－
上
げ
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
ハ
ケ

ＳＤ
０６

３
区

製
塩
土
器

土
師
器

７８
５

口
縁
部
１
／２
弱

－
（
２
．８
）

（
１４
．８
）

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
口
縁
部
で
端
部
丸
い
、
反
り
短

く
内
傾
し
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
つ
ま
み
部
貼
付
け

ナ
デ
、
重
ね
焼
き

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
蓋

須
恵
器

７８
６

口
縁
部
１
／１
０
、天
井
部
１
／４

－
３
．４
　

（
１５
．８
）

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
口
縁
部
で
端
部
角
張
る
、
宝
珠

つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
仕
上
げ
ナ
デ
、
つ
ま

み
貼
付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
蓋

須
恵
器

７８
７

１
／２

３
．５
　

１３
．７
　

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
口
縁
部
で
端
部
下
に
つ
ま
み
出

す
、
宝
珠
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
重
ね
焼
き
痕
、
自
然
釉
、
火
襷

４
区
北
西

半
蓋

須
恵
器

７８
８

口
縁
部
若
干

－
２
．０
　

（
１３
．０
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
口
縁
水
平
に
開
き
端
部
丸
い
、
扁

平
な
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
つ
ま
み
貼
付
け
ナ
デ

機
械
掘
削

４
区

蓋
須
恵
器

７８
９

１
／４

２
．９
　

（
１４
．４
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
反
し
端
部
肥
厚
、
や
や
扁
平
な

宝
珠
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
つ
ま
み
貼
付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
東

半
蓋

須
恵
器

７９
０

口
縁
部
１
／５

（
１
．７
）

（
１５
．６
）

内
湾
し
端
部
角
張
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

付
近

蓋
須
恵
器

７９
１
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第４章　包含層出土遺物

－　83　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／１
０

－
３
．３
　

（
１４
．０
）

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
口
縁
部
で
端
部
下
に
つ
ま
む
、

扁
平
な
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
蓋

須
恵
器

７９
２

口
縁
部
わ
ず
か
、
天
井
部

１
／３

－
（
１
．４
）

（
１３
．５
）

平
た
い
天
井
部
か
ら
水
平
に
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
重
ね
焼
き
痕

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

蓋
須
恵
器

７９
３

１
／６

（
１
．７
）

（
１３
．４
）

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
口
縁
部
で
端
部
下
に
つ
ま
む
、

つ
ま
み
外
れ
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
東

半
蓋

須
恵
器

７９
４

１
／４

（
１
．５
）

（
１２
．２
５
）

外
傾
す
る
天
井
部
か
ら
短
く
外
反
し
端
部
下
に
つ
ま
み

出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

端
蓋

須
恵
器

７９
５

天
井
部
１
／４

－
（
２
．５
）

－
平
坦
な
天
井
部
か
ら
内
湾
す
る
体
部
、
宝
珠
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
仕
上
げ
ナ
デ
、
つ
ま

み
貼
付
け
ナ
デ
、
ヘ
ラ
記
号

側
溝（
暗
褐
色
土
層
）

４
区

蓋
須
恵
器

７９
６

３
／５

つ
ま
み
径

１
．９
　　

１
．５
　

１３
．７
　

平
た
い
天
井
部
か
ら
短
く
外
傾
し
水
平
に
開
き
端
部
下

に
つ
ま
み
出
す
、
扁
平
な
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
へ
ら
切
り
、
仕
上
げ
ナ
デ
、
つ
ま
み
貼

付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

端
蓋

須
恵
器

７９
７

口
縁
部
わ
ず
か

（
１
．６
）

（
１３
．２
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
や
や
肥

厚
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

蓋
須
恵
器

７９
８

１
／２

つ
ま
み
径

２
．１
　　

１
．７
　

１３
．４
　

平
坦
な
天
井
部
か
ら
短
く
水
平
に
開
き
端
部
下
に
つ
ま

み
出
す
、
扁
平
な
宝
珠
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
へ
ら
切
り
、
仕
上
げ
ナ
デ
、
つ
ま
み
貼

付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

端
蓋

須
恵
器

７９
９

１
／４

－
（
２
．３
）

（
１３
．９
）

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
口
縁
部
で
端
部
下
に
つ
ま
み
出

す
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
へ
ら
切
り
、
仕
上
げ
ナ
デ
、
つ
ま
み
貼

付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
蓋

須
恵
器

８０
０

１
／５

（
１
．４
）

（
１７
．７
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
傾
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ユ
ビ
オ
サ
エ
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

端
蓋

須
恵
器

８０
１

１
／３

（
１
．４
）

（
１４
．２
）

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
口
縁
部
で
端
部
近
く
で
屈
曲
し

端
部
つ
ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
自
然
釉

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
蓋

須
恵
器

８０
２

１
／４
弱

－
（
１
．７
）

（
１４
．９
）

緩
や
か
に
外
傾
す
る
天
井
部
で
短
く
外
傾
し
端
部
つ
ま

み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
貼
付
け
ナ
デ
、
仕
上

げ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
蓋

須
恵
器

８０
３

１
／９

－
（
１
．６
）

（
１３
．８
）

内
湾
す
る
天
井
部
で
短
く
水
平
に
開
き
端
部
下
に
つ
ま

み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
ナ
デ

面
精
査

１
区

蓋
須
恵
器

８０
４

口
縁
部
若
干
、
天
井
部
１
／

８
－

１
．３
　

（
１５
．１
）

平
た
い
天
井
部
か
ら
外
反
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

３
区

蓋
須
恵
器

８０
５

口
縁
部
１
／４
、
天
井
部
１
／３

（
つ
ま
み
径
）

２
．５
　　

２
．０
　

（
１６
．５
）

平
た
い
天
井
部
か
ら
外
傾
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す
、

扁
平
な
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
つ
ま
み
部
貼
付
け
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後

ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

蓋
須
恵
器

８０
６

１
／３

－
３
．５
　

（
１３
．６
）

平
底
ｋ
ら
内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い
外
傾
し
端
部
下

に
つ
ま
む
み
、
扁
平
な
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
つ
ま
み
部
貼
付
け
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ

リ
、
仕
上
げ
ナ
デ

機
械
掘
削

４
区

蓋
須
恵
器

８０
７

１
／４

２
．０
　

（
１２
．５
）

内
湾
し
端
部
つ
ま
み
出
す
、
扁
平
な
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
つ
ま
み
部
貼
付
け
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ

リ
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

付
近

蓋
須
恵
器

８０
８

口
縁
部
１
／６

－
（
２
．０
）

（
１６
．０
）

内
湾
ぎ
み
の
天
井
部
か
ら
垂
下
す
る
端
部
に
な
る
、
歪

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
つ
ま
み
部
貼
付
け
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ

リ
、
ナ
デ
、
自
然
釉

人
力
掘
削

４
区
中
央

付
近
北
半

蓋
須
恵
器

８０
９

口
縁
部
１
／１
０

－
（
１
．３
）

（
１８
．７
）

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
や
や
反
っ
て
延
び
端
部
下
に
つ

ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
つ
ま
み
部
貼
付
け
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ

リ
人
力
掘
削

４
区
中
央

付
近
北
半

蓋
須
恵
器

８１
０

口
縁
部
１
／４
強

－
（
１
．０
）

（
２１
．３
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
浅
く
外
傾
し
端
部
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
転
用
硯
の
可
能
性
あ

り
人
力
掘
削

４
区
中
央

付
近
北
半

蓋
須
恵
器

８１
１

口
縁
部
１
／６
、
つ
ま
み
完

（
つ
ま
み
径
）

２
．８
　　

２
．５
　

（
１８
．１
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
傾
し
端
部
大
き
く
下
に
つ
ま
み

出
す
、
扁
平
な
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
貼
付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

蓋
須
恵
器

８１
２

体
部
１
／５

（
１
．８
）

（
１３
．５
）

内
湾
す
る
天
井
部
か
ら
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ

４
区
北
西

半
蓋

須
恵
器

８１
３
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－　84　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

一
部

（
２
．１
）

（
１７
．２
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
反
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

包
含
層

４
区
東
半

蓋
須
恵
器

８１
４

１
／１
４

－
（
１
．３
）

（
１６
．７
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区

蓋
須
恵
器

８１
５

口
縁
部
１
／２

－
（
２
．２
）

（
１９
．６
）

外
反
し
端
部
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
蓋

須
恵
器

８１
６

１
／４

つ
ま
み
径

（
７
．０
）　

２
．２
　

（
２０
．３
）

平
坦
な
天
井
部
か
ら
外
反
し
端
部
下
に
つ
ま
み
出
す
、

輪
状
の
つ
ま
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ
デ
、
貼
付
け
ナ
デ
、
自
然
釉

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

稜
椀
蓋

須
恵
器

８１
７

口
縁
部
若
干
、
底
部
１
／４

（
７
．８
）

３
．５
　

（
１２
．０
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
生
焼
け

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
杯

須
恵
器

８１
８

完
形

（
８
．３
）

３
．３
　

（
１２
．１
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

包
含
層

４
区
東
半

杯
須
恵
器

８１
９

１
／６

（
８
．０
）

３
．０
　

（
１３
．０
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

包
含
層

４
区
東
半

杯
須
恵
器

８２
０

口
縁
部
若
干
、
底
部
１
／３

（
９
．６
）

３
．６
　

（
１４
．０
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

杯
Ａ

須
恵
器

８２
１

口
縁
部
１
／８
、
底
部
１
／４

（
１１
．５
）

３
．４
　

（
１４
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

杯
Ａ

須
恵
器

８２
２

底
部
の
み

（
１２
．２
）

（
１
．６
）

－
不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

（
底
部
）

須
恵
器

８２
３

口
縁
部
～
底
部
１
／５

（
９
．２
）

（
３
．８
）

（
１３
．４
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

人
力
掘
削

４
区
中
央

付
近

杯
Ａ

須
恵
器

８２
４

口
縁
部
１
／３
、底
部
ほ
ぼ
完

（
９
．７
）

３
．９
　

（
１３
．７
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

杯
Ａ

須
恵
器

８２
５

口
縁
部
２
／３
、
底
部
完

１０
．９
　

３
．５
　

１３
．５
　

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

包
含
層

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

８２
６

底
部
１
／５

（
９
．９
）

（
３
．２
）

－
不
安
定
な
平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

包
含
層

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

８２
７

口
縁
部
若
干
、
底
部
１
／５

（
１０
．２
）

３
．８
　

（
１４
．０
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
反
り
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

杯
Ａ

須
恵
器

８２
８

口
縁
部
わ
ず
か
、
底
部
１
／

３
、
体
部
１
／４

（
８
．４
）

３
．２
　

（
１３
．３
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
反
り
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
仕
上
げ
ナ
デ

表
採

４
･５
区

杯
Ａ

須
恵
器

８２
９

口
縁
部
１
／２
　
欠
損

１１
．０
　

４
．１
　

１４
．０
　

不
安
定
な
平
底
か
ら
内
湾
し
端
部
近
く
で
反
り
端
部
肥

厚
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ
デ

面
精
査

４
区

杯
Ａ

須
恵
器

８３
０

口
縁
部
わ
ず
か
、
底
部
１
／

５
、
体
部
１
／６

（
９
．６
）

３
．４
　

（
１４
．０
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
く
や
や
反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

人
力
掘
削

４
区
北
東

半
杯
Ａ

須
恵
器

８３
１

口
縁
部
一
部
、
底
部
１
／２
、

体
部
１
／１
０

（
１４
．０
）

３
．６
　

（
１７
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
重
ね
焼
き
痕

４
区
北
西

半
杯
Ａ

須
恵
器

８３
２

口
縁
部
１
／８

－
（
２
．３
）

（
１３
．６
）

外
反
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区

杯
須
恵
器

８３
３

口
縁
部
１
／４

－
（
４
．３
）

（
１５
．６
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

機
械
掘
削

４
区

椀
須
恵
器

８３
４

口
縁
部
１
／８

－
（
５
．８
）

（
１５
．８
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

機
械
掘
削

４
区

椀
須
恵
器

８３
５

口
縁
部
１
／８

－
（
３
．７
）

（
１５
．３
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区

椀
？

須
恵
器

８３
６

口
縁
部
１
／１
２

（
４
．５
）

（
１７
．０
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区

椀
須
恵
器

８３
７

口
縁
部
１
／８

－
（
４
．５
）

（
１７
．０
）

内
湾
し
端
部
近
く
で
短
く
外
反
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

機
械
掘
削

４
区

椀
須
恵
器

８３
８

わ
ず
か

１
．１
　

（
６
．２
）

平
底
で
内
傾
す
る
低
い
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
貼
付
け
ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
杯
Ｂ

須
恵
器

８３
９
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第４章　包含層出土遺物

－　85　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

底
部
１
／３

（
８
．４
）

（
４
．５
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
高
台
は
外
に
つ
ま
み
出
す

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
貼
付
け
ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ

デ
人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

杯
Ｂ

須
恵
器

８４
０

底
部
１
／３

（
１０
．０
）

（
３
．３
）

－
平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
の
体
部
、
高
台
方
形
で
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
貼
付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
東

半
杯
Ｂ

須
恵
器

８４
１

底
部
１
／５

（
１２
．０
）

（
２
．５
）

－
内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
で
高
台
端
部
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
貼
付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
杯
Ｂ

須
恵
器

８４
２

底
部
完

（
９
．０
）

（
２
．１
）

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
、
高
台
丸
く
低
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
貼
付
け
ナ
デ

機
械
掘
削

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

８４
３

底
部
わ
ず
か

（
８
．３
）

（
１
．５
）

－
平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
の
体
部
、
高
台
方
形
で
端
部
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
貼
付
け
ナ
デ

包
含
層

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

８４
４

底
部
３
／４

１０
．３
　

（
２
．０
）

－
平
底
か
ら
内
湾
ぎ
み
の
体
部
、
高
台
低
く
内
側
に
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
貼
付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

端
杯
Ｂ

須
恵
器

８４
５

口
縁
部
１
／１
２
、
底
部
１
／３

（
８
．９
）

６
．２
　

（
１５
．５
）

平
底
か
ら
内
湾
し
端
部
丸
い
、
高
台
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
貼
付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

杯
Ｂ（
椀
）

須
恵
器

８４
６

口
縁
部
～
底
部
１
／３

（
８
．４
）

３
．９
　

（
１１
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る
、
高
台
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
貼
付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
杯
Ｂ

須
恵
器

８４
７

口
縁
部
～
底
部
１
／３

（
８
．２
）

３
．６
　

（
１１
．６
）

平
底
か
ら
内
湾
し
端
部
尖
る
、
高
台
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
貼
付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
杯
Ｂ

須
恵
器

８４
８

口
縁
部
～
底
部
１
／４

（
８
．８
）

４
．１
　

（
１２
．７
）

平
底
か
ら
内
湾
し
端
部
丸
い
、
高
台
外
に
開
き
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
貼
付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
杯
Ｂ

須
恵
器

８４
９

口
縁
部
～
底
部
１
／４

（
１０
．０
）

４
．０
　

（
１２
．４
）

丸
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い
、
高
台
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
貼
付
け
ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ

デ
、
底
目
に
爪
・
刺
突
痕

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

杯
Ｂ

須
恵
器

８５
０

口
縁
部
１
／４
、底
部
ほ
ぼ
完

９
．０
　

４
．５
　

１３
．５
　

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る
、
高
台
方
形
で
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
貼
付
け
ナ
デ
、
仕
上

げ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
杯
Ｂ

須
恵
器

８５
１

口
縁
部
～
体
部
１
／４

（
１１
．４
）

３
．７
　

（
１５
．２
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
近
く
で
反
る
、
高
台
方
形
で
低

い
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
貼
付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
杯
Ｂ

須
恵
器

８５
２

口
縁
部
わ
ず
か
、
底
部
１
／

３
、
体
部
１
／５

（
８
．６
）

４
．１
　

（
１３
．２
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る
、
高
台
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
貼
付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
杯
Ｂ

須
恵
器

８５
３

口
縁
部
～
底
部
１
／３

（
８
．３
）

３
．８
　

（
１２
．０
）

上
げ
底
か
ら
外
傾
す
る
、
高
台
方
形
で
内
側
に
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
貼
付
け
ナ
デ

機
械
掘
削

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

８５
４

口
縁
部
１
／４
、
底
部
１
／２

（
８
．８
）

３
．５
　

（
１２
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る
、
高
台
細
い
、
自
然
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
貼
付
け
ナ
デ
、
仕

上
げ
ナ
デ

包
含
層

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

８５
５

口
縁
部
わ
ず
か
、底
部
１
／８

（
１０
．９
）

３
．４
　

（
１５
．４
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る
、
高
台
細
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、貼
付
け
ナ
デ
、仕
上
げ
ナ
デ
、底
面
ナ
デ
・

爪
痕

４
区
中
央

付
近
北
半

杯
Ｂ

須
恵
器

８５
６

口
縁
部
１
／１
２
、
底
部
１
／８

（
１１
．７
）

４
．５
　

（
１６
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
反
る
、
高
台
方
形
で
内
側
に
つ

ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
貼
付
け
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

付
近

杯
Ｂ

須
恵
器

８５
７

口
縁
部
若
干
、
底
部
１
／４

（
１２
．６
）

５
．６
　

（
１７
．５
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
反
る
、
高
台
台
形
で
低
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
貼
付
け
ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ

デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

機
械
掘
削

４
区

杯
Ｂ

須
恵
器

８５
８

底
部
１
／４
、
体
部
下
半
１
／５

（
１０
．４
）

（
３
．２
）

－
歪
な
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
、
外
に
開
く
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ

包
含
層

Ⅳ
区
拡
張

区
杯
Ｂ

須
恵
器

８５
９

口
縁
部
１
／４
弱
、
底
部
１
／４

弱
（
８
．５
）

５
．７
　

（
１６
．７
）

丸
底
か
ら
内
湾
し
端
部
反
る
、
高
台
方
形
で
外
に
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
貼
付
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

稜
椀

須
恵
器

８６
０

口
縁
部
１
／３
、
底
部
完

１０
．８
　

５
．６
　

（
１７
．３
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
反
る
、
高
台
方
形
で
外
側
に
つ

ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
貼
付
け
ナ
デ
、
仕
上
げ
ナ

デ
、
他
の
土
器
片
付
着

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

椀
須
恵
器

８６
１

口
縁
部
１
／９

（
１１
．４
）

５
．１
　

（
１７
．６
）

丸
底
か
ら
内
湾
し
外
傾
し
て
か
ら
端
部
反
る
、
高
台
外

に
開
き
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
貼
付
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
稜
椀

須
恵
器

８６
２
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－　86　－

残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

底
部
１
／４

（
１１
．２
）

１
．６
　

（
１５
．１
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

人
力
掘
削

４
区
北
東

半
皿

須
恵
器

８６
３

口
縁
部
１
／１
２
、
底
部
１
／８

（
１０
．９
）

１
．４
　

（
１３
．６
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

付
近

皿
須
恵
器

８６
４

口
縁
部
１
／１
４

（
１
．８
）

（
１５
．２
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区

皿
須
恵
器

８６
５

口
縁
部
～
底
部
１
／６

（
１４
．０
）

１
．９
　

（
１６
．２
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

人
力
掘
削

４
区
北
東

半
皿

須
恵
器

８６
６

口
縁
部
～
底
部
１
／１
２

（
１３
．９
）

２
．１
　

（
１６
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

人
力
掘
削

４
区

皿
須
恵
器

８６
７

口
縁
部
１
／１
２
、
底
部
１
／６

（
１６
．３
）

２
．９
　

（
１８
．５
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
火
襷

人
力
掘
削

４
区

皿
須
恵
器

８６
８

口
縁
部
～
底
部
１
／２

（
１４
．６
）

３
．０
　

（
１９
．０
）

丸
底
か
ら
内
湾
し
端
部
丸
い

磨
滅

中
央
北
半

４
区

皿
須
恵
器

８６
９

口
縁
部
１
／５

（
５
．０
）

（
１３
．９
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
内
外
に
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

表
採

４
･５
区

甕
（
口
縁
）

須
恵
器

８７
０

口
縁
部
１
／４

－
（
５
．６
）

（
９
．６
）

内
傾
す
る
肩
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
水
平
に
開
き

端
部
立
ち
上
が
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
壺
（
口
縁
）

須
恵
器

８７
１

頸
部
の
み
全
周

（
６
．５
）

－
外
反
す
る
頸
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

付
近

壺
頸
部

須
恵
器

８７
２

口
縁
部
１
／３

－
（
９
．４
）

（
７
．５
）

内
傾
す
る
肩
部
か
ら
大
き
く
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部

丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
自
然
釉

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
（
口
縁
）

須
恵
器

８７
３

底
部
ほ
ぼ
完

１０
．１
　

（
６
．５
）

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部

ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
貼
付
ナ
デ
、
ナ
デ

重
機
掘
削

２
区

壺
（
底
部
）

須
恵
器

８７
４

底
部
１
／４

（
９
．７
）

（
４
．０
）

－
内
湾
す
る
底
部
で
高
台
外
に
開
き
肥
厚
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
タ
タ
キ
、
貼
付
ナ
デ

包
含
層

４
区

壺
（
底
部
）

須
恵
器

８７
５

底
部
１
／４

（
１１
．０
）

（
４
．５
）

－
外
傾
す
る
体
部
で
高
台
外
に
開
く

ロ
ク
ロ
ナ
デ

褐
色
土

３
区

壺
（
底
部
）

須
恵
器

８７
６

口
縁
部
１
／５

（
１７
．１
）

（
７
．４
）

（
１６
．８
）

内
湾
か
ら
内
傾
す
る
肩
部
、
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部

外
に
肥
厚
、
歪

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
タ
タ
キ
、
ナ
デ

面
精
査

１
区

壺
須
恵
器

８７
７

底
部
１
／２
、
体
部
１
／４

（
１０
．８
）

（
１５
．５
）

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部
、
直
立
し
肩
部
内
湾

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
タ
タ
キ
、
ナ
デ

包
含
層

４
区
北
西

半
壺

須
恵
器

８７
８

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
２
．８
）

（
１９
．２
）

外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
肥
厚
ぎ
み

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
自
然
釉

包
含
層

４
区

甕（
口
縁
）

須
恵
器

８７
９

肩
部
破
片

（
４
．４
）

－
内
傾
す
る
肩
部
か
ら
内
湾
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
沈
線
、
刺
突
文

下
層
　
包
含
層

４
区

（
肩
部
）

須
恵
器

８８
０

底
部
１
／４

（
１６
．６
）

（
４
．８
）

－
丸
底
か
ら
内
湾

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

端
甕

須
恵
器

８８
１

口
縁
部
１
／４

－
（
６
．０
）

（
２７
．７
）

や
や
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
外
に
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
甕

須
恵
器

８８
２

口
縁
部
わ
ず
か

（
３
．１
）

（
２３
．６
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
口
縁

須
恵
器

８８
３

口
縁
部
１
／２
強

－
（
１２
．７
）

（
２１
．３
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
反
す
る
口
縁
部
、
端
部
内

外
に
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
タ
タ
キ
、
ナ
デ
、
自
然
釉

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
甕

須
恵
器

８８
４

口
縁
部
わ
ず
か

（
５
．９
）

（
３８
．８
）

短
く
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ユ
ビ
オ
サ
エ
、
ナ
デ

４
区
北
西

半
甕

須
恵
器

８８
５

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
８
．１
）

（
３８
．４
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
下
に
肥
厚

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
タ
タ
キ

側
溝（
暗
褐
色
土
層
）

２
区

甕（
口
縁
）

須
恵
器

８８
６

口
縁
部
若
干

－
（
５
．５
）

－
内
傾
す
る
肩
部
か
ら
僅
か
に
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部

角
張
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
タ
タ
キ

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
甕

須
恵
器

８８
７

口
縁
部
～
体
部
１
／４

（
２０
．１
）

（
２３
．６
）

内
湾
ぎ
み
に
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
タ
タ
キ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
火
襷

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
鉢（
甑
）

須
恵
器

８８
８
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第４章　包含層出土遺物
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残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
若
干

－
（
２
．３
）

－
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い
、
受
部
短
く
外
反
す
る

立
ち
上
が
り

ロ
ク
ロ
ナ
デ

下
層
包
含
層

４
区

有
蓋
壺

須
恵
器

８８
９

杯
底
部
～
脚
柱
１
／２
弱

（
３
．５
）

－
平
た
い
杯
底
部
、
筒
部
内
傾

ナ
デ
、
磨
滅

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
高
杯

須
恵
器

８９
０

１
／４

－
（
３
．４
）

－
内
湾
す
る
、
取
っ
手
端
の
み
残
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区

飯
タ
コ
壺

須
恵
器

８９
１

口
縁
部
若
干
、
底
部
完

９
．０
　

４
．１
　

（
１２
．５
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

中
央
北
半

４
区

杯
土
師
器

８９
２

口
縁
部
１
／９
、
底
部
完

９
．４
　

３
．９
　

（
１２
．７
）

不
安
定
な
平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
く
や
や

反
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

中
央
北
半

４
区

杯
土
師
器

８９
３

口
縁
部
～
底
部
１
／４

４
．１
　

（
１５
．２
）

丸
底
か
ら
内
湾
し
端
部
丸
い

磨
滅

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
杯

土
師
器

８９
４

口
縁
部
～
底
部
１
／３

（
８
．１
）

３
．３
　

（
１４
．５
）

上
げ
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
糸
切
り

面
精
査

１
区

杯
Ａ

土
師
器

８９
５

口
縁
部
～
底
部
１
／４
弱

（
８
．６
）

２
．４
　

（
１３
．７
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
内
面
ヘ
ラ
記
号
「
×
」

中
央
北
半

４
区

皿
土
師
器

８９
６

口
縁
部
～
底
部
１
／１
０

（
２
．６
）

（
１５
．６
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
丸
く
つ
ま
み
上
げ
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
内
面
に
沈
線

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
皿

土
師
器

８９
７

口
縁
部
～
底
部
１
／３

－
２
．３
　

（
１４
．７
）

平
底
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
反
っ
て
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
皿

土
師
器

８９
８

口
縁
部
～
底
部
１
／８

（
２
．２
）

（
１５
．７
）

内
湾
し
て
か
ら
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
暗
文

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
皿

土
師
器

８９
９

口
縁
部
１
／８
、
底
部
１
／４

（
１０
．３
）

２
．９
　

（
１５
．４
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

中
央
北
半

４
区

杯
土
師
器

９０
０

底
部
１
／３

（
８
．５
）

（
１
．６
）

－
平
底
か
ら
外
傾
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

人
力
掘
削

１
区

（
底
部
）

土
師
器

９０
１

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

（
１６
．８
）

１
．８
　

（
１９
．３
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

皿
土
師
器

９０
２

口
縁
部
～
底
部
１
／９

（
１７
．０
）

２
．４
　

（
１９
．６
）

丸
底
か
ら
外
傾
し
端
部
肥
厚
し
て
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
沈
線

中
央
北
半

４
区
中
央

北
半

皿
土
師
器

９０
３

口
縁
部
～
底
部
１
／２

（
２
．０
）

（
１９
．６
）

丸
底
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る

磨
滅

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
皿

土
師
器

９０
４

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

（
２
．５
）

（
２６
．６
）

丸
底
か
ら
外
傾
し
端
部
近
く
で
外
反
し
丸
く
お
さ
め
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ

包
含
層

４
区
東
半

皿
土
師
器

９０
５

口
縁
部
～
底
部
わ
ず
か

（
１９
．３
）

２
．７
　

（
２６
．８
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
尖
る
、
高
台
方
形
で
内
側
に
つ

ま
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
高
台
貼
付
ナ
デ
、
ナ
デ

機
械
掘
削

４
区

高
台
付
皿

土
師
器

９０
６

脚
柱
わ
ず
か

－
（
７
．９
）

－
外
反
す
る

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
板
ナ
デ
、
絞
り
目

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
高
杯（
脚
柱
）

土
師
器

９０
７

底
部
１
／４
、
脚
柱
部
全
周

１１
．９
　

（
９
．５
）

－
水
平
な
杯
底
部
、
筒
部
は
垂
下
か
ら
外
反
し
端
部
小
さ

く
つ
ま
む

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
板
ナ
デ
、
絞
り
目

人
力
掘
削

４
区
北
西

端
高
杯

土
師
器

９０
８

口
縁
部
１
／３

－
（
４
．０
）

（
１５
．８
）

外
反
し
端
部
尖
る

磨
滅
、
強
く
被
熱

下
層
包
含
層

４
区

壺（
口
縁
）

土
師
器

９０
９

口
縁
部
わ
ず
か
、
体
部
上

半
１
／４

（
４
．８
）

（
１０
．２
）

内
湾
す
る
器
壁
の
厚
い
体
部
で
、
口
縁
部
短
く
外
傾
し

端
部
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
甕

土
師
器

９１
０

口
縁
部
わ
ず
か

（
３
．９
）

（
１４
．０
）

内
傾
す
る
肩
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ナ
デ

表
採

５
区

甕
土
師
器

９１
１

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
５
．６
）

（
２０
．６
）

内
傾
す
る
体
部
に
短
く
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ナ
デ
、
磨
滅

表
採

４
･５
区

甕
土
師
器

９１
２

破
片

（
５
．９
）

（
２０
．２
）

内
湾
す
る
体
部
は
肩
が
張
り
、
口
縁
部

ヨ
コ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
甕

土
師
器

９１
３

口
縁
部
１
／８

－
（
５
．０
）

（
１８
．０
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ナ
デ
、
磨
滅

下
層
包
含
層

４
区

甕
土
師
器

９１
４

T
i
t
l
e
:
1
4
9
5
4
3
_
0
4
表
4
_
横
.
e
c
8
 
P
a
g
e
:
8
7
 
 
D
a
t
e
:
 
2
0
1
5
/
0
3
/
3
1
 
T
u
e
 
1
7
:
1
9
:
3
8
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腹
径

底
径

器
高

口
径

破
片

（
３
．６
）

（
２０
．６
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
短
く
内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
角

張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
甕

土
師
器

９１
５

口
縁
部
わ
ず
か

（
７
．１
）

（
１３
．６
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
傾
し
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
ハ
ケ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
甕

土
師
器

９１
６

口
縁
部
１
／１
２

（
１９
．５
）

（
６
．５
）

（
２１
．３
）

内
湾
す
る
体
部
で
や
や
内
湾
す
る
口
縁
部

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
、
ユ
ビ
成
形

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

甕
土
師
器

９１
７

口
縁
部
１
／８
、
頸
部
１
／６

（
５
．８
）

（
１７
．６
）

外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
内
側
に
つ
ま
む
、
体
部
外
傾

す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
、
ユ
ビ
成
形
、
有
機
質
付
着

ＳＫ
０１

４
区

甕
土
師
器

９１
８

口
縁
部
１
／４

－
（
５
．０
）

（
１５
．１
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
折
り
曲

げ
る

ユ
ビ
成
形
、
ハ
ケ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

甕
土
師
器

９１
９

口
縁
部
１
／１
０
、
体
部
１
／７

（
２３
．８
）

（
１１
．９
）

（
２６
．３
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
傾
し
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

甕
土
師
器

９２
０

口
縁
部
１
／１
０

（
４
．３
）

（
２５
．８
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
内
外
に
肥
厚
す
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
板
ナ
デ

下
層
包
含
層

４
区

甕
土
師
器

９２
１

口
縁
部
１
／６

－
（
３
．７
）

（
２１
．３
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
角
張
り

内
外
に
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
、
タ
タ
キ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
甕
（
口
縁
）

土
師
器

９２
２

口
縁
部
１
／１
２

－
（
５
．１
）

（
２０
．９
）

内
湾
ぎ
み
に
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
甕
（
口
縁
）

土
師
器

９２
３

口
縁
部
１
／１
２

－
（
２
．１
）

（
２０
．８
）

外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ヨ
コ
ナ
デ

下
層
包
含
層

４
区

甕
土
師
器

９２
４

口
縁
部
１
／１
２

（
５
．２
）

（
２５
．５
）

外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

甕
土
師
器

９２
５

口
縁
部
１
／１
０

（
５
．２
）

（
２６
．８
）

内
傾
す
る
体
部
に
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
上
に
つ
ま

み
出
す

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

甕
土
師
器

９２
６

口
縁
部
１
／８

－
（
３
．５
）

（
３３
．５
）

内
湾
ぎ
み
に
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
肥
厚

ヨ
コ
ナ
デ

中
央
北
半

４
区

甕
土
師
器

９２
７

口
縁
部
１
／１
４
、
体
部
１
／９

（
５
．４
）

（
３８
．０
）

直
立
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
く
沈

線
１
条

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

甕
土
師
器

９２
８

口
縁
部
１
／１
６

－
（
２
．２
）

（
１５
．７
）

外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
内
側
に
大
き
く
つ
ま
み
上
げ

る
ヨ
コ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区

甕
（
口
縁
）

土
師
器

９２
９

破
片

（
３０
．２
）

－
（
２
．１
）

－
鍔
部
で
や
や
反
り
端
部
角
張
ぎ
み

ヨ
コ
ナ
デ

中
央
北
半

４
区

竈
土
師
器

９３
０

口
縁
部
破
片

（
３１
．９
）

（
７
．４
）

直
立
す
る
体
部
で
端
部
角
張
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
、
粘
土
継
ぎ
目

中
央
北
半

４
区

竈
土
師
器

９３
１

ほ
ぼ
完
形

手
捏
ね
で
外
反
し
端
部
鈍
く
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ハ
ケ
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
把
手

土
師
器

９３
２

把
手
の
み

（
２
．６
）

－
手
捏
ね
で
外
反
す
る
、
幅
広
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
把
手

土
師
器

９３
３

口
縁
部
破
片

－
（
２
．４
）

内
湾
し
端
部
丸
い

端
部
露
胎
、
ナ
デ

堀
１

１
区

皿
（
口
縁
）

緑
釉
陶
器

９３
４

底
部
１
／４
強

（
５
．２
）

（
１
．５
）

－
内
湾
す
る
底
部
で
蛇
の
目
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ

重
機
掘
削

２
区

椀
（
底
部
）

緑
釉
陶
器

９３
５

底
部
１
／５

（
６
．４
）

（
２
．１
）

－
平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部

ナ
デ
、
施
釉

人
力
掘
削

１
区

椀
緑
釉
陶
器

９３
６

底
部
１
／２
強

（
６
．９
）

（
３
．６
）

－
内
湾
す
る
体
部
に
外
に
開
く
高
台
細
く
高
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
高
台
貼
付
ナ
デ

重
機
掘
削

２
区

椀
（
底
部
）

灰
釉
陶
器

９３
７

口
縁
部
１
／１
０

－
（
４
．２
）

（
１５
．７
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸

い
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

人
力
掘
削

１
区

製
塩
土
器
（
真
蛸

壷
）

土
師
器

９３
８

口
縁
部
一
部

（
５
．３
）

（
１３
．３
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸

い
ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９３
９

口
縁
部
１
／７

（
６
．４
）

（
１３
．０
）

内
傾
す
る
体
部
は
肩
が
張
り
、
短
く
外
傾
す
る
口
縁
部

で
端
部
丸
い

ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
東

半
製
塩
土
器
（
甕
）

土
師
器

９４
０
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残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／８

（
３
．６
）

（
１５
．０
）

外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

磨
滅

下
層
包
含
層

４
区

製
塩
土
器
（
甕
）

土
師
器

９４
１

口
縁
部
１
／８

－
（
４
．２
）

（
１５
．７
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

下
層
包
含
層

４
区

製
塩
土
器
（
甕
）

土
師
器

９４
２

口
縁
部
１
／６

（
６
．７
）

（
１７
．５
）

内
湾
す
る
体
部
か
ら
短
く
外
反
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸

い
、
器
壁
厚
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器
（
甕
）

土
師
器

９４
３

口
縁
部
破
片

（
４
．４
）

（
２４
．０
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
東

半
製
塩
土
器
（
甕
）

土
師
器

９４
４

口
縁
部
わ
ず
か

（
４
．７
）

（
２０
．０
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

磨
滅

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器
（
甕
）

土
師
器

９４
５

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
５
．６
）

（
１８
．５
）

内
傾
す
る
体
部
か
ら
外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
尖
る

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

機
械
掘
削

５
区

製
塩
土
器
（
甕
）

土
師
器

９４
６

口
縁
部
１
／６

－
（
１０
．１
）

（
１２
．５
）

屈
曲
し
な
が
ら
内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９４
７

口
縁
部
１
／８

－
（
５
．８
）

（
１３
．８
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ナ
デ

面
精
査

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

９４
８

口
縁
部
１
／１
０

－
（
５
．０
）

（
１４
．１
）

内
湾
し
端
部
丸
い

磨
滅

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９４
９

口
縁
部
１
／５

－
（
４
．８
）

（
１３
．６
）

外
傾
し
端
部
内
傾
し
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
磨
滅

人
力
掘
削

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

９５
０

口
縁
部
１
／８

－
（
５
．７
）

（
１４
．５
）

内
湾
し
端
部
角
張
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
磨
滅

機
械
掘
削

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

９５
１

口
縁
部
１
／１
０

（
４
．４
）

（
１３
．０
）

体
部
外
傾
し
端
部
内
側
に
丸
く
な
る

磨
滅

人
力
掘
削

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

９５
２

口
縁
部
１
／８

－
（
４
．６
）

（
１４
．２
）

体
部
外
傾
し
端
部
内
傾
し
丸
い

ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９５
３

口
縁
部
１
／８

－
（
５
．３
）

（
１６
．０
）

歪
に
内
湾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９５
４

口
縁
部
１
／８

（
５
．１
）

（
１６
．３
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

９５
５

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
５
．４
）

（
１４
．７
）

内
湾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

９５
６

口
縁
部
１
／８

（
８
．４
）

（
１５
．０
）

歪
に
内
湾
し
端
部
尖
る

磨
滅

機
械
掘
削

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

９５
７

口
縁
部
１
／６

－
（
４
．４
）

（
１５
．３
）

外
傾
し
端
部
丸
い

磨
滅

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

９５
８

口
縁
部
１
／８

（
３
．８
）

（
１３
．６
）

直
立
す
る
体
部
で
端
部
内
側
に
尖
る

ナ
デ
、
ハ
ケ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９５
９

口
縁
部
１
／４
弱

－
（
１０
．０
）

（
２０
．１
）

外
傾
近
く
で
内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

９６
０

口
縁
部
１
／８

－
（
６
．５
）

（
１８
．４
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

９６
１

口
縁
部
１
／１
０

－
（
７
．３
）

（
１９
．３
）

内
湾
ぎ
み
に
外
傾
し
端
部
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

９６
２

口
縁
部
１
／８

－
（
７
．２
）

（
２０
．６
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ナ
デ

面
精
査

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

９６
３

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
６
．４
）

（
２２
．５
）

歪
に
内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９６
４

口
縁
部
１
／８

（
５
．０
）

（
２６
．０
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ナ
デ

ＳＫ
０３

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

９６
５

口
縁
部
１
／８

－
（
４
．３
）

（
１８
．７
）

直
立
す
る
体
部
で
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

９６
６
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残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

口
縁
部
１
／１
０

－
（
１５
．６
）

（
１４
．２
）

内
湾
し
端
部
内
側
に
尖
る

ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９６
７

口
縁
部
１
／１
０

－
（
６
．０
）

（
２０
．２
）

外
傾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

９６
８

口
縁
部
わ
ず
か

（
５
．０
）

（
２９
．０
）

直
立
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９６
９

口
縁
部
１
／１
０

－
（
５
．９
）

（
１７
．０
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

９７
０

口
縁
部
１
／８

－
（
４
．８
）

（
１７
．０
）

内
傾
し
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
東

半
製
塩
土
器

土
師
器

９７
１

口
縁
部
１
／５

（
５
．８
）

（
１５
．４
）

内
湾
ぎ
み
に
外
傾
し
端
部
角
張
る
、
底
部
丸
味
持
ち
高

台
垂
下

ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９７
２

口
縁
部
破
片

－
（
４
．７
）

－
内
湾
し
端
部
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

９７
３

口
縁
部
一
部

－
（
４
．０
）

－
内
湾
し
端
部
丸
い

ナ
デ

ＳＤ
０６

３
区

不
明

９７
４

口
縁
部
破
片

－
（
６
．３
）

－
歪
に
外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９７
５

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
４
．３
）

－
内
湾
し
端
部
近
く
で
角
度
を
変
え
外
傾
し
端
部
尖
る

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９７
６

口
縁
部
１
／８

－
（
４
．９
）

（
１５
．５
）

直
立
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９７
７

口
縁
部
１
／１
０

－
（
５
．３
）

（
１７
．０
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ナ
デ
、
磨
滅

機
械
掘
削

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

９７
８

口
縁
部
１
／８

－
（
４
．８
）

（
１４
．０
）

内
湾
し
端
部
内
側
に
尖
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９７
９

一
部

－
（
５
．７
）

（
１５
．４
）

内
湾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

９８
０

口
縁
部
１
／４
弱

－
（
６
．７
）

（
１５
．６
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ナ
デ

人
力
掘
削

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

９８
１

口
縁
部
１
／６

（
５
．２
）

（
１６
．６
）

外
傾
し
端
部
角
張
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９８
２

口
縁
部
１
／８

－
（
６
．３
）

（
１７
．６
）

内
傾
し
端
部
角
張
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

付
近

製
塩
土
器

土
師
器

９８
３

口
縁
部
１
／８

（
４
．３
）

（
１４
．５
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９８
４

口
縁
部
１
／６

－
（
５
．６
）

（
１２
．５
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

機
械
掘
削

２
区

製
塩
土
器

土
師
器

９８
５

口
縁
部
１
／３

－
（
１１
．２
）

（
１４
．０
）

外
傾
し
端
部
近
く
で
直
立
し
角
張
ぎ
み

ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

９８
６

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
１３
．５
）

（
１３
．０
）

歪
に
外
傾
し
端
部
近
く
で
直
立
ぎ
み
に
な
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

９８
７

口
縁
部
１
／２
弱

（
１４
．４
）

（
１３
．７
）

歪
に
外
傾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９８
８

口
縁
部
１
／１
０

－
（
７
．９
）

（
１４
．８
）

僅
か
に
内
湾
し
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
南
東

半
製
塩
土
器

土
師
器

９８
９

口
縁
部
１
／８

－
（
９
．１
）

（
１２
．６
）

歪
に
外
傾
し
端
部
尖
り
ぎ
み

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９９
０
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残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

体
部
破
片

－
（
８
．０
）

－
外
反
す
る

ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

９９
１

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
６
．８
）

（
１３
．６
）

僅
か
に
内
湾
し
端
部
角
張
る
、
器
壁
厚
い

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９９
２

口
縁
部
１
／１
０
、
底
部
１
／１
２

－
（
１３
．０
）

（
１３
．２
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
近
く
で
内
湾
し
端
部
内
側
に
つ

ま
む

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

西
端
面
精
査

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

９９
３

底
部
１
／３

－
（
１３
．７
）

－
尖
り
底
か
ら
外
傾
し
変
化
し
て
開
く

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ
、
粘
土
継
ぎ
目

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

９９
４

口
縁
部
１
／８

－
（
４
．２
）

（
１５
．１
）

外
傾
し
端
部
丸
い

ナ
デ

機
械
掘
削

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

９９
５

口
縁
部
１
／６

－
（
５
．６
）

（
１１
．９
）

屈
曲
し
な
が
ら
外
傾
し
端
部
角
張
ぎ
み

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
東

半
製
塩
土
器

土
師
器

９９
６

口
縁
部
１
／８

－
（
６
．９
）

（
１４
．６
）

内
湾
し
端
部
角
張
る

ナ
デ

下
層
包
含
層

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

９９
７

口
縁
部
１
／１
２

（
５
．２
）

（
１３
．４
）

外
傾
し
端
部
内
側
に
つ
ま
む

ナ
デ
、
粘
土
継
ぎ
目

下
層
包
含
層

４
区

製
塩
土
器

土
師
器

９９
８

口
縁
部
１
／６

（
４
．８
）

（
１６
．０
）

内
湾
し
端
部
小
さ
く
反
る

ナ
デ
、
磨
滅

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

９９
９

口
縁
部
１
／５
、
体
部
上
半
１

／５
（
６
．７
）

（
１７
．０
）

内
湾
し
端
部
丸
い

ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
北
西

半
製
塩
土
器

土
師
器

１０
００

口
縁
部
１
／４

－
（
５
．３
）

（
１０
．０
）

外
傾
し
端
部
近
く
で
直
立
し
端
部
丸
い

ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

１０
０１

底
部
完

１
．０
　

（
２
．０
）

－
尖
り
底

磨
滅

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

１０
０２

底
部
完

２
．０
　

（
３
．１
）

－
丸
底
か
ら
外
傾
す
る

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

面
精
査
　
西
半
部

１
区

製
塩
土
器

土
師
器

１０
０３

底
部
完

－
（
７
．９
）

－
丸
底
か
ら
外
傾
す
る

ナ
デ

人
力
掘
削

４
区
中
央

北
半

製
塩
土
器

土
師
器

１０
０４

口
縁
部
一
部

－
（
６
．４
）

（
３２
．７
）

外
傾
し
端
部
肥
厚
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

包
含
層

２
区

鉢
須
恵
器

１０
０５

口
縁
部
１
／１
２

－
（
５
．１
）

（
２４
．６
）

内
湾
ぎ
み
に
延
び
端
部
肥
厚
す
る

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ナ
デ

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

捏
鉢

須
恵
器

１０
０６

口
縁
部
１
／８
、底
部
わ
ず
か

（
８
．５
）

２
．５
　

（
１２
．５
）

平
底
か
ら
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

杯
Ａ

土
師
器

１０
０７

口
縁
部
～
底
部
１
／１
２

（
１０
．７
）

２
．４
　

（
１４
．４
）

平
底
か
ら
歪
に
外
傾
し
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

堀
１
周
辺

１
区

皿
土
師
器

１０
０８

口
縁
部
～
底
部
１
／４

（
６
．８
）

４
．１
　

（
１５
．０
）

ベ
タ
高
台
か
ら
体
部
内
湾
か
ら
外
傾
端
部
丸
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
底
部
磨
滅

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

椀
土
師
器

１０
０９

底
部
完

３
．５
　

（
１
．８
）

－
ベ
タ
高
台
か
ら
体
部
内
湾

磨
滅

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

（
底
部
）

土
師
器

１０
１０

底
部
ほ
ぼ
完

（
４
．０
）

（
２
．１
）

－
平
底
か
ら
外
反
す
る

ナ
デ
、
糸
切
り
底

西
端
面
精
査

１
区

台
付
皿（
底
部
）

土
師
器

１０
１１

底
部
３
／５

（
６
．７
）

（
３
．１
）

－
平
底
か
ら
外
反
す
る

磨
滅
、
糸
切
り
か

１
区

台
付
椀

土
師
器

１０
１２

底
部
ほ
ぼ
完

３
．９
　

（
３
．０
）

－
ベ
タ
高
台
で
外
反
す
る
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
糸
切
り

１
区

台
付
皿（
底
部
）

土
師
器

１０
１３

口
縁
部
～
底
部
１
／６

（
５
．６
）

１
．５
　

（
７
．５
）

短
い
外
傾
す
る
体
部
で
端
部
丸
い
、
平
底

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

小
皿

土
師
器

１０
１４

羽
根
部
１
／９

（
３
．５
）

（
２４
．２
）

や
や
内
傾
す
る
端
部
下
か
ら
水
平
に
延
び
る
突
帯
付
く
、

突
帯
端
部
角
張
肥
厚
気
味
で
中
央
凹
む

ロ
ク
ロ
ナ
デ

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

羽
釜

土
師
器

１０
１５

１
／４

（
６
．８
）

（
２
．４
）

－
内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
、
外
反
し
端
部
尖
る
高
台

高
台
貼
付
ナ
デ

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

椀
黒
色
土
器

１０
１６

底
部
ほ
ぼ
完

７
．５
　

（
２
．２
）

－
内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
、
外
に
開
き
端
部
尖
る
高
台

高
台
貼
付
ナ
デ
、
ナ
デ
、
暗
文

重
機
掘
削

２
区

椀（
底
部
）

黒
色
土
器（
内
黒
）

１０
１７

口
縁
部
２
／３
、
底
部
１
／２

（
６
．６
）

５
．６
　

（
１４
．６
）

内
湾
す
る
底
部
か
ら
口
縁
部
、
端
部
丸
く
内
面
に
沈
線
、

垂
下
す
る
高
台
で
端
部
尖
る

内
面
暗
文
、
端
部
１
条
沈
線
、
外
面
磨
滅

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

椀
黒
色
土
器

１０
１８
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残
　
　
存

法
量
（
ｃｍ
）

形
態
の
特
徴

技
　
法
　
他

出
土
遺
構

地
区

器
種

種
別

番
号

腹
径

底
径

器
高

口
径

底
部
１
／４
弱

（
８
．８
）

（
１
．９
）

－
内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
、
垂
下
す
る
低
い
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
高
台
貼
付
ナ
デ
、
ナ
デ
、
底

部
爪
状
圧
痕

人
力
掘
削

１
区

椀（
底
部
）

黒
色
土
器（
内
黒
）

１０
１９

口
縁
部
１
／８

－
（
２
．４
）

（
１４
．９
）

内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

重
機
掘
削

１
区

椀（
口
縁
）

黒
色
土
器

１０
２０

口
縁
部
わ
ず
か

－
（
４
．７
）

（
１７
．６
）

内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

人
力
掘
削

１
区

椀（
口
縁
）

黒
色
土
器

１０
２１

底
部
１
／４
弱

－
（
１
．４
）

－
内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
、
高
台
断
面
三
角
形
で
内
面

に
つ
ま
み
出
す

高
台
貼
付
ナ
デ
、
ナ
デ

面
精
査

１
区

椀（
底
部
）

黒
色
土
器

１０
２２

底
部
１
／４
強

（
７
．４
）

（
１
．９
）

－
内
湾
す
る
底
部
か
ら
体
部
、
高
台
外
に
開
き
端
部
近
く

で
肥
厚
し
尖
る

ミ
ガ
キ
、
暗
文
、
ハ
ケ

人
力
掘
削

１
区

椀
黒
色
土
器（
内
黒
）

１０
２３

口
縁
部
１
／６

－
（
２
．９
）

（
１４
．０
）

内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
仕
上
げ
、
ヨ
コ
ナ
デ

人
力
掘
削

１
区

椀
瓦
器

１０
２４

口
縁
部
１
／６

－
（
５
．４
）

（
１４
．６
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
近
く
で
や
や
外
反
す
る
、
端
部

丸
い

ユ
ビ
成
形
か
ら
ナ
デ
仕
上
げ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
重
機
掘
削

２
区

椀
瓦
器

１０
２５

口
縁
部
１
／８

（
４
．３
）

（
１４
．６
）

外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
折
り
曲
げ
肥
厚
す
る

釉
全
体
に
か
か
る

表
面
採
集

有
蓋
壺

灰
釉
陶
器

１０
２６

口
縁
部
１
／１
０

（
３
．８
）

（
１１
．２
）

内
湾
す
る
口
縁
部
で
端
部
丸
い

釉
全
体
に
か
か
る

人
力
掘
削

１
区

碗
白
磁

１０
２７

口
縁
部
１
／１
２

（
１
．５
）

（
１１
．８
）

内
湾
す
る
体
部
で
端
部
水
平
に
開
く

釉
全
体
に
か
か
る
、
貫
入

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

皿
白
磁

１０
２８

底
部
１
／４

（
３
．０
）

（
０
．７
）

平
底
か
ら
内
湾
す
る
体
部

内
面
施
釉
、
貫
入
、
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

底
部

白
磁

１０
２９

口
縁
部
１
／８

（
２
．９
）

（
１４
．０
）

外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
大
き
く
肥
厚

全
体
に
施
釉

人
力
掘
削

１
区

碗
白
磁

１０
３０

口
縁
部
１
／１
２

（
３
．５
）

（
１６
．２
）

内
湾
ぎ
み
の
口
縁
部
で
端
部
肥
厚

全
体
に
施
釉

人
力
掘
削（
黒
褐
色
）

１
区

碗
白
磁

１０
３１

口
縁
部
１
／１
０

（
３
．３
）

（
１５
．８
）

外
傾
す
る
口
縁
部
で
端
部
肥
厚

外
面
下
半
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ
、
そ
れ
以
外
施
釉

人
力
掘
削

４
区
南
東

半
碗

白
磁

１０
３２

口
縁
部
１
／１
２
弱

（
５
．７
）

（
３１
．２
）

内
湾
す
る
体
部
で
口
縁
部
上
方
に
つ
ま
み
上
げ
角
張
る
、

片
口

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
擂
目
、
ユ
ビ
成
形
、
沈
線

表
採
採
集

擂
鉢

備
前

１０
３３

両
端
欠

厚
１
．３
　

幅
１
．４
　

長（
５
．２
）

柱
状
で
両
端
に
穿
孔
、
両
端
と
も
割
れ
て
い
る
、
断
面

円
形

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

重
機
掘
削

２
区

土
錘

土
師
質

１０
３４

上
半

厚
０
．８
５

幅
１
．２
５

長
３
．３
　

片
側
の
端
部
で
断
面
長
方
形
で
円
形
の
穿
孔
、
頂
部
尖

る
ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

Ｐ１
５２

４
区

土
錘

土
師
質

１０
３５

完
形

厚
１
．４
　

幅
１
．４
５

長
２
．８
　

断
面
円
形
で
平
面
棗
形

ユ
ビ
成
形
、
ナ
デ

表
面
採
集

土
錘

土
師
質

１０
３６

完
形

厚
１
．５
５

幅
１
．７
　

長
４
．７
　

端
部
が
細
い
形
状
、
断
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第４章　包含層出土遺物

残存
法量（ｇ）法　量（㎝）

石　材器　種種別出土層位出土遺構出土
地区

写真
図版

図版
番号

報告
番号 重量厚さ幅長さ

完形４．７　０．７９１．５７４．９８サヌカイト二次加工のある剥片石製品ＳＨ０２東半部４区１５２９８Ｓ０１
９０％０．４　０．３０（１．０２）１．７６サヌカイト石鏃遺構検出面４区１５２９８Ｓ０２
完形０．９６０．４２１．５２１．９４サヌカイト石鏃石製品２層ＳＤ０７３区１５２９８Ｓ０３
完形１．１２０．４１１．５７２．１９サヌカイト石鏃２層ＳＤ０７３区１５２９８Ｓ０４
完形０．５　０．３２１．１８１．８１サヌカイト石鏃２～３層ＳＤ０９３区１５２９８Ｓ０５
完形０．８　０．３３１．８５１．８３サヌカイト石鏃ＳＫ０６５区１５２９８Ｓ０６
完形１．６　０．４５１．５７２．３８サヌカイト石鏃石製品１～４層ＳＤ０６３区１５２９８Ｓ０７
８５％０．６　０．３２（１．２１）２．１９サヌカイト石鏃包含層４区１５２９８Ｓ０８
８０％０．９　０．３９（１．４２）２．３３サヌカイト石鏃包含層４区１５２９８Ｓ０９
完形０．８　０．３１１．３８２．２５サヌカイト石鏃２層ＳＤ０７３区１５２９８Ｓ１０
６０％１．５　０．５０（１．７３）（３．０３）サヌカイト石錐ＳＤ１２４区１５２９８Ｓ１１
完形４．３　０．７５２．４０３．８８チャート石錐ＳＨ０２東半部４区１５２９８Ｓ１２
８５％２．０　０．３０１．５８（３．１１）サヌカイト石錐包含層５区１５２９８Ｓ１３
９０％１．２　０．３４１．１４（２．２７）サヌカイト石錐ＳＤ０９３区１５２９８Ｓ１４
９５％１．８　０．７１１．１７（２．８５）サヌカイト石錐包含層４区１５２９８Ｓ１５
完形１５．２　１．１１４．２１４．９８サヌカイト石匙包含層４区１５２９８Ｓ１６
完形８５２．３　２．００２４．２０１５．５０サヌカイト刃器包含層４区１５２９８Ｓ１７
完形３．０　０．４６２．４４２．９２サヌカイト刃器Ｐ２３７４区１５２９８Ｓ１８
完形３．０　０．３５１．８５３．６０サヌカイト二次加工のある剥片ＳＢ０１－Ｐ７３４区１５２９８Ｓ１９
完形８．２　１．３８２．８２３．９０サヌカイト二次加工のある剥片ＳＸ０１南半４区１５２９８Ｓ２０
－１．４　０．２７（１．７５）１．８９サヌカイト楔形石器包含層５区１５３９９Ｓ２１
完形２．３　０．３９１．９７２．７８サヌカイト楔形石器包含層５区１５３９９Ｓ２２
－２．４　０．５０２．３０（１．８８）サヌカイト楔形石器包含層４区１５３９９Ｓ２３
－１．７　０．４８３．３１（１．１１）サヌカイト楔形石器ＳＸ０１北半４区１５３９９Ｓ２４
－３．７　０．７３（４．３３）（１．１８）サヌカイト楔形石器包含層４区１５３９９Ｓ２５
－３．４　０．６８３．１４（１．３２）サヌカイト楔形石器包含層５区１５３９９Ｓ２６
－２１．２　１．５２４．７８（３．０４）サヌカイト楔形石器ＳＢ０１－Ｐ６７４区１５３９９Ｓ２７
－９．９　０．７７３．６７（３．８７）サヌカイト楔形石器２～３層ＳＤ０９３区１５３９９Ｓ２８
－１０．５　０．６０２．３０（５．５２）サヌカイト楔形石器ＳＸ０７４区１５３９９Ｓ２９
－１０．３　１．０６３．６９（２．５７）サヌカイト楔形石器ＳＫ０７５区１５３９９Ｓ３０
完形６６７．３　５．１０１１．６２１１．７１サヌカイト石核ＳＸ０６３区１５３９９Ｓ３１
完形７７．３　１．７１４．２７７．１７砂岩石斧包含層４区１５４１００Ｓ３２
６５％１５６．２　０．８８６．０２（１６．１７）塩基性片岩石鎌ＳＤ０６３区１５４１０１Ｓ３３
７０％２３．５　０．８４（４．３９）（６．６３）塩基性片岩刃器ＳＤ０６３区１５４１００Ｓ３４
８０％８２．２　１．３３５．３３（８．５０）泥質片岩刃器ＳＤ０９３区１５４１００Ｓ３５
７０％１５．６６（２．７６）（４．３０）（１１．０７）塩基性片岩石棒６層ＳＤ０６３区１５４１００Ｓ３６
８０％４６７．５　（３．１９）（６．９４）（１７．９２）泥質片岩石棒ＳＸ０１４区１５４１００Ｓ３７
完形５．８０２．８９３．６９４．３６安山岩質投弾ＳＢ０１－Ｐ５６３区１５５１０２Ｓ３８
完形１７１．１０２．２８７．２３７．５１砂岩磨り石包含層４区１５５１０２Ｓ３９
完形４８１．５０６．７０７．６５７．８６砂岩敲打具４区１５５１０２Ｓ４０
完形１１６．４０２．５５４．１５７．８２砂岩磨り石ＳＤ０５４区１５５１０２Ｓ４１
６５％４１１．７０４．６２（６．３９）９．６３砂岩磨り石ＳＸ０２４区１５５１０２Ｓ４２
９３％８０８．７０６．２７１０．４２（１１．５１）砂岩磨り石ＳＸ０２４区１５５１０２Ｓ４３
完形８３９．３０６．４１６．７１１２．５９砂岩敲打具５～６層ＳＤ０９３区１５５１０３Ｓ４４
完形４５０．８０４．２１６．２２１２．７０砂岩敲打具包含層４区１５５１０３Ｓ４５
６０％３４０．８０４．８６６．２６（９．０７）砂岩くぼみ石包含層４区１５５１０３Ｓ４６
完形５７６．６０４．７５５．４５１４．１３砂岩敲打具Ｐ２６４区１５５１０３Ｓ４７
完形１４４０．００５．９４７．２３２２．９４安山岩質敲打具包含層４区１５５１０３Ｓ４８
６０％？３０６．３０４．４２（６．２２）（８．８４）砂岩くぼみ石ＳＤ０６３区１５５１０３Ｓ４９
完形９２９．３０４．６６９．１７１３．７２砂岩くぼみ石Ｐ１０３区１５５１０３Ｓ５０
８０％？３５６．２０３．９４４．５９（９．６６）砂岩砥石表面採集４・５区１５５１０３Ｓ５１
７０％？３９２０．００１１．２５１１．９６（１９．１７）細粒砂岩砥石包含層４区１５６１０３Ｓ５２
完形１０５５．４０３．６４１３．１４１５．８９砂岩台石ＳＤ０６３区１５６１０４Ｓ５３
完形１０３０．９０２．１０１６．７０２３．２２砂岩台石ＳＤ０９３区１５６１０４Ｓ５４
完形５５６０．００１２．４２１５．７２２０．０６砂岩台石ＳＸ０７３区１５６１０４Ｓ５５
－１０３．９　（２．００）（５．３６）（９．５６）滑石石鍋（温石に転用）Ｐ２１０２区１５５１０４Ｓ５６
完形１３．６８２．８２４．７１５．１５軽石浮子？包含層４区１５５Ｓ５７

第５表　出土石製品一覧表
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第６表　金属器計測表
法量（㎝）

遺構地区器種種別№
重量厚み孔横孔縦幅長さ
１３．００１．０１．２（５．４）掘り１１区釘鉄Ｍ１
７．４８０．６５（１．０）（５．５）井戸１（ＳＥ０１）２区釘鉄Ｍ２
２．９９０．６０．７（３．４）井戸１（ＳＥ０１）２区釘鉄Ｍ３
４．９２０．６５０．８（４．０５）人力掘削１区釘鉄Ｍ４
７．９７０．５（０．７）（７．４）ＴＰ１釘鉄Ｍ５
７．９７０．２５（１．１）（３．３）ＴＰ１鉄Ｍ５
５．３５０．５５０．６（５．９）Ｐ２２２２区釘鉄Ｍ６
１．９５０．２５０．７５（３．３）Ｐ５３９２区鉄Ｍ７
０．８８０．３５０．５５（３．７）Ｐ６５１区釘鉄Ｍ８
２．６００．５１．０（４．０）人力掘削１区釘鉄Ｍ９
６．４３０．４０．９（４．１）ＳＸ０１１区釘鉄Ｍ１０
０．３９０．１０．５（２．０５）井戸１（ＳＥ０１）２区鉄Ｍ１１
２．３００．５１．３２．４Ｐ１６４１区鉄Ｍ１２
１８．６６０．５２．０（１１．２）堀１１区鉄Ｍ１３
８．１７０．４３．２（３．６）ＳＫ０１４区手鎌鉄Ｍ１４
１０．５３０．９２．５（６．１）遺構検出時３区鉄Ｍ１５
４４．２９０．４３．７（１７．４）人力掘削１区鎌鉄Ｍ１６
０．９５０．４５（０．８）（２．２）ＳＰ０２２区鉄・銅Ｍ１７
４．７５１．２１．３１．８５井戸１（ＳＥ０１）２区鉄塊鉄Ｍ１８
９．３１２．２３．０３．５下層Ｐ３２３４区スラッグ？鉄？銅？鉛？Ｍ１９
２．５１１．８３．０５．０井戸１（ＳＥ０１）２区鉄塊鉄Ｍ２０
３４５．０７４．６９．０７．９Ｐ２６９１区椀形鉄滓鉄滓Ｍ２１
１２９．７６２．１７．２５７．２下層Ｐ２４７４区椀型鉄滓鉄滓Ｍ２２
１４８．２８４．１６．８６．５Ｐ０９７４区椀形鉄滓鉄滓Ｍ２３

４．２００．３５２．５２．６５人力掘削４区中央付近
南半環状（耳環？）銅製品Ｍ２４

４．４４１．６３５．７９５．４０２３．８１２３．６５東側４区和同開珎銀銭Ｍ２５
３．０３１．５９５．４０５．３１２０．０７１９．５５ＳＰ０１２区延喜通寳銅銭Ｍ２６
２．０１１．３４５．２９５．１１２３．７６２３．４８Ｐ７１２区乾享重寳銅銭Ｍ２７
２．１８１．１３６．２９６．７２２４．２６２４．５１Ｐ７１２区開元通寳銅銭Ｍ２８
２．０２１．４０７．１３７．３３２４．５７２４．３６Ｐ７１２区皇宋通寳銅銭Ｍ２９
２．２９１．１７７．３１７．３２２４．５５２４．８４Ｐ７１２区皇宋通寳銅銭Ｍ３０
３．１５１．４３６．４３６．６４２３．８５２３．９５Ｐ７０２区元豊通寳銅銭Ｍ３１
１．７１１．２４６．６４６．４１２４．２５２４．０６Ｐ７１２区元符通寳銅銭Ｍ３２
１．５５１．３７６．５５（６．３９）２４．０６（２１．６２）Ｐ７０２区熈寧元寳銅銭Ｍ３３

１．６１１．５６
１．４６（１７．８０）２１．７２Ｐ７０２区元祐通寳ｏｒ

元符通寳銅銭Ｍ３４

２．８２１．２９５．７４５．７２２５．４９２５．５２重機掘削１区寛永通寳「文」銅銭Ｍ３５
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第５章　自然科学分析

第５章　自然科学分析
　

第１節　 九 
ぐ

 蔵 遺跡の地形環境
ぞう

青　木　哲　哉（立命館大学非常勤講師）
１．はじめに
　人間は、自然環境に影響され、またそれを利用しながら活動してきた。中でも地形は、人間の生活舞

台であり、活動の場となってきただけに、地形環境と人間生活との間には密接な関係が存在する。地形

環境は、第四紀に変化を続け、現在に至っている。そのため、過去の人間生活を浮き彫りにするには、

各時期の地形環境とその変化を明らかにすることが必要と考えられる。

　人間生活の解明につながる地形環境は、数万年や数千年オーダーでの考察だけでなく、それより細か

いオーダーで捉えなければならない。これには、考古遺跡の発掘調査区における地形・地質調査が有効

な方法となる。調査区では、微地形とそれを構成する堆積物が直接観察され、堆積物については詳細な

区分が行える。このため、堆積物ごとの細かいオーダーで地形環境を復原し、その変化を辿ることがで

きる。しかも、堆積物には編年された考古遺物がしばしば含まれる。復原された地形環境の時期はそれ

を通して明確にすることが可能となる。他方で調査区では、人間活動の痕跡である遺構が検出されるた

め、過去の人間生活が知られる。そこでは、地形環境と人間生活の係わりをも考察できるのである。

　本稿では、九蔵遺跡における地形環境を明らかにし、それと人間活動との関係について考察したい。

調査では、本遺跡の調査区（１区～５区）付近における地形の分類と堆積物の把握を試みた。地形分類

では、５，０００分の１空中写真の判読と現地踏査によって、調査区周辺の地形面を区分するとともに調査区

付近における微地形の分類を行った。堆積物に関しては、主に調査区での地質断面を詳細に観察した。

堆積物の観察は、遺構検出面より上位だけでなく、１区の東部と中央部ならびに２区・４区・５区にお

いて掘削したトレンチ断面で遺構検出面以深についても行った。こうして得られた地形と堆積物の調査

結果に、遺構の分布や時期などの発掘調査成果を加えて、調査区付近における地形環境、及びそれと人

間活動との係わりを考察した。

２．調査区付近の地形分布
（１）調査区周辺の地形面について

　本遺跡の調査区は、淡路島の南西端に分布する小規模な平野に位置する。この平野は塩屋川、本庄川、

ならびにそれらの支流によって形成されたものであり、調査区はその南東部にみられる。そこでは平野

をつくった 鴨  路 川が西北西へ流下し、調査区の約５００m北西で南西流する本庄川に合わさる。平野の南
かも ろ

西には海が広がり、北と南東には標高５０～１５０mの山地がみられる。この平野は北西で本庄川下流の平

野に連続し、両平野の境界付近にあたる調査区の約２００m北西には標高およそ２３mの独立丘陵が分布する。

調査区周辺にみられる山地と独立丘陵は近年の土砂採取によって大きく改変されている箇所が多い。

　調査区が位置する平野は更新世段丘、完新世段丘、現氾濫原、及び支流性扇状地に分けられ、海岸部

には砂堆が認められる（第１８図）。さらに更新世段丘は３面、また支流性扇状地は２面に細分され、本稿

ではこれらを高位のものから順に更新世段丘Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、支流性扇状地Ⅰ・Ⅱと呼ぶ。調査区周辺にお
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ける各地形は次のような特徴をもつ。

〔更新世段丘〕　この地形は、あまり発達しておらず、山麓付近に断続的に分布する。更新世段丘Ⅰは、

調査区北西にみられる独立丘陵の南西側と、調査区北方及び南方の山麓にみられ、比高６～７mの段丘

崖をもつ。更新世段丘Ⅱは、約３mの段丘崖を有し、独立丘陵の南西側と調査区南方の海岸付近に存在

する。さらに更新世段丘Ⅲは、独立丘陵の南西側に分布し、段丘崖の比高は１．５m前後である。

〔完新世段丘〕　これは鴨路川の平野において最も広範囲に認められる。この段丘は現氾濫原と比高２０～

５０cmの段丘崖で接しており、崖の比高は下流に向かって徐々に減少する。調査区付近では、段丘面が東

から西へ緩やかに傾斜し、その多くは鴨路川によって形成された埋没扇状地が段丘化したものである。

調査区はこのような完新世段丘上に位置する。

〔現氾濫原〕　この地形は、最も低く、水害の危険性が高い。これは、鴨路川沿いで断続的にみられ、調

査区西方では５０～１００mの幅で細長く延びる。後者の現氾濫原は鴨路川がそこを流下していた時に形成

されたものにあたる。

〔支流性扇状地〕　これは背後の山地から堆積物が供給されてできた小規模な扇状地である。支流性扇状

地Ⅰは、調査区北東の山麓にのみ断続的に分布し、段丘化している。段丘崖の比高は５m前後で、地表

は１７％前後の急傾斜で高度を減じる。この扇状地は更新世段丘ⅡまたはⅢと同じ時期に形成されたと推

定される。支流性扇状地Ⅱは調査区北東と南東の山麓にみられる。これは、支流性扇状地Ⅰに比べてよ

く発達しており、複合扇状地をなすことが多い。地表傾斜は平均およそ５％で、完新世段丘とは傾斜変

換線で接する。

〔砂堆〕　この地形は現海岸線に沿って１列認められる。本庄川の河口付近を除いて連続的に延び、幅は

７０～１５０mである。背後の完新世段丘面より５０cm～１m高く、それとは傾斜変換線で境される。

（２）調査区付近の微地形について

　調査区は鴨路川によって形成された埋没扇状地上に位置する。そこでは、扇状地の微地形である旧中

州と旧河道が埋没した状態で認められる（第１９図）。埋没旧中州は１区東部から中央部と２区から５区に

かけて存在する。埋没旧中州上の遺構検出面は１区から３区で１面、４区と５区では２面みられる。１

３区

１区

２区４区
５区５区

第１９図　調査区付近における微地形の分布
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区東部から中央部では、その面で８世紀の石敷炉と９世紀から１３世紀の掘立柱建物跡やピットなどが認

められる。また、２区では８世紀から１３世紀の掘立柱建物跡や９世紀から１３世紀の井戸など、３区では

弥生時代前期の溝などが検出されている。４区では、下位の遺構検出面から主に弥生時代前期と後期、

ならびに古墳時代後期の竪穴住居跡が検出されており、５区では顕著な遺構がみられない。また、上位

の遺構検出面では両区ともに８世紀の掘立柱建物跡などが認められている。

　一方、埋没旧河道は１区西部に３０～４０mの幅で分布する。これは、北北東から南南西へ延びる鴨路川

の流路跡にあたり、調査区の１００～１５０m南方で西へ向きを変える。埋没旧河道上では、遺構が比較的少

なく、９世紀の井戸などが検出されている。

３．調査区における堆積物の特徴
（１）遺構検出面より下位の堆積物について

　１区から５区の遺構検出面（４区と５区では下位の遺構検出面）以深には、基本的に扇状地堆積物と

それを部分的に覆う河成堆積物とが認められる（第２０図～第２４図）。扇状地堆積物は１区西部を除いて旧

中州堆積物に相当する。これは主に灰色や褐灰色を呈する砂礫やシルト質砂礫（第２０図の堆積物２・４・

６、第２１図の堆積物８・１０・１２、第２２図の堆積物８・１０・１２、第２３図の堆積物７、第２４図の堆積物５）

からなる。堆積物に含まれる礫は、径４～１８cmの亜角礫～亜円礫を主体とし、最大で径５５cmを数える。

砂礫とシルト質砂礫は少なくとも３層に分けられる。これらはそれぞれ２０cm～１．２mの厚さで認められ

る。間には、灰色の砂（第２１図の堆積物１１）や褐灰色のシルト質砂（第２２図の堆積物９・１１）、暗黄灰色

の砂質シルト（第２０図の堆積物３・５）などが厚さ１０～２０cmで薄く挟まれ、１区中央部では灰褐色の砂

質シルト（第２１図の堆積物９）が４０cm前後の厚さでみられる。

　こうした旧中州堆積物は１．５m以上の厚さで認められ、上面は全体的に鴨路川の流下方向である西へ

緩やかに傾斜する。ただし、上面には凹凸がみられ、２区西部から５区中央部にかけての上面はそれ以

東に比して１～１．５m低くなる。

　１区西部には、旧河道堆積物が認められる。旧河道の底は旧中州の上面より８０cm以上深い。観察で

きた旧河道堆積物は、中部にみられるシルト質砂礫（第２１図の堆積物６）とそれを覆う細粒堆積物（同

図の堆積物２～５）である。シルト質砂礫は黄灰色を呈し、礫は径５～１５cmの亜角礫～亜円礫を主体と

する。この砂礫は旧河道の下部にも堆積すると推定される。その上位に位置する細粒堆積物は青灰色の

砂質シルトと黄灰色や灰色のシルトである。これらはそれぞれ１０～３０cmの厚さをもつ。

　他方、扇状地を覆う堆積物は、主として２区西部から５区にかけて認められ、旧中州上面の低所を埋

積している。各調査区では、これが４～６層に細分され、ほとんどが細粒堆積物である。２区西部では、

黄褐色を呈するシルト質砂（第２２図の堆積物７）の上に、黄灰色や暗黄灰色などの砂質シルトとシルト

（同図の堆積物１～４・６）が１m前後の厚さで堆積する。４区と５区では、灰黄色、黄灰色ならびに暗

黄灰色などの砂質シルトとシルト（第２３図の堆積物１～４・６、第２４図の堆積物１～４）が主に観察さ

れる。とくに４区でのそれらは厚く、１．７mの厚さを有する。なお、１区から２区中央部では、遺構検出

面がおおむね扇状地堆積物の上面にあたる。
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第２０図　１区東部のトレンチ断面図

第２１図　１区中央部のトレンチ断面図
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第２２図　２区のトレンチ断面図

第２３図　４区のトレンチ断面図
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（２）遺構検出面より上位の堆積物について

　遺構検出面（４区と５区では下位の遺構検出面）より上位には、扇状地の全面を覆う堆積物が観察さ

れる（第25図）。この堆積物は、１区東部で厚さ約４０cmと薄いものの、それより下流（西）の２区から

５区にかけては８０cm～１．２mの厚さをもつ。これは、現耕土を除いて約１０層に分けられ、いずれも細粒

な河成堆積物である。各堆積物のほとんどは、厚さ５～３０cmであり、上流にあたる東から下流の西へ緩

やかに傾斜する。

　これらの堆積物には、連続性のよいものと局所的に分布するものとがみられる。比較的よく連続する

堆積物は黒褐色～暗褐色の砂質シルト～シルト（第２５図の堆積物７）、黄灰色～灰色の砂質シルト～シル

ト（同図の堆積物５）、灰黄色のシルト（同図の堆積物４）、及び黄灰色の砂質シルト～シルト（同図の

堆積物３）である。中でも、黒褐色～暗褐色の砂質シルト～シルト（同図の堆積物７）は土壌化してお

り、とくに４区と５区ではそれが著しい。この堆積物には、１区と２区で８世紀から１３世紀の遺物が混

入し、３区では主に弥生時代前期、４区及び５区では８世紀の遺物が含まれる。各調査区では、こうし

た遺物の時期につくられた遺構が同堆積物の下面（上位の遺構検出面）で検出されている。

　一方、他の堆積物は局所的に分布する。最下位に位置する褐灰色のシルト（同図の堆積物１１）は、４

区と５区で認められ、縄文時代晩期、弥生時代前期と後期、及び古墳時代後期の遺物を含む。４区では、

その下面（下位の遺構検出面）から弥生時代前期と後期、ならびに古墳時代後期の遺構が検出されてい

る。また、黄灰色のシルト（同図の堆積物１０）、暗黄灰色のシルト（同図の堆積物９）、ならびに暗褐灰

色のシルト（同図の堆積物８）は標高の低い５区にみられ、黄灰色の砂質シルト～シルト（同図の堆積

物６）と灰黄色のシルト（同図の堆積物２）はそれぞれ１区及び２区だけで認められる。

 

5

第２４図　５区のトレンチ断面図

Title:149543_05本文2.ec8 Page:101  Date: 2015/03/31 Tue 16:49:16 



－　１０２　－

N
o
.
2

N
o
.
3

N
o
.
4

N
o
.
5

N
o
.
6

N
o
.
1

：
主

に
8
世

紀
～

1
4
世

紀
の

遺
物

を
含

む

第
２５
図
　
１
区
～
５
区
の
表
層
堆
積
物

Title:149543_05本文2.ec8 Page:102  Date: 2015/03/31 Tue 16:49:17 



－　１０３　－

第５章　自然科学分析

４．調査区付近における地形環境の変遷
　これまでに述べた事柄から、調査区付近の地形環境は次のように変遷したと考えられる。

〔ステージ１〕　縄文時代晩期以前、調査区付近には鴨路川の度重なる氾濫によって主に砂礫とシルト質

砂礫がもたらされた。このような堆積の間隙には、砂やシルト質砂、砂質シルトが洪水に伴って薄く堆

積した。こうして調査区付近には扇状地が発達し、１区東部から中央部と２区から５区にかけては中州

が形成された。

〔ステージ２〕　扇状地形成の末期または直後には、鴨路川が１区西部を南南西に向かって流下した。こ

の流路は、まず下部から中部にシルト質砂礫が、続いてその上に砂質シルトとシルトが堆積し、埋積さ

れた。他方、２区西部から５区では、扇状地の形成後にシルト質砂や砂質シルト、シルトが洪水によっ

て堆積した。その結果、旧中州上面の低所はほぼ埋積された。さらに、洪水に伴う砂質シルトとシルト

の堆積が調査区のほぼ全域でみられ、扇状地は浅く埋没した。

〔ステージ３〕　縄文時代晩期から古墳時代後期までの間、洪水の起こらない安定した環境が訪れた。こ

の間、埋没旧中州上では人間の生活がみられた。縄文時代晩期には４区を中心に人間が活動し、弥生時

代前期になると３区で溝、４区で竪穴住居がつくられた。さらに４区では、弥生時代後期と古墳時代後

期にも竪穴住居が建てられた。

〔ステージ４〕　古墳時代後期末から８世紀初頭にかけて、地盤高の低い５区に数度の洪水が及んだ。そ

のため、５区では主にシルトの堆積がみられた。

〔ステージ５〕　８世紀以降１３世紀にかけて再び安定した環境が現出した。８世紀には、１区東部から中

央部の埋没旧中州上に製塩関連の石敷炉がつくられ、２区、４区、及び５区の埋没旧中州上では掘立柱

建物の立地をみた。９世紀になると１区西部の埋没旧河道上で井戸が掘られ、１区東部から中央部と２

区の埋没旧中州上では９世紀から１３世紀にかけて掘立柱建物が建てられた。この間、掘立柱建物は時代

とともに増加した。

〔ステージ６〕　１３世紀以降には、調査区のほぼ全域に及ぶ洪水が数度みられた。その結果、砂質シルト

やシルトが堆積し、扇状地はさらに深く埋没していった。

〔ステージ７〕　その後、鴨路川が下方侵食を行い、調査区付近の地形面は段丘化した。これによって、

洪水堆積は段丘崖下の現氾濫原でみられるようになり、調査区付近の段丘面は安定した環境となった。

５．おわりに
　本遺跡の調査区は鴨路川によってつくられた平野の完新世段丘上に位置する。この段丘は、縄文時代

晩期以前に形成された扇状地が埋没し、それが１３世紀以降に段丘化したものである。調査区付近には、

埋没した旧中州と旧河道が認められる。旧中州は、１区東部から中央部と２区から５区にかけての２ヶ

所にみられる。これらは扇状地の形成期につくられた微地形である。また旧河道は、扇状地の形成末期

あるいはその直後に流下した鴨路川の流路跡にあたり、埋没旧中州間の１区西部を北北東から南南西へ

延びる。こうした旧中州と旧河道は、扇状地の形成期以降縄文時代晩期、古墳時代後期末から８世紀初

頭、ならびに１３世紀から段丘化までの各時期に数度の洪水堆積に伴って埋没していった。調査区では、

このような微地形の埋没過程で人間の生活がみられた。

　調査区付近では、縄文時代晩期から古墳時代後期にかけてと８世紀から１３世紀とに洪水の及ばない安

定した環境が訪れた。こうした環境の下、埋没旧中州上が主に居住域として利用された。これは、埋没
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旧中州上が周囲よりわずかに高いため、排水の便がよく高燥であることに起因する。調査区では、この

ような埋没旧中州上に位置する４区でまず縄文時代晩期に人間が活動し、さらにそこは弥生時代前期と

後期、及び古墳時代後期に居住域となった。８世紀以降は埋没旧中州上における人間生活の範囲がさら

に拡大した。８世紀には２区から５区にかけて掘立柱建物が建てられ、９世紀から１３世紀までは１区東

部から中央部と２区で人間の居住がみられた。この間、掘立柱建物の棟数は時代とともに増加した。こ

れは安定した環境が継続したことと深く関連すると考えられる。

　他方、埋没旧河道上では人間の居住はみられず、９世紀に井戸が掘られた。その原因は、埋没旧河道

上が埋没旧中州上より若干低いことと、そこでの地下水位が比較的高いことにある。埋没旧河道上は、

低いために水が集まりやすく、居住に適さない。逆に、埋没旧河道の分布地点では浅い井戸でも地下水

を得ることができる。本遺跡の調査区では、地形環境と人間生活の間に以上のような関係が認められる

のである。
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第５章　自然科学分析

第２節　九蔵遺跡出土土器の胎土分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに
　今回の分析調査では、淡路島南部諭鶴羽山地西端部に接する沖積低地に位置する九蔵遺跡から出土し

た古代とされる土師器、須恵器および製塩土器の各土器について、その材質（胎土）の特性を明らかに

し、その生産や供給事情に関わる資料を作成する。

１．試料
　試料は、九蔵遺跡から出土した１０点の土器片および比較資料として供された淡路市志筑に位置する田

井A遺跡から出土した土器片２点の合計１２点の土器片である。

　九蔵遺跡出土試料にはNo．１～No．１０までの番号が付され、比較資料にはNo．１１とNo．１２の番号が付さ

れている。これらのうち、No．１とNo．２は古代の土師器とされ、それぞれ高杯と杯とされている。No．３

とNo．４は古代の須恵器とされ、それぞれ杯と杯蓋とされている。No．５～No．１２まではいずれも古代の

製塩土器とされている。

　各試料には実測番号や出土遺構などが付されており、これらを一覧表にして第７表に示す。

２．分析方法
　当社では、これまでに兵庫県内各地の遺跡より出土した土器の胎土分析には、松田ほか（１９９９）の方

法を用いてきた。これは、胎土中の砂粒について、中粒シルトから細礫までを対象とし、粒度階ごとに

砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種類構成を調べたものである。この方法では、胎土中における砂

の含量や粒径組成により、土器の製作技法の違いも見出すことができるために、同一の地質分布範囲内

にある近接した遺跡間での土器製作事情の解析も可能である。したがって、単に岩片や鉱物片の種類の

みを捉えただけでは試料間の胎土の区別ができないことが予想される、同一の地質分布範囲内で作られ

た土器の胎土分析には、松田ほか（１９９９）の方法は適当である。以下に試料の処理過程を述べる。

　薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に０．０３mmの厚さに研磨して作製した。観

第７表　試料一覧および胎土分類結果
胎土分類出土年月日

または備考時代出土遺構出土地区
ネーミ
ング
番号

器種種別報告
番号No．

砕屑物量粒径組成鉱物・岩石

Ⅱ４A１２００６．０２．１４古代SX０１４区７６３高杯土師器６４３１

Ⅱ６A１２００６．０２．１５古代SK０４４区７７２杯土師器５６７２

Ⅱ５K２２００６．０２．１４古代SX０１４区７６２杯蓋須恵器６１３３

Ⅰ５K２２００６．０１．０８古代包含層４区４６須恵器８１２４

Ⅱ６K４古代包含層製塩土器５

Ⅱ４K４古代包含層製塩土器６

Ⅱ５K４古代包含層製塩土器７

Ⅱ３K４古代包含層製塩土器８

Ⅰ２C１古代包含層製塩土器９

Ⅰ４K４古代包含層製塩土器１０

Ⅱ１C５比較試料　田井A遺跡古代包含層製塩土器１１

Ⅰ１C５比較試料　田井A遺跡古代包含層製塩土器１２
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察は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類構

成を明らかにした。

　砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて０．５mm間隔で移動させ、細礫～中粒シルトまでの粒子を

ポイント法により２００個あるいはプレパラート全面で行った。また、同時に孔隙と基質のポイントも計

数した。これらの結果から、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の３次元棒グラフ、砂粒の粒径組

成ヒストグラム、孔隙・砂粒・基質の割合を示す棒グラフを呈示する。

３．結果
　観察結果を第８・９表、第２６～３０図に示す。これまでの兵庫県下の遺跡出土土器胎土分析において設

定した鉱物片および岩石片の種類構成による胎土分類では、A類からP類までの種類が設定され、さらに、

各種類について副次的な鉱物や岩石の種類によって細分もしている。今回の結果も、その基準に従って

分類する。

　鉱物片および岩石片の組成をみると、土師器、須恵器、製塩土器のそれぞれで異なる組成の状況を呈

している。２点の土師器試料については、全体的に計数された砂粒の量が少量であるために、組成の特

徴があまり明瞭ではないが、鉱物組成は、石英、斜長石、カリ長石の順に多く、それら以外の鉱物片は

ほとんど含まれない。岩石組成は、No．１をみると、チャートと頁岩の堆積岩類と凝灰岩および花崗岩類

の３者を主体とする傾向が窺える。このような特徴は、これまでの分類ではA１類に相当する。No．２に

は岩石片はほとんど計数されなかったが、No．１の組成を考慮すると、同じA１類に分類される可能性が

ある。

　須恵器とされた２点の試料も、計数された砂粒が少ないために、組成の傾向がやや不明瞭である。比

較的砂の多いNo．４の組成をみると、鉱物組成は英、斜長石、カリ長石の順に多く、それら以外の鉱物片

はほとんど含まれない。岩石組成は、チャート、頁岩、砂岩の堆積岩類と凝灰岩、流紋岩・デイサイト

の火砕岩・火山岩類および火山ガラスの３者を主体とする傾向が窺える。他に極めて微量ではあるが花

崗岩類や多結晶石英が含まれる。このような特徴は、これまでの分類ではK２類に相当する。No．３につ

いても、ほぼ同様の鉱物組成および岩石組成の傾向が看取されることから、同じK２類に分類される。

　九蔵遺跡から出土した製塩土器試料６点のうち、No．９を除く５点については、ほぼ同様の鉱物・岩石

組成が窺える。鉱物組成は、石英が多く、少量の斜長石を伴い、それ以外には試料によって極めて微量

のカリ長石あるいは不透明鉱物が含まれるのみである。岩石組成は、チャート、頁岩、砂岩の堆積岩類

と凝灰岩、多結晶石英および脈石英が比較的多く、微量のホルンフェルスや粘板岩を伴う試料も多い。

これまでの分類では、堆積岩類と凝灰岩の２者を主要な岩石とする組成はK類として、K３類まで設定

しているが、今回のように脈石英が多く、ホルンフェルスや粘板岩を伴うK類は認められていないこと

から、ここではK４類とする。

　No．９の製塩土器の鉱物・岩石組成は、鉱物片では斜長石が多く、次いで石英が多く含まれ、少量の角

閃石と微量のカリ長石を伴う組成であり、岩石片では花崗岩類を主体とし、少量の多結晶石英と脈石英

を伴うのみである。この組成は、花崗岩類を主体とするC類の中でも角閃石を比較的多く伴うC１類に

分類される。

　比較試料とされた田井A遺跡出土の製塩土器２点は、ほぼ同様の鉱物・岩石組成を示す。鉱物組成は、

石英が多く、カリ長石と斜長石が同量程度で少量伴われ、それ以外の鉱物はほとんど含まれない。岩石
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第５章　自然科学分析
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第８表　薄片観察結果（１）

１１細礫

砂

No．５

９４１１２１極粗粒砂
３２１粗粒砂
５１１１２中粒砂
１０３１６細粒砂
１１１５５極細粒砂
２７１１０１６粗粒シルト
１１２９中粒シルト
９４２基質
２７孔隙

基質はシルト質であり、非晶質粘土、石英、長石類、酸化鉄などで埋められる。試料表面の基質は淡褐色を示
し、内部は淡灰色を示す。また基質には、酸化鉄が筋状に分布する部分が認められる。備考

４１１１１細礫

砂

No．６

１４４１６２１極粗粒砂
８１１２１３粗粒砂
１９７１７１３中粒砂
３２１７３２５１１３細粒砂
１１１３７極細粒砂
１１２４５粗粒シルト
３３中粒シルト

９３６基質
２９孔隙

基質はややシルト質で、非晶質粘土、酸化鉄、石英、長石類などによって埋められ、淡赤褐色を示す。変質岩は、
褐色化した風化岩など。凝灰岩・流紋岩は結晶質。珪化岩は軽石が原岩。長石類の溶融は認められない。備考

１１細礫

砂

No．１

０極粗粒砂
５１１２１粗粒砂
８１１１２３中粒砂
３６３１１１９６１５細粒砂
２８１９３１５極細粒砂
２１１１５１４粗粒シルト
２２中粒シルト
６５７基質
１３孔隙

基質は褐色粘土鉱物、酸化鉄などによって埋められ、褐色を示す。角閃石は未酸化。備考

０細礫

砂

No．４

０極粗粒砂
４１１１１粗粒砂
１２２１２１１４１中粒砂
２１３１３１３３７細粒砂
１１１２２３３極細粒砂
２０１２３１４粗粒シルト
６６中粒シルト
３８１基質
２１孔隙

長石類が微弱に溶融するが、ムライトは顕著ではない。備考

０細礫

砂

No．３

１１極粗粒砂
５２１１１粗粒砂
７１２１１２中粒砂
１２１１１１８細粒砂
７１１５極細粒砂
１６２１４粗粒シルト
４４中粒シルト

４３６基質
２孔隙

基質はシルト質で、淡褐色粘土、石英、長石類によって埋められ、淡灰色～淡褐色を示す。流紋岩・凝灰岩は結
晶質。角閃石は未酸化。備考

０細礫

砂

No．２

０極粗粒砂
２１１粗粒砂
１１中粒砂
４１３細粒砂
５２３極細粒砂
１６１２１３粗粒シルト
２２中粒シルト

３９０基質
６孔隙

基質は褐色の雲母粘土鉱物によって埋められ、酸化鉄が筋状に分布する部分が認められる。角閃石は未酸化。備考
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計

砂　粒　の　種　類　構　成
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第９表　薄片観察結果（２）

１１細礫

砂

No．１１

２６１２５１４４極粗粒砂
８８２１２６１３１２３６９２５粗粒砂
３０４５１５２１３中粒砂
１８２６２８細粒砂
９３１５極細粒砂
１１１１９粗粒シルト
０中粒シルト

１１４２基質
１０８孔隙

基質はセリサイトを伴う淡褐色粘土鉱物、酸化鉄、炭質物などによって埋められ、褐色～灰褐色を示す。凝灰
岩・流紋岩は結晶質。角閃石は弱酸化。備考

１１細礫

砂

No．１２

３３２２１６６２１４極粗粒砂
７５１１１２２５５１１６９２３粗粒砂
４９１１３７１１２２６１１１４中粒砂
１１１３３４細粒砂
１２１４７極細粒砂
１２２２８粗粒シルト
０中粒シルト

９３０基質
４０孔隙

基質は雲母粘土鉱物、淡褐色粘土鉱物、酸化鉄によって埋められ、淡褐色を示す。凝灰岩・流紋岩は結晶質。角
閃石は弱酸化。備考

３１１１細礫

砂

No．７

９１５１１１極粗粒砂
５１１２１粗粒砂
５１１１１１中粒砂
１６２１１２１０細粒砂
９１２６極細粒砂
２３４１９粗粒シルト
１１１１０中粒シルト
６８４基質
２４孔隙

基質はややシルト質で、非晶質粘土、酸化鉄、石英、長石類などによって埋められ、淡灰色を示す。凝灰岩・流紋岩は
結晶質。脈石英は黒雲母や長石を伴っており、花崗岩またはホルンフェルス由来とみられる。凝灰岩は結晶質。備考

０細礫

砂

No．１０

９３２１１１１極粗粒砂
５１１１１１粗粒砂
２９３１１１１６２５１８中粒砂
４４２１１２７３４１１１１２細粒砂
２３１１０１１１極細粒砂
１８２１６９粗粒シルト
１１中粒シルト

５５２基質
７孔隙

基質は褐色粘土鉱物（雲母質？）によって埋められ、酸化鉄が筋状に分布する部分が認められる。角閃石は弱
酸化。備考

０細礫

砂

No．９

２１３１２１５極粗粒砂
４６１１２１６５１９２粗粒砂
５４１５９１３１２９１４中粒砂
４５２１２２２８１０細粒砂
２３３１０１０極細粒砂
１０１４５粗粒シルト
１１中粒シルト

６１３基質
３４孔隙

基質は酸化鉄、褐色粘土鉱物（雲母質）で埋められ、褐色を示す。酸化角閃石は焼成により生じたとみられる。備考

５１１１１１細礫

砂

No．８

５１１１１１極粗粒砂
３２１粗粒砂
１４１１１１２１１２４中粒砂
１３１１４２１１３細粒砂
９１１１３３極細粒砂
１３６７粗粒シルト
３３中粒シルト

７０９基質
１２孔隙

基質は淡褐色粘土、酸化鉄、石英、長石類によって埋められ、褐色を示す。珪化岩は軽石が原岩。凝灰岩は結晶
質。角閃石は弱酸化。備考
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第２６図　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度と砂の粒径組成（１）
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第２７図　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度と砂の粒径組成（２）
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第５章　自然科学分析

第２９図　砕屑物・基質・孔隙の割合

第２８図　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度と砂の粒径組成（３）
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組成は、花崗岩類が多く、他に少量の多結晶石英を伴い、微量の堆積岩類や凝灰岩および脈石英などを

含む。このような組成は、これまでに分類された花崗岩類を主体とするC類の中のC５類に分類するこ

とができる。

　次に各試料の砂分全体の粒径組成では、粗粒砂をモードとする田井A遺跡の製塩土器２点、中粒砂を

モードとする製塩土器のNo．９、中粒砂、細粒砂、粗粒シルトの割合が同量程度である製塩土器のNo．８、

細粒砂をモードとする土師器のNo．１、製塩土器のNo．６およびNo．１０、細粒砂と粗粒シルトが同量程度あ

るいは粗粒シルトの方がやや多い組成の須恵器のNo．３とNo．４、製塩土器のNo．７、粗粒シルトをモード

とする土師器のNo．２と製塩土器のNo．５の以上６種類に分類することができる。ここでは、順に１～６

類とする。

　砕屑物・基質・孔隙の割合では、砕屑物の割合が１５％～２５％の範囲にあるものと５％～１５％の範囲に

あるものとに２分できる。ここでは、前者をⅠ類とし、後者をⅡ類とした。

　以上に述べた各試料の鉱物・岩石組成、粒径組成および砕屑物量における各分類結果は、一覧にして

第７表に併記する。

４．考察
　淡路島の地質については、水野ほか（１９９０）、高橋ほか（１９９２）、牧本ほか（１９９５）　、日本地質学会編

（２００９）などに詳細な記載がある。以下はこれらを参照、引用するものである。九蔵遺跡の位置は、淡路

島南西端部の海岸低地背後の沖積低地であるが、周囲の山地を構成する地質は、白亜紀後期の主に砂岩

泥岩互層からなる和泉層群の中でも主部相とされる北阿万累層である。したがって、九蔵遺跡の位置す

る周辺の堆積物を構成する砕屑物の岩石組成は、おそらく砂岩や泥岩などの堆積岩類が卓越していると

考えられる。

　今回の分析では、土師器試料の２点はいずれもA１類に分類された。おそらく同一地域での製作を示

唆していると考えられる。A１類の特徴である堆積岩類、凝灰岩、流紋岩・デイサイト、花崗岩類につ

いて、それぞれ淡路島内の地質に由来を求めるならば、堆積岩類は和泉層群に、凝灰岩および流紋岩・

デイサイトはこれも結晶質であることから上述した泉南流紋岩類に、花崗岩類は、斜長石がカリ長石よ

りやや多い傾向がみられ、角閃石を含む試料のあることから、島内中部や北部に分布する角閃石黒雲母

花崗閃緑岩に、それぞれ求めることができる。ただし、これらの地質のうち、泉南流紋岩類は、上述し

た島内中部の山地と島内南西端の西路から志知川付近の山地に局所的に分布するに過ぎない。島内南西

端には花崗岩類は分布しないことから、A１類の由来する地域としては、島内中部の山地を地質学的背

景として、その南側に広がる低地を想定することができる。それに相当する低地は、三原川とその水系

が形成した低地の北半部や山地を挟んで東側に広がる洲本低地などがあげられる。A１類とされた土師

器は、これらの地域内で作製された可能性が高いと考えられる。より詳細な地域の絞り込みは今後の課

題と言える。なお、九蔵遺跡の位置では、おそらく堆積物中の岩石片として花崗岩類や凝灰岩、流紋岩・

デイサイトなどはほとんど混じらないか極めて微量であると考えられることから、九蔵遺跡周辺の堆積

物が、A１類の土師器の材料として使用された可能性は低いと考えられる。

　須恵器試料２点が分類されたK２類は、上述したA１類の組成から花崗岩類が抜け落ちている組成で

ある。K２類の凝灰岩と流紋岩・デイサイトが結晶質であることはA１類と同様であるから、淡路島内で

K２類の由来を考えるとすれば、凝灰岩と流紋岩・デイサイトを含むことから泉南流紋岩類の分布域周
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辺となる。しかし、淡路島中部の泉南流紋岩類の分布域に接して花崗岩類の分布が広がっていることか

ら、A１類で想定した低地において、花崗岩類がほとんど混在しないような状況は考えにくい。した

がって、K２類は、淡路島外の地域に由来する可能性がある。結晶質の凝灰岩と流紋岩・デイサイトと

堆積岩類が分布し、かつ花崗岩類の分布があまりみられないような地質学的背景を有する地域を、淡路

島の周辺地域でみると、最も近い地域としては、加古川下流域をあげることができる。加古川下流域の

背後には、結晶質の流紋岩や流紋岩質凝灰岩を主体とする白亜紀後期の有馬層群や中生代の堆積岩類か

らなる丹波帯が広く分布している（尾崎ほか，１９９５）。今後、この地域の須恵器窯の状況やその分析事例

に関する資料を作成し、蓄積することにより、九蔵遺跡出土須恵器の産地を検討する必要があると考え

られる。

　製塩土器６点の試料の分析結果は、No．９を除く５点までがK４類に分類された。K４類の地域性も、

上述したK２類と同様である。すなわち、淡路島外での製作である可能性が高く、地理的に近い地域と

しては加古川下流域が想定される。K４類の特徴は、ホルンフェルスと粘板岩を含むことであるが、こ

れらの由来は、加古川水系の上流域に分布する丹波帯に求めることができる。古代の製塩土器について

も、加古川下流域との検証が必要であると考えられる。

　製塩土器のNo．９の胎土は、花崗岩類を主体とするC１類である。その鉱物組成は、斜長石が石英より

も多く、カリ長石は微量であり、角閃石を比較的多く含むという傾向を示している。この傾向からは、

花崗岩類のなかでも角閃石石英閃緑岩あるいはそれに類する花崗岩類に由来することが示唆される。前

述した淡路島内に分布する花崗岩類のほとんどは、角閃石黒雲母花崗岩～花崗閃緑岩であり、角閃石石

英閃緑岩に類するような岩石の分布は認められない。このことから、C１類とされた製塩土器も、淡路

島外からの搬入である可能性があると考えられる。角閃石石英閃緑岩あるいはそれに類する花崗岩類は、

近畿地方に広く分布する領家帯の花崗岩類（淡路島の花崗岩類もそれに含まれるが）の中に産する岩石

であるが、現時点では地域的な特定はできない。この製塩土器についても、考古学上の分布域などを考

慮した分析事例の蓄積が必要と考えられる。

　田井A遺跡出土の製塩土器は、２点ともに花崗岩類を主体とするC５類の岩石組成を示した。この結

果からは、少なくとも九蔵遺跡から出土した製塩土器と田井遺跡から出土した製塩土器とは、作られた

地域が異なるということが言える。すなわち、両遺跡間では、製塩土器の供給事情は異なっていた可能

性が高い。次に、C５類の由来する地域を検討してみたい。C５類の組成は、花崗岩類を主体としながら

も、堆積岩類および凝灰岩と流紋岩・デイサイトを伴うことから、A類に近い地質学的背景が推定される。

しかも、C５類の凝灰岩と流紋岩・デイサイトも結晶質であることから、淡路島内であるとすれば、前

述したA１類の由来する地域とほぼ変わらない範囲が想定される。その範囲内でも花崗岩類の分布する

山地縁辺部の堆積物であれば、C類の組成になる可能性は高いと考えられる。したがって、田井A遺跡か

ら出土した製塩土器が淡路島内で作られたものであるとすれば、田井A遺跡の位置する志筑付近ではな

く、それより南の洲本付近になる可能性があると考えられる。

　さらに現時点では、C５類の由来する地域は、淡路島外であることも考えられる。その地質学的背景

としては、堆積岩類からなる地質と結晶質の凝灰岩や流紋岩・デイサイトからなる地質および花崗岩類

からなる地質が分布していることである。ここでC５類の鉱物組成においてカリ長石と斜長石の量比が

同程度であることも考慮すると、C５類の花崗岩類は、狭義の花崗岩である可能性がある。このような

地質学的背景の地域を河田ほか（１９８６）などを参照にして淡路島周辺でみれば、最も近い地域として、
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中生代の堆積岩類からなる丹波帯と白亜紀後期の結晶質の流紋岩や流紋岩質凝灰岩を主体とする有馬層

群そして白亜紀後期の黒雲母花崗岩からなる六甲花崗岩が背後に分布する大阪平野北西部付近が想定さ

れる。今後、この地域における製塩土器との比較検討により、C５類の製塩土器の産地を確定していく

必要がある。

　なお、胎土の粒径組成および砕屑物の割合については、胎土の鉱物・岩石組成と概ね同調していると

言える。特に製塩土器でみれば、K４類の胎土の粒径組成は３～６類でばらつくように見えるが、C１類

の胎土は、それらより明らかに粗粒傾向の２類であり、田井A遺跡の試料のC５類の胎土の粒径組成は、

それよりもさらに粗粒傾向の強い１類となっている。これらの粒径組成の違いは、鉱物・岩石組成とと

もに、製塩土器の製作地の違いにおける材質の違いを客観的に示していると言うことができる。

引用文献

河田清雄・宮村　学・吉田史郎，１９８６，２０万分の１地質図幅　京都及大阪．地質調査所．

牧本　博・利光誠一・高橋　浩・水野清秀・駒澤正夫・志和龍一，１９９５，２０万分の１地質図幅　徳島．

地質調査所．

松田順一郎・三輪若葉・別所秀高，１９９９，瓜生堂遺跡より出土した弥生時代中期の土器薄片の観察－

岩石学的・堆積学的による－．日本文化財科学会第１６回大会発表要旨集，１２０－１２１．

水野清秀・服部　仁・寒川　旭・高橋　浩，１９９０，明石地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１

図幅），地質調査所，９０p．

日本地質学会編，２００９，日本地方地質誌５　近畿地方．朝倉書店，４５３p．

尾崎正紀・栗本史雄・原山　智，１９９５，　北条地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１図幅），地

質調査所，１０１p．

高橋　浩・寒川　旭・水野清秀・服部　仁，１９９２，洲本地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１

図幅），地質調査所，１０７p．
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第３節　九蔵遺跡における樹種同定
株式会社古環境研究所

１．はじめに
　本報告では、九蔵遺跡より出土した木製品に対して、木材解剖学的手法を用いて樹種同定を行う。木

製品の材料となる木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね

属レベルの同定が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的

近隣の森林植生の推定が可能であるが、木製品では樹種による利用状況や流通を探る手がかりにもなる。

２．試料と方法
　試料は、九蔵遺跡より出土した柱根、部材、井筒の木製品５点である。時期は縄文～室町時代である。

試料の詳細は結果とともに第１０表に記す。

　方法は、試料からカミソリを用いて新鮮な横断面（木口と同義）、放射断面（柾目と同義）、接線断面（板

目と同義）の基本三断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって４０～１０００倍で観察した。同定は、解剖学

的形質および現生標本との対比によって行った。

３．結果
　第１０表に結果を示し、各断面の顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

１）カヤ　Torreya nucifera Sieb. et Zucc.　イチイ科

　仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

　横断面：早材から晩材への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭い。

　放射断面：放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で１分野に１～４個存在する。仮道管の内壁には、らせ

ん肥厚が存在し２本対になる傾向を示す。

　接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、仮道管の内壁には２本対になる傾向を示すらせん肥

厚が存在する。

　以上の形質よりカヤに同定される。カヤは宮城県以南の本州、四国、九州と韓国の済州島に分布する。

常緑の高木で通常高さ２５ｍ、径９０cmに達する。材は均質緻密で堅硬であり、弾性が強く水湿にも耐え、

保存性が高い。弓などに用いられる。

２）ヒノキ科　Cupressaceae

　仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

　横断面：早材から晩材への移行はやや急である。樹脂細胞がみられる。

結果（学名／和名）登録番号器種など明細番号
クスノキ科
カヤ
ヒノキ科
ヒノキ科
クスノキ科

Lauraceae
Torreya nucifera Sieb. et Zucc.
Cupressaceae
Cupressaceae
Lauraceae

２００５１７７　４
２００５１７７　６
２００５１７７　９
２００５１７７　１０
２００５１７７　１４

柱根
柱根
部材
部材
井筒

４
６
９
１０
１４

第１０表　九蔵遺跡における樹種同定結果
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放射断面：放射柔細胞の分野壁孔はやや小型であるが型は不明瞭であり、１分野には１～３個存在する。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、樹脂細胞が存在する。

以上の形質よりヒノキ科に同定される。ヒノキ科には、ヒノキ、サワラ、アスナロ、ネズコなどがある。

３）クスノキ科　Lauraceae

　横断面：中型から小型の道管が、単独および２～４個程度放射方向に複合して散在する散孔材である。

道管の周囲を鞘状に軸方向柔細胞が取り囲んでいる。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔のものが存在する。放射組織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部の

み直立細胞からなる。軸方向柔細胞の中には、油を含み大きく膨れ上がったものも存在する。

　接線断面：放射組織は異性放射組織型で１～３細胞幅である。上下の縁辺部のみ直立細胞である。こ

れらの直立細胞の中には、油を含み大きく膨れ上がったものも存在する。

　以上の形質よりクスノキ科に同定される。クスノキ科には、クスノキ、ヤブニッケイ、タブノキ、カ

ゴノキ、シロダモ属などがあり、道管径の大きさ、多孔穿孔および道管内壁のらせん肥厚の有無などで

細分できるが、本試料は道管径以外の点が不明瞭な為、クスノキ科の同定にとどまる。なお、本試料は

道管径の大きさから、クスノキ以外のクスノキ科の樹種のいずれかである。

４．考察
　同定の結果、九蔵遺跡の木製品は、ヒノキ科２点、クスノキ科２点、カヤ１点であった。

　ヒノキ科は部材に使用されている。ヒノキ科は概ね木理通直で肌目緻密、大きな材が取れる良材であ

る。クスノキ科は柱根、井筒に使用されている。クスノキ科にはタブノキ、カゴノキなどがあり、木材

は概して強さ中庸の材である。カヤは柱根に使用されており、木材は木理通直で緻密、耐朽性や保存性

が高く、水湿に耐える。やや重硬で弾力のある材と言える。

　カヤ、ヒノキ科は、温帯に広く分布する常緑針葉樹であり、いずれも高木となる。クスノキ科は温帯

下部の温暖な暖温帯に分布し、照葉樹林の主要構成要素を含む常緑高木で大木になる。

　以上から九蔵遺跡の木製品の樹種は、当時遺跡の周辺、もしくは時期によっては流通によってもたら

されたとみなされよう。

参考文献

佐伯浩・原田浩（１９８５）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p．２０－４８．

佐伯浩・原田浩（１９８５）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p．４９－１００．

島地謙・伊東隆夫（１９８８）日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閣，p．２９６．

山田昌久（１９９３）日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第１号，植生史研究

会，p．２４２．
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第６章　おわりに

　２ヶ年にわたる九蔵遺跡の調査成果は大きいもので、大きく３時期で特筆される。弥生時代前期の集

落跡を確認したこと、奈良時代の三原海人に関する遺跡を検出したこと、そして律令期末から中世にか

けて大型の集落を営んでいることである。それに加えて周辺では南あわじ市教育委員会の調査からは、

縄文時代から中世の複合遺跡と判明した。周辺の確認調査・本発掘調査の結果、九蔵遺跡は５つの地区

（A～E区）に分けられている。そのうちE区は南東に位置しており、やや離れている。隣接するみのこし

遺跡と考えた方が妥当と思われる。今回調査した１・２区はC区に３～５区はB区に含まれている。今回

調査した地域が九蔵遺跡の中心と考えられる。ただ、前代では異なり市調査資料で大きな点は縄文時代

から生活を始めていること、特にC区で滋賀里Ⅳ期の晩期土坑が検出されていることは特記される。ま

た、B区南側の微高地に位置するD区で今回調査した掘立柱建物より古い飛鳥期の掘立柱建物が調査さ

れたことも注目される。B区に製塩遺跡を営む前段階の集落が先んじてD区に築かれたことになる。D

区と今回報告する４・５区の間で丸底Ⅰ式の製塩土器が出土している。遺構は確認されていないが、古

墳時代後期はじめにB区南側で塩づくりを始めたことは確実である。今回調査した中では２区が新しく

中世前半まで生活しているが、それ以降も九蔵遺跡では北側のA区とB区南側で１４世紀前半まで遺跡の

継続が確認されている。

　現状でわかっている範囲で遺跡の変遷を記すと、縄文時代後期に生活をはじめ、C区で晩期に遺構を

築く。土器はB・C区から出土している。弥生時代前期にB区で住居跡を築くが、中期には生活を止め、

後期末にB区で再開する。そして再び断絶し、古墳時代後期はじめにB区南側で塩づくりを行うととも

にB区で住居を構える。塩づくりは地域的な製塩遺跡と思われる。飛鳥期になるとD区に掘立柱建物が

構築される。これが官衙的性格を有する九蔵遺跡のはじまりと考えられる。奈良時代になるとB区に集

落が営まれ、平城宮出土木簡などに見られる三原海人の集落と考えられる。そして製塩遺跡を中心とす

る集落に変化し、さらに大規模な製塩遺跡となる。それは単に地方豪族が行う私的な製塩遺跡ではなく、

御食国淡路としての遺跡に変化したものと思われる。出土した和同開珎銀銭はその傍証となろう。和同

開珎銀銭は４区で最も古いと思われる掘立柱建物から出土しており、銀銭初鋳時期（７０１年）まで遡るこ

とは出土土器からも難しい。平城宮Ⅱの土器は出土しているので、この時期くらいからと考えている。

この官衙的遺構は奈良時代（土器からいくと平城宮Ⅳ期）で終焉する。平城京木簡に記された天平寳字

五（７６１）年の時期にあたる。その後はやや時間を開けて、国家的な製塩遺跡から地方集落に戻る。三原

郡もしくは淡路国の中心集落となる平安時代の堀を伴う集落をC区に営む。大形の建物を築くようにな

る。荘園の中心地となったと思われる。それが遺跡名となる九蔵遺跡の名前「ぐぞ」につながるのでは

ないかと考える。音から荘所を示す公所ではないかと推測する。小字「九蔵」は市道東側で今回の１～

３区に当たり、堀で囲まれた遺構に相当する。規模は縮小するかもしれないが、１４世紀前半まで継続し

遺跡は終焉する。中世墓も構築され、竜泉窯青磁碗を副葬した木棺墓も調査されている。

　九蔵遺跡の特徴の１つは弥生時代前期の集落が営まれたことである。今回報告の３・４区（九蔵遺跡

B区）に展開する。４区で竪穴住居跡が１棟検出され、３区で溝が検出されている。遺物は３区の方から

多く出土している。前期の竪穴住居跡の調査例は兵庫県下でも少数である。平面円形で柱穴が不明瞭で

断面皿状になる点など典型的な前期の特徴を有する。如意形口縁が多く、沈線が多条化する前期末の時
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期が与えられ、縄文晩期突帯文土器との共伴関係の長い例となる。

　遺跡の中心は奈良時代にある。古墳時代後期にB区で生活を営んでおり、D区の小さな微高地に掘立

柱建物が構築されるのを挟んで遺跡は継続する。４区を中心とするもので、４区の遺構は掘立柱建物・

土坑・溝・落ち込み・地鎮遺構などである。掘立柱建物は１４棟あるが、主軸方向から４つに分けられる。

１期はN１８°EとなるSB０９・１０のグループで５区SB０２も同じである。２期はN２４°EとなるSB０１・０６・

０７・１１のグループである。SB０１は規模が大きく九蔵遺跡のなかでも最も立派な掘立柱建物である。全て

ではないが、一部建替えも確認しているので、やや長く存続した可能性もある。SA０１やSD０２・０３も付

随する遺構と考えられる。３番目がN３０°Eを採るグループで最も多くの建物がここに含まれる。ただ、

柱穴の切り合いがあり、このグループは２つに分けられることから全体は５期に分けられることになる。

古段階の３期はSB０２・０４・０５・１２の４棟である。溝など他の遺構も含めた切り合い関係から分別した。

N３０°Eと同方向の主軸を採る４期はSB０３・０８・１３とSX０１新段階の上屋（第３０図復原図）が該当する。

最後の５期はN４０°EのSB１４である。１期のSB０９空間（隣接地）から和同開珎銀銭が出土している。２

期の建物が列を揃えるなど整然としており、官衙的な配置となっている。３期は最も多くの建物が建て

られており、比較的まとまっている。九蔵遺跡では側柱建物が主体であるが、３期はSB０２・０５と総柱建

物が認められる。４期は主軸方向が３期と同じこともあり、３期を踏襲するか継続性を意識した配置を

採っている。５期は１棟だけで北に延びている。掘立柱建物以外で特徴的なのが落ち込みの２基

（SX０１・０２）である。ともに製塩炉であり、九蔵遺跡の性格を示すものである。２基とも新古２時期あ

り、遺跡全体としてもこの２時期間で大別されるものと思われる。すなわち、３期と４期である。製塩

炉下層が３期で上層が４期である。SX０１下層は、落ち込み内が炉跡（地床炉）で付随するSX０５に炭・

第３０図　SX０１上屋構造復原図

0 5m
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灰層を流したもので、南側のSB０５、東側のSB０２が倉庫的な建物と

推測される。新段階（上層）は第３０図の復原図のように上屋構造

を有する炉跡を考えている。御食国淡路としての特別な塩づくり

ではないかと思われる。平城京跡出土木簡に「淡路国三原郡阿麻

郷戸主丹比部足」「□同姓蓑麻呂調塩三斗天平寳字五年」（第３１図・

ならびに表紙）と荷札木簡の表裏に記されている。同年の荷札木

簡がもう１点あり、それにも淡路国三原郡阿麻郷戸主海部□万

呂・・と記されている。阿万の製塩に関る荷札木簡は天平寳字五

（７６１）年に作られており、正に九蔵遺跡の炉跡が合致するもので

ある。４期の出土土器も平城宮Ⅳで一致している。遺構出土遺物

として確実に認知出来ないが、概ね平城宮Ⅱからの土器が出土し

ており、藤原京期までは遡らない。中心の時期は平城宮Ⅲ・Ⅳで

あり、これが掘立柱建物で分類した３期４期に相当する。三原郡

では古代の製塩土器は多く出土しており、古墳時代は津名郡が中

心であったが、奈良平安時代は三原郡の方が卓越していたようで

ある。嫁ケ淵遺跡は海岸部に接さずやや奥まっているが、川港が

あり九蔵遺跡より古い官衙遺跡と位置づけられ多くの製塩土器を

保有している。製塩作業の痕跡はなく集積地であったと判断され

る。九蔵遺跡は奈良時代で製塩を終えているが、三原郡では平安

時代になっても多くの遺跡で製塩土器が確認されている。西浦の

後山遺跡などで広く製塩作業を各地で行っていたようである。現

状で九蔵遺跡に続く遺跡は阿万では確認されておらず、後山遺跡

など西淡が三原郡の製塩の中心地となったことが有力であるが、今のところ明確な姿を現していない。

淡路産の製塩土器は平城京にとどまらない。大和・河内・和泉の遺跡に淡路の製塩土器が搬入されてお

り、淡路の塩が広がっていたことがうかがわれる。５区SK０１も鹹水溜めとして注目される遺構である。

　奈良時代の興味深い遺構に地鎮遺構がある。海岸で採集したであろう５種の色の石材を詰めたSP０１

はSB０３に伴うものと思われ、白色の円礫を詰めたSP３５５は製塩炉SX０２に伴うものであろうか。製塩土器

を詰めたSK０２・０３やSX０１上面に置かれた土器群も廃絶時の祭祀行為と思われ注目される。出土遺物で

は兵庫県ではじめて出土した和同開珎銀銭がある。全国でも３０遺跡４５枚しか出土していない希少遺物で

ある。（他に中国陝西省何家村遺跡から５枚出土）大和を中心に河内・伊勢に多く、東は出羽国、西は出

雲国に広がっている。そのうちの１枚が出土したことは大きいことで、遺跡の性格を示すものと思われ

る。径は２３．７０㎜と遜色なくやや小さい程度であるが、重さは４．５３ｇと軽くなっている。隠岐の島で出土

した例などは九蔵遺跡と同様な性格を有するのではないかと思われる。

　銭貨を土師器皿に埋納する例は東北から中国地方まで広く見られるが、淡路での出現率は比較的高い

ように思われる。九蔵遺跡でも２区P７０・７１で確認されている。三原郡を中心に分布している特徴的な

遺構である。洲本市山下町居屋敷遺跡以外は南あわじ市で箕子遺跡（福井）、後山遺跡（松帆）、幡多遺跡・

おのごろ島遺跡（榎列）、外かち遺跡（八木）、高萩遺跡（高萩）で例がある。北宋銭を中心とする例が

多いが、２区P１出土の延喜通寳は古代銭貨例として希少である。土師器皿が多いが、幡多遺跡では須

第３１図　平城宮出土木簡
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恵器杯が使われている。枚数は他地域よりやや多めで幡多遺跡では20個体が使われている。延喜通寳の

土器に伴って出土した事例は県下では播磨にあり、揖保郡太子町立岡遺跡に類例がある。青磁碗から出

土した特殊な例である。また、土器と古代銭貨が出土する事例は近江に多く再考を要する。九蔵遺跡２

区のP１例だけが古代に遡る特殊例である。他の淡路出土例はすべて中世で北宋銭を主体とするが、永

楽通寳・宣徳通寳の明銭が比較的多いのも注目される。明銭が流通する時期に土器に銭貨を入れる風習

が広まったのかもしれない。外かち遺跡は銭種に変化があり、無文銭も含んでいることは興味深い。

　九蔵遺跡は阿万の港に面した製塩遺跡である。製塩に適した地であったことは第一であるが、立地に

意味があるように思われる。鳴門海峡に面しているが、東側には紀伊が隣接している。紀淡海峡すなわ

ち南海道を介して大和に密接しているということが大きな位置付けであろう。平城期を越えて淡路での

製塩の中心が鳴門海峡西側に移動したことは政治的な変化が看取される。港としては福良港の方が湾は

深く安全である。が、風を待つ点では阿万港の方が勝っている。それも東側に向いている。製塩遺跡の

多い紀伊ではこの時期製塩活動を行っていないこととも無縁でないと思われる。
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図版 1

遺跡全体図



図版 2

1 区　全体図



図版 3

1 区　東半



図版 4

1 区　北壁断面図



SE02

SE03 SE04

図版 5

1 区　SE02・03・04実測図



堀1

SE01 SX01

図版 6

1 区　SE01.堀 1 .SX01実測図



SK01 SK02北壁

SK04

SK15

SK03

SK06

SK08 SK13

SK05

SK12

図版 7

1 区　SK実測図



SB02

SB04

図版 8

1 区　SB02・04実測図



SB03

SB07

図版 9

1 区　SB03・07実測図



図版10

1 区　SB05実測図



図版11

2 区　全体図



図版12

2 区　東半



図版13

2 区　西半



図版14

2 区　北壁断面図



SE01 SE02

図版15

2 区　SE01・02実測図



SE03

SK02 SK03

SD01

SD02

SK01

図版16

2 区　SE03.SK.SD実測図



1区Pit

P95

2区Pit

P70
P71

P270 P271 P151

図版17

1 ・ 2 区　Pit遺物出土状況



SB03

SB05

図版18

2 区　SB03・05実測図



図版19

2 区　SB09実測図



SB10

SB17

図版20

2 区　SB10・17実測図



SB14

SB16

図版21

2 区　SB14・16実測図



図版22

2 区　SB15実測図



図版23

3 区　全体図



図版24

3 区　北壁土層断面図



図版25

3 区　北壁・南壁土層断面図



SB02

SB01

図版26

3 区　SB01・02実測図



SB06 SB04

SB03

SB05

図版27

3 区　SB04・05・06実測図



SX06 SX07

SD07

図版28

3 区　SX06・07・SD07平断面図



SX03

SX02 SX01

SD01 断面図
SD05 断面図 SD03 断面図

図版29

3 区　SX01～03平断面・SD01・03・05断面



図版30

3 区　SD06平面図



SD06断面図

SD08断面図

SD09

図版31

3 区　SD06・08（断面）SD09（平断面)



図版32

4 区上層　全体図



図版33

4 区　土層断面図



図版34

4 区　SB01実測図



SB02

SB03

図版35

4 区　SB02・03実測図



SB04

SB05

SB06

図版36

4 区　SB04・05・06実測図



SB07

SB08

SB10

図版37

4 区　SB07・08・10実測図



SB09

SB11

  

図版38

4 区　SB09・11実測図



SB13

SB12

SB14

図版39

4 区　SB12・13・14実測図



SP17

SB01

SA01

SK08

図版40

4 区　Pit.SA01.SK08実測図



SK01 SK02

SK03 SK04

SK05

SK06

SK07

図版41

4 区　SK実測図



SP01

SP355

図版42

4 区　地鎮遺構実測図



図版43

4 区　SX01実測図



SX02

SX03

SX06

図版44

4 区　SX02・03・06実測図



SX05

SX07

図版45

4 区　SX05・07実測図



SD05

SD02 SD06

SD07

SD08
SD03

SD04

図版46

4 区　溝断面図



図版47

4 区下層　全体図



SH01

SH03

SH02

図版48

4 区下層　SH01～03実測図



図版49

4 区下層　SH04実測図



図版50

4 区下層　SH05実測図



図版51

4 区下層 SH06実測図



図版52

5 区平面図・北壁土層断面図



SB01

SB02

図版53

5 区 SB01・02実測図



SK01

SX01 内土坑

SK06 SK07

SX01

図版54

5 区 SX01.SK01・06・07実測図



SK02 SK03

SD02･SD01 SD01 SD04

SD05 SD06 SD07 SD08

図版55

5 区 SK02・03.SD実測図



SB01　P202

P269

P64

SB03　P148 P149

SB07　P247 P117 P95

SB04　P124

P54 P57 P86

P71

P108

P141

P147

P166

P228

P213 P249

P271

P273

P190

P201

P151

P122P121

P142

P159

図版56　1区

土器（ 1 )



SK02

SK04

SK06

SK11 SK13 SK15

SK12

図版57　1区

土器（ 2 )



SE02

SE03 SE04 SD04

図版58　1区

土器（ 3 )



堀1・上層

図版59　1区

土器（ 4 )



堀1

図版60　1区

土器（ 5 )



図版61　1区

土器（ 6 )



図版62　1区

土器（ 7 )



図版63　1区

土器（ 8 )



図版64　1区

土器（ 9 )



図版65　1区

土器（10)



図版66　1区

土器（11)



SB10　P500

地鎮遺構

P70

P22

P36

P42

P47

P48
P58

P114

P194 P159
P178

P161

P154

P65 P75

SB15　P504

SB05　P101

P525
SB07

P45

SB13　P577

P71

図版67　2区

土器（12)



P238 P244

P249・252

P280 P283

P419

SB12　P562
P558

P751

P765

P231

SB13　P188

SB13　P199

SB15　P271

P332

P527

P598

SD02

SD05

SX01

図版68　2区

土器（13)



SE01

SE02

図版69　2区

土器（14)



SX06

SX07

SD07

図版70　3区

土器（15)



SD06

図版71　3区

土器（16)



図版72　3区

土器（17)



SD09

SB04

SB02

SX02

SD01

図版73　3区

土器（18)



SB01

SB03

SB04

SB05

SB07

SB06 SB08

図版74　4区

土器（19)



SB02

図版75　4区

土器（20)



SB09

SB11 SB12

P41

P100
P35

P34

P26

P14

P5

SA01

SA02

図版76　4区

土器（21)



P102

P104

P106

P108

P119

P242

P319

P356

P248

P251

P121

P220

P296

P320

P151 P267

P273

P317

P217

図版77　4区

土器（22)



SK01

SK03

SK04

SK07 SK08

図版78　4区

土器（23)



SX01

図版79　4区

土器（24)



図版80　4区

土器（25)



図版81　4区

土器（26)



SX01　炉上面

SX01　断ち割り SX01　東側土坑

SX02　上層

図版82　4区

土器（27)



SX04

SX05

SD05

SD06

SD07 SD08

SX07

図版83　4区

土器（28)



SH01

SH04

SH05

SD13

SX02　下層

SH02

図版84　4区下層

土器（29)



SB02

SK01

SD05

SK03

P8

図版85　5区

土器（30)



包含層

図版86

土器（31)



図版87

土器（32)



図版88

土器（33)



図版89

土器（34)



図版90

土器（35)



図版91

土器（36)



図版92

土器（37)



図版93

土器（38)



図版94

土器（39)



図版95

金属製品（ 1 )



図版96

金属製品（ 2 )



図版97

木製品



図版98

石製品（ 1 )



図版99

石製品（ 2 )



図版100

石製品（ 3 )



光沢の分布

図版101

石製品（ 4 )



図版102

石製品（ 5 )



図版103

石製品（ 6 )



図版104

石製品（ 7 )
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垂直写真

写真図版 1 　 1 区



全景(南上空から）

遠景(東上空から）

写真図版 2 　 1 区



全景(南上空から）

遠景(東上空から）

東半（東から）

東半（西から）

西半（東から）

写真図版 3 　 1 区



ＳＢ01～05（南西から）

ＳＢ01・02・06（北から）

ＳＢ02・05（北東から）

写真図版 4 　 1 区



ＳＢ01～05（南西から）

ＳＢ01・02・06（北から）

ＳＢ02・05（北東から）

SB01周辺(南から）

P111柱材SB01 P140(西から）

P273(西から）SB01(北から）

写真図版 5 　 1 区



SB01・02(西から）

P151出土瓦器 近景(北から）SB02 P130(北から）

P151(北から）P44・43(西から）

写真図版 6 　 1 区



SB03・07(西から）

SB05 P129(北から）SB03 P148(東から）

P112(西から）SB03 P72(西から）

写真図版 7 　 1 区



P121土器17出土状況(北から）P123(西から）

P19(西から）SB07 P119(南から）

SB07 P152(西から）SB07 P96(南から）

SB04 P124(西から）SB04 P22(西から）

写真図版 8 　 1 区



SX01(南から）

SX01須恵器出土状況(東から）SX01堆積状況(南から）

SX01(東から）SX01堆積状況(東から）

写真図版 9 　 1 区



SE01断面(西から）

SE02(北東から）

SE02(南から）

写真図版10 　 1 区



SE02土器出土状況(南から） SE02土器出土状況(東から）

SE02土器出土状況(北から） SE02土器出土状況(南東から）

SK01断面(南から） SK08断面(北から）

SK02断面(北から） SK15断面(南から）

写真図版11 　 1 区



堀 1 (北から）

堀 1断面(南から）

堀 1断面(北から）

写真図版12 　 1 区



SD01断面(北から） SD04(西から）

SD05(南から） SD04土器出土状況(西から）

北端(西から） 西半北壁

北端部土層断面(南西から） 西半北壁

写真図版13 　 1 区



垂直写真

写真図版14 　 2 区



中世建物全景(西から）

古代建物全景(東から）

写真図版15 　 2 区



全景(西から）

全景(東から）

写真図版16 　 2 区



東半(西から）

東半(東から）

写真図版17 　 2 区



東半 SB01～04(東から)

SB02 P595・596(東から）P594(西から）

SB02 P590(北から）SB04 P597(東から）

写真図版18 　 2 区



SB02～04周辺(北から）

SB03 P588(東から）SB03 P584(北から）

SB03 P89(西から）SB08 P56(西から）

写真図版19 　 2 区



SB08(09・12)東半(北から)

SB05(東から）

SB01～04(西から）

写真図版20 　 2 区



SB17(北から）

SB14～17(西から)

写真図版21 　 2 区



P140(西から)SB09周辺P139(西から)SB09周辺

P90(西から)SB02・04周辺SB17 P307(西から)古代

SB15 P270(東から)古代SB15 P270(西から)古代

P141(西から)SB09周辺SB07 P34(西から）

写真図版22 　 2 区



SE01・02(東から）

SE02瓦器出土状況SE01(東から）

SE02断面(西から）SE01断面(東から）

写真図版23 　 2 区



SE02(東から）

SE01(東から）

写真図版24 　 2 区



堀 1断面(南から）

堀 1土器出土状況(南から）

堀 1土器出土状況(北から）堀 1土器出土状況(西から）

堀 1土器出土状況(西から）

写真図版25 　 2 区



2 ～ 3 区間 SD05(北から）

土器出土状況(南から）

SD05断面h-h’(南から）SD05断面i-i’(南から）

写真図版26 　 2 区



北壁

西端焼土SK11断面(南西から）

P71銭貨出土状況(南から）P71銭貨出土状況(西から）

P70銭貨出土状況(南から）P70銭貨出土状況(東から）

写真図版27 　 2 区



現地説明会風景

SE02保存作業風景

1区 製塩炉剥ぎ取り風景

2区 断ち割りトレンチ(東から）

写真図版28 　 1 ・ 2 区



上層建物アップ(東から）

上層全景(東から）

写真図版29 　 3 区



上層建物アップ(西から)

上層全景(西から)

写真図版30 　 3 区



SX03(南から）SD01土層断面g-g'(東から）

SD01(南から）

SX02(西から）SD01検出状況(北東から）

SX01焼土面断ち割り断面(東から）SB01 P64(西から）

写真図版31 　 3 区



SD06～08及びSX06・07(南から)

下層全景(南東から）

写真図版32 　 3 区



SX07(北から）SD06下層(南西から）

SX06(北東から）

SD08(東から）SD06土層断面及び中層遺物(東から）

SD06中層遺物出土状況(西から）SD06中層遺物出土状況(東から）

写真図版33 　 3 区



SD09土層断面(東から）

SD09(西から）

写真図版34 　 3 区



第 1面垂直写真

写真図版35 　 4 区　第 1 面



第 1面全景(東から)

第 1面全景(西から)

写真図版36 　 4 区　第 1 面



SB01(東から）

SB01(西から）

写真図版37 　 4 区　第 1 面



SB02(西から）

SB01 P74(南から）SB01 P56(南から）

SB01 P57(南から）SB01 P55(南から）

写真図版38 　 4 区　第 1 面



SB02(西から）

SB01 P74(南から）SB01 P56(南から）

SB01 P57(南から）SB01 P55(南から）

SB01 P74(南から）SB01 P73(南から）

SB01 P55(南から）SB01 P49(南から）

SB01 P68(南から）SB01 P56(南から）

SB01 P72(南から）SB01 P71(南から）

写真図版39 　 4 区　第 1 面



SB02 P216(南から）SB02 P50(西から）

SB02 P29(南から）SB02 P27(南から）

SB02 P28 底面(南から）SB02 P28(南から）

SB02(南から）

写真図版40 　 4 区　第 1 面



SB03(南から）

SB03 P212(南から）SB03 P24(南から）

SB03 P151(南から）SB03 P19(南から）

写真図版41 　 4 区　第 1 面



SB02・03・14(東から）　

SB04 P09(南から）SB04 P8(南から）

SB03 P227(南から）SB03 P213(南から）

写真図版42 　 4 区　第 1 面



SB05 (北から）

SB05 P162(南から）SB05 P167(北から）

SB05 P6(南から）SB05 P5(南から）

写真図版43 　 4 区　第 1 面



SB05 P163(南から） SB05 P164(南から）

SB05 P167(北から） SB05 P168(北から）

SB05 P328(南から） SB05 P331(南から）

SB05 P332(南から） SB05 P333(北から）

写真図版44 　 4 区　第 1 面



SB07(東から)

SB06・12(東から）

写真図版45 　 4 区　第 1 面



SB07(北から）

SB09 P140(南から）SB09 P139(北から）

SB09 P135(南から）SB08 P146(南から）

写真図版46 　 4 区　第 1 面



SB09(北西から）

SB09(西から）

写真図版47 　 4 区　第 1 面



SB10(南東から）

SB10 P183(南から）

SB10 P171(南から）SB10 P79(南から）

写真図版48 　 4 区　第 1 面



SB11 P111(南から） SB11 Ｐ257(南から）

SB12 P101(南から） SB13 P200(南から）

SB13 P78(西から） SB13 P79(南から）

SB13 P197(東から） SB13 P201(南から）

写真図版49 　 4 区　第 1 面



SB13(北から)

西半全景(東から)

写真図版50 　 4 区　第 1 面



SX01・SB04(南東から)

SX01全景(東から)

写真図版51 　 4 区　第 1 面



SX01(北から)

SX01遺物出土状況

写真図版52 　 4 区　第 1 面



SX01(北から)

SX01遺物出土状況

SX01炉跡上面土器堆積状況(北東から)

SX01炉跡上面土器出土状況

写真図版53 　 4 区　第 1 面



SX01下層全景(西から)

SX01下層堆積状態 SX01調査風景

SX01(南西から) SX01炉跡(北東から)

写真図版54 　 4 区　第 1 面



SX01下層全景(西から)

SX01下層堆積状態 SX01調査風景

SX01(南西から) SX01炉跡(北東から)

SX02(東から)

SX02(北から)

写真図版55 　 4 区　第 1 面



SX02土器出土状況(東から)SX02(西から)

SX05北アゼ(南から)SX02下層(北から)

SX03・04(北から)

写真図版56 　 4 区　第 1 面



SK02アゼ(東から）SK01アゼ(西から）

SK03・04(西から）

SK03・04(北東から）

SX02土器出土状況(東から)SX02(西から)

SX05北アゼ(南から)SX02下層(北から)

SX03・04(北から)

写真図版57 　 4 区　第 1 面



SK05・SD09(北から)SK05堆積状況(南から)

SK03・04周辺(西から)SK03(南から)

SK03(南から)

写真図版58 　 4 区　第 1 面



SK05・SD09(北から)SK05堆積状況(南から)

SK03・04周辺(西から)SK03(南から)

SK03(南から)

SK06(東から)SK04(南から)

SK04(西から)SK04(東から)

SK04(南から)

写真図版59 　 4 区　第 1 面



SK08(南から)SK07(西から)

SD06アゼ(西から)SD05アゼ(東から)

SD08アゼ(西から)SD07アゼ(西から)

SD12アゼ(西から)

SD13アゼ(東から)SD12(西から)

写真図版60 　 4 区　第 1 面



SK08(南から)SK07(西から)

SD06アゼ(西から)SD05アゼ(東から)

SD08アゼ(西から)SD07アゼ(西から)

SD12アゼ(西から)

SD13アゼ(東から)SD12(西から) 第2面垂直写真

写真図版61 　 4 区　第 2 面



第2面全景(西から)

第2面全景(東から)

写真図版62 　 4 区　第 2 面



第2面全景(西から)

第2面全景(東から)
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写真図版63 　 4 区　第 2 面
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SH02(南東から)SH02アゼ(西から)

写真図版64 　 4 区　第 2 面
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SH04(南東から)
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写真図版65 　 4 区　第 2 面
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写真図版66 　 4 区　第 2 面
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写真図版67 　 4 区　第 2 面



埋戻し風景

調査区から見た南西部(吹上)調査区から見た北東部(上阿万)

丸田古墳から見た遺跡周辺断ち割りトレンチ

調査区北壁

写真図版68 　 4 区　第 2 面



埋戻し風景
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丸田古墳から見た遺跡周辺断ち割りトレンチ
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写真図版69 　 5 区
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写真図版70 　 5 区
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写真図版71 　 5 区
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写真図版72 　 5 区
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写真図版73 　 5 区
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写真図版74 　 5 区
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写真図版75 　 5 区
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写真図版76 　 5 区
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１．明細番号４　柱根　クスノキ科

３．明細番号９　部材　ヒノキ科

２．明細番号６　柱根　カヤ

九蔵遺跡の木材　Ⅰ

�� ���PP横断面 �� ���PP放射断面 �� ���PP接線断面

�� ���PP横断面 �� ���PP放射断面 �� ���PP接線断面

�� ���PP横断面 �� ����PP放射断面 �� ���PP接線断面
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九蔵遺跡の木材　Ⅱ

４．明細番号10　部材　ヒノキ科

５．明細番号14　井筒　クスノキ科

: 0.2mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面
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胎土薄片(1)

3.No.3　613　須恵器　杯　762　4区　SX01　古代　2006.02.14

4.No.4　812　須恵器　杯蓋　46　4区　包含層　古代　2006.01.08

1.No.1　643　土師器　高杯　763　4区　SX01　古代　2006.02.14

2.No.2　567　土師器　杯　772　4区　SK04　古代　2006.02.15

Qz:石英．Kf:カリ長石．Pl:斜長石．Ho:角閃石．Che:チャート．Sh:頁岩．Tf:凝灰岩．

Vg:火山ガラス．P:孔隙．

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

0.5mm
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Vg
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Qz

Qz

Sh

Kf

Qz

Pl
Sh

Qz

Kf

Ho

写真図版162



胎土薄片(2)

7.No.7　製塩土器　包含層　古代　

8.No.8　製塩土器　包含層　古代　

5.No.5　製塩土器　包含層　古代　

6.No.6　製塩土器　包含層　古代　

Qz:石英．Che:チャート．Tf:凝灰岩．P-Qz:多結晶石英．SiR:珪化岩(軽石)．

Vg:火山ガラス．

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

0.5mm

P-Qz

Che

Qz

SiR Qz

P-Qz

Qz

Tf

Vg

P-Qz

Qz

P

写真図版163



胎土薄片(3)

11.No.11　製塩土器　包含層　古代　比較資料　田井A遺跡

12.No.12　製塩土器　包含層　古代　比較資料　田井A遺跡

9.No.9　製塩土器　包含層　古代　

10.No.10　製塩土器　包含層　古代　

Qz:石英．Pl:斜長石．Ho:角閃石．Oxho:酸化角閃石．Sh:頁岩．P-Qz:多結晶石英．

Gra:花崗岩．Vg:火山ガラス．P:孔隙．

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。
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兵庫県文化財調査報告シ リ ー ズ 名
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発掘原因
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調査期間
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コード
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 阿  万  東町 　
あ ま ひがしまち九 蔵 遺 跡

特記事項主な遺物主な遺構主な時代種　別所 収 遺 跡 名

前期後半の円形住居跡弥生土器・石鏃竪穴住居跡・土坑・溝弥生時代

集落跡九 蔵 遺 跡

後期に４基の竪穴住居
跡を構築している

土師器・須恵器竪穴住居跡・土坑・溝古墳時代

整然と並ぶ集落跡で官
衙的遺物を保有し、製塩
炉も検出

土師器・須恵器・和同開珎
掘立柱建物・製塩炉・
土坑

奈良時代

堀で囲まれた居館跡土師器・須恵器・緑釉陶器掘立柱建物・堀・土坑平安～鎌倉時代

　奈良時代から平安時代前半まで塩づくりを行った集落跡で三原海人の集落と考えられる。掘立柱建物が24
棟確認され、墨書土器や銭貨など官衙的遺物を出土している。和同開珎銀銭は兵庫県ではじめての出土であ
る。平安時代後半から室町時代前半までも集落を継続させ、堀で囲まれた居館と思われる。弥生時代前期か
ら古墳時代後期にかけての竪穴住居跡も検出されている。　　　　　

要 約

Title:149543_05本文2.ec8 Page:121  Date: 2015/03/31 Tue 16:49:31 



兵庫県文化財調査報告　第4７３冊

編　集　　公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター埋蔵文化財調査部

　　　　　〒６７５‐０１４２　兵庫県加古郡播磨町大中１丁目１番１号

（兵庫県立考古博物館内）

発　行　　兵庫県教育委員会

　　　　　〒６５０‐８５６７　兵庫県神戸市中央区下山手通５丁目１０番１号

印　刷　　丸山印刷株式会社

　　　　　〒６７６‐８５６６　兵庫県高砂市神爪１丁目１１番３３号

平成２７（２０１５）年３月２３日　発行

南あわじ市

九 蔵 遺 跡
－（主）洲本灘賀集線（阿万バイパス）道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－

Title:149543_05本文2.ec8 Page:123  Date: 2015/03/31 Tue 16:49:31 



26教Ⓣ1 018A4




